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　レティーナの婚姻話がまとまって、しばらくの時が過ぎた。

　マクスウェルの婚約者に納まったことで、彼女への求婚はピタリと止まり、今では落ち着いた日々を送っているようだ。

　なにせ本人から聞いたので間違いはない。

「でね、でね！　マクスウェル様ったらその日はお寝坊して、様子を見に行ったらおひげに涎よだれが──」

「あー、そーねぇ」

「レティーナちゃん、うざー」

「俺、部屋に戻って寝てていい？」

「ダメですわ」

　マクスウェルの婚約者になったということは、奴の魔法も気安く『お願い』できるということだ。

　レティーナは今、マクスウェルの魔法を使って、三日に一度は首都のラウムからストラールの街にやって来ている。

　そして俺たちは、そのたびに彼女の惚のろ気け話を聞かされる羽目になっていた。

　ちらりと視線を流すと、そこには素知らぬ顔でガドルスと談笑するマクスウェルの姿がある。

　まあここは、ガドルスの宿の食堂だから、二人がいてもおかしくはないのだが。

「おのれ……俺たちに色ボケレティーナを押し付けておいて、なんと暢のん気きな」

「レティーナちゃん、どうしてこうなってしまったのかー」

「俺、はっきり言って眠いんだけど。最近身体からだの節々が痛いし」

「それ、成長痛だから。しね」

「ひでぇ!?」

　クラウドの身長はまだ伸び続けている。この調子だと百八十センチは軽く超えそうだ。ライエルに届く日も近い。

　ちなみに前世の俺は百七十センチ程度で、戦士をするには少しばかり低く、そして非常に細かった。そして現世でも、身長に関してはあまり芳かんばしくない。

　すくすくと育つクラウドが羨ましい。

「レティーナ、わたし少しマクスウェルと話があるから」

「マクスウェル様と？　浮気は許しませんわよ」

「しねーよ」

　思わず素の口調が漏れてしまったが、これもやむなし。さすがにこの無為な時間を延々と続ける余力は、俺にはない。

　ミシェルちゃんには悪いが、レティーナの世話を彼女たちに放り投げておいて、俺は席を立つとマクスウェルの元に向かった。

　ここは食堂なので、ミシェルちゃんたちはいつものテーブル席にいる。対してマクスウェルはカウンターでガドルスと談笑していた。

　俺はマクスウェルの隣に腰掛け、今もっとも言わねばならない言葉を口にした。

「幸せカップルめ、しね」

「開口一番それか。他に話題はないのかの？」

「あるよ。その後、どうだ？」

「どうだとは？」

「レティーナと婚約して、周囲の状況とか？」

「ああ、面倒になったのぅ」

　マクスウェルの言葉に俺の眉がピクリと跳ね上がる。

　この爺じいさんは俺の前世からの仲間で、今でも大事な親友だと思っている。しかしレティーナもまた、俺の大事な仲間だ。

　もし婚約したことで、彼が面倒に思っているのなら、ここは心を鬼にして爺さんを諭さねばならない。

「勘違いするなよ、レイド。ワシはレティーナと婚約したことを面倒だと思ったことはないぞ。彼女は今時、珍しいくらいまっすぐで素直な、ワシにはもったいないくらいの良い娘じゃ」

「なら、何が面倒なんだ？」

「周辺の反応かのぅ。ヨーウィ侯爵と同格の侯爵連中とかは妬みの視線を向けてきよるし、ワシが現役と知った貴族が妾めかけの座を狙ってきたりと」

「ああ、そっち……」

　俺が安あん堵どの息を漏らすと、今度はマクスウェルの方がニヤリと笑う。見るとガドルスまで笑いを堪こらえていた。

「あのレイドが、他人の心配とは」

「なんだよ。以前から俺は気のいい男だったぞ」

「そうだな。俺らはそれを知っていたが、周囲の理解は及ばなかった」

　確かに前世の俺は自身の正義に殉じて敵を殺し、そして殺された。しかし世間の俺への評価は、誰にでも容赦なく噛かみ付く狂犬のような印象だったと言える。

　そんな血に塗まみれた印象を持つ俺が、親友の少女の心配をするというのが、こいつらには面白かったらしい。

「くっそ、勝手に笑ってろ。それよりその後というのは、あいつの話もあるんだよ」

「あいつ……ああ、レメク家か」

「そうそう。ミシェルちゃんたちの前じゃ、おおっぴらに聞けないからな」

　レメク家は王家に連なる公爵の地位を持っていた。これほどの家格では下へ手たに取り潰すわけにもいかない。

　それは王家のメンツにも関わる問題だからだ。

　俺にはその辺りの、深い話を探る術すべがない。いや、親のコネを使えば聞き出すことはできるだろうが、おおっぴらにコネを使える話題でもない。

　そんなわけで、こっそりマクスウェルに聞くしかなかった。

「さすがに謀反に違法薬物の流通まであると、そのままとはイカン。とはいえ取り潰しもできんとあって、陛下もかなり頭を悩ませたようじゃな」

「で、結局は？」

「当主のトバルは強制的に隠居させて、関連する血筋の者も僻へき地ち送り。追い払われておった妾しよう腹ふくの赤ん坊に家を継がせ、後見の侯爵に育てさせることになった。事実上のお家取り潰しではあるの」

　後継者が赤ん坊で、そこにレメク家の者が接触することができない。子供の頃からレメク家の思考に染まらなければ、今回のような事件は二度と起きないだろう。

　血筋だけは最低限残しつつ、考え方やレメクという家への愛着を切り離す処置とも考えられた。

　それだけではない。おそらく隠居させられた当主のトバルは、近いうちに『不慮の死』を遂げさせられることになるだろう。その後もレメク家の者が次々と。

　そうすることで表向きは断絶することなく、しかし事実上はレメク家は取り潰されることになる。

「まったく、これだから貴族ってやつは……」

「そう言うな。貴族にもヨーウィ侯爵やレティーナのような者もおる」

「それは知ってるよ」

　ヨーウィ侯爵の方は直接会った機会はあまりないが、それでもここまでの行動から、彼が良識的な貴族であることは理解できる。

　そしてレティーナも、好感を持てる存在だ。貴族のすべてが腹黒いとは、俺も考えてはいない。

「まあ、いいか。でもレティーナを巻き込むんじゃないぞ？」

「それはわかっておるよ。もし手を出す輩やからがいたら、たとえ国が相手であろうと容赦せん」

「へぇ？　意外と入れ込んでるじゃないか」

「当然じゃ。ワシはこう見えても愛妻家なんじゃぞ」

「ケッ、まだ結婚はしてねぇだろ」

　俺だったら恥ずかしくて赤面するような言葉を、平然と口にする。こういうところが、俺が爺さんに及ばないところなのだろう。

　そんな思いを隠すように、俺はカウンターにあった爺さんの酒を掻かっ攫さらい、一息に口にしたのだった。




「ん……ここは？」

　俺はゆっくりと目を覚ます。一番に目に入ったのは見慣れた天井。しかし、ベッドに入った記憶がない。

「あ、起きましたか？」

「フィニア、おはよう」

「はい、おはようございます」

「なんで自分の部屋にいるのかな？」

「それは、マクスウェル様の酒を一気飲みしたニコル様が、その場で卒倒してしまったからです」

　少し怒ったように、腰に手を当て頬ほおを膨らませるフィニア。そういえばこの身体は酒に極端に弱かったんだっけか。

　マクスウェルと話をしていて、つい前世のつもりで酒を口にしたのが失敗だった。

「それより、今日はお昼からライエル様のお屋敷に向かう予定ですよ」

「あ、そうだった！」

　今日はレティーナの来訪の他に、ライエルの屋敷に向かう予定もあった。

　せっかく来てくれたレティーナを放置するわけにもいかないので、午前中だけ相手して、午後から屋敷に向かう予定だったのだ。

「もう、私はニコル様がいないと戻れないんですから、しっかりしてください」

「はい、申し訳ない……二人だけの時は前の名前で呼んでもいいんだよ？」

「私は切り替えが上手うまい方ではないので、ボロが出ないようにいつも通りで。その、特別な時はお呼びさせてもらいますが」

　顔を真っ赤にして、指をもじもじさせるフィニア。特別な時とはどういう時を想定しているのか、少し聞くのが怖い。

「ミシェルちゃんたちには？」

「はい。すでに連絡しておきましたので、大丈夫です。ついでにニコル様の代理としてデンさんを置いてきました」

「いたのか……」

「マクスウェル様が、ニコル様がいないならと連れてきてくれました」

　まあ、今のレティーナの惚気地獄に付き合わせるのは非常に心苦しいが、忍耐強いデンなら平気だろう。

　それに向こうも、俺たちを待っているはずだ。

　今日俺たちが屋敷を訪れることは、前もって連絡してある。

「それじゃ用意──」

「すでに準備してあります！」

「さすがフィニア。頼りになる」

「え、へへ……もっと褒めてくれていいですよ？」

「フィニアも言うようになったねぇ」

　そう言いつつも俺は着替えを始める。フィニアがそれを手伝ってくれるが、これは幼い頃からの習慣なので、今さら照れはしない。

　身み嗜だしなみを整えたところで、俺はフィニアと手を繋つなぎ、魔法陣を構成していった。

　マクスウェルなら接触する必要はないのだが、俺はまだ転移テレポートの魔法に慣れていないので、接触していないと他人も一緒に飛ばせない。

　そして術式が完成し、目の前の景色がモザイク模様に崩れ、再構築される。

　それが収まった頃には、俺たちはライエルの屋敷の前にいたのだった。

「着いたよ、フィニア」

「あ、はい。この魔法、少し酔っちゃいますね」

「マクスウェルほど上手く使えなくてごめんね」

「そんな、こんなに早く戻れるだけでも御の字です！」

　片手をグッと握りしめ、フィニアは力説する。

　その声に反応したのか、屋敷の扉が勢いよく開かれ、中から着飾ったフィーナが飛び出してきた。

「ニコねーたん、いらっしゃい！」

「おー、フィーナ、大きくなった？」

　飛び出してきた彼女を正面から受け止め、背後に倒れそうになる。

　それを予見していたかの如く、フィニアが後ろで俺を支えてくれた。

「うん、おっきくなったよ。これくらい」

　俺に抱き留められたまま、フィーナは両手をいっぱいに広げる。

「あはは、さすがにそれは大きくなり過ぎ」

「ふぃにゃもおかえり」

「ふぃにゃ、じゃなくてフィニアですよ。あとおかえりですか……」

　フィーナは何気なく口にしたが、おかえりという言葉は自分の家に戻った時に使う言葉でもある。

　それはフィーナが、フィニアを家族として認めているという証あかしでもあった。

「うん、フィニア。おかえりで間違いじゃないんだよ。ここはもう、フィニアにとっても帰るべき場所だから」

「ニコル様……はい」

　俺の言葉に、目尻に涙を浮かべるフィニア。孤児だった彼女はライエルの屋敷に勤めるようになってからも、自分の家というものを持ったことはない。

　そんな彼女にとって、おかえりという言葉は特別な意味があるのだろう。

「あら、ニコルってば帰ってきて早々フィニアを泣かせてるの？」

「人聞きの悪い。これはフィニアが涙もろいだけだよ」

　フィーナの後を追うように出てきたのは、屋敷では珍しく修道服に身を包んだマリアと世界樹教の教皇アシェラ。

「あれ、アシェラ様まで？」

「そうよ。フィーナの洗礼は私がやるって言ったのに、マリアってば全然連絡してくれないんだもの。だから押しかけて来ちゃった」

「その、神殿の方は……？」

「問題ないわ！　書き置きを残してきたから」

「問題ありすぎィ!?」

　要はまた抜け出してきたというのだ、この教皇様は。

　これでは枢すう機き卿きよう連中の心労も溜たまろうというものだ。心中察するに余りある。

「まあそうね。だからすぐに戻らないといけないのに、ニコルちゃんがなかなか来ないんだもの」

「う、ごめんなさい」

　そう、今日の来訪の目的はフィーナの洗礼の儀のためだ。

　着飾ったフィーナは実に可愛かわいらしく、俺の時にマリアとフィニアがエキサイトしていた理由が、今になってよくわかる。

　それにギフトの有無だけではなく、洗礼という行為自体にも大きな意味を持つ。

　ここで世界最大派閥の世界樹教の洗礼を受けることによって、村という社会の中にようやく溶け込めるという意味もあった。

　特に信心深い辺境の村などでは、世界樹教の威光は大きい。

　いわゆる同属意識というモノだろうか。同じ派閥に属する仲間だから持てる一体感のようなモノだ。

　もちろん、世界樹教でなく、水神エイルや戦神アレクを信仰していても問題は無い。ただ、少数派であることは否いなめない。

　この後で世界樹教から別の宗派に宗旨替えするのも自由である。

　世界の根源にして魂の輪りん廻ねを司つかさどる世界樹教は、生と死をも司ると言ってもいい。

　そこに至るまでに細かい注文を付けるほど、狭量ではない。ただし半魔人は除くという現状ではあるが。

「ニコル様ってば、マクスウェル様のお酒を飲んでひっくり返ったんですよ」

「あ、こらフィニア！　告げ口するなんてヒドイ」

「ほほぅ、ニコルも酒を嗜たしなめる歳としになったか。なら俺とも一杯飲んでくれないか？」

「あ、父さんとだけは絶対イヤ」

　玄関から出てきた途端撃沈するライエル。しかし、お前と一緒に飲んだら確実に先に潰される。

「それじゃ、酒飲みニコルちゃんも来たことだし、洗礼の儀を始めるとしましょうか」

「言いがかりがヒドイ！」

　パンと手を打ってアシェラ教皇が話をまとめにかかる。

　今年はフィーナだけしか三歳児がいないため、村の教会で手軽に済ます予定だった。

　俺は片手にフィーナを抱き、片手をフィニアと繋ぎながら、教会へ向かうことにした。

　一緒に歩くのはフィニアにマリアとライエル、やたら豪華な法ほう衣えを纏まとったアシェラ。

　そこまで見渡して、俺は約一名、足りないことに気付いた。

「あ、あれ、コルティナは？」

「ああ、監視をつけて持久走に出している。三時間ほど」

「うわぁ……」

　猫人族のコルティナは決して身体能力の劣る種族ではない。むしろ人間よりも遥はるかに瞬発力に優れた種族である。

　しかし逆に、持久力に関しては人並みか、それ以下でしかない。

　これは高い瞬発力を維持するために、筋肉の質がそういう方面に特化したことが原因だ。

　猫人族が総じて小柄な者が多いのも、この辺りが理由だそうだ。

　そんなコルティナが三時間の持久走か……俺でも死ねる。

「ママー、見て見て、人がよけてく」

「そうね。きっと派手な服着た若作りの『オバサン』がいるからよ」

「マリア、なんか口調に棘とげが無い？」

「そりゃもう。本来私が執り行うはずだった洗礼式を横取りされたんだもの」

「だってだって、ニコルの時は呼んでくれなかったじゃない！」

　やたら長い袖をバタバタ振って、大仰にアピールするアシェラ。

　その見た目だけなら、初等部の生徒と大して変わらない年頃に見えるが、中身はマリアがオバサンと呼んでも差し支えないほどの高齢である。

　まったく、白いのと一緒で大人げないったらありゃしない。

「でも、あなたのせいなのは本当よ？　こんな僻へき地ちの寒村に、そんな豪ごう奢しやな法衣なんて着てくるんだもの」

「あら、マリアの法衣は私より高価じゃない」

「これは見かけは質素だから良いの」

　よく見ると、マリアの法衣は地味な黒色だが、光が吸い込まれるような深みがある。

　しかも表面はざらっとした感じがあり、織り目が見えない。これは何かの皮か……いや、この皮は見覚えがある。

「ひょっとして邪竜の被膜？」

「あら、よくわかったわね。ライエルの鱗鎧を作った時、一緒に仕立ててもらったの。針が通らなくて大変って、針子さんに𠮟られちゃった」

「……よく仕立てられたね」

「ライエルの聖剣で針穴を開けてもらったのよ」

「なんて無謀な」

　聖剣を針穴開けるために使うとか、悲し過ぎて涙が出てきそうだ。

　しかも法衣の縫い目なんて数えきれないほどあるのに、そのたびに聖剣で穴を開けさせられたライエルの苦労を考えると、虚むなしさがこみ上げてくる。

　フィーナに悟られないように冷や汗を流す俺。話を一段落させるべく、視線をマリアから前に向けると、そこにボロ雑巾のような毛皮が転がっていることに気が付いた。

「なんだ、あれ」

「うぅ」

　不思議なことに毛皮が呻うめき声ごえを上げた。違う、毛皮ではない。ボロ雑巾のように疲れ果てたコルティナが行き倒れていた。

　俺の腕の中からフィーナが飛び降り、コルティナの元へ駆け寄っていく。

「てぃーなー」

「うー、フィーナちゃん、ダメよ、ここには鬼がいるの。ライエルっていう名の鬼……が」

「しぬなー、きずはちめーしょーだぞぉ」

「それ死んでるから。それより、誰からそんな不吉なセリフ教えてもらったの？」

「ママ」

「いい、フィーナちゃん。奴は裏切り者なのよ。埋伏の毒なの」

「なんだってー！」

「いい加減なことを吹き込まないで」

　不穏なことをフィーナに吹き込むコルティナの頭を、マリアがペシンと叩たたく。

　続けて流れるように治療キユアーの魔法を発動させた。疲労した体力は回復しないが、体内の不調の元は取り除かれる。

　多少は効果があったのか、コルティナはよろめくように身を起こした。

「そういえばコルティナ、見張りにつけていた二人はどこへ行った？」

「ああ、私がぶっ倒れてピクリとも動かなくなったから、慌てて水を汲くみに行ったわ」

「そこはまず、母さんを呼びに来るべきなんじゃなかろーか？」

「そんな真似まねしたら、さらなる苦行を押し付けられるに決まってるじゃない!?」

「あー、そう……？」

　コルティナは滂ぼう沱だの涙を流しながら、俺に詰め寄ってくる。その視線は昔と違い、俺と同じくらいの高さにあった。

　ラウムを離れてから三年。俺もそれだけ背が伸びたということである。

「ってか、ニコルちゃんもひどいわよ。全然顔を見せに来てくれないんだもの！」

「えっと、そう、かな？」

　実際はレイドとして接近禁止令を出されたため、ニコルとしてもこちらに顔を出しにくく感じてしまったからだ。

　それでも、コルティナとはときおり話をしているのだが、彼女としてはそれでは物足りないらしい。

「代わりにフィーナちゃんを存分に愛めでてるから、この地獄にも耐えられるけど」

「にゃああぁぁぁ！」

　ワシワシとフィーナの頭を掻かきまわし、頬ほお擦ずりをするコルティナ。おかげでせっかくセットしたフィーナの髪形が乱れてしまっている。

　そのコルティナの手からフィーナをひょいと回収し、手早くセットしなおすフィニア。彼女も物もの怖おじしなくなったものである。

「それにしても、そんなにめかし込んでどこ行くの？」

「これからフィーナの洗礼式を行うのよ。そのためにアシェラも来てくれたわけだし」

「へぇ……って、アシェラ？　ひょっとして教皇様!?」

　マリアの答えを聞き、驚きよう愕がくするコルティナ。そりゃあ、こんなところに教皇が来るとは思うまい。

「あら、私のこと知ってくれてるのね。光栄だわ」

「なんでこんな場所にいるの!?　世界の超重要人物じゃない」

「それをあなたが言うのも、不思議な感じね」

　マリアがコルティナに冷静なツッコミを入れる。確かにコルティナやマリアがいる以上、重要人物度ではアシェラは一段落ちるだろう。

　それでも、世界でも有数の重要人物であることに変わりはない。

　コルティナは頭を抱えて悶もだえるが、それでアシェラが懲りるはずもなかった。

　むしろ誇らしげに胸を張っているので、暗に『こんなところに出てくるな』というコルティナの皮肉を理解していないだけかもしれない。

「まぁ、いいわ。洗礼式なら私も見に行きたいんだけど？」

「教会の中には入れないから、あまり意味はないわよ」

「それでも！　せっかくのお祝いなんだから、参加させなさいよ。ライエルも、それくらいならいいでしょう？」

「そうだな。今日は限界まで走らせたことだし、あとは休息とするか」

「やった！」

　パチンと指を鳴らして喜ぶコルティナ。こうして彼女も洗礼式に参加することになった。




　この辺境の村の教会は、世界樹教の神殿とは比べ物にならないくらい、小さなものだ。

　しかしその堅けん牢ろうさは、神殿に勝るとも劣らない。

　頑丈な石のブロックを組み上げて積み上げた外壁は、ちょっとやそっとでは崩れないだろう。

　もっともライエルならば、余裕で破壊できそうだが。

「それじゃ、私とフィーナちゃんは中で洗礼式を行ってくるから、あなたたちは外で待っていてね」

　洗礼式は、まず教会前で皆に祭さい祀し者しやが訓辞を述べ、それから一人ずつ教会の中に入って魔法陣の中に足を踏み入れる。

　そうすることで、脳裏に自身の持つギフトが浮かび上がるのだが、今回は三歳になる子供がフィーナしかいなかったので、その辺も実にアバウトだった。

　これは祭祀者のアシェラが、わりと雑な性格をしているからかもしれない。

「訓辞はマリアの教育を信頼してるから、省略ね」

「そんなんでいいのか……」

「いいのよ。ニコルちゃんだって、この時の訓辞がどんなのだったか覚えてないでしょ」

「そういえば？」

　俺の時は、例年のようにマリアが訓辞を述べていたのだが、当たり障りのない話題だけで、内容をほとんど覚えていない。

　当のマリアも、この時の言葉は例年同じことしか言っていないと、聖職者にあるまじき発言をしていた。

　つまりは、その程度しか重要性を持たないということである。

「フィーナちゃん。お話が聞きたかったら、あとでマリアから聞いておいてね？」

「はぁい！」
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「ちょっと、私に丸投げ!?」

　いい加減なアシェラの言葉に、元気よく両手を上げて答えるフィーナが可愛かわいい。

　それを聞いて、珍しくげんなりとした顔をするマリア。その顔はあからさまに『面倒なこと押しつけやがって』と語っていた。

　もちろん、それくらいで堪こたえるアシェラではない。素知らぬ顔でフィーナと手を繋つなぎ、教会の中に入っていった。

「マリアがやり込められるのは珍しいわね」

「あの人は昔から苦手なのよ。悪い人じゃないんだけど……むしろ尊敬すべき先達なんだけど……」

「俺もあの人は苦手だったなぁ」

「過去形じゃなくて今も、でしょ」

　マリアとライエル、双方が苦手意識を持つとは珍しい人材である。

　考えてみれば権力的にも魔法技術でも、この世界でトップクラスに位置する者だ。

　マリアも六英雄とも聖女とも呼ばれてはいるが、実際の立場は一介の教区長にすぎない。やはり格が違うというべきか。

　マリアとライエルからアシェラについての愚痴を聞きながら時間を潰し、フィーナが出てくるのを待つ。

　しかし、なかなか出てくる気配がなかった。俺の時はもっとすんなりとことが終わったはずなのに。

　それは子煩悩なライエルも同じようで、そわそわと貧乏揺すりを始め、マリアに問いかけていた。

「なあ、少し遅くないか？　ひょっとして何かトラブルとか……」

「ギフトの鑑定にトラブルなんて起きようがないわよ」

「でも、わたしの時はもっと早かったよ？」

「ニコルも落ち着きなさい。アシェラが付いているんだから、心配なんてないわ。ああ見えて実力はピカイチなんだから」

「それは知ってるけど」

「もし私がいなかったら、彼女自ら邪竜退治に名乗り出ただろうって言われているくらいなのよ？」

「それは勘弁してほしい」

「うん？」

　アシェラと一緒に邪竜退治など、考えるだけでも恐ろしい。

　ある意味無邪気な彼女は、悪意無く場を引ひっ掻かき回まわし、マクスウェルと共謀して悪戯いたずらを仕掛け、仲間たちを混こん沌とんの渦に巻き込んだはずだ。

　俺も当事者の一人として、それだけは断固として断りたい。

　しかしライエルの心配ももっともな話で、ただ鑑定するだけなのだから、これほど時間がかかるはずがない。

　俺とライエルがそわそわとしながら教会の扉を睨にらみ、十数分も経たった頃だろうか。ようやく扉が開き、二人が出てきたのだった。

「いやあ、参ったわ。フィーナちゃんってば神託受けちゃってさぁ」

「神託!?」

　神託とは、神が直接信徒に語り掛けてくることだ。この神託を受けている時間は人によって変わるが、その間は呆ほうけたように立ち尽くしてしまうらしい。

　フィーナの場合、かなり長く神託を受けていたようで、そのためこれほど時間がかかってしまったということか。

「それで……その、どんな神託を受けたのかしら？　いえ、それより身体は大丈夫なの？」

　マリアとしても、滅めつ多たにあり得ない事件だけに興味津々というところだ。

　ちなみに俺の場合は、わりと頻繁に神本人が足を向けてくるため、神託に対してそれほど幻想を抱いていない。

「うん、げんきだよ。あのねあのね、白いおねえちゃんがね、『この先必要になるかもしれないから、この力を授けます』って」

「神自らギフトを!?」

　マリアの驚愕の言葉が響くが、俺はげんなりとした気分で脱力していた。白いの、お前の仕業かよ。

　あとマリア。その神託を授けたの、世界樹教の怨敵の破戒神だぞ。

「うん。それでね、お花畑であそんでもらったの！」

「あー、そう」

　妙に長かったのは、そのせいか。余計な心配を掛けさせやがって。

　どうやら俺たちにとっては十数分の出来事だったが、フィーナにとっては一時間ほどの時間だったらしく、意識を乖かい離りさせた後、幻想の空間で散々遊んできたらしい。

　暢のん気きなフィーナの言葉に、俺は空虚な返事を返すことしかできなかった。

「で、どんなギフトをもらったんだ？」

「それなのよ。事態が事態だから私が聞いてもいいかと思ったんだけど、ギフトのことだから、やっぱり両親の確認が必要だと思ってね。私は少し席を外すから、その間に確認しておいて」

「そうね。あなただと色々しがらみとかあるものね」

　そう言うとひらひら手を振って教会の中に戻っていくアシェラ。ギフトを鑑定するための魔法陣の後始末でもしてくるのだろう。

　その間に、俺たちはフィーナが授かったギフトを聞くことにした。

「で、フィーナ。どんな力を貰もらったんだい？」

「えっと、『やくがく』だって」

「薬学……ポーションとかに関する知識なのか？」

「それだけじゃなく、薬全般に関してよ。医療に関わる人間としては、喉から手が出るくらい欲しいギフト」

「そこまでか!?　これも危険な力なんじゃないのか？」

「そうね、悪用しようと思えば、ミシェルちゃん以上に危険かもしれないわ。なにせ生かすも殺すも自由自在な薬すら作れるようになるんだもの」

「かなり、まずいよな？」

「そうね。エリオットには間違っても聞かせられない」

　最後のライエルの言葉を受けて、コルティナが返す。

　エリオットは悪い男ではないが、立場上フィーナの力は押さえておきたい能力である。

　それに、エリオットに不満を持つ連中にしても、これは欲しい能力になるだろう。

　フィーナを除く俺たち五人は顔を見合わせ、盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「大変なことになった……」

　声を揃そろえて、そう愚痴る。

　本当にあの神様は、面倒事を運んできてくれる。
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　闇の中を一匹のスライムが這はいずっていく。

　その動きは妙に人間臭い焦燥を滲にじませていた。

「くそ、くそ！　レイドめ、何度も何度も邪魔をしてくれる！」

　アシェラ暗殺、ベリトの争乱、それらを起こし半魔人たちを孤立へ誘導し、仲間に取り込む。

　その目もく論ろ見みがレイド一人によってことごとく防がれてしまった。

　しかも逃げ出すところを発見され、身体の半分近くを失う羽目になった。

　どうにか逃げ込んだ先も、世界樹という魔境の最先端。力を失った今、一刻も早くこの場を抜け出さねばならない。

　さいわいスライム特有の擬態能力が、コボルドなどの低級モンスターの知覚を欺けるため、襲撃を受ける回数は少ない。

　それでも同種のスライム系モンスターには、この擬態が効かないため、皆無とはいかなかった。

　しかしクファルにとって、現状それは悪い話ではない。

　襲い掛かってくるスライムは別に強敵でもなく、食い合いとなればクファルに分があったからだ。

　そうして何匹かのスライムを食らい、身体を補完し終わってようやく一息つくことができた。

「これならコボルド程度なら群れで襲われても対処できるか。しかし、これからどうするべきか……？」

　今回の一件は、クファルたちにとっても、かなり賭けに出た部分がある。

　側近のほとんどを失い、このまま収穫無しでは、組織としても立ち行かなくなる可能性が大きかった。

　どうにかして戦力や協力者を補充せねば、もはや未来は無いと言えるほどに。

「チッ、しばらくは組織の立て直しにかかりっきりになるな。それもこれも六英雄、いや、レイドのせいだ」

　北部に残してきた部隊も、六英雄の妨害に遭って大きな成果を挙げられていない。

　すでに国家からも目をつけられているのだから、いっそ北部を放棄することも視野に入れるべきか、クファルは真剣に考慮していた。

　しかしここは迷宮の中。気を抜くと即、死が待ち受けている危険地帯である。

　思案している間にも頭上にスライムが這い寄り、上から襲い掛かってきた。

　もっとも頭も何もないクファルにとって、それは奇襲でも何でもない。本来ならば呼吸器官を塞がれ、致命傷になりかねない攻撃だったのだが、もとより呼吸を必要としていないクファルには何の害もない。

　混ざりあうようにして自身の体内に取り込み、逆に侵しん蝕しよくして自分の身体の一部にしてしまった。

「まったく、ここでは落ち着いて考え事もできないか。まあいい、そろそろ外も落ち着いたはずだし迷宮から出るか」

　迷宮内に逃げ込み、彷徨さまようことすでに数時間。レイドが追ってくる気配が無いということは、召喚した魔神に倒されたか、追跡を諦めたかしたのだろう。

　特に迷宮内に隠れるスライムを追いかけるというのは、いかにレイドでも非常に難易度が高いと思われた。

　それも特定の個体を追跡するのは、不可能に近いだろう。

「入り口で待ち構えている可能性もあるが……その時はまた逃げ戻るとしよう」

　迷宮の中で逃げ回ることに関してなら、種族的にもクファルに利がある。

　そう楽観的に考えて、クファルは入り口へと向かうことにした。




　入り口へ、といっても、初めて足を踏み入れた迷宮でがむしゃらに逃げ回った結果、どの方向にそれがあるのか、よくわからない。

　たっぷり一時間以上は迷って、ようやく外の光が見えてきた。どうやら、迷宮内で一晩を過ごしてしまい、朝になっているようだ。

　念のため、死角になりやすい天井に張り付き、ゆっくりと警戒しながら入り口へと迫る。

　しかしそこにレイドの姿はなく、待ち伏せている様子もなかった。

「これは本当に魔神が倒してしまったか？　できるなら自ら手を下したかったのだがな」

　愚痴を漏らしながらも人の姿を取り、入り口から一歩踏み出そうとした瞬間、目の前に一人の少年が立ち塞がっていた。

「おっと、そこまでにしてくれるかい」

「な、貴様は!?」

　その少年の姿に、クファルは見覚えがあった。

　レイドとともに現れた少年の姿だ。もっとも敵対的な行動は取っていなかったので、転移を頼まれた協力者という関係だったのかもしれない。

　クファル個人と敵対していないなら、交渉の余地はある。そう考えて人当たりの良い笑みを浮かべるクファル。

「ああ、済まない。レイドの一件では彼が世話になったようだね。僕は──」

「黙って。君が何者かは、僕も気にしないよ。だけど迷宮のモンスターが外に出るというのは、立場上看過できないんでね」

「なんだって？」

「僕は現在、世界樹の管理を請け負っていてね。ここからモンスターが出ないように監視するのが仕事なのさ」

「待ってくれ。僕は別に迷宮のモンスターってわけじゃ──」

「どこ生まれのモンスターかってのも、関心が無い。悪いが迷宮に戻ってくれるかい？　別に拒否しても構わない。実力行使で消滅させるだけだし」

「ふ、ふざけるな！」

　いつものクファルなら、この程度で激げき昂こうしたりはしなかっただろう。

　しかし今の彼はレイドに企たくらみを妨害され、失敗の果てに逃亡している最中である。

　その切羽詰まった状況が、彼に余裕をなくさせていた。

　目の前の少年に向け、たっぷりと毒素を含んだ体液を投げかける。

　レイドすら昏こん倒とうした猛毒である。少年が何者であれ、これに耐えられるはずはない。

「──とか考えていたんだろうけどね？　悪いがこの程度の毒じゃ、僕には効かない」

「な、なぜ……!?」

「ああ、君には名乗ってなかったね？　僕は竜神バハムート。最近はバーさんって呼ばれてるよ。破戒神とはちょっとした知り合いでさ」

「破戒神だと!?」

　世界樹をへし折った、破戒神ユーリ。確かに世界樹とは因縁のある神の名である。

　そして竜神バハムートも、世界樹に因縁のある存在だった。

　神話上では、世界で初めて世界樹の迷宮を制覇し、不老不死を手に入れた存在。それがバハムートである。

　しかし当時の王は、彼の不老不死を欲し、彼にその力を自らにも与えるよう迫った。

　無論、そのためには世界樹を登頂せねばならないため、それを願われても彼に叶かなえることなどできない。

　その事実に癇かん癪しやくを起こした王は、彼を拷問した。

　拷問の果てに何度も死に、不老不死ゆえに再生する彼は、結果として怒り狂い、自らの身を竜に変えて世界の大半を焼き払ったと伝えられている。

　しかし、いくら因縁があるとはいえ、実際に神が存在するなんていうのは、信じられなかった。

　確かに治癒系の魔法のいくつかには、信仰によって発現する魔法もある。それでも神というのは遠い存在で、それが目の前に現れようなどと、誰が信じられようか。

　驚きよう愕がくと不信に動揺したクファルの目の前で、バハムートはゆっくりと腕を上げた。

　その腕は見る見る太く長くなり、同様に爪も鋭く、巨大に変化していく。

　その腕はすでに人の形を逸脱し、ドラゴンのそれへと変化していた。

「う、ウソだ……」

「残念ながら、ウソじゃない。まったく、聞き分けてくれるなら楽できたのに」

　心底面倒くさそうに話をしながら、バハムートはその爪を振り下ろした。

　毒素の塊であるはずのクファルの身体からだが、あっけなく抉えぐり取られ、後方へと吹き飛ばされる。

　そして床に叩たたき付けられ、跳ね返って天井にぶち当たり、もう一度床に落ちる頃には身体の大半が撒まき散ちらされていた。

　核にもヒビが入ったのか、クファルの意識が一瞬途切れる。苦痛を感じない身体だったのが唯一の救いだろうか。

　そして吹き飛びながらも、クファルはようやく疑問の答えを得た。

　これほどの迷宮で、門番もいないのに、なぜモンスターが外に出ていかないのか？

　それは、この竜神が見張っているからに他ならない。

　ただの一撃、それもバハムートにとってはせいぜい爪先で弾はじく程度の、軽い攻撃だった。

　それだけで身体の大半を持っていかれた。

　その事実にクファルは思い知る。この入り口から外に出るのは不可能だと。

　床をころころと転がりながら、薄れゆく意識の中でそう結論を出していた。




　クファルが次に意識を取り戻したのは、どれほど時間が経たった頃なのか。

　少なくとも入り口から差し込む光は存在しなくなっていたので、半日は経過していたと判断できる。

　どうやら核の近くで戦闘が起き、その際の流血が彼の元へ流れ込んだことで、わずかながら核を修復し、スライムの液体の身体を取り戻すに至ったらしい。

「今、は……よ、るか……」

　身体を取り戻したことで、ようやく発声が可能となっていた。

　そのままズルズルと力なく這い回ることで、道端の埃ほこりなどを吸収していく。

　迷宮の隅にはやはりゴミなども豊富に積み重なっているため、どうにか自由に行動するだけの体積を取り戻すことができた。

「まったく、酷ひどい目に遭ったものだ」

　愚痴を漏らしながら、少し離れた角から入り口の方向を見やる。

　今はバハムートの姿は見えないが、先ほどは外に一歩踏み出そうとしただけで目の前に現れたことから、こちらの存在には気付いているかもしれない。

　夜だから大丈夫などと考えるのは、さすがに楽観的過ぎるだろう。

「これはあそこから外に出るのは不可能だな……」

　とはいえ、他の出入り口など、クファルの知識には存在しなかった。

　いや、一つだけ心当たりがある。この世界樹は半ば過ぎでへし折られている。つまりそこから先は外ということだ。

　上空まで竜神が見張っているかは未知数だが、このまま一層の入り口から出ようとするよりは可能性がある。

　それに、千を超える階層があった頃なら登頂は不可能だっただろうが、半分ほどに折れた現在ならば、それも可能かもしれない。

　ましてや隠おん密みつ能力に優れたスライムに、人の知能を持つ自分なら、どうにかなるかもしれなかった。

　そう考えて、クファルはさらに奥へと歩を進めることにした。




　擬態を駆使してモンスターの遺体などを吸収することで、どうにか元のサイズに戻ることができた。

　しかし、急激に体積を増やしたことにより、成分が薄まってしまい、毒素が減っていた。

　この状態では、クファルは通常のスライムと大して変わらない能力しか発揮できないことになる。

「しばらくは不意打ちくらいしかできそうにないな」

　真正面からでは冒険者どころかコボルド相手でも危ないかもしれない。それほどにクファルの力は弱っていた。

　だからといって、いつまでもこの迷宮に居座るわけにはいかない。

　しかし唯一の出口はあの竜神が見張っており、ひょっとしたら他の出口も監視している可能性がある。

　登頂すればどうにかできるかと考えていたクファルだが、上層に登れば敵の能力も上がり、生存が難しくなる。

「くそっ、どうにも八方塞がりだな。他に良い手は……」

　そこで、ふと気が付いた。

　自分は知能あるスライム。その特性をどうにか活いかせないか、と。

　例えば不定形の身体は、核さえ通れればすり抜けることができる。そしてその核の大きさも指の先ほどしかないので、かなり自由に潜り込めるはずだ。

　たとえば……

「この、世界樹の道管の中とか？」

　世界樹の道管は、その巨体相応にかなり太い。主道管にもなると、人が潜れるほど太くなる。

　それは街からの脱出路として、枯れた根を調べた時に知っていた。

　さすがにこの迷宮内でそれほどの規模の道管を見つけるのは難しいかもしれないが、核を通せる程度の道管ならば、見つかるかもしれない。

「いや、ひょっとすると、どうにか穴を開けるくらいならできるかもしれないな」

　物を侵しん蝕しよくすることにかけては、スライムはこの世界有数の能力を持つ。

　この世界の根源たる世界樹とて、完全無欠ではない。破戒神に破壊されたことが、その証左である。

　クファルにはこの世界樹の外壁に穴を開けることは不可能かもしれないが、細い道管に核を通すだけの穴を開けることなら、可能かもしれなかった。

「物は試し……いや、むしろそれしか手が無い状況か」

　覚悟を決めて、クファルは迷宮の壁に取り付き、侵蝕を開始した。

　一瞬で穴を開けるという真似まねは、さすがにできない。じわりじわりと壁を溶かしている間にも、他のモンスターに襲われるかもしれない。

　それでも、無策でこの迷宮を登るよりも、遥はるかに生存の可能性があった。

「クッ、やはり硬いな。侵蝕が捗はかどらない」

　じわり、じわり、と木でできた壁を溶かし、取り込んでいく。

　どうにか核が通れるほどの穴を壁に開けたが、その先に道管は存在しなかった。

　みっしりと詰まった樹木の壁だけが続いており、近くに道管は無さそうだった。

「ハズレか。しかし別の場所に無いとも限らないし、当たりが出るまで続けるだけだ」

　そうして、別の場所に向かい何度も穴を開けていく。

　どれほど時間が経ったのか、何度穴を開けたのかわからなくなってきた頃、ようやく穴から樹液が噴き出す場所を発見した。

「やったぞ！　しかもこの道管、かなり太い！」

　噴き出してくる水の勢いは強い。それもそのはずで、壁の向こうに広がっていた空間は数十センチはありそうだった。クファルの核を通すのに充分な太さである。

　水の勢いに負けないよう、ねじ込むように核を滑り込ませる。その際に再生した身体の大半を捨てることになってしまったが、道管の中にある樹液を取り込めば、すぐに補ほ填てんできるだろう。

　後は水圧に身を任せながら、上層へ向かって駆け上がるだけだった。




　道管の中に入り込んだクファルは、その勢いに身を任せ、凄すさまじい速度で世界樹を駆け上がっていた。

　その高さは通常の樹木が育つ限界の高さを超えても、なお止まることはなかったが、道管の中にいるクファルには、現在がどれほどの高さなのかは知る由もなかった。

　それでも流れに乗っている時間の長さから、それが相当な高さであることくらいは、察することができる。

　物理的に不可能な高さまでの上昇。それがどのような理ことわりによるものなのか、クファルにはわかるはずもなかった。

　そもそもこの世界樹は世界で唯一の存在であり、神話の体現者でもある。人の考えの及ばぬ原理が存在したとしてもおかしくはない。

　そうしてどれほどの高さまで上がったかわからなくなってきた頃、道管に分かれ道が現れていた。

　これは枝分かれを示す証あやしであり、かなり上層部まで登ってきたという証でもある。

　道管の太さも、次第に細くなってきており、クファルの身体でも引っかかることがあるほどだった。

　それはやがて、核だけのクファルですら通れないほど細くなっていく。同時に流れる樹液の勢いも弱くなってきていた。その事実が、彼に世界樹の頂上に近いことを知らせていた。

　そこまで来て、ようやくクファルは道管に取り付き、壁を溶かしにかかる。

　まずは周囲を流れる樹液を取り込み、自身の体積を増やしていく。道管に沿って長く伸ばし、身体の体積を維持していた。

　これは外に出た時に即座にある程度の身体を作るための保険でもある。道管の外にはどんなモンスターがいるのかわからないのだから、万全を期しておきたいという考えだ。

　続いて道管の壁を溶かしつつ、準備を整える。

　上層の壁は下層のそれよりも遥かに強固で、壁にそれだけの頑丈さが必要な敵がここにいることを、クファルは理解していた。

　しかし、下層の出口をバハムートに抑えられている以上、残る出口はこちらしかない。

　何時間もかけて、ようやく小さな穴を開け、そこからぬるりと絞り出すようにして迷宮内に這はい出していく。

　這い出た先は、広い、ズタボロになった広間だった。

　激しい戦闘が行われたのか、あちこちの床が裂けている。広間の中央には何らかの魔法陣らしきものが描かれており、中央には砕かれた球体が放置されていた。

「ここは……？」

　人型を取り戻したクファルは、真っ暗な広場を一いち瞥べつして独ひとり言ごちる。

　暗い迷宮の中、人型も取らず、言葉も喋しやべらないでは、元人間としての自我を失ってしまいそうな気がしたからである。

　さいわいと言っていいのか、ここには他のモンスターの気配は存在しなかったので、腰を据えて周囲の状況を調べ始めることができた。

　クファルは魔術の知識を前世から引き継いでいるため、その手の調査は苦手ではない。

　しばらく調べた結果、この魔法陣が世界樹の根幹機能に関わっていることを発見する。

「これは……大地から吸い上げた力を、この広間に誘導しているのか。確か神話では世界樹は世界を支え、同時に世界から力を集める存在とされていたな。となると、こっちの宝珠は、集めた力を管理する物だったのか？」

　神話では、この世界樹の頂上付近で破戒神と魔王と呼ばれる存在が戦闘を行い、その余波で世界樹が折られたというエピソードが語られている。

　ここがその現場なのかとクファルは考え、感慨深い感傷に包まれる。

　しかし、現在の彼は観光に来たわけではない。この世界樹から脱出するための手段を探さねばならなかった。

「待てよ、確かバハムートは世界樹の監視者とか言っていたな。なら世界樹に異変を起こせば、注意を逸そらすことができるか？　それに……」

　わずかなバハムートとの会話の中から、脱出に利用できそうな単語を思い浮かべる。

　同時に背後へと視線を飛ばし、そこからもう一つの可能性にも思い至った。それは教皇暗殺のために行った、下準備での出来事。

「うまくすれば……出し抜くことができるか？」

　神を出し抜く。それができれば、これほど痛快なことはない。

　それが一度痛い目を見た相手なら、なおさらだ。

　そのためにはまず、この宝珠の機能を再生させねばならなかった。それは如い何かに魔術に精通したクファルでも、容易なことではない。

「まあいいさ。ここにモンスターはいないようだし、俺はスライムの身体を持っているからな。時間はいくらでもある。もっともレイドに意趣返しするには、それなりに急がねばならないか」

　スライムに寿命はないが、憎いレイドにはそれがある。クファルの感情的には自分の手で、邪魔された礼は返しておきたい。

「まずは表面から解析していくか」

　宝珠の破片をかき集め、その表面をなぞるようにスライムの粘液を動かしていく。

　そこに秘められた神秘の力の導線を辿たどりながら、その機能と構造を把握していった。

　しかしこれは、クファルの精神に大きな負担をかけることになる。人の精神で理解するには、世界樹の規模が大き過ぎたのだ。

　しかしそれでも、憎悪の一念がその難行を乗り越えさせてくれる。

　ここに閉じ込めたバハムートへの怒り、逃げ込む原因になったレイドへの憎しみ、そして自分の原点になった半魔人差別への──世界への憎悪。

　それらが一丸となってクファルを支え、同時に宝珠へと染み込んでいく。

　やがて宝珠の断裂面を粘液が繋つなぐようにして修復を始める。それは本来ならば難しい作業のはずだったが、世界樹の樹液によって再構築されたクファルの身体は、宝珠に対する耐性が非常に高くなっていた。

　宝珠を体内に取り込みつつ、再生していく。

　そうしてどれほどの時間が経過したのか、やがて解析し、修復した宝珠をクファルは吐き出した。

　その色は元の緑色の宝珠ではなく、どす黒い色がマーブル状に混じった、別の何かになっていた。

「く、くくくく……いけるぞ。これなら教皇暗殺なんかより、よっぽど効果的じゃないか！」

　ひとしきり狂気に満ちた哄こう笑しようを上げた後、クファルは吐き出した宝珠を拾い上げた。

　宝珠を再生したことにより、クファルはその機能を余すことなく理解していた。

「この宝珠は世界樹の力の流れを制御する機能がある。それを利用すれば……ククク、アハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　脱出の方法はすでに心当たりがある。あとは復ふく讐しゆうのための罠わなを仕込めば、目的を達成することができるはず。

　その結果を妄想して、クファルはいつまでも、嗤わらい続けていたのだった。




　　　　[image: くぎり]




　その日も、レティーナはストラールの街に向かおうとしていた。

　しかし折悪しくマクスウェルの用事があったため、転移魔法を使用してもらうことができなかった。

　そういうわけでストラール行きは中止になり、レティーナは暇を持て余すことになってしまっていた。

　首都ラウムの魔術学院高等部に通う身の上のレティーナだが、すでに一流レベルの実力を持つことは知れ渡っているため、彼女の出席は事実上個人の自由とされている。

　教員としても、自身よりも熟達した生徒に教えるというのは、非常に微妙な感情を逆撫でされることになるので、そこは黙認……というか、歓迎されていた。

「暇ですわ」

　今日も今日とてマクスウェルの屋敷に押し掛けていたレティーナは、留守を預かっているマテウスの給仕を受けながら、居間のテーブルの上に伸びていた。いや、たれていた。

　苦々しい表情で、それを眺めるマテウス。彼の中にある淑女のイメージが、音を立てて崩れていくのを感じていたからだ。

「お嬢、さすがに行儀が悪いんでないかい？」

「誰も見てないじゃありませんの」

「俺は人数外ですかい？」

「使用人は人として数えるな、というのが貴族の考え方ですわ」

「お嬢でもそういう考え方、するんですねぇ？」

「時と場合によりますの」

　テーブルの上でゴロンゴロンと身体を左右に揺するレティーナ。そのすぐそばにティーカップが置いてあるので、マテウスはそっと回収してトレイに載せておく。

「しょうがないでしょ、公爵位が丸々一つごっそり抜けちまったんだから。その穴埋めに結構仕事を振られたようですよ？」

「わたくしのためにご迷惑をおかけしてしまいましたわ。このお礼は、身を粉にして返さねば！」

「あの旦那は、そんなこと気にしないと思いますけどね。良くも悪くも、マイペースな人だし？」

「だからといって甘えるだけとはいきませんわ。そうだ、狩りに行って精の付くものでもお食事に出すのはどうでしょう？」

「それ、誰が狩りに行くんで？」

「もちろんわたくしが！」

「却下で」

　珍しく断言口調でマテウスは答えた。

　レティーナは一応、マクスウェルの婚約者である。その身に危険が及びかねない行為は、絶対に止めなくてはならない。

　いかにレティーナが一流の魔術師とはいえ、森の中では何が起きるかわからない。

　ニコルやミシェルという心強い仲間もいない今、単独で街の外に出すなど、マテウスにはとても容認できなかった。

「なら、あなたがついてきてくれればいいじゃない？」

「『ついて』って、お嬢が行くことは確定事項なんですかい？」

「わたくしの手で獲物をしとめないと、わたくしが狩ったことにはなりませんもの」

「できれば大人しくしていてほしいんですけどねぇ。俺一人じゃ、守り切れないかもしれませんし？」

「なら、そうですわね……サリヴァンも一緒に連れて行きましょう！」

「ハァ!?」

　ヨーウィ侯爵家の密偵、サリヴァンのことはレティーナの耳にも届いていた。

　戦闘能力は低いが、その機敏な動きと状況に応じた判断力は、フィニアも評価しているらしい、と。

　レティーナはその噂うわさを聞きつけ、彼のことを盛大に、かつ過大に評価していた。

　同時に、マテウスのことは過少に評価してもいる。それは子供の頃のニコルに敗北したという実績を持つからだ。

　いかにニコルが規格外と知っていても、子供に負けるようではマクスウェルの家人が務まるのかと、疑問に思ってもいた。

「確かにあなた一人では心細いですからね。それにわたくしもあまり魔術を使わないでいたら、錆さびついてしまいますもの」

「錆びた方がいいと思うんですけどねぇ？　狩りなんて貴族の奥方がやるもんじゃないでしょ？」

　そもそも、貴族の男でもあまり狩りは行わない。趣味の一環として行うことはあるし、貧乏な貴族なら自身で獲物を獲とりに行くこともあるが、侯爵ともなるとさすがにその数は少なくなる。

　獣を狩ることが娯楽の一つ、と考えている貴族もいるが、それはやはり一般的とは言えなかった。

　レティーナは、幼少から一流のハンターであるニコルやミシェルと一緒に組んでいたので、その辺の常識が薄くなっているようだ。

「そうと決まれば、善は急げですわ」

「善じゃねぇし？　決まってねぇし？」

「決めましたの、今！　なぅ！」

「あー、そう……？」

　この勢いはもう止められない。そう判断したマテウスはトレイを持ったまま、器用に肩を竦すくめてみせた。

　しかしレティーナはそんなマテウスには目もくれず、居間を飛び出していった。




「あの……なんで俺、ここに呼び出されたんで？」

「それを俺に聞くのかい？　お前さんの飼い主に聞けよ？」

　屋敷に待機していたサリヴァンがレティーナによって拉致……もとい、連れ出されたのは、それから三十分もしないうちだった。

　戦闘力は低いが、それなりに実戦経験があるサリヴァンは、レティーナの横に立つマテウスの実力を易やす々やすと見抜いていた。

　マテウスもまた、その実力を隠そうとはしていない。これはあえて晒さらすことで、レティーナに悪い虫が近付くのを牽けん制せいしている節もある。

　その威圧感は、引っ張り出されたサリヴァンも感じていた。

「なんか俺、すっげー場違いな感じがするんですけど。戦闘とか全然得意じゃないし」

「お嬢が言い出したら聞かないのは、アンタもよくわかってるだろ。諦めな？」

「トホホ……」

　愛用の剣を二本、腰に差したマテウスと、一見武装をしていないようにも見えるサリヴァン。

　その二人を、同じく愛用の魔術師用の杖つえを手にしたレティーナが先導する。

　目指すは通い慣れた郊外の森。かつては野牛すら狩ったその場所なら、心配するほどのことは起こらないと考えていた。

　ズンズンと先を行くレティーナを、放っておくわけにもいかず、かといって強引に引き留めることもできない二人は、慌ててその後を追っていく。

　こう見えてもレティーナは成人した貴族の女性である。迂う闊かつにその身体に触れることはできない。

　特に使用人の男性ともなれば、主あるじの娘に迂闊な噂を立てるわけにもいかないので、極力接触を避けるようになる。

　そんなどこかチグハグな三人が勢い込んで街を出ていく様子を、門番は何も言わずに見送っていた。

　こちらも同じく、成人貴族のレティーナの行動に、迂闊に口出しするわけにいかないからだ。

　その後ろを、マテウスがサリヴァンの首根っこを引ひっ掴つかんで追いかけていく。

　これは放置すると、サリヴァンが逃げ出すのではないかと危惧したからだ。

　その様子はまるで、嫌がる犬を施療院に連れていく飼い主のようにも見え、様子を見ていた者は後に『涙を誘う光景だった』と噂していた。




　森の中に轟ごう音おんが響き渡る。

　それは巨体が乱立する樹木に衝突する音だった。同時に、悲鳴が近くから湧き上がる。

「ひょわあああぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　数百キロの巨体を誇る突撃猪ストライクボア。その突進をかろうじて躱かわしながら、サリヴァンは悲鳴を上げる。

　その情けない姿を目の当たりにし、レティーナは激しく首を傾かしげていた。

「おかしいですわね。ニコルさんは軽々と躱していましたのに」

「いや、お嬢。あれって、言うほど簡単なことじゃないからな？」

　呆あきれたように肩を落とすのは、隣に立つマテウス。長い腕と長剣を地面に引きずるようにしながら、レティーナの横についてくる。

　これはいつでも彼女を守れるようにと考えての位置取りだ。

　その分、囮おとりになっているサリヴァンへのサポートが甘くなっているので、彼一人が追い回される事態に陥っていた。

「でもニコルさんは、軽快なステップで突撃を躱してましたわよ？」

「レティーナ様、それって普通じゃないですからぁ！」

「サリヴァンも糸使いなら二本くらい飛ばして木々の間を駆け回るくらいしてみなさい」

「無む茶ちや言わないでください！　糸二本を別々に操るとか、どんな非常識ですか!?」

　片手で糸を飛ばして枝に絡め、もう片方は糸を解いて元に戻す。

　その間に自分の体勢を整え、次の振り子運動へ備える。

　それを連続して行えるレイド＝ニコルが異常なのであって、通常はサリヴァンのように一本の糸で緊急回避に使うのがせいぜいだ。

　現に今も、ストライクボアの突撃を糸を使って身体を引っ張り、ギリギリ回避していた。

「どいてろ、サリヴァン！」

　ストライクボアの注意がサリヴァンに充分に引き付けられ、レティーナのそばまでやってきてもこちらを一顧だにしない。

　マテウスはそれを確認してからレティーナのそばを離れ、ひたすら追い回されているサリヴァンの元に駆けつけ、ストライクボアに斬りつける。

　長い腕を鞭むちのように使い、長剣の重い一撃を首元に叩たたき込む。

「ブモォォォ!?」

「チッ、さすがに頑丈だな？」

　しかし、体重数百キロという巨獣が相手では、自慢の剛剣でも一撃とはいかない。

　ましてやこのストライクボアの首はその突進を支える礎でもある。

　それでも毛皮を裂き、肉を斬り、骨にまで達した豪剣は、さすがとしか言いようがない。

　だがストライクボアは健在だった。飛とび退のくようにマテウスから距離を取り、標的をサリヴァンからマテウスに変更して、後ろ脚で地を蹴って威嚇する。

　二本の剣を構えて待ち構えるマテウス。そこへレティーナからの援護射撃が飛んできた。

　目元を火弾フアイアボルトが襲い、視界を塞ぐ。その直撃に思わず顔を振り上げたストライクボア。

　そのタイミングでサリヴァンが糸を飛ばして、上がった頭を枝に吊つるして固定する。

　巨体を支える首をさほど太くもない枝に吊るしたところで、一瞬しかその重さに耐えられない。

　事実、枝はあっさりとへし折れ、ストライクボアのそばに落ちていく。サリヴァンの糸も同様に力をなくして宙を舞う。

　だがマテウスにとっては、その一瞬で充分だった。

　滑り込むようにストライクボアの首元に潜り込み、下から二本の剣を左右に振り抜く。

　腹側の柔らかい毛皮に、筋肉の薄い部位であるため、今回の斬撃は深々と肉を斬り裂く。

　その一撃は、気管と重要な血管を完全に破壊していた。

「ブ、ブヒュッ……ブゴヒュ……」

　気管を破壊されているために呼吸ができず、横倒しになって足をばたつかせるストライクボア。

　その様子を見てマテウスは剣を逆手に持ち、トドメの一撃を頭に叩き込んだ。

　硬い頭骨を貫くことはできないが、眼球の穴を狙いすませば、脳を破壊することができる。それができるだけの技量が、彼にはあった。

「やれやれ、猪一匹に大騒ぎだな？」

　息絶えたストライクボアを見下ろし、芝居がかった仕草で肩を竦める。その傍かたわらで腰を抜かしたようにへたり込んでいたサリヴァンは、泣き言を漏らしていた。

「冗談じゃないっすよ。ストライクボアは猪の中でも魔獣に分類されるんすから」

「あら、でもニコルさんとミシェルさんは二人で倒し切ったという話でしたわよ。七歳の時に」

「いや、それ異常ですから。さすが六英雄の英才教育というか……」

　実際は幼児離れしたニコルの体たい捌さばきと、射撃のギフトを鍛え抜いたミシェルの二人だからこそ倒せたと言える。

　もちろんマリアがその場にいて、状況を確認し、安全を確保した上での試験だったので、危険はなかった。

　それでも子供二人で討伐し得たのは、特筆に値する。

「でも、まぁ、あの嬢ちゃんなら不思議じゃねぇよなぁ？」

「カインの密造所を教えたのは、拉致られた二人を助けるためだったんすけど、まさか根こそぎ破壊するとはねぇ。なんとも予想外なお人で」

「ニコルさんならそれくらいはやるでしょ。それにしても、あのバカを始末するならわたくしも一緒に連れていってほしかったですわ」

「それだけはさせられませんので、ご理解くださいな。俺が旦那様に殺されるんで」

　ニコルにカインの製薬所の場所を知らせたのは、サリヴァンの仕業だった。

　彼はミシェルたちの拉致を嗅ぎ付け、解決のためにニコルを利用しようとしたのだ。

　しかしニコルはそれ以上の活躍をして、製薬所を根本から破壊してしまう。

　それどころか六英雄のマクスウェルやレイドまで巻き込んだのだから、手に負えない。

　それはすでに、サリヴァンの想定を超えた騒動になっていた。

「しかし、あの嬢ちゃんが解決に乗り出して、しかもレイドまで……ねぇ？」

「おや？　マテウスの旦那は何か腑ふに落ちないことでも？」

「ああ、六英雄のレイドとは前に会ったことはあるんだが……」

「ありますの!?」

　マテウスの言葉を聞き、レティーナは身を乗り出してその襟首を掴み上げる。

　マテウスがかつては危険人物だったと知っているサリヴァンは、気が気ではない。

「そりゃ、あの屋敷に出入りしているんだから、偶然顔を合わせることくらいあるって。まだ一度だけだが。それより……いや、なんでもねぇし？」

「歯切れが悪いですわね。まあいいですわ。それよりわたくしたちもなかなか、いい仲間になりそうですわね」

「こういうのは一度で勘弁してもらいたいねぇ？」

　意気揚々とストライクボアの解体にかかるレティーナに、マテウスは大きな溜ため息いきで返したのだった。




　その夜、ガストンはレティーナの獲とってきたストライクボアの肉を料理したものを、夕食に出した。

　マクスウェルはその料理に舌鼓を打ち、彼女を自宅に送り届けてから、後始末の書類に取りかかっていた。

　そこへマテウスがやってきた。作業を始めて間も無いので、茶などの用意はしていない。

　つまり、彼は話があってこの場に来たということになる。

「なんじゃ？　神妙な顔をして」

「いやぁ、爺じいさんにちょっと聞きたいことがあってね？」

「話せることと話せないことがあるぞ。なにせ今は機密を扱っておるからの」

「ああ、そっちじゃねぇよ？」

　今マクスウェルが扱っている書類は、レメク公爵家の資産をどう処分するかという案件に関わるモノだった。

　何より領地に関しては緊急性が高い。

　メトセラ領は森が深い。同時にそれは豊富な森林資源を有することを意味している。

　そして森が深いわりには道が整備されており、人の往来が多く金銭の流れも激しかった。

　金銭の流れが激しいこの領地で、管理者である領主が長く不在というのは、さすがに問題がある。

「メトセラ領に早く管理者を送らねばならんでな」

「俺の話はすぐ済むさ。なあ爺さん？」

「なんじゃ？」

「ニコル嬢ちゃん、ありゃ何者だ？」

　ズバリと切り込んできたマテウスに、マクスウェルの手が止まる。

　ゆっくりとマテウスの方に振り向き、射い竦すくめるような視線を向けた。その視線には、いつもとは違う殺意にも似た圧力が籠こもっていた。

「ニコルが、どうかしたのかの？」

「──ッ！」

　ややゆったりとした、落ち着いた声音。だがマテウスは蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、身動きが取れなくなっていた。

　彼とて幾度もの修羅場を潜くぐり抜ぬけた歴戦の剣士。多少の威圧で怖おじ気けづくような精神の弱さはない。

　しかしマクスウェルのそれは、強さの桁が違っていた。

　ただ戦いを潜り抜けただけではない。貴族として謀略の波を潜り抜け、その上で生死を懸けた実戦も潜り抜けてきたからこそ、発せられる圧力だった。

「この屋敷には、糸使いが二人出入りしている。ニコル嬢ちゃんと、レイドだ」

「ほう、おもしろいな。それで？」

　マテウスの声からいつものおどけたような口調は影を潜め、ひきつる喉を無理やり動かして問い詰める。

　同様にマクスウェルからもいつもの愛あい嬌きようのある表情は消きえ失うせ、鷹たかのような鋭い眼光でマテウスを睨んでいた。

「先の事件に関してもそうだが、この二人が同時に関わる案件が多すぎねぇか？」

「……だから？」

「だから、俺はこう考えた。ニコル嬢ちゃんこそが、レイドじゃないかってな」

　まるで崖から飛び降りる心地で、マテウスはそう断言した。その言葉を受けてマクスウェルはゆっくりと席を立つ。

　ゆらりと、まるで幽鬼が地面から染み出すかのような動き。それにマテウスは命の危機すら覚える。

　大きく唾を飲み込み、腰の剣に手が伸びるが、それを掴つかむことをためらってしまう。

　もし柄つかを握ってしまったら、確実に自分は殺される。その確信が、彼にはあった。

　マクスウェルは老人で、しかも魔術師だ。剣士である自分が、この距離で敗北するとは思えない。

　そう思考してはいても、自分を信じることができなかった。

　睨み合うことしばし。たっぷり数分も睨み合ってから、ようやくマクスウェルが口を開いた。

「その考え、誰かに話したことはあるかね？」

「いや、まだない。それが？」

「命拾いしたの。いや、いっそここで口を封じるのもありかのぅ？」

「勘弁してくれ！　本当に誰にも話してないし、話す気もねぇ！」

「そうかの？　ならばよい……そうじゃな、お主あるじには話しておいた方がいいかもしれんな」

　しばし思案した後、マクスウェルはそう判断を下した。

　ニコルの正体に関しては、現状マクスウェルとガドルス、あとはフィニアとデンと二柱の神々しか知らない。

　六英雄のガドルスは信頼できるし、ニコルを主あるじと崇あがめるデンも、問題はない。

　神々に至っては、その思考を追うことすら難しいが、信頼はできる。

　逆に言えば、それだけしか知られていないとも言える。今後、ニコルが活躍すればするほど、協力者の数は欲しくなる。

　ならばここで、後ろ暗い面を持ち、マクスウェルに従属しているマテウスを巻き込むことも悪くない、と判断していた。

「お主には裏でいろいろと動いてもらっておるからの。そうじゃな、その質問の答えは肯定しておこう」

「やっぱりか。タダモンじゃねぇと思ってたよ。初めて会った時ですら、俺を出し抜いたんだからな？」

「元々奴は、あまり丈夫な方ではなかったからな。非力を補う手札の多さは、前世から引き継いでおる」

「創意工夫はお手の物ってか。勝てねぇはずだよ？」

「もちろん言わずともわかろうが、この件については他言無用。特にコルティナ、ライエル、マリアには断じて許さん」

「なんでだ？　むしろ言うべきじゃねぇのか？」

　反論するマテウスに、マクスウェルはじっとりとした視線を向ける。

　それから軽く肩を竦め、再び席に着いた。

「ライエルとマリアからすれば、十年越えてようやく得た子宝じゃ。それが実はかつての仲間だと知ったら、微妙な気分になるじゃろ」

「そりゃ……なぁ？」

「コルティナに至っては、親友の娘がかつて惚ほれた男になっとるんじゃぞ？　しかも、息子ならともかく、娘じゃし」

「気まずいったらありゃしねぇな。なるほど、喋しやべるに喋れねぇってわけか？」

「無論このままとはいかん。レイドは打ち明ける気はないようじゃが、いつかは知ってもらわねば、少なくともコルティナが不ふ憫びんじゃ」

　書類仕事を再開しながら、説明を続ける。

　手と口でまったく違う話題を取り扱っているというのに、その動きに淀よどみはない。

　それだけ、書類仕事に慣れたということでもある。

「ライエルとマリア……様にゃ、死ぬまで喋らねぇと？」

「こちらは、さすがにのぅ。それに今はその下準備中というところじゃよ」

「下準備？」

「少しずつレイドの存在を臭わせ、お主のようにわずかずつ『そうではないか？』という疑念を持たせることで、真実の耐性を付けさせておる段階じゃ」

「気の長い話だこと」

「ワシはエルフじゃからな。問題はかつての仲間だけではなく、レティーナ嬢やミシェル嬢の話にも広がりつつあることじゃ」

「交友関係、広がってるよな？」

「うむ。あの八方美人め、容赦なく友や信奉者を増やしよる。悪いこととは言わんが、尻を拭うワシの気にもなれというものじゃ」

「爺さん、ひょっとして俺に愚痴を漏らすために、真実を教えたとか？」

　マテウスの言葉にマクスウェルは肩越しに振り返った。

　今度は威圧感は欠片かけらも込められておらず、いつもの悪戯いたずらっぽい笑みを湛たたえていた。

「苦労人の仲間は多い方が良いのでな。お主も覚悟してくれ」

「おいおい……」

　マクスウェルのぶっちゃけた言葉に、マテウスは大きく肩を落としたのだった。
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　マリアの身体からだが、上下にリズミカルに揺れる。

　その腰の下では、愛する夫の身体が激しく動いていた。

　全身に汗をにじませ、激しく脈動する肉体は若々しさを取り戻し、力強く律動している。

　部屋の隅にはすでに力尽きたコルティナの姿もある。

「ほら、コルティナ！　まだノルマが終わってないわよ？」

「もう無理、死んじゃう……」

「腕立て百回もできないなんて、困ったものだな」

「アンタと一緒にしないで。上にフィーナまで乗っけてるんだから、これ以上は無理よ！」

「てぃなー、がんばえー」

　屋敷の一室で、基礎体力作りの腕立て伏せを行いながら、ライエルはコルティナを𠮟しつ咤たする。

　コルティナはすでに力尽きて床に突っ伏している。その腰の上にまたがりながら、重し役のフィーナが喜んでいた。

　コルティナの鍛錬の間は放置されがちな彼女だが、今回は一緒に参加できるとあって、非常に張り切っていた。

　フィーナ一人では重し役には軽いと思われていたのか、追加で乗せられたカーバンクルはすでに上から降りている。

　コルティナの横に座り、治療キユアーをかけていた。

「その体力じゃ、まだまだレイドと再会させるわけにはいかないな。せめて自衛できるようにはなってもらわないと」

「くっ」

　ライエルの指摘に震える手を床につけて起き上がろうとする。その仕草を見て、それほどまでにレイドに会いたいのかという、彼女の想おもいの強さを二人は悟る。

　ライエルは背のマリアに視線を向け、同時に口元をほころばせた。

　再び動き出したコルティナに、乗っていたフィーナも諸もろ手てを上げて喜んでいる。

　そこへ通いの使用人がやってきた。

「ライエル様、自警団員の方がお越しになっています」

「うん？　わかった、あとで──」

「いえ、それが急ぎの報告があるとか」

「なに？」

　その言葉を受け、マリアは素早くライエルの背を飛び降りる。同時にライエルは背後を振り返ることなく身を起こした。

　その連携の無駄のなさが、二人の付き合いの長さを表している。

　それをコルティナは、どこか羨ましそうに眺めていた。

　ライエルはその視線に気付かず、使用人の後について部屋から出て行った。

　マリアはそんな夫の姿にそっと溜ため息いきを吐ついた。

「まったく、うちの男たちは……」

「え、どうかしたの？」

「レイドもライエルも、鈍感ねって言ったのよ」

「まあ、それは否定できないわね」

　コルティナも起き上がってフィーナを胸に抱き上げていた。

　同時にコルティナの頭に飛び乗るカーバンクル。その行為に、コルティナは迷惑そうな顔をする。

「ちょっと、アンタも結構育って重いんだから、頭に乗らないでよ。フィーナだったら首が折れかねないわよ？」

「キュー」

　知らんとばかりに視線を逸そらすカーバンクルを無視して、コルティナはマリアと共にライエルの後を追う。

　自警団員が直接ライエルに報告したということは、それなりに重要事項という証あかしである。

　もっとも本格的に緊急事態だった場合、使用人を介さず直接乗り込んでくるので、緊急性はそこまで高くないと思われた。

「何の報告かしらね」

「私にはわからないわ。直接聞いてみないと」

「私も可能かしら？」

「コルティナも私の仲間ですもの。問題はないわ」

　とはいえ、さすがにフィーナをそんな話し合いの場に連れていくわけにはいかないので、使用人にカーバンクルと共に預けておく。

　カーバンクルはフィーナの子守であると同時に、彼女の護衛でもあった。

　もちろん、その事実はカーバンクル自身も認識しており、任せろと言わんばかりに前足を上げて合図をしてから、使用人と一緒に去っていった。

　自警団員はライエルの書斎に案内されており、そこでマリア、コルティナと共に話を聞くことになった。

　自警団員もコルティナのことは知っているため、報告をためらうような様子はない。

「ライエル様、先ほど入った情報なのですが、メトセラ領でライエル様の姿が目撃されたという情報がありまして」

「ハァ？」

「しかもパツパツのジャージ姿で」

「ハアァ!?」

　もちろんライエルは最近村を離れたりしていない。遠く離れたメトセラ領まで足を延ばせるはずもない。

　つまり、メトセラ領に偽物が出現したということになる。

「俺を騙かたるとは、度胸があるな。なにをしたんだ？」

「はい。違法薬物の製造工場を完膚無きまで破壊した後、衛え士じに通報したと」

「……悪いことじゃないのか？」

「ええ。その際に主犯で領主の息子のカイン・メトセラ＝レメクを殺害してはいますが、他は特に。そちらは、マクスウェル様が後始末に乗り出したと報告を受けております」

「マクスウェルが？　ならそれって──」

　コルティナは報告から事実を見抜き、大きく息を呑のむ。

　マクスウェルの手足になって動く人間で、ライエルに化ける度胸のある人間。そして地元のマフィアの工場を単独で破壊できる人間なんて、一人しか思いつかなかった。

「間違いなくレイドでしょうね。今度はライエルに化けた、と」

「確かにあいつなら、俺のことはよく知っているだろうが……なんて迷惑な」

「そこに思い至らないのが、実にレイドらしいでしょ。マクスウェルの手駒ならマテウスってことも考えられるけど、あいつは変装とかできないし、クファルならそもそもレメク家に協力しそうだもの」

　そわそわと身じろぎするコルティナを見て、マリアはその心中を察する。会いに行きたくてしかたがないのだと。

　六英雄最年少だったコルティナは、マリアにとって妹のような存在だった。

　だから彼女の想いは、できる限り応援したいと思っている。しかしコルティナは、その非力さゆえに、六英雄の中でもっとも狙われる存在でもある。自衛もままならないうちに解放してやるわけにはいかない。

「ごめんなさいね？」

「なによ、急に？」

　コルティナを背後から抱きしめ、その頭を撫なでる。

　せめて敵から逃げ切る体力を持つようになるまで、この修業をやめるわけにはいかなかった。

「念のため、マクスウェルに確認の連絡を入れておく。万が一レイドじゃない存在だった場合は、なんらかの防衛策を講じておく必要があるだろう？」

「そうね。今後も私たちの名を騙る連中に出てこられたら困るもの」

「一応、世界樹の匂い袋があるんだけど、これを知っている人はあまりいないからね。世に知らしめる方法でも考えておこうかしら？」

　クファルの偽物対策に作ったエリクサーから作り出した匂い袋。これの存在が世間に広がれば、六英雄を騙る者も大幅に減る。

　その周知手段は、そのうち考えねばならないと、三人は考えていた。




　その日、マリアとコルティナは困惑した表情で、裏庭で戯れるフィーナを見ていた。

　ライエルは今日、自身の偽物の情報を確認するため、メトセラ領へ向かっていた。

「あれ、いいの？」

「うーん……でも一応ニコルがお世話になった人だし？」

　視線の先では、庭先に植えたハーブを指差し、フィーナに教示する白い姿。

　物もの怖おじしないフィーナは疑うこともなく、その後をついて回っている。

　もっとも彼女に薬学のギフトを与えた本人なので、警戒心は最初から無いようだった。

「このミルドは葉っぱが解熱剤になるんですよー」

「へー、お姉ちゃんすごい、ももしりー」

「そこは物と言ってほしいですね。実際は桃でも正解ですが！」

「もももの？」

「そっちにつけますか。なかなかやりますね」

　どこか三歳児と同レベルで会話しているのは、破戒神を名乗った少女。かつてニコルを死の危機から救った当人である。

　で、あるがゆえに、マリアも無下に扱うわけにはいかない。

　フィーナの薬学の才を伸ばすために、家庭教師を買って出たのを、断り切れなかった。

「まあ、ニコルの命の恩人でもあるし、聞いてる限り変なことは教えてないみたいだし」

「桃尻が？」

「フィーナ、どこから覚えてきたのかしら？」

「アレじゃないの？」

　コルティナは容赦なく破戒神を指差すが、マリアはさりげなく視線を逸らしていた。

「あ、お茶ですか、お茶ですね！　それではフィーナちゃん、ここらで一休みしましょう」

「わーい、おやつー」

「その前に手を洗いましょう。カーくん、ぷりーず」

「うきゅー」

　彼女の言葉に、フィーナのそばに控えていたカーバンクルが妙に疲れたような唸うなり声ごえをあげる。

　その声に反応して魔法陣が生成され、そこからチョロチョロと水が流れ出していた。

　フィーナは迷うことなくその水に手を突っ込み、手を洗う。動きに淀よどみがないところから、いつもの行為なのだとわかる。

　続いて破戒神が手を洗おうとしたところで、カーバンクルは魔法の展開をやめた。

　そこにはあからさまに意地悪な意図が見えている。

「うぬ、まだわたしには懐いてくれませんか」

「キュッ！」

「いったいどこが気に入らないというのです？　わたし、こんなに可愛かわいいのに！」

「キュキュッ！」

「自分で言うな？　失敬な、事実です！」

　カーバンクル相手に低次元な言い争いを行いつつも、魔法を発動させる。彼女の手足に付いた土つち埃ほこりなどの汚れが、一瞬でその場に落ちた。

　遠目に見ていたマリアやコルティナですら気付かないほどの早業。同じく無詠唱魔法の使い手であるマリアですら、発動の気配を掴つかめていなかった。

　素知らぬ顔でガーデンテーブルにマリアが用意していた茶菓子を貪るべく、席に着く。

「えっと、その、すみませんね。フィーナの教育とか？」

「いいんですよ、これもなかなかメス堕おち……いえ、こちらの思惑通りに動かないニコルさんのためですから」

「思惑って、ニコルちゃんに何か悪いこと企たくらんでいるんじゃないでしょうね？」

　破戒神の言葉尻を捉つかまえ、コルティナが追及する。

　しかし白い少女はそんな警戒心をまったく意に介さず、マリアの淹いれた茶に手を伸ばしていた。

「いえいえ、そんな悪いことじゃないんですよ。ほら、ニコルさんは少し少年っぽいところがあるでしょ？」

「そ、それは否定できないわね」

　今やすっかり美少女と化し、外を出歩くだけで周囲の視線を誘引してしまう姿をしているというのに、ニコルはどこか女性特有のガードの固さがない。

　コルティナには最近になって、その無防備さが特に増した気がしていた。

　これはレイドに戻れるようになった副作用とも言える現象だったのだが、彼女はそれを知る由もない。

「そこで彼女をきちんと女性として教育するために、いろいろと手を回そうと思ってるんですよ」

「ふむ、例えば？」

「そこは企業秘密で。まあそのためにはフィーナさんの助力も必要ということで」

「ふぃーにゃ、がんばう」

　用意されたマフィンをもふもふ口に含みながら、フィーナがガッツポーズをする。

　その口元に付いた食べくずをカーバンクルが舐なめ取りながら、マリアがその跡を拭う。

「ニコルよりもフィーナのしつけの方が先決かもね。お行儀が悪いわよ？」

「うー、ごめんなしゃ」

　マリアに𠮟られしょんぼりと肩を落とすフィーナを、コルティナが頭を撫でて慰める。

　コルティナもこの屋敷にやって来て三か月が経たつため、家族同然の気安さがあった。

　𠮟った当のマリアはというと、しょんぼりしたフィーナの姿にメロメロになっていた。

　そんな二人を無視して、破戒神は懐から茶葉の入った小瓶を一つ取り出す。

「そうそう。ちなみにこちらのお薬をお茶にひと匙さじ混ぜると、脂肪の分解が促進されるそうですよ。味も狂いませんから、おすすめです」

「なにそれ、ほしい！」

「わ、私も最近ちょっと腰回りが……」

「コルティナさんは脂肪をもっとつけた方がいいとは思うのですよ？」

　勢い込んで食らいついてきたコルティナに、破戒神は腰が引けたように言い返す。

　これはフィーナを産んだことでスタイルに少し変化が見えていたマリアを気遣っての発言だった。

　しかし元々が華きや奢しやなコルティナでは、少々痩せ過ぎになってしまう。

「いや、それは確かにわかるんだけど、実は少し前まで外食が増えちゃっててね？」

　レイドとのデートのたびに、コルティナは外へと食べに出ていた。フィニアの管理されたメニューと違い、好きなように頼めてしまうため、彼女の健康面にも少し不安が出ていた。

　もっともそれも、この北の辺境での健康的過ぎる毎日のおかげで解消されつつあるが、代わりに筋肉が増えた身体が心配になっていた。

　彼女の理想は、マリアのようなメリハリの利いた体型だったのだから。

「まったく、お二人ともこちらの夫婦が理想とか、どういう縁ですかね？　とにかく、あなたの場合は毒になりかねないので却下です。これはマリアさんにと思って持ってきた物ですので」

「そこをなんとか！」

「ダメよ、ティナ。身体に悪いと言ってるんだから。それに私の分が減っちゃ──ゴホンゴホン」

「今、なんか黒いところ晒さらした？」

「いえ、なにも。ティナ、何も聞いていないわよね？」

「いや、さっき……」

「聞いてないわよね？」

「あ、はい」

　戦闘時は最も発言力の高いコルティナだったが、日常ではマリアに手も足も出ない。

　どこか据わった目のマリアに気け圧おされ、大人しく席に戻る。

　そんな家族のヒエラルキーを目にしながら、フィーナは日々成長していったのだった。
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　その日は、俺が北部の村に帰省する日だった。

　ライエルはともかく、フィーナに会える貴重な一日であり、最近ではコルティナと会える日でもある。

　まだコルティナのレイド禁止期間中なので、前世の姿で現れるわけにはいかないが、それでも彼女と会えるとなれば、心が弾まないわけがない。

　冒険に明け暮れる俺としては、心身ともに癒いやされる、貴重な日でもあった。

　だというのに……

「なぜ、いる？」

「開口一番失礼ですね！　フィーナさんもそう思いませんか？　思いますよね？」

「むー、ケンカはダメ」

「あ、はい。ニコルさんとは仲良しデスヨ？」

　俺の挑発的な疑問の声に、あっさりと噛かみ付いてきた破戒神ユーリだったが、フィーナにたしなめられてあっさりと手の平の上を返す。

　さすがフィーナ。神すら手の平の上で転がすとは、実に大物だ。

　ライエルとマリアとコルティナが寛くつろぐ居間で、フィーナの世話を焼く破戒神とカーバンクル。

　その光景を目にして最初に口にしたのが、先の言葉である。

　それともう一人。

「で、なぜ、いる？　その二」

「失敬じゃな。昔の仲間と旧交を温めに訪れたというのに」

　居間の片隅にある揺り椅子に身を委ね、夢の世界に片足突っ込みかけていたマクスウェルに、俺は疑問の視線を向けた。

　俺の声に反応するようにマクスウェルは覚醒し、反論の声を上げる。

　しかし、揺り椅子に座って子供を見守りつつうたた寝するとか、最近急速に老け込んでないか。そんな調子で、レティーナは大丈夫なんだろうな？

「若い許嫁いいなずけができたんだから、そっちの世話をしときなさいって」

「最近は冒険に精を出しておってな。マテウスとサリヴァンを付けておるので、問題はあるまいて」

「普通、婚約者が男と出掛けるとかしたら、心配するものでしょ？」

「ふふん、ここは大人の寛容さを見せるところじゃな。それに常にべったり張り付いておるばかりが、愛情表現とは言えんよ」

「言ってくれるわね」

　そんなマクスウェルの言葉に反対の声を上げたのが、コルティナだ。

　まあ、その辺は男と女の思考回路の違いもあるのかもしれない。

　賑にぎやかに口げんかを始めたコルティナとマクスウェルを見ていると、先ほどまでの老け込み振りは一気に影を潜めていた。

「まったく、その辺にしておいてくれんかの。ワシもここ最近疲れが溜たまっておるんじゃ」

「疲れ？　ああ、メトセラ領の……」

「それだけでなく、レメク公爵家もな。大物貴族が減った分、その後釜に座ろうとする連中が増えてのぅ」

「大変ね。あ、そうだ。ならレティーナちゃんを後に据えればどう？」

「む？　レティーナ嬢を？」

「ほら、マクスウェル。あんたは一応王族の血を引いてるわけだから、公爵としての資格はあるわけでしょ？」

「元公爵じゃがな」

　俺たちと組む前のマクスウェルは、王族の血を引いていたためラウム王国の重鎮でもあった。それどころか王位を継いでいた時期すらある。

　しかし世界の危機となり、邪竜に挑むためには家を捨てざるを得なかったという経緯があった。

　冒険を終えてラウムに戻ったものの、一度家を捨てた身の上のため、公爵位に返り咲きはしなかったが、それでも血縁という事実は歴然としてある。

　そのマクスウェルと結婚するということは、レティーナの産む子には公爵位を継ぐ資格があることを意味していた。

　それを推し進めるために、一代前のレティーナを新たな公爵に据えるというのは、悪い手ではない。

　唐突に公爵家が出来上がるより、レティーナとマクスウェルの婚姻によりヨーウィ侯爵家とマクスウェルの血筋を融合させ、新たな公爵家を生み出す方がよほど周囲の反対は少ないだろう。

　実質的にはヨーウィ家の陞しよう爵しやくになるが、レメク領の事件を解決したのは、充分陞爵に値する功績になるはずだ。

「確かに、ヨーウィ家はゴブリン襲撃の際には積極的に動いておったし、その貢献を認めるという形にすれば、反対も少ないか？」

「でしょ？　それにヨーウィ侯爵なら、人格に問題はないし」

「レティーナちゃんを心配して、密偵をメトセラに送り込んでいたんでしょ？　なら能力面も悪くないわね」

　コルティナの尻馬に乗るように、マリアも賛同の声を上げた。

　ゴブリンの一件でヨーウィ侯爵が民衆の保護に動いてくれたおかげで、貴族への風当たりはかなり緩和されている。

　その提案を聞き、マクスウェルはヒゲをしごいて思案していた。

「フム、悪くはない……かのぅ？」

　小さく絞り出すような声。それを聞きつけて甲高い声が割り込んできた。

「あーやだやだ。フィーナちゃんはあんな生臭い世界に首突っ込んじゃダメでしゅよー？」

「あーい」

「生臭いってなんだ。そもそもなんでいるのか、まだ聞いてないよ？」

「わたしはフィーナちゃんの家庭教師なんですよ。尊敬してください」

「尊敬はしないでもないが、余計なことを教え──」

「なんでみんな、そう疑うたぐり深いんですか!?」

　こう見えて一応、魔法の中興の祖とも呼ばれる破戒神だけあって、彼女の知識は深い。それに彼女にはいろいろと世話になっている事情もあった。

　その技術の高さには、確かに尊敬すべき部分は多々あった。問題はそれを吹っ飛ばすような、破天荒な性格である。疑われるのも、むべなるかな。

「ほら、フィーナちゃんは薬学のギフトがあったでしょう？」

「まあ、確かに」

「あなた方の人脈では、薬学に特化した人はいません。だからわたしが教えているんですよ」

「そりゃ、ありがたいが……」

　確かにマクスウェルやコルティナは豊富な知識量を誇るが、薬学が専門というわけではない。

　薬学と言うと魔法学園のトリシア医師を思い出すが、彼女とて破戒神に匹敵する知識があるかと言うと、答えは否いなだ。

　破戒神に専門知識があるというのなら、こちらからもお願いしたいくらいではある。

　しかしこの神様、性格が……と懊おう悩のうしていると、唐突に当の本人が立ち上がった。

　珍しく険しい目をして中空を睨にらみ、その後こちらに向けて謝罪の言葉を口にした。

「すみません、どうやら急用ができたみたいなので、帰らせてもらいます」

「えっ!?　あの、何か気に障ることでも？」

「いえいえ。マリアさん、そういうことではなく、本当に急用なんです。誠にすみませんが、フィーナちゃんへの教育は少し中断させていただきますね」

「え、はい」

　言うが早いか、白い神はその場から姿を消した。何を感知したのかは知らないが、せわしない話だ。

　少々モヤッとしたものが残るが、彼女が唐突に現れたり消えたりするのはいつものことなので、気にしないでおくことにした。

　その後は久しぶりに自宅の屋敷に戻り、一泊することになった。

　ミシェルちゃんやクラウドは、ストラールの街に置いてきたままなのだが、あの二人はガドルスが面倒を見てくれているので、特に問題はあるまい。

　フィニアも今回の帰省についてきているのだが、あまり表立って目立つ行動はしていない。

　これは彼女が俺の正体を知り、そしてそれがコルティナに対しての後ろめたさに繋つながっている影響でもある。

　マリアやコルティナに対しても、俺の正体を話せないということが、彼女の行動から積極性を奪っていた。

　そんなわけでフィニアは少し、俺から距離を取っていた。




　夜、俺はウキウキした気分でフィーナと遊ぼうと、子供部屋を訪れようとしたところを、マクスウェルに捕縛された。

「なんだよ。俺はこれからフィーナとイチャイチャしてくるんだから、邪魔するな」

「堂々と惚のろ気けるか。コルティナが聞いたら悲しむぞ」

「うっ、それはそれ、これはこれということで」

「まあいいわい。それより話があるので、少し付き合うがいい」

　マクスウェルが俺に話があるというのは、そう珍しいことではない。

　俺の正体に繋がる話もあることだし、密偵や暗殺者としての話だってある。

　マクスウェルの借りた客間に案内され、俺は話の内容を尋ねる。

「で、なんの用だよ」

「ウム、今回の話はそう難しい話ではないぞ。お主の干渉系魔法についての話じゃ」

「俺の？　わりと順調に習得できてると思うが」

「ワシも今まではそう思っておったんじゃがな。さすがにコルティナが可哀かわい想そうでの」

　そこまで言われて、俺は不承不承ながら納得する。

　今コルティナと会えるのは月に一回だけ。しかもこの三か月ほどは接近禁止令が出ていて顔も合わせていない。

　元々俺の都合で可哀想なことになっているので、これにはぐうの音も出ない。

「そこで本格的に変化ポリモルフを習得すべく、修業してみんか？」

「修業って言われてもな。もうラウムに戻るのも危ないだろう？」

　俺はもとより、ミシェルちゃんも貴族に目を付けられている立場だ。

　特にエリオットが結婚した現在、俺は晴れてフリーの立場にいる。求婚を求める貴族が殺到してくることは目に見えていた。

　それにミシェルちゃんもその戦闘技能の高さから、注目の的になっている。

　クラウドだって、あの年齢で四階位などエリートと呼ばれてもおかしくないし、フィニアに至っては、実力も外見も淑女振りも、文句の付けようがない。

　変な陰謀劇に巻き込まれる危険性は、決して小さくない。

「どうせレティーナ嬢をストラールに送る用があるんじゃから、首都でやればよいじゃろ。ついでにフィニア嬢にも教えを授けてやろう」

「それは出向く必要が無くてありがたいが、レティーナが大人しくしてくれるかなぁ？」

　レティーナが遊びに来ているのに、俺とフィニアが修業中になってしまう。それは爺じいさんも、俺たちの修業に付き合うということでもある。

　婚約者を放り出して他の娘と修業というのは、どこか問題があるような気がする。

　レティーナから嫉妬されるような立場には、立ちたくない。

「それに関しては、ワシに考えがある」

「爺さんの考えでいい目を見たことが、ほとんどねぇんだが？」

「バカにするでない。ちゃんと考えておるよ。正確には、お主とフィニア嬢をワシが預かる代わり、レティーナとマテウスをパーティに入れてお使いを頼もうと思っておる」

「人員の入れ替えか？」

「そうじゃ。ミシェル嬢もクラウドも、基本お主としか組んだことがない。それは彼女たちのためにもならんじゃろ？」

「まあ、そりゃあな」

　俺としか組んでいないということは、冒険者としての懐の深さにも関わってくる。

　俺との行動に最適化され過ぎて、他の連中と組めなくなる可能性があった。

　現に、レティーナにはその影響が顕著に表れているらしかった。

「マテウスはああ見えて経験豊富じゃ。逆にミシェル嬢とクラウドは実力のわりに経験が偏っておる。この機会にマテウスやサリヴァンなどと組ませるのも、悪くなかろう」

　俺が死ぬ直前、新人と組まされた際に、自分で何でもやり過ぎると指摘されたことがある。

　元々単独行動が多かったための弊害でもあるのだが、生まれ変わった今でも、その悪癖は残っているようだった。

　俺がミシェルちゃんやクラウドに懇切丁寧に指導するあまり、彼女たちは俺と組むことに特化しつつある。

　それは俺以外と組むときに、害になり兼ねなかった。

「マテウスは……大丈夫なんだろうな？」

「もちろん。強制ギアスもかけておるよ」

　かつてクラウドと殺し合った経験のあるマテウスだ。クラウドはいまだに奴を苦手にしている節がある。

　マテウスも飄ひよう々ひようとした男だが、そういう相手になんの思惑も持ってないとも思えない。

　もしそういった感情のもつれから、俺のいない場所で殺し合いに発展したらと思うと、少しばかり心配になってしまう。

　しかしマクスウェルが強制ギアスをかけてくれているのなら、その心配もないだろう。

　なにせこの爺さんの強制ギアスの呪い、禁止された命令に逆らえば下へ手たな攻撃魔法並のダメージを与えてしまう。

　素人なら一瞬で死に至りかねない苦痛を受けるのだから、マテウスも下手なことはすまい。

「それなら、まあ大丈夫か？　わかった、しばらく世話になることにするよ」

　俺としても変化ポリモルフが自力で使えるようになれば、一か月に一回の軛くびきから解放されることになる。

　それにライエルに変身して俺の力を使うという切り札を得た今、自力変身は喫緊の案件とも言えた。

「承知。では早速、今晩から始めるとしようかの」

「え、ちょっと待って。俺にはフィーナと遊ぶという目的が……」

「まさか、明日から頑張るとか言わんじゃろうな？」

「いやいや、そういうわけではないけどね。ほら、俺にも癒いやしとか必要だし」

「お主もぐうたら振りが板についてきたようじゃな。ここいらで叩きなおすのも悪くないのぅ」

「勘弁して!?」

　俺の悲鳴を無視して、マクスウェルは肉食獣のような笑みを浮かべる。

　奴の言うことに理がある以上、俺には逃げ道などあろうはずがなかったのだった。




　次の日から、そのカリキュラムは始まっていた。

　特訓といっても、マクスウェルの屋敷に皆を連れ込み、そこで個人的に授業を受けるだけなので、今までやってたこととはそれほど変わらない。

　いつもと違うのは事情を話すために、クラウドやミシェルちゃんも連れてきていることくらいである。

　クラウドとレティーナが暇そうにカード遊びに興じている中、俺とフィニアはマクスウェルによる魔法の授業を受けていた。

　ちなみにミシェルちゃんはこのあいだ両親に会いに行っている。

　以前よりはマシな状況になったとはいえ、貴族に目を付けられていることは変わらないので、少し心配ではあった。

「魔法の基礎は魔力運用と集中。あとはどれだけ正確に魔法陣を記憶しておるかじゃ」

「すでに魔法陣は記憶してるけど」

　すでに何度も使用したスクロールの魔法陣である。その形状は目を瞑つぶれば脳裏に思い浮かべることができるほど、見慣れたものだ。

　だがそんな俺の反論を、マクスウェルはピシャリとはねつける。

「バカモン、ただ記憶するだけならそこらの学生でもできるわ。問題は記憶した魔法陣に、魔力を的確に流し込む制御力が必要だということじゃ。巻物スクロールではそれを自動でやってくれるから、お主でも術を発動できる」

「ぐぬぅ」

　説教をしつつ俺の頭をペシリと叩たたく。その横でフィニアがなんとも言えない顔で虚うつろな笑みを浮かべていた。

　俺の正体を知っているからこそ、この光景にいろいろと思うところがあるのだろう。

「あー、ヒマだねぇ」

「外出できないのはつらいですわね」

　そんな俺たちを横目に見ながら、クラウドたちは暢のん気きな声を上げている。

　だが彼女たちを連れてきたのにも理由がある。

「すまんがもう少し待っていてもらおうかの。お主たちもファンガスの毒の後遺症があるか調べる必要があるからの」

「警戒していたのに一服盛られるとは、俺もまだまだ未熟だよなぁ」

「なに、警戒する意識があっただけ進歩しとるよ。お主たちはまだ若いのじゃからな」

「それにしてもミシェルさんに薬を盛るなんて、わたくしも殴っておけばよかったですわ！」

「俺はいいのかよ？」

「……………………まあ、おまけで」

　屋敷の居間に予備のテーブルを持ち込み、そこで談笑する三人プラスマクスウェル。

　そんな光景を見せられながら、魔法の訓練をするのは、さすがに集中が乱される。

　空間に魔力を放出し、それを魔法陣の形に成型する段階で魔術を中断する。魔法は最後の起動言語を発声しなければ形を成さないため、ここで止めておけば安全に訓練ができる。

　もっともそれがどれほどの精度を持った魔法なのかは、熟練者のマクスウェルでないとわからない。

「マクスウェル、こっちの様子もちゃんと見て」

「おう、すまんの」

　構築した魔法陣を採点してもらうため、横に逸それたマクスウェルをこちらに呼び戻す。

　レティーナが膨れっ面をしてこちらを睨にらんできたが、これも修業の一環なので勘弁してもらいたい。

　朝からそんなことを何度も繰り返し、昼も近付いてきた時間になって、居間のドアが乱雑にノックされる。

　この屋敷でこんなおざなりなノックをするのは一人だけだ。

「爺さん、そろそろ昼だぜ。飯は何にする？」

「うむ、マテウスか？　ちょうどいい、入ってこい。お主にも少し話がある」

「なんだよ、改まって」

　扉の向こうからかかった声に、マクスウェルが入室を促した。扉を開けて入ってきたマテウスは、鎧よろいこそ身に着けていなかったが、腰にはトレードマークの剣が二本下げられている。

　それを見て、クラウドがわずかに身を固くしたのが、俺の視界の隅に入った。

　一度共闘し、互いに実力を認め合う程度には関係改善したが、それでも嫌悪感はわずかに残っているらしい。

　考えてみれば、クラウドは初見で腕を斬り落とされたのだから、当然である。

「実はな。そろそろ彼女たちもニコル以外の者と組ませてみたいので、その役をお主に務めてもらおうかと思っての」

「俺に？　またかよ？」

「またって？」

「ああ、ニコルにはまだ言ってなかったかの。一度レティーナ嬢と組ませたことがあってな。もちろんサリヴァンもつけておいたが」

「そりゃまた、無む茶ちやをしたもんだ」

「おいおい、俺だって爺さんの女に手を出すほど命知らずじゃないぜ？」

　そう言いつつも、どこか意味ありげな視線を俺に向けてくる。一瞬俺は、魅了の力が封じ切れていないのかと眼帯に手をやったが、それを見てマクスウェルが身を乗り出して俺とフィニアにだけ聞こえるように囁ささやいてきた。

「実はマテウスにもお主の事情は話しておいた。今後、お主の協力者は多い方が良いと考えてな」

「それって、コルティナ様とか、バレた時に激怒しません？　私に黙っておいて『あんなの』に知らせるなんて、とか……」

「なに、バレた時はどのみち激怒するのだから、多少は構わんじゃろ」

「いや、怒られるのは主に俺なんだから、少しは構えよ」

　俺たちはマクスウェルに釣られるように、顔を寄せ合いヒソヒソ話を繰り広げた。

　唐突に始まった密談に、クラウドたちは怪け訝げんな表情をしてみせる。あとレティーナの頬ほおがまた一段と膨れた。

　マテウスの方は、事情を知っているだけに会話の内容を察したようだった。

「ゴホン。マテウスもレティーナ嬢と一度組んで、同じ人物とだけ組む危険性には気付いたじゃろう？」

「ああ、そういや何かにつけ、『ニコルさんは』って繰り返してたな？」

「そ、それは……私の冒険の基礎を教わったからで──」

「それが通じねえ奴もいるってことは、知っておいて損はない。嬢ちゃんの人生はこれから先も長いんだからな？」

「うぬぅ、一理あるのが悔しいですわ」

「クラウドの坊やもそれは同じだ。ここいらでニコル嬢ちゃん以外と組んでおくのも一つの経験だと思いな？」

「なるほどぉ」

「お前と組むのか。俺としてはすげー微妙なんだが？　あと坊や言うな」

「贅ぜい沢たく言える腕かよ？」

　マテウスに言い負かされ、クラウドも不本意そうだが承諾した。

　こうして、マテウスとミシェルちゃんたちの混成パーティで、夕食の獲物を捕ってくる運びになったのだった。




「それじゃ、今日も元気に行きまっしょお！」

　ミシェルちゃんが大きく腕を振り上げ、宣言する。久しぶりにレティーナと一緒に狩りに出られるということで、テンションが上がっているようだった。

　逆にクラウドは、肩を大きく落としてげんなりとした表情をしている。ミシェルちゃんとは逆に、マテウスと組むのがよほど嫌だったようだ。

「そっちの嬢ちゃんはいつも元気だな。そんなに会ってないから、どれくらい違うかわからんが？」

「その矛盾だらけの発言に意味はあるのか？」

「ねぇよ？」

　街を出てすぐの場所、街道沿いの森との境目のような場所で、五人が集まっていた。

　ミシェルちゃんとクラウド、レティーナ、マテウス。そしてなぜかサリヴァン。

「あの、俺、なんでまた呼ばれたんスかね？」

「しかたないでしょ。だってあなたくらいしか斥候こなせる人がいないんですもの」

　ミシェルちゃんとクラウドはサリヴァンとは初見だったが、彼のもたらした情報が俺を監禁場所へ導いたことは知らせてある。

　なので、二人は彼に対して警戒心を持ってはいない様子だった。

「で、ワシらはなぜ、こんなにこそこそしておるのかの？」

「見つかったら、ミシェルちゃんたちの訓練にならないだろ」

「なら戻って修業の続きをすればよかろうに」

「バカ野郎！　マテウスとミシェルちゃんを一緒にして放っておけるか！」

「……ハ？」

　俺とマクスウェルは、木々の陰にこそこそ隠れながら、ミシェルちゃんを監視していた。

　隠おん密みつ技能がないマクスウェルは姿隠しコンシールの魔法を使っている。

　ちなみにフィニアは、そんな俺たちを生暖かい目で見つつも、止めずに送り出してくれた。彼女は一人で屋敷の掃除と、修業の続きをやるらしい。

　どうも最近、俺の株がフィニアの中で暴落している気がしないでもない。

「見ろ、あの男の視線を！　ミシェルちゃんの胸に釘くぎ付づけじゃねぇか」

「うむ、大きく育ったものじゃな。お主もかなわんくらいじゃ」

「…………俺のことは放っておいてくれ」

「まあ、あそこまで存在感があれば、そりゃ視線くらい誘引もされようて」

　先ほどからサリヴァンとマテウスの視線が、ちらちらとミシェルちゃんの胸元に向かっている。

　彼女の無む垢くで元気な魅力と、そのグラマラスな体型を目にして、そうならない男の方が少ないのは確かだ。

　だからこそ人目の少ない森の中で、そういった情動に突き動かされないとも限らない。

　クラウドは先の一件からもわかるように、どこか抜けたところがある。

　奴ではミシェルちゃんを守り切れるか、いささか心配だった。

「特にサリヴァン！　奴は日頃から女にだらしない。ミシェルちゃんの巨乳を目にしてまともでいられるとは思えない」

「お主という男は……いや、女は……」

　俺の興奮具合にマクスウェルは額に手を当てて嘆息する。いや、気配だけしか伝わらないが。

「少々、心配性が過ぎるんじゃないかのう？」

「そんなことない、念には念を入れているだけだ」

「その慎重さを少しでも自分に向ければ、コルティナやフィニア嬢の心配も減るじゃろうに」

「ここでその名前を出すのはズルい」

「子供みたいに膨れっ面をするでない。あざと過ぎるわ」

　溜ため息いきを漏らすマクスウェルを、気配だけを頼りにしてその頭を叩いて黙らせる。

　そうこうしているうちに、ミシェルちゃんたちが森の中へと足を踏み入れていた。

　俺とマクスウェルは、慌ててその後を追っていく。




　森の中を慎重に進むこと、およそ一時間。先行するサリヴァンが動きを止めて後ろに続くミシェルちゃんたちに合図を送っていた。

　どうやら獲物を発見したらしい。

「お、どうやら発見したみたいだぞ」

「やれやれ、マテウスもついておるから、心配なぞいらんだろうに」

「俺が気にしてんのはそこじゃねぇし」

　言いつつも、俺の視線はミシェルちゃんたちから離れない。

　サリヴァンが仲間を誘導しつつ、クラウドとマテウスが横に並ぶ。

　ミシェルちゃんとレティーナはその後ろに付き、いつでもサポートできる位置に移動していた。

　ここまでは、俺と組んでいた時と変わらない動きだ。

　サリヴァンが発見した獲物は、ダチョウに似た走鳥系の猛獣でモウルというモンスターだった。

　体高は三メートルを超え、頭部には主な攻撃手段である頭突きの威力を上げるため、瘤こぶがついている。

　足も速く、頭突きの威力も高いため、危険度としてはそれなりに高い。

　しかし性格は温厚で、自ら進んで人に襲い掛かることはないため、冒険者の討伐対象からは除外されていた。

「確かに肉はあっさりしてて美味うまいんだけど、危険度は高いぞ」

　腕のいい猟師なら、樹の上などに退避しつつ狙える敵ではある。

　しかし殺傷力の高さも侮れない。ミシェルちゃんやレティーナなら、一撃で戦闘不能にされてしまうだろう。

　クラウドが防げばいいだけの話ではあるが、彼の体重はまだ軽く、あっさり撥はね飛ばされる可能性がある。

「おいおい、大丈夫か？　マテウスは……」

　心配する俺をよそに、マテウスは鼻歌混じりで剣をだらりと降ろしたままだった。

　その姿勢からは戦う意思はまったく窺うかがえない。

「あのバカ、何やってんだ！」

「待たんか」

　思わず飛び出そうとした俺の肩を、マクスウェルが掴つかんで止める。

　その直後、レティーナから魔法が飛び、モウルの動きが止まった。

　そして間髪おかず、ミシェルちゃんが矢を放つ。

　その一いつ閃せんは、動きを止めたモウルの眼球を易やす々やすと突き破り、脳髄を抉えぐって絶命させた。

「あ、あれ？」

「おぬしは仲間を過小評価し過ぎじゃ。彼女たちはもう、お主が導いてやるレベルを超越しとる」

　的確に、最小限の威力の魔法で動きを止めてみせたレティーナに、彼女が作った隙を逃さず射抜くミシェルちゃん。

　この二人は確かに、俺の指導を必要としない、導くべき仲間から、頼るべき仲間へと成長していた。

「彼女たちももう大人……と言うにはいささか不安があるが、それでもお主があれこれ心配してやる歳としでもあるまい。いい加減弟子離れする時期じゃよ」

　にこやかにハイタッチを交わすレティーナとミシェルちゃんを見ながら、マクスウェルが諭してくる。

　期せずしてクラウドやサリヴァンの出番はなかったのだが、それは正直どうでもいい。

　いや、いいというわけではないが、些さ細さいな問題だろう。

「……そうかもな」

　彼女たちの成長を外から眺め、初めて実感できた。

　その間にも、クラウドとマテウスが協力してモウルを吊つるし上げて血抜きをし、解体の準備を進めている。

　サリヴァンはその間に周囲を警戒していた。

　これ以上近付くと、俺はともかくマクスウェルが見つかりそうだ。

「マクスウェル」

「なんじゃ？」

「帰るか」

「そうじゃな」

　何となく寂しい気持ちを残しつつ、俺たちはその場を後にしたのだった。




　その日の夜、ラウムからストラールに戻った俺は、こっそりガドルスの宿のカウンターにしけ込んでいた。

　フィニアは何となく元気がない俺の空気を察して、部屋に戻っていてくれている。

　こうして俺がガドルスとカウンターでクダを巻くのは、一種のストレス発散のためと気遣ってくれているからだ。

「ガドルスぅ、もう一杯くれぇ」

　すでに宿の食堂は閉めている時間のため、食堂内には俺とガドルスしかいない。

　おかげで遠慮なく酒に酔えるというわけだ。

「もう一杯って……お前、これで酔えるってのは大概だな」

「この身体が酒に弱いのは知ってるだるぉ」

「まさかエールをオレンジジュースで割って、さらに氷を足したもので酔えるとは思わんかったわ」

　確かにここまで薄めると、アルコール風味のジュース程度でしかない。

　しかしそれでも酔えるのが、この身体である。ある意味お得な体質だ。

「前世のお前も酒に弱かったが、今はそれ以上だな」

「うっせ」

「その辺はマリアに似たのか？　だが彼女もそこまで酒に弱くないぞ……ともかく、今回は何がそんなにショックだったんだ？」

「うー……」

　別にショックなことがあったというわけではない。ミシェルちゃんやクラウドの力量が、すでに一般的なそれを超えていることは、俺が一番よく知っていた。

　だが、冒険者としての立ち回りまではそうではないと思っていた。それが今日の昼の様子から、俺の杞き憂ゆうであることが判明してしまったのだ。

　彼女たちはもう、俺がいなくても一流の冒険者である。それが嬉うれしくもあり、寂しくもある。

「これが子離れをする親の気持ちか」

「子もおらんくせに何を言っておるんだ」

「俺が作れるわけないだろう！」

「作れるだろう。産む方だが」

「やかましいわ！」

　半眼になってガドルスに怒鳴り返し、俺はカウンターに突っ伏した。むろん酒の入ったグラスをこぼさないように、除よけてからだ。

「あの子たちも、もう十五だ。クラウドは十七か。別にお前無しでやっていけてもおかしくはあるまい。それに相応に修羅場も経験しておるし」

「……まぁな」

　山蛇を倒しもした。クラウドに至ってはマテウスと激戦を繰り広げ、腕を斬り落とされたりもした。ミシェルちゃんはゴブリンの集団を殲せん滅めつしたりもした。

　レティーナだって、捨てたモノじゃない。

　ギフトを持たない身とはいえ、たゆまぬ努力を続け、今ではその技量は俺も一目置くほどだ。

　彼女たちの努力や経験を、認めないわけにはいかない。

「そうだな、もう一人前として扱わないと失礼になるか」

「なんだったら、別の新人の世話でもしてみるか？」

「それも……」

　悪くないか、と言いかけて俺は言葉を詰まらせた。

　新しくパーティを作ったとしても、そいつらと仲良くできるかどうかは運次第だ。

　今のパーティは言うなれば、俺が一から作り上げ、育て上げた仲間たちである。

　その仲間と別れ、また別のパーティにというのは、何か違う気がする。

　いや、俺に未練があると言った方がいいか？

「いや、それは何か違う気がする」

「そうか？　なら別の仕事を斡あつ旋せんしてやるか」

「別の仕事？」

「なに、さっき言ったことと同じだよ。もっとも違うところはお前一人ではなく、仲間と一緒に受けてみないか、というところだな」

「新人教習ねぇ。ミシェルちゃんの時はあまり感じなかったんだが、いい印象はないんだよな」

「前世では散々失敗しておったからな」

　過保護が過ぎて、手を出し過ぎる。そのため教育にならないと、散々ガドルスに𠮟られていた。

　その性質は今でも受け継がれていて、ミシェルちゃんやクラウドの育成でも、やや手を出し過ぎている気がしないでもない。

　しかしその心配も、今日の一件で綺き麗れいに晴れた。

「そうだな。そろそろ皆にも、外からの視点で冒険させてみるのもいい頃合いか」

　新人たちを外から見守り、指示を出し、責任を持って育成する。そういう経験を積んでも、問題ない実力になってきている。

　その時俺は背後に、慣れた気配を感じ取っていた。

　土と草の混じったような薬の匂い。そしてエリクサー独特の濃密な緑の匂い。

　この世界でエリクサーの匂いを漂わせるのは、俺の仲間たち以外にいない。そして薬の匂いも纏まとっているとなると、マリアかマクスウェルしかいない。

　そして両者の体格には大きな違いがあり、足音や床板の軋きしみから、マクスウェルであろうとアタリをつける。

「おぬしは魔法の修業があるじゃろうに。まあいい、ならばレティーナ嬢も一緒に連れていってくれんかの？」

　聞こえてきたのはやはり、聞き慣れたマクスウェルの声だった。

　あちらにも俺を驚かせようという意図は無かったらしく、普通に声をかけた後、何ごとも無かったかのように隣の席に座る。

　そして最近は特に慣れた仕草で、いつも注文している酒をガドルスに要求していた。

「まったく。もう店は閉めたというのに、お前らときたら」

「秘密を共有する仲間同士じゃ、それくらい大目に見んか」

　愚痴を漏らしながらもガドルスは棚から瓶を一つ取り出す。それはマクスウェルが好む白ワインの瓶だった。

　今の俺にはきつ過ぎて相伴に与あずかれない代物だ。

「べつに、レティーナを連れていくのは問題ないけど、仕事を受けるかはみんにゃと相談……しないと……」

「すでにろれつが回ってないんじゃが、そんなにきついのを飲ませたのかの？」

「いや、エールが四分の一のオレンジジュースを一杯だけ」

「それで潰れるとか、マリア以上に弱くないか？」

「確実に弱いな」

　面白そうに俺を見つつも、慣れた手つきでグラスに白ワインを注ぐマクスウェル。

　鼻先にグラスを持っていき、存分にその香りを楽しんでいる。

「悪くない酒だのぅ。それよりレイド、お主は魔法の修業中だというのに、勝手に仕事を受けるでないわ」

「ガドルスの仲介らから、いいだりょ？」

「子供扱いしていた仲間の成長にショックを受けるのはわからんでもないがの。まあこの状態で修業しても、ろくに身につかんか。ガドルス、すまんが頼む」

「任せておけ。今回はそれなりのを用意してやる」

　カウンターに突っ伏した俺は、すでに意識を保っていられなくなっていた。

　耳には心地よい仲間の声。これ以上安心して眠れる環境もあるまい。

　とにもかくにも、俺は酒で憂さを晴らし、ついでに次の仕事を仕入れたのだった。
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「ニコル様、なんて格好で寝てるんですか！」

「んぁ？」

　翌朝、俺はそんなフィニアの声を受けて目を覚ました。

　見慣れた天井、寝慣れたベッド、いつもの宿の一室だ。

　フィニアが起こしに来てくれたのだが、いつもと違う点があるとすれば一つ。

　俺が酒瓶を抱えて寝入っていたということだった。

「あれ、なんで酒瓶？」

「それは私が聞きたいですよ、ニコル様」

「確か昨夜は……」

　ガドルスと閉店後の食堂で酒飲んで憂さを晴らし、途中でマクスウェルがやって来て、新しい仕事の依頼を提案されて？

「途中から意識がない」

「もう、立派なレディには激しく遠いですね」

「別になるつもりもないし」

「ニコル様もすでに妙齢の美少女なんですから、身の守りはもう少し気を付けていただかないと」

「やめろォ、そんな現実、聞きたくない!?」

　酒瓶を放り出して身を起こした俺のそばに、フィニアがそそくさと寄ってきた。

　そして遠慮なく俺の身体をまさぐり倒す。ひょっとして誘惑されているのだろうか？

「な、なに？」

「いえ、酔い潰れたニコル様に不ふ埒らちな真似まねをされてないか確認を……」

「あいつらがそんな真似するわけないだろ!?」

「いえ、ニコル様の眼の力も考えれば、念には念を入れておきませんと」

「ライエルが怒り狂うわ！　それにマリアだってタダじゃおかない。そんな心配はするだけ無駄だって」

「ニコル様がそう言うなら。でも念のため一緒にお風呂に行って確認しましょうね？」

「それ、フィニアが一緒に入りたいだけじゃないの」

「……………………そんなことありませんよ？」

「今の間はなに？」

　とはいえ、昨夜は酒を飲んでそのまま寝てしまっている。

　軽く汗を流したい気持ちは確かにあった。

「まーいっか。汗を流したいから、いつもみたいにお願いできる？」

「ええ、いいですよ」

　そう言うとフィニアはいつものように、入浴の支度をしてくれる。

　俺がレイドと知ってからも、この流れは変わらない。彼女は俺が元男だという認識が足りないのではないだろうか？

　いや、考えてみれば、俺が男としてフィニアと接したのは彼女が五歳の時だ。そして現在は女として彼女のそばにいる。

　フィニアが俺を男として認識した期間があまりにも短過ぎる。そのせいで俺に対しまったくの無警戒になっているのかもしれない。

　だとしたら、彼女も人のことを言えた義理ではないのだが、これは黙っておくことにしよう。俺としても、美しい彼女を眺めることができるのは、眼福の極みなのだから。




　ガドルスに話を通し、浴場に湯を張ることを条件に朝風呂を使うことを許可してもらった。

　大人数が入浴できるように専用の浴場を完備しているこの宿だが、その大きさに比例して湯を張ることは結構な重労働になる。

　そこで役に立つのがフィニアの属性魔法だ。エルフである彼女は四属性の魔法に適性があり、レティーナとは違ってすべてをそつなくこなす。

　その分レティーナより難易度としては劣る魔法しか使えないのだが、その汎用性の高さは非常に役に立ってくれる。

　ともあれ、湯を張る前に浴場全体を掃除しなければならない。

　まずは俺が糸を使って複数のモップを操作し、容赦なく浴場を磨き上げていく。十本の糸がそれぞれ俺と同じ力を持ってそこら辺を磨き上げるので、効率は十倍である。

　その後をフィニアが水属性魔法で洗い流していくので、風呂掃除は瞬く間に完了してしまった。

　最後に上水路から直接引いている水道を使って風呂に水を満たしていく。

　それだけでは時間がかかるので、フィニアも創クリエイト水ウオーターを使って加勢した。

　三十分ほどかけて水を満たした後は、俺が水全体に保温ウオームの魔法の失敗版を掛けることで一気に加熱した。

　これで少し熱めの湯が満たされた風呂の完成である。

　無論、夜までとなると湯が冷めてしまうが、それは宿のボイラーを使うなり、俺が再度温めるなりすればいい。

　こうしてできた一番風呂を、俺とフィニアは遠慮なく堪能させてもらう。

「でもさ、今さらだけど、フィニアは俺がレイドだと知っても全然気にしないのな」

「え、なにがです？　もちろん全然気にしてますよ？」

「今だって一緒にお風呂に入ってるし……」

「エルフは基本的に解放的な種族ですし。以前行った温泉町とか、エルフ用の浴場は混浴だったりしますよ」

「え、そうなんだ!?」

　しまった、その事実を前世で知っていれば、温泉町のエルフ用浴場の常連になっていたのに！

　マクスウェルの野郎、そういう素敵情報をなぜ寄よ越こさなかったのか。

　そういえばレティーナも、初等部を卒業する頃まで子供のようにあけっぴろげだった。

　他の男子生徒の方が恥ずかしがっていたくらいだ。

　俺がそんなことを考えているのが顔に出ていたのだろうか、フィニアは俺の横に来て膨れっ面をしていた。

　マズイ、彼女の中では俺は高潔な英雄。そういった無粋な考えをしたりしないのだ。

「ごほん。肌を晒さらすことにあまり不快感を持たないのは、種族的特性として理解できた。でも他にも、マッサージとか普通にしてくれるじゃない？」

「それは私の方が触るのですから、全然問題ありませんし」

「じゃあ、俺から触れたら恥ずかしい？」

「えっと……少し？」

　プイッと顔を背けて、そんなことを言ってくる。こういった仕草はコルティナとは違う可愛かわいらしさがある。

　しかしせっかく彼女の弱点を聞き出せたのだから、実行してみるのも悪くない。

「じゃあ今日は俺がマッサージしてやろう。それはもう、念入りに」

　指をワキワキと動かしてフィニアに迫る。

　それを見て、彼女はなぜか胸元を隠しつつ、俺から距離を取った。

「え、その、ご厚意はありがたいのですが、なんだか変なこと考えてませんか？」

「変なことって、なにかなぁ？」

「に、ニコル様!?」

　悪ふざけが過ぎたのか、フィニアは俺の顔にお湯をかけて抗議してきた。

　さすがにやり過ぎたと俺も反省し、いつも通りフィニアにマッサージしてもらう。

　もちろんその後に、きちんとお返しはしておいた。

　つまり、当初の予定通り、俺が彼女の身体からだを揉もみ解ほぐしてやったのだ。最初は遠慮と羞恥で悶もだえていたフィニアだったが、やがて観念して大人しくなった。

　さすがにフィニアにはコルティナとのような『大人の付き合い』はまだ早いと思うので、マッサージだけである。

　全身を解されて、どことなく気け怠だるい身体を引きずるようにして、俺たちは風呂から上がった。

　頭の湿気をタオルで拭いながら食堂へ向かう。カウンターの向こうにいたガドルスは、こちらに気が付くと風呂掃除の労をねぎらってくれた。

「風呂掃除、ご苦労さん」

「それより昨日、酒瓶抱えさせてベッドに放り込んだのはどっち？」

「もちろん、マクスウェルだ」

　俺の言葉に露骨に視線を逸らせるガドルス。これはあれだ。絶対二人で共謀してやったな。

　フロアのテーブルには、ミシェルちゃんとクラウドの他に、マクスウェルとレティーナも来ていた。

　これはマクスウェルがすでに、連絡を回してくれていたに違いない。

　それと同時に、他の客の視線も俺たちに集中していた。

　まあ、湯上りの美少女が二人、食堂に現れたのだから、気持ちはわかる。俺も元男なのだから。

「それより、仲間がお待ちかねだぞ」

「ああ、ちょっと相談してくるよ」




　昨日の依頼について、ミシェルちゃんたちに相談せねばならない。

　俺とフィニアはガドルスから水を一杯受け取ってから、仲間の元に向かったのである。




　新人育成の件、ミシェルちゃんやレティーナに相談してみたが、案の定というか、反対の声も無くあっさりと了承してくれた。

　これを受けて、正式にガドルスに依頼を受けると伝えておく。

　その際にどんな新人なのかも、前情報として聞き出しておいた。

「年齢は十五から十七の新人じゃな、少々遅めのデビューというところか」

「わたしたちと同い年くらいなんだね。先生、上じよう手ずにできるかなぁ？」

「ミシェルちゃんの弓の腕を見せたらイチコロだと思うけどね」

「そーかなぁ？」

　俺の横にやって来て話を聞いていたミシェルちゃんが、そんなことをのたまっていた。

　ぶっちゃけ視認すら難しい距離にいる敵の目を容易たやすく射抜く彼女の腕は、見る人が見れば腰を抜かすレベルである。

　もし彼女が生まれるのが二十五年早かったら、確実に邪竜退治に駆り出されていただろう。

　俺やコルティナは戦闘系技能とは言い難い能力しか持っていないが、そういった技能を複数持っているため、組み合わせの妙で難局を乗り越えることができていた。

　かたやミシェルちゃんは、戦闘系技能一つでこの能力だ。やはり神の恩寵ギフトの良よし悪あしというモノは、歴然として存在する。

　温和な彼女があの時代に生まれなかったことを、それこそ神に感謝しよう。白いの以外の神様に。

「今までの活動域はラウム西方の港町……というか漁村だな。おかげで正確な情報は入ってきていないが、そんな田舎いなかなら注意すべき点もそれほどないだろう」

「国の辺境で、危ない薬作ってた学生はいましたわよ」

「それは公爵家の後ろ盾があってのことだ。今回の連中はそんな大物じゃない。むしろ田舎の小物だな。かなりヤンチャしてたという情報はある」

「それがまた、なんでこのストラールに？」

　西方の漁村を拠点にしていた連中が、どうしてこの北の国境沿いにあるストラールにやって来たのか、それが疑問だった。

　漁村の正確な位置は知らないが、少なくとも、ここまでかなりの距離があるはず。

「どうせヤンチャが過ぎて、村にいられなくなって追い出された、というところだろうな。ギルドの方で基礎技能の不足を指摘されての、今回の依頼だ」

「田舎から出てきたばかりの奴が、よくこんな依頼を出せたもんだな」

「なんでも浮きワカメの採取で小銭を稼いでいたんだとか」

「ゲホッ!?」

　懐かしい名前が出てきて、俺は思わず咳き込んでしまった。

　浮きワカメは海面に浮いた植物を溶かして養分とする、海かい棲せい系モンスターの一種。

　かつて、俺たちはそいつを採取しようとして、ヒドイ目に遭ったのを覚えている。そういえば、初めてアレが来たのも、あの時だったなぁ。

「あー、あの水着を溶かすヤツぅ」

「イヤですわね。あんなのをよく捕まえますわ」

　直接被害に遭ったわけではないミシェルちゃんやレティーナですら、記憶に残っているモンスターだ。

　被害者担当だった俺やフィニアは言うまでもない。フィニアなどは珍しく眉間にしわを寄せて、嫌悪を表明していた。

　なお、クラウドはやや前かがみになっている。あられもないフィニアを思い出したのか、それともその後に焼かれたことを思い出したのかで、この後の処遇が分かれるところだ。

「連中、男ばかりだからな。水着すら必要なかったのかもしれん」

「『水着すら』って、どういうことですの？」

「そりゃ、穿はいてないってことだろうなぁ。俺はやりたくないけど」

　レティーナの疑問に、クラウドが即答した。確かに男ばかりだと、その辺の羞恥心などは皆無になる。

　俺やライエルも昔は、マリアやコルティナの視線がないところで、そうやって魚を獲とったりしていたものだ。

　なお、攻撃的な魚に危険な場所を噛かみ付かれ、マリアから軽蔑の視線を受けながら癒いやしてもらったのは、若気の至りというやつだ。

「野蛮ですわね……わたしたちで大丈夫かしら？」

「実力的にはお前らの足元にも及ばんだろうな。浮きワカメ採りはある程度の金にはなるが、それしかやってないという点でお察しだ」

「ヤンチャしたって情報は？」

「なんでも、干し魚を盗み食いしたとか、漁具置き場で煙草たばこを吸ってボヤを出したとか、そういう話がいくつか入っておる」

　俺の質問に、ガドルスはすらすらと返答してきた。つまりここは、ガドルスも気になった部分で、前もって調べておいたということだろう。

　それにしても、ボヤ騒ぎは良くないな。地方だと、それだけで重罪に処されていてもおかしくない。

「ギルドにはワシから連絡しておくから、向こうの準備が整ってから依頼開始ということになる。いつでも出発できるように準備しておけ」

「はぁい。わたし、先生とか初めてだなぁ」

「俺だってやったことねぇよ。教えてもらう側ばっかりだったし」

「わたくしは高等部で少し指示したことがありましてよ」

　レティーナは自慢げに胸を張っていたが、お前森の中で火属性魔法ぶっ放していたよな。実戦から離れてかなり鈍なまってないか？

「あ、レティーナは無理だ。今回の依頼、日をまたぐことになるからな」

「ええーーー!?」

「そもそもお前も、マクスウェルの許嫁いいなずけだ。あまりフラフラと遊びまわるのは、さすがに外聞が悪いぞ」

「あうぅぅ……」

　ガドルスに諭されては、レティーナも反論のしようがない。

　それにマクスウェルの厚意でここまで来ているのだ。あまり我わが儘ままを通すのも、よろしくなかった。

「ま、ここは諦めておいてくれ。それで……その人たちがちゃんと準備できるかもわからないから、こっちでも用意は人数分しておいた方がいいよね？」

「その可能性はあるよな。素人同然らしいし」

「でも荷物が多過ぎませんか？　私たちで持ち運べるか、不安です」

「それなら大丈夫、馬車があるから！」

「俺だってエリザベスがいるからな！」

「残念、森の中を進む場合、馬車は使い物になりません」

「二頭立ての馬車を持ってますの？　全部で三頭ともなれば、維持費が大変でしょうに」

　レティーナの指摘に、エヘンとばかりに、二人そろって胸を張るミシェルちゃんとクラウド。

　真っ先に維持費を口にするところは、さすがに馬を飼うことの難しさを知っているというべきか。

「そこはそれ。わたしたちはもう四階位で、それなりに稼ぎがいいからね」

「ムゥ、わたくしはまだ三階位のままですのに……」

　俺たちの階位が上がったのは、レティーナが離脱してからだ。なので彼女の階位は、俺たちと別れた時のままになっている。

　それを悔しそうにしながらも、彼女の表情はどこか楽しそうに見えた。




　それから数日して、ガドルスから俺たちへ連絡があった。

　依頼の詳細は、翌日に新人と一緒に採取に出ることらしい。そこで、前日に俺たちと顔合わせをするそうだ。

　翌日の前日、つまり今日である。

　荷物を積み込んだ馬車とクラウドの騎馬を、裏手の厩きゆう舎しやに預け、俺たちは待ち合わせ場所のギルドへと向かった。

　ストラールの冒険者ギルドに足を踏み入れると、中にいた冒険者たちの視線が一斉にこちらに向く。

　しかしこれは、俺たちにとってはいつものことなので、まったく気にしなかった。

　俺はもとより、ミシェルちゃんやフィニアまで一緒に居るのだから、男たちの眼がこちらに向くのは想定の範囲内と言える。

「あ、ニコルさん。依頼の方はこちらですよ」

「お久しぶりです。もう長いこと待ってます？」

「いえ、あちらの方もさっき来たばかりですよ」

　そう言われて、俺は少しだけ安あん堵どした。さすがに顔合わせの段階で遅刻とか、さすがに体裁が悪過ぎる。

　受付のお姉さんに案内されて、待ち合わせの小部屋の前に着く。

　扉の前まで来たところで、お姉さんはそそくさとその場を去ろうとしていた。

「ここでお待ちになってます。あとはよろしく。揉もめ事ごとは厳禁ですよ？」

「あ、はい。あの、なんで腰が引けてるんで？」

「いえいえ、そんなことは……それじゃ私はこれで！」

　言うが早いか、脱だつ兎とのごとくカウンターへと戻っていった。

　その行動に首を傾げる俺たち一行。

「あれ、なんだろ？」

「さぁ？　なんだか、部屋に入りたくないみたいな態度だったね」

「それより早く挨拶しちまおうぜ。それにこの後、準備の確認もするんだろ」

　新人たちと挨拶をしたあと、採取依頼に出るための準備状況を確認する予定だった。

　新人の場合、ここでの準備を軽く見て、大おお怪け我がをする場合がよくある。大怪我どころか、命を落とすケースすらあるのだから、甘く見られない。

　その準備の段階から教えてやることが、今回の依頼だ。

　そのためには、まず顔合わせを済ませないことには、話は始まらない。

「こんにちはぁ、このたび指南役を承った者で──ぴゃ!?」

　人懐っこいミシェルちゃんが、明るく挨拶しながらドアを開け、奇声を上げた。

　ギルドの内部で危険なことなどあるとは思えないので、何事かと俺とクラウドが肩越しに室内を覗のぞき込む。

　そこには椅子があるというのに床にガニ股でしゃがみ込んでいる、新人冒険者の姿があった。

「あぁん、指南役だぁ？」

「チィーッス」

「遅かったじゃねぇか、オルァ！」

　髪を逆立てたり剃そり上げたりしてる三人の男。

　よく見るとクラウドと同年代っぽく見えるのだが、服装のセンスがなんというか、特殊だった。

　その棘とげ付き肩当てに何の意味があるのか。なぜ上半身裸で鋲打ちベルトだけ巻いてるのか。その顔の入れ墨に何の意味があるのか。

　まるで世界の終わりに現れるという魔王の一族のような様相に、ミシェルちゃんだけでなく俺の動きまで固まった。

「無言とか態度でけぇなぁ？」

「センセー、チィーッス」

「挨拶もなしかよ、オルァ！」

　逆に指摘されて、ようやく俺の硬直も解けた。とにかく今は、コミュニケーションだ。いかに辺境の蛮族じみた姿をしていても、一応は依頼人である。

「えっと、指南役を担当するニコルです、よろしく」

「あ、あの、わたしミシェ──」

「聞こえねぇよ！」

「ぴぎゃ!?」

　モゴモゴと挨拶しようとしたミシェルちゃんの言葉を遮り、新人が恫どう喝かつする。

　しかしここは向こうの主張もわからないでもない。

　しっかりはっきりと自己紹介するのは、非常に重要なことだ。

「俺はクラウド。今日からしばらく、よろしく頼む」

「おう、しっかりな」

「えっと、フィニアです。四属性魔法が得意です」

「魔法！　すげーな、姉ちゃん！」

「あの、あの、わたしミシェル……」

「あぁん？」

「ゆ、弓が得意で……」

「なんだ猟師かよ」

「うえーん、ニコルちゃん～」

　ついに泣き出したミシェルちゃんの頭を撫なでながら、俺は彼らに注意しておいた。

「彼女はわたしたちの中でも一番の攻撃力を持ってるんだから、侮るのはやめて」

「あぁん？　そういうアンタは何ができんだよ」

「干渉系魔法と斥候役。ついでにこのパーティのリーダー役」

「しょっぺぇ魔法のくせにリーダーだぁ？」

「干渉系甘く見るなよ？」

「んだよ、やんのかぁ？」

　俺の言葉にいきり立つ新人たち。なるほど、これは予想外にヤンチャとしか言いようがない。

　わざわざこんな場所まで流れてきたのも、本当に故郷を追い出されてのことだったのだと納得した。

「こっちは四階位で、依頼でこの場に来てるって理解して言ってる？」

「ハン、格付けをカサに着るとは、底が知れるぜ」

「あー、これはひねってやらないとわからないクチかな？」

「んだとぉ！」

　ギルドから実力不足を指摘されて、こんな依頼を出したというのに、底が浅いのはどっちなんだか。

　俺たちも受付のお姉さんから『揉め事は厳禁』と言われているので、この場で実力行使に出ることは避けたい。

「まあ、顔合わせと事前準備だけのつもりだったけど、互いの実力を知るのも必要かな」

「いいぜ、いつでもきな。相手になってやんよ」

「ここだとギルドに目を付けられるでしょ。訓練場があるからそこに行こう」

　ギルドには魔法の試射や、武器の具合を見るための訓練場が設置されている場合が多い。

　このストラールのギルドにも、そういった施設はある。

　こういった連中の鼻っ柱をへし折っておくのも、先達としての役目である。

　最近加入した連中が訓練場の場所を知っているはずもないので、俺たちが先導して移動する。

　だがその際に、妙な視線を腰の辺りに感じた。

　いや、俺だけじゃなくミシェルちゃんやフィニアにも感じ取れたようで、どうにももぞもぞした様子で歩いていた。

　見ると、背後からついてきている新人連中が、ニヤニヤしたイヤらしい視線を俺たちに向けている。

　俺は溜ため息いき一つ吐ついて、連中の視線を遮るべくミシェルちゃんたちの後ろへ回り込もうとした。

　しかしそれより先に、クラウドが大盾を下げて俺たちの後ろに回り込む。

　クラウドの視線を遮る意図を持った動きに、露骨に舌打ちしてみせる新人たち。

「チッ」

「言っとくけどお前ら……」

「あんだよ？」

　唐突にクラウドが、背後の新人たちに声をかけた。その声に怒りは籠こもっていないが、疲労感は滲んでいた。

「見ての通り、彼女たちは可愛かわいい」

「それがどうした？」

「ギルドの冒険者たちもそう思ってる。つまりアイドル扱いされてるんだ」

「だからなんだってんだよ？」

「ギルドの冒険者全員から袋ふくろ叩だたきされたくなかったら、そういうのはやめとけ。おかげで俺がいつも、どれだけシゴかれてるか……血の小便が出ることもあるんだぞ？」

「お、おう……？」

　クラウドの哀愁漂う忠告に戸惑いながらも、連中は大人しく頷うなずいていた。

　意外と素直な面もあるのかもしれない。




　ギルドの訓練場は、たいてい地下に存在する。

　これは冒険者たちが戦う時に出す掛け声や魔法の爆音などが、都市部においては近所迷惑になるからである。

　もっとも経済的な理由で地下に作れない辺境などでは、そのまま郊外の空き地などを借り受け、そこで訓練を行うこともある。

　その点ここストラールの街は、潤沢な運営資金を持っているので、かなり頑強な地下訓練場が建築されていた。

　そんなギルドの廊下を歩いていると、職員の視線が俺たちに突き刺さってくる。

　これはいつもの俺たちの外見への視線ではなく、警戒のための視線だった。

　マクスウェルが北部三か国連合で、職員に化けたクファルに妨害を受けて以降、ギルド内における監視の目が厳しくなっているためである。

　それともう一つ、俺たちへの視線が厳しくなる要因の一つとして……新人たちの外見が挙げられた。

　どうやら、新人であることで舐なめられないようにと気合を入れた格好をしてきたようなのだが、その方向性がどうにも斜め上過ぎた。

　これではどこかのならず者と勘違いされても、おかしくない。

　そんな人間たちが警戒の厳しいギルドの中を練り歩いているのだから、視線も鋭くなろうというモノだ。

　もっとも、そんな視線どころではない人間も、ここにはいる。

「に、ニコルちゃん、大丈夫？」

「ン、全然大丈夫。そもそも彼らは素人しろうとなんだから、わたしたちが負けるわけないでしょ？」

「そりゃ、ニコルちゃんとかクラウドくんは強いから平気かもしれないけどぉ」

「忘れてるようだけど、わたしたちの中で一番殺傷力が高いのはミシェルちゃんだから」

　なにせ七歳の時点で突撃猪ストライクボアを仕留め、十歳で山蛇を射い殺ころし、その後もゴブリンの集団を蹂じゆう躙りんしたりと、ここぞという場面で彼女は大手柄を立てていた。

　その功績の大きさは他の追随を許さず、それこそ六英雄に準ずるくらいはある。

　さすがに俺たち六英雄ほどのモノはないが、山蛇討伐などは国を挙げてその名を称たたえるほどの功績だ。

　もっともその栄誉はプリシラに渡してしまったのだが、それがあって彼女がエリオットと結ばれたというのなら、それはそれでよいことだと思う。

「言ってくれるじゃないか。お前らみたいな女子供に俺らが負けると思うのかよ」

「こう見えても故郷じゃ、ちったぁ名が売れてたんだぜ」

「そうそう。俺らの顔見たら村人が道を譲るくらいにはなぁ」

「その顔じゃ、道くらい譲ると思うよ。わたしだってそうする。関わりたくないし」

　モヒカンやスキンヘッドの棘肩パット三人組なんて、どう見ても厄介事の臭いしかしない。

　たとえ前世であっても、こんな連中とは関わり合いになりたくはない。今でもなりたくはないけど、なってしまったものはしかたない。

　そうして訓練場までやって来ると、他の冒険者たちがなにごとかと視線を向けてくる。

　もっとも注目されるのはいつものことなので、ここはいつも通り無視して訓練場に足を踏み入れた。

「それじゃ、どうする？」

「どうするってなんだよ？」

「一人ずつ相手するか、三人一緒に相手するか」

「な、舐めんじゃ──」

「言っておくけど、ミシェルちゃんは君たち三人くらいなら、まとめて始末できる腕があるから」

「うんう──ん？　うえええぇぇぇっ!?」

　俺の言葉に最初頷いていたが、途中でそれが自分の役目と知って、驚きよう愕がくの声を上げるミシェルちゃん。

　まったく、この子は自覚が無いというか、いちいち反応が可愛らしい。

「バカにされたのはミシェルちゃんなんだから、ミシェルちゃんが相手にするのは当然じゃない？」

「いやいやいや、そこはリーダーのニコルちゃんの仕事じゃない？」

「たまにはサボらせてよ」

「こんな時に怠け根性出さないでよぉ！」

　とはいえ、俺の意見に真っ向から歯向かえるほどの度胸も、彼女にはなかった。

　つまり彼女にとって、この三人組よりも俺の方が怖いという証あかしでもある。少々微妙な気分だが。

　俺に背を押されるように前に押し出され、彼女は狩猟弓を両手で持って震えていた。

　そんな彼女にトドメを刺すように宣言する俺。

「いちいち一人ずつ相手するのも面倒だから、三人まとめてでいっかな」

「ば、バカにするな!?」

「俺たちを舐めるのもたいがいにしやがれ！」

「ふざけやがって、痛い目見せてやる」

「そーだそーだ、もっと言ってあげて」

　口々に俺に反はん駁ばくする三人と、その尻馬に乗っかるミシェルちゃん。君はどっちの味方なんだ？

「ニコルちゃんってば、いつも無む茶ちや振りばかりしてくるんだから、この機会に反省してもらわないと！」

「勝てたらミシェルちゃんの乳揉みたい放題券を差し上げよう」

「よっしゃ、さっさとやろうぜ！」

「うおおおぉぉぉ、盛り上がってきたぜ！」

「やっべ、俺ちょっと鼻血が」

「ひにゃあああぁ!!　なに言ってるんだよぉ!?」

「待て、それなら俺も！」

「俺も俺も！」

「こうなったら全員でかかるしか！」

　こういう連中は負けても大人しくそれを認めるような真似まねは、なかなかしない。

　最初から本気で、しかも言い訳が利かないくらい全力で掛かってきてもらわないと、後々尾を引く可能性がある。

　そこで連中が一番食いつきそうな餌をぶら下げてみたのだが、どうも連中以外の見学者からも参加表明が飛び出していた。

　どうやら薬が効き過ぎたようである。

「じ、じゃあ、わたしが勝ったらニコルちゃんのおっぱい揉み放題券ね」

「うおおおおおおぉぉぉぉぉぉ!!」

「待て、なんでそうなる!?」

　ミシェルちゃんから飛び出した言葉に、地下闘技場が揺れんばかりの歓声が響き渡った。

　そもそもミシェルちゃんが勝利することは既定路線なんだから、それでは本末転倒だ。

　俺の必死の交渉の末、ミシェルちゃんが勝利した暁には、ミシェルちゃんとフィニアが俺の胸を揉むことになった。

　どうしてこうなったのかは、俺もよくわからない。あとフィニア、なぜいつの間にか紛れ込んでいるんだ？




　些さ細さいな騒動はあったが、ミシェルちゃんと三人組との対戦が始まった。

　いつもの狩猟弓を両手に持った彼女は、緊張した面持ちで三人に対たい峙じしている。

　そこで俺は、彼らの名前を聞いていないことに気付いた。一応依頼人である以上、それくらいは知っておかねばなるまい。

　まさかモヒカンとか、スキンヘッドとか、入れ墨とか呼ぶわけにもいくまい。

「そういえば君たちの名前は？」

「あん？　今さらな質問だな。俺の名前は……セバスチャンだ」

　その名前を聞いて、俺は自分の体幹が傾くのを感じた。

　どう聞いても、どこかの貴族の執事にしか聞こえない。

「俺はフランシスだ」

「俺はアンドリューだ」

「ちょっとお前らの親と話がある！」

　彼らの名前には何の罪もない。しかし俺はそう叫ぶのを我慢できなかった。どうしてどいつもこいつも、貴族然とした名前を持っているのか。

　こいつらは確か田舎の漁村出身のはずだ。

「人の名前にケチをつけるとは、礼儀のなってない女だな」

「うっ、それは悪かったよ」

　セバスチャンと名乗った男の主張はもっともなので、これは俺も謝罪しておく。

　ともあれ、彼らの名前に関しては本題ではない。

　気を取り直して、ミシェルちゃんとの対戦の準備を進めておく。

　ミシェルちゃんは白銀の大弓サードアイを使用せず、狩猟弓を構えていた。

　矢は殺傷力をなくすため、鏃やじりを外し、代わりにクッションを取り付けたものを使用している。

　クッションには落ちやすいインクを染み込ませているため、致命傷を負ったことが視覚的に確認しやすい。

　同様に三人組の持つ練習用の木剣も、刃の部分にインクを染み込ませた布が仕込まれている。

　剣の形をした板を二枚組み合わせて、布を挟む構造らしい。

「それじゃ、ちょっと気が抜けちゃったけど、ミシェルちゃん対エセ貴族三人組……」

「誰がエセ貴族だ!?」

「はじめ～」

　間延びした俺の合図とともに、ミシェルちゃんが矢筒から矢を引き抜く。

　一瞬にして練習用の矢を番つがえ、それを解き放つ。

　それまでのおどおどした仕草からは考えられないほど、鋭い眼光。いつも思うのだが、この変貌ぶりはほとんど二重人格だ。

　もちろん彼女との対戦が初めての三人に、これが避よけられるはずもない。

　完全に不意を突かれたアンドリューの額を、練習用の矢が強打する。

　その衝撃であっさり意識を手放すアンドリュー。

　半ば吹っ飛びながら大の字に倒れる彼を尻目に、次の矢を矢筒から引き抜くミシェルちゃん。

　しかしそれほど離れた距離で戦闘を始めたわけではないので、地の利は三人組の方にある。

　フランシスは一瞬で倒されたアンドリューに度肝を抜かれ、思わず仲間の方を振り返っていたが、セバスチャンはこの距離の有利を逃さないようにミシェルちゃんへと踏み出していた。悪くない判断だ。

「くらえぇぇぇ！」

　大きく剣を振りかぶって、ミシェルちゃんへと叩たたきつけようとする。この機を見逃さなかったのは大したものだが、その攻撃はいただけない。

　ミシェルちゃんも近接戦の修業を積んできているだけに、大振りな攻撃などあっさりと捌さばいてのける。

　大上段からの攻撃を一歩横に移動することで躱かわし、その手を狩猟弓で強く打ち、剣を叩き落とす。

　そのまま弦と弓の間に首を挟み、背後に回って締め上げていく。

　首を絞められてそれどころではなかったようだが、セバスチャンの背にミシェルちゃんの胸が押し付けられていることを、俺は見逃さなかった。

　弦から身を守るための革製の胸当てが、大きくひしゃげているのが見て取れる。

　もっとも締め上げられているセバスチャンはそれどころではなかっただろう。呼吸すらままならず、じたばたともがいた末に意識を失った。

　残るはフランシス一人だが、彼は予想外の行動を採っていた。

　倒れたアンドリューを引き起こし、その背後に隠れたままミシェルちゃんの方に肉薄したのだ。

「きゃあ!?」

　セバスチャンを絞め上げていたミシェルちゃんに、この突撃を躱す手段はない。

　とっさに首から弓を外し、フランシスを射抜こうとしたが、アンドリューの身体が邪魔になってそれは叶かなわなかった。

　決定的な攻撃ができず、アンドリューとセバスチャンの身体ごともつれるように地面に押し倒される。

　そこへフランシスの攻撃が襲い掛かる。

「うわああああああああああああああ！」

　ほんの数秒で仲間を二人倒されたため、フランシスは半ば狂乱状態に陥っていた。

　だからこそ味方を盾にするという、非情かつ予想外の手段を採ることができた。

　それが完全にミシェルちゃんの不意を突いた。しかしそれが上手うまくいくのも、わずかの時間だけだ。

　狂乱状態ではすべてが最適手となることは、絶対にない。今回は叫びながら剣を振り下ろしているのが問題だった。

　この状況では、剣をコンパクトに突き出していくのが正解だ。それができず剣を振りかぶっていることが、大きな隙を生み出していた。

　ミシェルちゃんは、自分の身体にまとわりついていたセバスチャンの身体をフランシスへ蹴り飛ばし、動きを封じる。

　同時に撃てなかった矢を逆手に持ってフランシスの足に突き立てる。

　もちろん鏃は付いていないので、矢が突き立つことはない。本来ならば足が使い物にならなくなり倒れ込むことになっただろうが、クッションに包まれた矢ではダメージを与えられない。

　そこでミシェルちゃんは膝裏に矢を引っかけ、フランシスを転倒させていた。

「やぁ！」

　そしてその背にまたがり、首筋に鏃部分を押し付けた。

　クッションに包まれているため、ダメージは与えられない。しかし明らかな致命傷になる攻撃。

　これを有効打と認めないわけにはいかない。俺はこれをもって戦闘の決着と判断し、高らかに宣言した。

「そこまで。勝者ミシェルちゃん」

　この声と同時に、訓練場内は歓声に包まれた。

　遠距離戦のスペシャリストと思われたミシェルちゃん。その彼女が新人とはいえ三人相手に華麗に接近戦で勝利を収めたのだから、この歓声も理解できる。

　今まで彼女の実力を知らなかった連中も、これでその事実を知ったことだろう。




　三人組は続いてクラウドとも対戦したが、やはり勝利を収めることはできなかった。

　背が高く、大盾を持ったクラウドの防御は堅けん牢ろうで、すべての攻撃をその盾に防がれ完封されてしまったのだ。

　もっともクラウドはタンク役というにはややひょろ長い体型だったため、甘く見られていた点があっただけなので、すぐに彼らの尊敬を受けるようになったようだ。

　彼らに甘く見られた残る一人である俺は、今回の対決には参加しなかった。

　これは連戦で三人組が疲弊していたため、俺の実力は実戦で見せるという流れになったからだ。

　そもそも俺の力は、こういう人の目が多い場所で鼻高々に披露できるものではない。

　不意を突き、罠わなに嵌はめ、実力を発揮させず、場合によっては存在すら知らせることなく、敵を仕留めることこそ、暗殺者の本領である。

　そんなわけで、翌日の採取に必要な用意という本題に移ったところ──案の定、碌ろくな準備をしていないことが判明した。

「まず、スコップは？」

「なんで、そんなモンがいるんだよ？」

「今回の採取目標はリガス芋だよ。芋なんだから土の中にあるに決まってるじゃない」

「おお、なるほど！」

　今の俺の気分はまさに、『ダメだ、こいつら』である。

　目標の繁殖地は街から、歩いておよそ二日離れた場所にある森の中。森の中である以上、何が起きるかわかったものではない。

　せめて保存の利く食料を倍近い一週間分は用意してほしかった。街道沿いを行くほど安全な場所ではないのだから。

「それに、芋を採取しに行くんだから、入れる袋は用意してる？」

「あ、それもいるのか」

「この方たち、大丈夫ですか？」

　あまりの無防備ぶりに、やや箱入り育ちであるフィニアまでも心配の声を漏らす。

　俺はその問いに、無言で首を振っておいた。大丈夫な連中だったら、ギルドからこんな依頼が来るはずがない。この状況も、既定路線だ。

「森の中は危ないよ。もし沢に滑落して足を怪け我がしたりしたら、そこで救助が来るまで何日も耐えなきゃいけないこともある。だから常に余分な食料は持ち歩くように」

「なるほどなぁ。姐ねえさんがリーダーなのも納得だぜ」

「おう、用意周到たぁ、このことだな」

　連中の年齢は揃そろって十七歳であり、クラウドと同年齢だった。二つ年上の彼らから姐さんなんて呼ばれる筋合いはないのだが、ここは些細なことなので流しておく。

　実力を見せていない今の状況で、こうしてとりあえずでも敬意を払ってくれる分、マシになったと考えよう。

「他にも藪やぶ漕こぎとかしないといけないかもしれないから、山刀か鉈なたが欲しい。それと、どこに行くにもナイフ一本は持っておくと便利」

「ふむふむ、勉強になるぜ。さすが第四階位の冒険者だ」

「そんな『さすが』は欲しくなかった……」

　こんなことは駆け出しの冒険者でも知っていることである。

　舐なめられないようにと気合を斜め上にカッ飛ばした格好が、彼らから助言者すらも遠ざけていたのだろう。

　一事が万事こんな様子の彼らを連れ、俺たちは馴な染じみの雑貨屋に足を踏み入れた。

　カランカランとドアベルが響き、奥にいる店主のおばさんを呼び出してくれる。

　俺は店主の登場を待たず、店の奥に声をかけた。

「おばさん、彼らに保存用の食料を一週間分ください」

「はぁい。って彼らってことは、ついにニコルちゃんにもいい人が──ぴゃ!?」

　店の奥から出てくるなり、どこかで見たような反応をするおばさん。

　そりゃ、店内に棘とげ付き肩パッドのモヒカンや、スキンヘッドや、入れ墨がいれば、こういう反応もやむなしだ。

　おばさんは俺の耳に口元を寄せ、本人は声を潜めているつもりで警告を飛ばしてきた。

「ニコルちゃん、さすがにこの人たちはどうかと思うよ？　なんだったらおばさんがもっといい人を紹介してあげるから」

「いや、そんなつもりは全然ないから。コレは依頼で教育する、いわば生徒だから」

「生徒っていうか、狂信者って風情だけどねぇ」

「聞こえてんぞ、ババァ」

「こら、おばさんになんて口利くの」

　乱暴な口を利いたセバスチャンの頭を、ミシェルちゃんが後ろから弓で叩たたく。

　これから先、雑貨屋は常に利用せねばならないお得意様である。

　そんな相手と良好な関係も築いておくのも、冒険者としての心得の一つだ。

　ミシェルちゃんに叩かれた頭は、音からするとそれほど痛くなかっただろうが、見た目ロリ巨乳の少女に魔王軍の幹部とも取れる格好のゴロツキが、懇々と説教される姿は実に滑稽だった。

　ともあれ、おばさんの誤解を解いて食料を入手し、袋やスコップなども購入する。

　続いて武器防具についても新調しておく必要があるだろう。

　長剣ロングソードは別にいいのだが、揃そろいの棘付き肩パッドはよろしくない。

　俺がそれを指摘すると、彼らは猛然と反発してきた。

　どうやら彼らの中では、かなりイカした格好らしい。

「いい？　冒険に出れば何が起きるかわからないんだよ。もしかしたら倒れた仲間を担いで逃げる事態に陥るかもしれない。そんな時に肩がそれで仲間を担げると思う？」

「ウッ」

　棘付きの肩パッドでは、仲間を担いだ瞬間にその腹を突き刺すことになる。

　ようやくそれに気付いたのか、ばつが悪そうに互いの顔を見る三人組。

「それに森の中では、蔦つたとか草とかいろんなモノが絡みついてくる。その肩のは、ちょうどいい取っ掛かりになるだろうね」

「くっ、カッコいいと思ったのに」

「その感性はどうかと思うぜ……」

　フランシスの心底残念そうな言葉に、クラウドが反論していた。どうやら彼らは想像以上に問題児だったようである。

　なんにせよ、この肩だけは新調させねばならない。もしくは改造して棘だけは取る必要がある。

　しかし彼らは、ぎりぎりの予算で今回の教育を依頼している。装備の新調は難しいだろう。

　そこで俺はガドルスの元へ連れていき、装備を改造してもらうことにした。

　しかし奴は、三人の顔を見て一言で切って捨てる。

「断固として断る」

「それはわたしの決め台詞ぜりふ……じゃなくて！　なんで？」

「ドワーフとして、その装備の美意識は許せんものがある」

「だから改造してくれって話なんだけど」

「触れたくもない」

「……気持ちはわからんでもない」

　だからといって、放置はできない。

　俺はガドルスをなだめすかして、どうにか肩パッドの棘とげ抜ぬき作業に取り掛からせた。

　ガドルスには無駄な装飾を剥はぎ取る作業を任せ、まずは上半身裸という状況を何とかする。

「というわけで、まずは服を着ろ」

「えー」

　俺の指示に三人声を揃えて不満を呈す。とはいえこれはファッションで指示しているわけではない。森の中には蚊を始めとした害虫も多く、肌が剥むき出しの状態では襲われ放題になってしまうのだ。

　エルフたちの伝統衣装も露出が多いようでいて、手足の先端部はしっかりと覆われている。

　俺やミシェルちゃんも、足元は膝上まである靴下を利用して防護しているくらいだ。

　上半身剥き出しの彼らに至っては、いうまでもないだろう。

　防御力の観点からも、革鎧というほどではないが、分厚い生地のシャツを着せる。これだけで一般的な虫やヒルは防げるし、攻撃に対する防御にもなる。

　実際、布を固く張り合わせた防具というモノも、古来より存在していた。

　その上で彼らが飾りに使っていた幅広の鋲打ちベルトを巻いておけば、結構な防御になるだろう。

「次に剣だけど、とりあえずそれも見せて？」

「お、おう」

　差し出された三人の剣を手に取り、その整備の具合を確認する。

　俺もガドルスほど武器に精通しているわけではないが、モノの良よし悪あしを確認するくらいのことはできる。ましてや騎士志望だった過去から、剣についてはそれなりに勉強していた。

　その俺から見ても、彼らの持つ剣は分不相応なほどに出来が良かった。

「これ、君たちが選んだの？」

「いや、親父おやじが旅に出る前に『餞せん別べつだ』って言ってよ」

「うちもだ」

「ああ、俺も」

「ふーん、意外と愛されてたんだね。この剣も悪くないシロモノだよ」

　そもそも彼らのセンスからすると、剣ではなく斧おのを選びそうなものなので、ここはわずかに疑問に持っていた点だ。それも先ほどの答えで氷解した。

　どうやら彼らは心底甘やかされた結果、悪戯いたずらが行き過ぎて村にいられなくなってしまったというところか。

　剣は名剣というほどではないが、頑丈で取り回しのバランスも悪くない良品だった。

　下へ手たな人間が選ぶと切れ味だけを優先し脆もろい剣を選んだり、外見が派手なだけのナマクラを選んだりするものだが、これは生き残るために最適な品質をしている。

　両親が、村の評判の悪さから家を出ざるを得なくなった彼らを心配して、できるだけ良い品を選んだのだろう。

「長過ぎもせず、短くもなく、取り回しやすい程度だし悪くないね」

「おう、腕の延長みたいに使えるんで、俺も気に入ってるんだ」

「それな。斧だけじゃなくて剣も悪くねぇって思ったぜ」

「俺は剣で身を立てる」

　俺から初めて肯定的な言葉が出たので、調子のいいことを口々にはやし立てる三人。

「調子に乗らない。そういうのはせめて、クラウドの防御を突破してから言いなさい」

「あんな達人に勝てとか、姐さんも人が悪い」

「誰が姐さんか」

　いまだ馴なれ馴れしく姐さん呼ばわりしてくる三人。長い物に巻かれる主義なのかもしれないが、俺は歳上に姐さん呼ばわりされるほど老けていない。

　それに、いつまでも準備に時間をかけ続けるのも不毛だ。俺たちも、馬の準備などをする必要があった。

　森の中なので馬車は無理だが、クラウドの騎馬は乗り込むことができるだろう。それに今回は芋の収穫なので、輸送用に馬は一頭連れて行きたい。

　馬は荷物の輸送だけでなく、怪け我が人にんの搬送など、万が一の状況にも対応できる。

　それに森を甘く見ているこいつらが、森歩きでヘバることは想像に難くなかった。

「それじゃ、今日はここまでにしよう。前日にしっかり身体を休めるのも、冒険のうちだからね」

「へい！」

　ともあれ、素直にこちらの言うことを聞くようになっただけ、この仕事もやりやすくなった。

　身体を休めないといけないのは俺たちも同じなので、この日は大人しく宿に戻って休息を取るようにした。

　さいわいガドルスの宿には大きな風呂もついているので、この日はくつろぐことにしよう。




「で……また、お前が手はずを整えてやったわけだ？」

　風呂に入り、夜になってガドルスに途中経過を報告していると、そんな苦情を申し立てられた。

　ミシェルちゃんは、風呂場で俺の胸を揉もみに迫ってきたが、今回は仕事前ということで自重させ、早めに睡眠につかせていた。

　今、俺の隣にはフィニアが一緒に居るだけである。もちろん彼女にも自重してもらっている。

　夜も更けて食堂はすでに閉めているため、俺たち三人以外の人影はない。

「そう言われてみれば、そんな気はしないでもない」

「言葉を濁そうとしても無駄だ。まったくお前は、前世から全然進歩しておらんな」

　ガドルスの指摘通り、三人に指導していたのは、俺が大半である。

　今回の仕事はミシェルちゃんやフィニア、クラウドの成長を促し、後進を育成するという目的もあるため、俺があまりしゃしゃり出るのは良くない。

　それを知っていながらも、こうして口を出してしまったのだから、ガドルスが苦情を口にするのも、仕方のないことだろう。

「いや、その……つい、な？」

「ニコル様はお優しい方ですから、無理ないのですよ、ガドルス様」

「フィニアの言いたいこともわからんでもないが、これはレイドの成長のためでもある。少しばかりの苦言を呈させてもらおうか」

「それはわかりますが……」

「いいよ、フィニア。これはガドルスの言い分が正しい」

　後進の育成をさせて、自身を省みさせる。それが目的なのに、俺がそれを台無しにしている現状である。

　前世でも行った失敗を懲りずに繰り返しているのだから、これは受け入れねばならない。

　今回、俺はあまり口を出してはいけない依頼である。

「ごめん。そういうわけだから、明日からは少し自重する。フィニアには悪いけど、そのつもりでいて」

「わかりました。ミシェルちゃんやクラウド君にも、それとなく伝えておきますか？」

「そうだね。こっちに頼っていて、言葉足らずになるのも怖いから、そんな感じの注意だけはしておいて」

「はい。でも私が先生とか、ドキドキしますね」

「昔、マリアが俺たちに教えてくれたような感じでやればいい……と思う。多分？」

「疑問形にしないでください。不安になりますから！」

　俺のアドバイスに拳を握って抗議してくるフィニア。

　そんな狼ろう狽ばいする仕草も、最近は親しさを感じることができる。昔なら狼狽うろたえた後、反論せずにそっと距離を取る感じだったはずだ。

　俺の正体を知ったあとから、余計に距離が縮まった気がする。

　そんなことを考えながら、俺も早く寝るべく自室に戻ったのだった。




　昔からよく言われたことだった。

　仕事仲間からも、ライエルたちからも、『お前って妙なところで詰めが甘いよな』と。

　こと戦闘に関しては、きっちりと敵を詰め切ることができる。なのにそれ以外のところでは微妙に隙がある。

　大抵のトラブルは力ずくで乗り越えてきたのだが、その自身の甘さを今、つくづくと思い知らされている。

「ヒーハァ！　敵だぁ！」

「殺せ、殺せぇ！」

「貴様が肉になるんだよぉ！」

　目の前に飛び出してきた角ウサギを目にした瞬間、この有り様である。

　セバスチャンを筆頭に剣を引き抜くや否いやや、飛び掛かっていった。

　そもそも角ウサギはこちらに気付いてすらいなかった。だからこそ俺は無視していたのだが、角ウサギはうっかり目の前に飛び出してきた。

　俺たちに驚き、動きを止めた角ウサギに、これまた驚きよう愕がくしたセバスチャンたちが無謀な突撃を敢行していく。

　角ウサギといっても、その角はそれほど大きなものでもなく、子供が怪け我がをする程度の脅威しかない。

　正直、逃げるならそれでよし。逃げないならば鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに討伐できる相手だ。

　だというのに、この有り様。正気を失って襲い掛かるなど……しかも俺の指示を待たずに。

「ピギィィィ!?」

「待てゴルルルアアアアァァァァァァァァ!!」

　角ウサギは悲鳴（？）を上げて、森の中に逃げ込んでいく。

　セバスチャンたちはまるで血に飢えた獣のように、その後を追っていった。

「ちょ、待って。ああ、もう！　クラウド？」

「はいはい、連れ戻せばいいんだろ」

「ごめんね。一応監督役だし」

　こちらの意を汲んで、即座に三人の後を追っていく。この辺りの打てば響くような意思疎通は心地よい。

　俺の教育の成果というより、クラウドの空気を読む能力の成長というべきか。

　とにかく、連中を見ていると俺がどれだけ弟子に恵まれていたのかを思い知る。

　ミシェルちゃんやクラウド、レティーナたちは、それぞれ性格は違うが、こちらの言葉を真摯に受け取ってくれていた。

　だがセバスチャンたち三人ときたら、とにかく血気盛んで言うことを聞かない。

　いや、𠮟った時は素直に聞き入れてくれるのだが、事が起きるとすっぱりとそれを忘れ去ってしまう。

　おかげで森に入ってこれが二度目の暴走だ。さすがに口で言うだけで済ますのも、許されない。

　それから十分ほどして、クラウドに連れられて三人が戻ってきた。

「このバカどもがぁ！」

　クラウドが連れ戻すまでの間に作った、木の枝を組み合わせて作った棒きれで頭を叩たたいた。

　二本の枝の間にクッションとして綿を挟み、衝撃を吸収するようにしてあるので、痛みはあるが怪我をするようなことはないというシロモノだ。

「いぃってぇ!?」

「なにすんだよぉ！」

「俺たちぁ、ウサギ野郎を退治しようと──」

「それが余計なことだ。相手に敵意は無かったんだし、見逃しても害のない動物だろ」

　叩かれた頭を押さえて不平を漏らす三人に、俺に代わって説教をするクラウド。

　これには、さすがにミシェルちゃんも渋い顔をしていた。

　温厚な彼女にこんな顔をさせるのだから、別の意味でこの三人は大物だ。

「まぁったく。無駄な戦闘なんてする暇ないでしょぉ」

「害のない相手ですし、見逃してもよかったのでは？」

「フィニアさん、こういう相手にはしっかり言い聞かせないとダメだって」

「あ、はい」

　ミシェルちゃんは三人にきちんと指導しているが、フィニアはまだ遠慮が残っているらしい。

　そんなフィニアをクラウドが説教するという、謎のお説教ループが発生していた。

　なんというか、非常におかしな状況である。

「わたしたちの目的は採取なんだから、襲ってこない相手とまで戦う必要はないの」

「でもよ、害獣なんだから討伐しておいた方がいいんじゃねぇの？」

「角ウサギなんて、ちょっと厚めの服着ておけば怪我すらしない相手だよ。旅人だって脅威に思ってないよ」

「そ、そうなのか？」

「そうだよ。それより森の中に駆け込んでいったのは不味まずい。角ウサギよりヤバい相手がいるかもしれないんだからな」

「例えば……？」

「ラウムのそばでケラトスとか見かけたよ。あとモウルとか」

「ケラトスって、バカでかい二本足のトカゲじゃねぇか！」

　ケラトスは食用にも適した敵だが、その脅威度は意外と高い。それだけにセバスチャンたちも名前くらいは知っていたようだ。

　まさか自分たちがそんな状況に陥るとは考えていなかったらしく、おろおろと狼狽しだす三人。

　そんな彼らに、さらに追撃をするクラウド。

「俺なんてなぁ。ちょっと脇道に入ったら奴隷商とかいて、護衛の剣士に腕を斬り飛ばされた経験があるんだぜ」

「腕って、マジかよ!?」

「さいわい、ニコルの縁でマリア様に治癒してもらったから、元に戻ったけどな」

「ちなみにどっちの腕だ？」

「右腕」

　そう言ってクラウドは右手で剣をクルリと回す。

　剣術としてはそれほど優れているわけではないが、長年使ってきた剣は、彼の手の延長とも言えるほどに馴染んでいた。そこにぎこちなさは欠片かけらもない。

　三人はそんなクラウドの腕を、物珍し気に眺めていた。

「そんなわけで、見通しの悪い場所に足を踏み入れると、何と出会うかわかったもんじゃない。だから、より慎重に行動しなくちゃいけないぞ」

「お、おう……？」

　今回の依頼、俺ではなくミシェルちゃんたちの指導力を強化するのが目的なので、俺はできるだけ口を出さないようにしている。

　それを理解しているミシェルちゃんとクラウドは、積極的に三人に指導を行っていた。

　対してフィニアは、生来の内気さが邪魔しているのか、やや腰が引けた感じに接している。

「うーん、フィニアはもっと強く出ていいんだよ」

「それは……その、わかるんですけど、どうしても顔が、その……」

「顔かよ。まあ確かに怖いけど」

　モヒカンはさすがに威圧的に過ぎるので、全員スキンヘッドにさせていた。

　あの頭では、依頼人だってドン引きしてしまう。

　それと顔にあった謎の入れ墨は実はただのペイントだったので、それも落とさせておいた。

　結果として、毛髪も眉毛もないスキンヘッド集団が出来上がったわけだが、それでも以前よりはマシだろう。

　しかしマシになったとはいえ、自由過ぎる彼らの指導は、フィニアには難しいかもしれない。

　まあ、その辺を含めて彼女にも成長してもらいたいところである。

　三十分ほど、ミシェルちゃんたちの説教は続いた。

　もっともあまり長く説教していると、行程に遅れが出てしまうので、そこは適当なところで切り上げてもらう。

　そうして日が傾き出した頃、彼らを連れての夜営の準備が始まった。




　昼間とは違い、夜の場合は獣も危険だが人も危険になる。

　人目が無いということで、他の旅人がこちらによからぬ感情を持ってしまうことは多い。特に美少女揃ぞろいの俺たちならば、その危険はより大きくなる。

　そこで街道から少し外れた場所で野営することにしている。三人組の場合はそこまで警戒する必要はないだろうが、これも基本だ。

「というわけで、まず焚たき火びは必須」

　テキパキとクラウドが三人組に指示を出している。どうやら、同性ということで奴だけは気安く話しかけられるようだ。

　獣が火を恐れる、というのは実は万能ではない。中には火に興味を持って近付いてくる獣もいる。

　しかし明かりが無いと、こちらも周囲を見渡せない。

　真っ暗闇の中で奇襲を受けることほど、恐ろしいことはない。職業柄、俺はそれをよく知っている。

　実際受けるダメージよりも、それによって巻き起こる混乱こそが恐ろしい。

「まずは燃え広がらないように、周囲の草を毟むしって焚き火のスペースを作る」

「うっす」

　こういった単純作業では、三人組は素直に言うことを聞いていた。

　彼らは最初は反抗的だが、一度認めた相手には従順になる性格のようだ。

　故郷の村では、彼らをねじ伏せる相手がいなかったので、横暴な行為を続けられたのだろう。

　彼らに圧勝したミシェルちゃんや、魔法使いとして優秀なフィニア、意外と歴戦の戦績を持つクラウドは、相応に敬意を持って対応されていた。

　もちろん、彼女たちを率いる俺にもその視線は向けられている。ただしその中に疑惑の感情が混じっているのは仕方ないところだ。

　クラウドと違って、俺の身体は華きや奢しやで小柄だ。強いと言われて納得しろという方が無理な話である。

　しばし夜営の準備などを指導しつつ、夕食の準備を始める。

　これは俺が指導できるところはないので、フィニアの独壇場である。

　とはいえ、習ったところですぐできるというモノでもない。

「だから、三人だけの時はパンとチーズに、干し野菜を戻したスープとかでも最低限の栄養は確保できますので、そうしてください」

「うぃす、でも面倒だから干し肉だけでも──」

「それは塩分が強くてやめた方が……喉渇きますし」

　手早く夕食の支度をしながら、三人の質問に答えている。

　どうやら自分の土俵であるこの分野では、気後れすることもなく話ができるようだ。

　この機会に彼女の人見知りが軽減されれば、俺としても嬉うれしい誤算になるだろう。

　俺たちのパーティで、他のパーティでは受けられない恩恵が一つある。それはフィニアの料理だ。

　雑な料理しかできない俺や、もっぱら食べる方のミシェルちゃんでは、美味うまい飯は作れない。

　クラウドも多少はできるようだが、フィニアには遠く及ばない。

「うめぇ！　うめぇっスよ、フィニアの姐ねえさん！」

「誰が姐さんか。フィニアはわたしのモノだ」

　プロの料理人にも引けを取らない夕食に、感涙してがっつく三人に俺は昼に作ったオシオキ棒でツッコミを入れておく。

　その様子を見て、ミシェルちゃんは苦笑を浮かべていた。

「でも、しかたないよね。フィニアさんの料理、おいしいもん」

「孤児院の料理とは比べ物になんねーし」

「こんなおいしい料理ばっかり食べてたら太っちゃうよ」

「ニコル様はぜんぜん太りませんでしたけどね」

「わたしは、胸にばかり肉が寄っちゃって」

「ニコルちゃん、それって嫌いや味みかなー？」

「ミシェルちゃんには言われたくないよ！」

　俺以上に豊満なくせに何を言っているのだか。

　そういえば、これから夜番を立てるわけだが、その組み合わせも考えておかないといけない。

「この後は見張り番を立てて夜を過ごすんだけど、その組み合わせはどうする？」

　いつもなら俺が指示しておしまいの話題だが、今回は皆の育成のためでもある。

　彼女たちが判断し、指示を出してこそ成長するというものだ。

　それに俺も、彼女たちがどういう組み合わせを提案するのか、聞いてみたい。




「そうだな、三人はみんなバラバラにした方がいいよな」

「じゃあ三交代制だね。疲れも少ないしいいんじゃないかな」

「わたしたちは四人組だから、二人一組で組んだらちょうどいいですね。一人は夜番抜きでずっと休めてしまいますが」

「じゃあ、それはニコルちゃんだね」

「え、わたし？」

　ミシェルちゃんが俺を夜番から外すように提案してきた。その意図が読めず、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしてしまう。

　だがミシェルちゃんは当然というような顔で、説明してきた。

「だってニコルちゃんは、わたしたちの中で一番疲れやすい体質でしょ？　なら休憩はこまめに取らないと」

「でもわたしだけ休むなんて、悪いよ？」

「その分、昼間は斥候してもらってるだろ。気絶しやすいんだから、休める時に休んどけって」

「そうですね、ニコル様はいわば切り札ですから、もう少し勿もつ体たいぶってくれてもいいんですよ？」

　ちらりと視線を三人組の方に向けてみる。しかし彼らもミシェルちゃんたちの采配に異論はない様子だった。

　昼間の失敗と説教、それとフィニアの料理などで、自分たちには学ぶことが多いと再確認したのだろうか？

　ならば俺も、ここで意固地になる必要はない。

　そもそも俺の眠りは基本的に浅い方だ。万が一、夜番が敵の接近などを見逃しても、俺なら奇襲前に気付くことができる。

　また、その失敗も彼らにとってはいい経験になるだろう。そう納得して、俺はミシェルちゃんの提案を受け入れた。

　そうと決まれば、後は目の前の食事を堪能するだけだ。

　せっかくのフィニアの料理を、味わわないで口にするなんてもったいない。

　俺は勢い込んでフィニアの作った野菜スープを口に運び……その熱さに舌を焼かれて、悶もだえたのだった。




　夜営に関しては特に問題は無く、夜を明かすことができた。

　考えてみれば、連中が何かやらかすのは敵が出てきた時が多い。普通に食事と休息を取るだけなのだから、失敗のしようがない。

　見張り番の件でいくつかミシェルちゃんやクラウドから注意を受けていたようだが、それも致命的なものではなかった。

「よし、じゃあ今日は目的地に着く予定だから、早めに出発するよ」

「うーっす」

　フィニアの作った食事を口に運びながら、その日のスケジュールを彼らに告げる。

　この日も、フィニアに餌付けされた彼らはこちらの言うことを素直に聞いている。戦闘になると、スコンと頭から抜け落ちるのが問題なだけだ。

　夜営の後始末を済ました後、さっそく目的地へと旅立つことにした。

　目指すリガス芋の自生地が定まっているので、距離や時間をかなり正確に測ることができる。

　自生地まできちんとした道があるわけではないが、定期的に採取する人間が向かっているので、獣道のような細い道はできていた。

　しかし、それもごく微かすかなため、今では藪やぶに沈みかけている。

　鉈なたを使ってその薮を切り払いながら、先に進む。

　その途中で三人組は、なぜ俺が鉈を持ってくるように言っていたか、ようやくその必要性を理解したようだった。

「こりゃすげぇ。こんなに深い薮は初めて見たぜ」

「俺らの住んでた漁村じゃ、こんなのはお目にかかれねぇよな」

「こっちの腕がイかれちまいそうだぜ」

　感嘆と同時に呆あきれたような声で薮やぶ漕こぎをして道を切り開く三人。今回は彼らの授業なので、ミシェルちゃんたちは見学に回っていた。

　一応周囲の警戒はしているようだが、その緊張感はいつもより遥はるかに緩かった。

「やっぱ薮漕ぎしてくれる人がいると、楽だねぇ」

「ミシェルはやったことないじゃないか。ほとんど俺がやってたし」

　暢のん気きな声を上げるミシェルちゃんに、クラウドが反論している。

　それは当然の話で、後衛専門の射手であるミシェルちゃんが、先頭に立って薮を切り払う役目をするはずがない。

　逆に先頭に立って敵を押おし留とどめるクラウドは、その役を任されることが多い。

　そういう意味では斥候役の俺も薮漕ぎすることが多くなるはずなのだが、俺の場合は持久力の問題でその役を果たすことができなかった。

　そもそもラウム近郊も森が深いため、繁しげっている薮もかなり頑丈だった。

　持久力と筋力に不安のある俺では、クラウドほどの効率は出なかっただろう。

「クラウドくんは力が強いから、いいじゃない」

「力仕事ができる方がいると、すごく楽ですよね」

「フィニアさんまで……勘弁してよ」

　クラウドは大きく肩を落とす。が、フィニアに言われて悪い気はしなかったらしい。

　少しだけ嬉しそうな感情が言葉に滲んでいた。

　無駄口を叩いているわたしたちのそんな様子に不平を言うことなく、三人は黙々と薮を刈る。

　そうして昼になろうかという時間になって、唐突に目の前が開けた。

　薮とは毛色の違うツタが生い茂り、その周辺には大きな木も生えていない。

　ツタには広い葉が付いていて、まったく別種の植物であることがわかる。

「着いた、ここら辺に生えているのがリガス芋だよ」

「やっとかよ」

「疲れたぜ……」

　どさりと腰を落とす三人。しかし重労働はこれからである。

　リガス芋は山芋の一種で、土の中に深く根を張っている。その根の大半が芋になっている根菜の一種だ。

　つまりそれだけの深さを、今から掘らねばならないということである。

　背はい嚢のうからスコップを取り出し、準備を進める。今回持ってきたのは折り畳み式のもので、柄の部分を繋つなげれば一メートルほどの長さになる代物だ。

　強度にやや不安が残るが、携帯性が高いため、土が柔らかい場所を掘る今回のような依頼にはうってつけである。

「ホラホラ、休んでいると日が暮れちゃうよ。さっさと芋を掘って」

「マジかよ！　ちょっと休ませてくれよ、姐さん!?」

「誰が姐さんか。まったく、でかい図ずう体たいで鍛え方が足りないなぁ」

「姐さんに言われましてもね」

　俺は携帯用の折り畳み椅子を広げ、それに浮遊レビテートの魔法をかけたモノに座り、クラウドに牽ひかせていた。

　要は座ったまま、ここまで運ばれてきたのである。

「文句言うならオシオキ棒の出番だね」

「サーセンっす!?」

「まあいいよ。こんな風に、日頃ケンカに使う筋肉と、野外活動で使う筋肉はまったく別なんだ。それがわかっただけでも収穫と思わないと」

「へーい……」

　とはいえ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした状況でリガス芋を掘ると途中で芋を折ってしまう可能性が高い。

　ここは無理させないで休息を取らせる必要があるだろう。

「仕方ない。ここは昼食も兼ねて、いったん休憩にしよう」

「やったぜ！」

「喜んでる場合か。その間に疲れを取るの！」

「え、寝てりゃいいんすか？」

「それだけじゃ、すぐには疲れは取れないよ。揉もみ解ほぐすとかしないと」

「どこをどうやりゃいいかわかんねぇっす」

「しょうがないなぁ……」

　フィニアは昼食を用意しないといけないので、残る三人で身体をケアすることになる。

「まず、手足より先に身体の中心を解すこと。背骨の左右、肩甲骨の周辺から」

　俺は三人と同時にクラウドとミシェルちゃんにも指導していく。この二人は加減を知らないので、きちんと見張っておく必要がある。

　その甲か斐いあってか、三人は恍こう惚こつとした表情で寝そべっていた。

「おぅ、おぅっ、そこいいっすよ」

「気持ち悪い声出すな」

「いや、これは無理っす、声を抑えるとかできないっす」

「まったく……」

　そんな俺たちの様子を、フィニアは笑いをこらえながら料理を用意していた。

「気持ちよさそうですね。後でわたしにもお願いできますか、ニコル様」

「うん？　フィニアなら喜んでやってあげるよ。いい声で鳴かせてあげる。ぐへへ」

「やっぱりやめようかな」

「遠慮しないで！」

「いだだだだだだだ!?」

　下心満載の俺の叫びに、フィニアは一筋の汗を流していた。いや、本当にフィニアにはいいところを全然見せていないな。

　素の姿を知られているだけに、どうにも締まらない話になってしまう。

　叫んだ拍子に妙な力が入ったのか、俺のマッサージを受けていたセバスチャンが悲鳴を上げていた。

　まあ、多少の失敗はあったが、こうして彼らは身体のケアの大切さも学んだのであった。

　…………学んだよな？

「ともあれ、休憩は終了。ほら、芋掘りを始めるよ」

「うぇーい」

　俺の号令に、三人組はおろかクラウドまで気の抜けた声を返す。

　マッサージを終えた後、フィニアの用意した食事が、これまたいい出来だったせいだ。

　ここまでの道中で採取した野草や根菜、果実などを使って、干し肉を戻したものを加えた、ボリュームたっぷりのスープ。

　クラウドでなくとも満足感を覚える素朴な料理だ。

　そこに焼いたパンにチーズを載せ、トロトロになるまで炙あぶったものがついてきたのだから、このまま食休みに昼寝でも決め込みたい気分になる。

　だからといって依頼を放り出すわけにもいかない。

　俺は折り畳み式のスコップを担ぎ、ツタの根元をゆっくりと掘り進めていく。

　しかし、セバスチャンたち三人組は違った。

「おっし、やるぞ、オルァ！」

　勢いよくザックシと持ってきたスコップを突き刺し、力ずくで掘り進めようとした。

「このおバカたちが！」

　そんな乱暴な掘り方では、芋が途中で折れてしまう。商品価値が下がってしまえば、達成報酬を削られてしまうことは充分に考えられた。

　なのでその辺を教え込むべく、俺は例によってオシオキ棒を三人の頭に叩たたき込む。

「いってぇ！　姐ねえさん、なにすんだよぉ」

「なにすんだよ、じゃありません。芋が折れたらどうするの！」

「あ、忘れてた」

「忘れんな！」

　この頃になると、俺もそろそろ理解していた。

　彼らが敵を前にして、それまでの注意点をすっぱりと忘れる点。今回のように芋掘りというのに乱暴にスコップを突き立てる点。

　これらは共通の欠点より生まれ出ているということに。つまり……

「想像力の欠如と、感情制御の甘さ。つまり自己抑制ができていない」

「はい？」

「君たちはこれをすればどうなるか、考えずに行動してしまう。また衝動に任せて行動してしまうのも、同じ原因に端を発している」

「姐さん、難しいことはわからねぇっす」

「つまり君たちは、行動する前に一旦考えるという過程が、すっぱりと抜け落ちているの！」

「俺らが考え無しってことですかい？」

「ハハッ、そりゃ言えてらぁ！」

「自慢げに胸を張るな！」

　もう一度スパンと頭を叩いて黙らせる。こういう類たぐいの輩やからは、一度痛い目を見ないと反省しない。

　いや、反省はしているのだろうが、身になっていない。

　これを矯正するには、一度危険な目に遭うのが一番なのだが、そのバランスを調整するのが難しい。

　命の危険を経験しないと学べないとはいえ、そこでうっかりやり過ぎてしまうと、本当に死んでしまうからだ。

「どうしたもんかなぁ？」

　俺は彼らの教育方針に腕を組んで頭を悩ませていたが、当のミシェルちゃんとクラウドは気楽なモノだった。

　本来、彼らの指導がメインのはずだったのに、いつの間にか俺が頭を悩ませている。

　この辺りの、無駄におせっかいなところが、生前の失敗に繋がっているのだろう。

「どうかしたの、ニコルちゃん？」

「ミシェルちゃんは楽しそうだね」

「うん。いつもと違う人たちと冒険できて、とっても新鮮」

「最初は『ぴゃ』とか悲鳴上げてたのに」

「み、見慣れてきたら、そんなに怖くないもん！」

「見慣れるまでは怖かったんだね」

「うん」

　真剣な顔で頷うなずくミシェルちゃんに、衝撃を受けたようなセバスチャンたち三人。

　お前ら、あの風体で怖がられないと思っていたのか？

「とにかく慣れないリガス芋掘りで余計に時間を食ってるんだから、早く済ませちゃお」

「はぁい」

　それから一時間ほどかけて、俺たちは芋を掘り出した。

　三人組に一人ずつ付いて、二人一組になって一株を左右から掘り進める。

　一時間経たった頃には、ようやくフィニアの担当した芋が姿を現した。

　二人一組なので、一人余る計算になる。その間、ミシェルちゃんには周囲の警戒をお願いしておいた。

　なぜ彼女だけ外れてもらったのかというと、非常に目の毒だからだ。

　両腕を前に回し、スコップをリズミカルに動かすと、その腕の間に挟まったモノがグニグニと動く。

　それを反対側から真正面に見る男など、俺が許せるはずがない。

　続いて、クラウドの担当していた芋が、さらに俺の掘っていた芋が掘り出される。

　全部で三本だが、これでは少々物足りない。できるなら、あと三本は欲しいところだ。

「少し休憩したら、もう一本ずつ掘ろう。それだけあれば、依頼人も満足するはず」

「掘ってこいって依頼なんだから、一本でもよかったんじゃないすか？」

「それは最低条件だよ。冒険者として生きていくなら、依頼人に満足してもらえるプラスアルファを提示して、名前を覚えてもらわないと」

「そういうもんすかね」

「そういうもんすよ」

　とはいえ、一時間の繊細な穴掘りは、非常に疲れる。

　少し休憩を挟まないと、本業が芋掘りではない俺たちは、精神が参ってしまう。

「ミシェルちゃん、悪いけどお茶淹いれてくれる？　フィニアは水を出して、みんなの手を洗おう」

「承知しました」

「りょーかい！」

　これはミシェルちゃんが見張り担当だったので、手が汚れていないからだ。彼女も冒険者稼業が長いので、野外でお茶を淹れるくらいのことはできる。

　そしてフィニアの四属性魔法は、ここでも便利に使うことができる。

「ん……？」

「どうかしましたか？」

「フィニアって穿孔トンネルの魔法が使えたよね？」

「はい。使えますよ」

「だったらさ、芋の周囲に魔法で穴を掘って、側面の土を削るようにして掘り出せば、手っ取り早いんじゃないかな？」

「あ、そうですね。やってみましょう」

「あ、今は休憩が先だから。後でお願いね」

「わかりました」

　はっきり言って、魔法使いのいない三人組には、この方法を再現することはできない。

　なので勉強にはならないと思うかもしれないが、『使えるモノはなんでも使う』ということを教えることはできるだろう。

　楽をするためなら、頭を使わねばならない。

　こうして、一休みした後は再び芋掘りを再開した。

　そしてフィニアの魔法は、ここでも絶大な効果を発揮してくれた。

　結局その後はペースアップして、合計十本の芋を掘り出したところで、切り上げることにする。

　そして折れないように木の枝などで支え、背はい嚢のうに詰め込んでいたところで、俺の感知能力に何かが引っかかった。

　耳に届いたのは、カリカリと何かを引ひっ掻かくような音。

　それでいて音自体はかなり小さく、だというのに草を踏み分ける音は逆に大きい。

　本体が立てる音と、周囲の摩擦によって発せられる音のずれが大きいということは、かなりの気配隠蔽能力を持っているということになる。

　そして草を踏み分ける音の大きさから、俺は明らかに人ではないと判断していた。

「敵だ。備えて」

　端的に俺は仲間たちに接近を伝えた。ミシェルちゃんとクラウド、それにフィニアはその一言で敵の接近を察し、戦闘準備を整える。

　背負っていた芋を詰めた袋を地面に置き、クラウドは剣と盾、ミシェルちゃんは弓を構えた。

　フィニアも短剣を槍やりに切り替え、三人がセバスチャンたちを守るように隊形を組む。

「えっ？　えっ？」

「セバスチャンたちはそこで待機。今回の敵はどう考えても君たちの手に負えない」

　音で接近を感知できても、正確な距離ははっきりと掴つかめない。それだけ気配を消すのが上手うまい敵なら、新人の彼らでは相手をするのは無理だ。

　俺もカタナを抜き、敵襲に備えておく。もちろん、手甲ガントレツトも装備している。

「来た、こっちだ」

　俺の声と視線を見て取り、クラウドが真っ先に進み出た。

　ミシェルちゃんも愛用の狩猟弓に矢を番つがえて待ち構える。

　森の中から進み出てきたのは、全長が三メートルに及ぼうかという巨大な蜘く蛛もだった。

「ヒイィ!?」

「く、蜘蛛……それもでけぇ！」

「うっ、ぐぷっ──！」

　セバスチャンは悲鳴を上げ、フランシスは腰を抜かしてへたり込み、アンドリューはその異形に耐えられず嘔おう吐としていた。

　正直言うと、俺もこういう相手は苦手だ。好きな人には悪いが、巨大な蜘蛛というのは純粋に気持ち悪く感じてしまう。

　昆虫というのはシンプルなもので、生命の維持や目的のために、その身体を最適化していく。ある意味最強の機能美とも言えるのだが、それは人間の美的感覚と相いれるとは限らない。

「あの、私蜘蛛は少し苦手で」

「うーん、昆虫系は美味おいしくないんだよねぇ」

「ねばねばした糸を飛ばしてくるから、俺も嫌いだよ」

　フィニアは鳥肌を立てて腰が引けている。クラウドもメンドそうだ。こちらは、装備の後始末が面倒なのだろう。

　あと、ミシェルちゃんはブレないなぁ。

「いいよ、あれくらいなら、わたしが一人で相手するから」

「え、いいの？」

　蜘蛛というのはテリトリー意識が強いため、群れで襲ってくることは少ない。

　目の前の巨大ジヤイアント蜘蛛スパイダーも一匹だけで、他に仲間がいる様子もない。

　それに俺も昔は、影羽根とも闇に潜む蜘蛛とも呼ばれていたことがある。

　蜘蛛対決で負けるわけにはいかない。

「なんでこんなところバケモノが……」

「そりゃいるでしょう。安全ならわたしたち冒険者に依頼する必要がないんだから」

　俺はカタナをだらりと下げて、無造作に蜘蛛に近付いていく。

　蜘蛛というのは巣を張り罠わなを仕掛けて獲物を捕らえる印象が強いが、実際は運動能力もかなり高い。

　八本の長い脚は安定性が高く、それでいて多方向への変幻自在な機動が可能になる。

　同じく八つの眼は上下左右を隙無く見渡し、死角も少ない。

　そして何より第六感的な感覚の鋭さを持ち、こちらの動きより早く回避行動を取ることもある……らしい？

「蜘蛛は感覚が鋭い。だからこちらも無駄に構えを取ると空振りすることになる」

　極力気負わないように、背後に語り掛ける。

　フィニアはもちろんミシェルちゃんとクラウドも、巨大蜘蛛とは今までに交戦した経験がある。

　だからこれは、セバスチャンたち三人に向けた言葉だ。

　無駄なく脱力した身体は、同時に瞬時にどの方向にも動ける体勢でもある。

　そんな体勢を取る俺に困惑したのか、蜘蛛の方がギチギチと歯を軋きしませ、威嚇の音を立てていた。

「蜘蛛を相手にする時は、先手を打っちゃいけない。目が良くて感覚が鋭い蜘蛛は、こっちの攻撃を確実に避よける。だから待ち受けるか、もしくは逃げ場をなくしてから攻撃する」

　言いながら俺は、さらに一歩蜘蛛に近付く。直後、間合いに入った俺に、蜘蛛が一足飛びに襲い掛かってきた。

　まるで予備動作を見せない動きに、俺以外の者は完全に虚を突かれていた。

　しかし俺だけは違う。間合いに入れば襲い掛かってくるのはわかっている。なら足を踏み込んだその瞬間こそ、敵の攻撃のタイミングだと、前もってわかる。

　攻撃のタイミングがわかれば、後の対処は容易たやすい。

　森の中の開けた場所で、正面から対たい峙じしているのだから、襲い掛かってくるのも正面か上くらいしかない。

　タイミングをこちらが掌握しているならば、反撃も可能だ。

　だらりと下げた右腕を跳ね上げ、同時に身体は左へと跳ねる。

　身体の動きから残された右腕が蜘蛛の脚を斬り裂き、一本宙に舞った。

「──フッ！」

　鋭い呼気を吐きつつ、着地より早く身体を横に回転させる。

　カタナを巻き込む動きでさらにもう一撃。もう一本、蜘蛛の脚を斬り飛ばしてみせた。

　右側の脚を二本も失った蜘蛛は着地の勢いを受け止めきれず、バランスを崩している。

　完成された機能を持つがゆえに、欠損した場合のブレは大きい。

　俺はあえて脚の多い蜘蛛の左側面へと回り込む。もし蜘蛛が俺へと飛び掛かろうとするのなら、残された右脚二本でそれを行わねばならない。

　しかし実行するには、蜘蛛は巨体過ぎた。

「ギキッ!?」

　反撃に出ようにも踏ん張れないことをようやく悟り、再び歯を噛かみ鳴らす蜘蛛。

　もし自身の状態を正確に把握しているのならば、俺から離れる動きを取るべきだった。

　それならば、左の脚四本を全力で使えたのだから。

　だが時すでに遅し。俺を相手に、その隙は致命的だ。

　左側四本の脚を掻かい潜くぐり、ガクリと傾かしいだ身体へ追撃の一いつ閃せんを叩たたき込む。

　ライエルから贈られたこのカタナは、決して切れ味のいい方ではないが、八年間使ってなお現役という頑丈さを誇っている。

　もちろんかなり傷みが出てきていて整備の手間も増えているが、それでも手放すのは忍びない名品だ。

　その刃やいばが、容赦なく巨大蜘蛛の頭と胸の隙間に滑り込む。

　痛覚の鈍い昆虫にとって、斬撃の痛みは牽けん制せいにならない。物理的破壊が有効打になる。

　それを知るからこそ、俺が狙ったのは首元である。わずかな隙間が存在し、身体を動かす神経が集中する場所。

　一撃必殺を狙う上で、あらゆる生物にとって有効な箇所。

　しかしさすがに巨大蜘蛛の肉は堅く、一撃で断ち切ることはできなかった。

　左脚による反撃の一撃が、俺の頭上より降りかかってくる。

　それを間一髪で躱かわしつつ、反対側からもう一撃を加えた。

　さしもの巨大蜘蛛も、この一撃には耐えられなかった。

　左右から肉を絶たれ、数本の筋繊維でのみ繋つながっている状態。

　それもやがて頭部の重さに耐えきれず、ブチブチと千切れ、地に落ちた。

　胴体の方はしばらくもぞもぞと動いていたが、これもやがて停止する。

　俺は剣を構えたまま、万が一の反撃に備えている。これは残心といって、敵を斬ったとしても反撃に備える心構えの一つだ。

　完全に生命活動を停止し、動きが止まってから、俺はカタナを血振りしてから袖でひと拭きし、納刀した。




　わざわざ巨大蜘蛛に単騎で挑み、しかも得意な糸ではなくカタナのみで戦う。

　この行動には、大きな意味があった。

　これは今まで糸に頼ってきた俺が、剣一本でもこの難敵を倒し切れるほど成長したかどうか、試すためだ。

　そして見事敵を寄せ付けず、剣術のみでの圧勝。明らかな成長の手応えを感じていた。

　その実感に、俺は人知れず拳を握り感激を表す。

「す、すげぇ、あのでかい蜘蛛をカタナ一本で……」

「さすが俺たちの姐ねえさんだぜ」

「ただの貧弱お色気担当美少女じゃなかったんだな！」

「……お前らには後で話がある」

　人の後ろで言いたい放題言いやがった三人組に、一度上がった俺のテンションは一気に急降下した。

　人がせっかく身体を張って守ってやったというのに、なんて言いざまだ。特にアンドリュー。誰が貧弱お色気担当美少女か。

「わたしはお前たちの姐さんじゃない」

「そうですよ。ニコル様は私のです」

「フィニア、それも微妙に違うから」

「おっと、本音が」

「フィニアさんにそういう趣味が……ありだと思います！」

「クラウド、お前もちょっと黙れ」

　三人組にばかり使用していたオシオキ棒（仮）を、クラウドにも叩き込む。

　こいつはこいつで、最近軽口が増えた気がする。ここは少し、釘くぎを刺しておくべきかもしれない。

「クラウドは最近口が軽くなってるよ。男はもっと寡黙で、行動で語るべき」

「そうですね、クラウド君。レイド様みたいにクールな人を目指しましょう」

「いや、フィニアさん。六英雄を目指せとか、それ目標が高過ぎるから」

　フィニアの注文に、クラウドは慌てふためいて反論する。

　その様子を見て、フィニアは笑いを堪こらえきれなかったかのように噴き出していた。

「くっ、うふ、ふふふ」

「そんな含み笑いみたいな声出さなくても……どうせ俺はお調子者ですよ」

「いや、そうじゃなくって……」

　まあ、フィニアが笑っているのは、当の本人から訓練を受けていて、しかも他の六英雄からも鍛えられているクラウドが、慌てて否定しているからなのは間違いない。

　この辺り、事情を知っている人間からすれば、まるで喜劇のようにも見えるだろう。

　そういえばマクスウェルも、最初の頃はこうして噴き出していたものだ。

　いや、それは今でもか。

「それよりニコルちゃん、この蜘く蛛も早く解体しないと、他のモンスターが寄ってくるよ？」

「あ、そうだった」

　腰が抜けている三人組は、この際役に立たないと判断すべきだ。

　なら目の前の蜘蛛は自分たちで解体するしかない。こう見えてもこの蜘蛛、結構高値で売れる素材になるのだ。

　硬い皮は鎧よろいや盾の素材に、糸などは服飾に使われたりもする。そして八個ある眼球は薬になる……らしい。

　俺は本業ではないので、そこらへんはよくわからない。だが少なくとも、殻を放置してきたとガドルスに知られれば、本気で怒られることは間違いないだろう。

　宿を経営しているとはいえ、奴もドワーフの一員である。職人気質な面は多分に残している。

　腰を抜かした三人は放置し、俺とフィニアが周囲の警戒に当たり、ミシェルちゃんとクラウドが蜘蛛の解体を担当することになった。

　これはフィニアが蜘蛛が苦手ということと、蜘蛛のように隠おん密みつ能力が高い敵を感知するには、俺くらいの鋭敏さが必要なこともある。

　必然的に残る二人が解体を担当することになっていた。

「すみません、ミシェルちゃん。私が蜘蛛苦手なばっかりに」

「誰にでも苦手なことはあるってぇ。それにフィニアお姉ちゃんには、いつもご飯を貰もらってるし」

「その言い方だとご飯をくれる相手には、タダで仕事しちゃいそうね。ミシェルちゃん」

「ニコルちゃん、その言い方はいじわるだよ？」

「あはは、ゴメン」

　プゥッと頬ほおを膨らませながらも、ミシェルちゃんはパキパキと蜘蛛の脚の皮を剥はぎ取っていく。足の皮は手足の防具にするのにちょうどいいので、これもきっちり回収しておかねばならない。

　グロテスクな外見のクモを容赦なく解体する二人を見て、セバスチャンたちは蒼そう白はくな顔をしていた。

「ふ、二人ともスゲェっすね。俺にはとても無理だ」

「俺だって無理っすよ!?」

「お、俺も……」

「フィニアみたいな例もあるし、できないならできる人を雇うなり仲間にすればいいんだよ。適材適所」

「それ、ありなんすか？」

「誰でも全部自分でできるってわけじゃないからね。それに三人いるからって、何でもできるわけでもない。できないことは、外部の人間の力を借りてでもやればいいんだ」

「そういうもんすか」

「冒険者は、依頼達成こそが正義だからね。もちろん倫理に反しない範囲内で、だけど」

　感心したように俺の言葉を聞く三人。どうやらこのグロテスクな巨大蜘蛛が、彼らに自分の見識の狭さを知らせるのに一役買ったようだった。

　世の中、自分たちが戦える相手だけではない。苦手な物をどうやって克服するか、その手段こそが大事なのだ。

　腰を抜かすような相手と出会い、そこから生き延びたことで、彼らもどうやら認識が変わったようだった。

　もっとも、戦ったのは俺一人だったのだが、そこから得た教訓は大きいだろう。

「ねぇねぇ、クラウドくん。この脚ってカニみたいだね。おいしそう」

「待て、まさか食べる気か!?」

「まっさかぁ。生ではちょっと腰が引けちゃうかな？」

「火を通せば食う気なのか？　っていうか、引ける腰はちょっとだけなのかよ」

　俺が三人にありがたい説教をしているというのに、解体役の二人が、どうにもほのぼのとした会話を繰り広げている。

　ありがた味とか緊迫感を返せと言いたい。

　それとミシェルちゃん、糸の原液である白いネバネバまみれになりながら舌なめずりするのは、やめた方がいい。

　見ろ、クラウドがまた前のめりになっているじゃないか。ちなみに俺もちょっとキた。

　この無自覚エロエロ娘め。早い段階で自覚させないと、絶対どっかで誰かに押し倒されちゃうぞ。




　その夜、ストラールまでの道半ばという辺りの距離で、再び夜営をすることになった。

　巨大蜘蛛の皮を手に入れたため、荷物が必要以上に増えてしまい、想定よりも進みが遅くなっていたせいだ。

「これはもう一日かかるって考えた方がいいね」

「そうですね、予備の食料を用意しておいてよかったです」

「あ、今日はわたしがご飯作るねぇ」

　珍しくこの日に限って、ミシェルちゃんが料理番を買って出た。

　フィニアの料理の腕を知る彼女は、いつもは大人しく出されたものを綺き麗れいに平らげ、おかわりを三回は要求してくる。

　今では食事はフィニアの領分という共通認識が確立されており、ここに口を出そうとはしなかった。

　しかしこの日は腕まくりまでして、やる気を発揮していた。

「ミシェルちゃんが料理とか珍しいね。何か下心でも？」

「そそそそ、そんなことないし！」

「露骨に目を泳がせながら言わないで」

「もう、ニコルちゃんは細かいことに気を回し過ぎ。わたしだって、たまにはお料理とかしたくなるんだから！」

「へぇ？」

　実際、ミシェルちゃんも料理が下へ手たな方ではない。

　子供の頃は惨さん憺たんたる腕前だったが、ストラールに居を移して三年。食堂で食べるだけでなく、自分で作るということにも挑戦していた。

　メニューから頼むだけでは自分が食べたい料理が食べられないというのが、その理由だったはずだ。

　そのため休みの日には、フィニアと一緒に厨ちゆう房ぼうに立つ姿を見かけることもあった。

　なので料理をしたいと申し出ることは、特に不思議ではない。普段は彼女以上の腕を持つフィニアがいるので、控えているだけである。

「でも、ミシェルちゃんの料理は久しぶりかも。十年前に泥団子を食べさせられそうになった時以来？」

「そんな昔の話を持ち出すなんてズルい！　っていうか、まだ覚えてたんだ」

「そりゃ、あの時の危機はコボルドと戦った時以上だったし」

「そんなに危なくないはず……？」

　幼少期は、ミシェルちゃんとよく遊んでいた。

　とはいえ彼女も幼い女の子で、村の男の子と走り回ることもあれば、ママゴトのようなごっこ遊びに興じることもあった。

　当時の俺は体力強化のために男の子と遊ぶことをメインとしていたが、それだけだと変に疑われることもあるかと思い、ミシェルちゃんともできるだけ遊ぶようにしていた。

　良くも悪くも彼女との行動が、俺に『女の子の遊び方』を教えてくれたとも言える。

　昔を懐かしんで、目を閉じてウンウンと頷うなずく俺に、変な視線を向けながらも、ミシェルちゃんは夕飯の支度を始めていた。

　深めの鍋を取り出し、ざっと水洗いしてから底に油を引いて肉を炒いためる。

　これは道中でミシェルちゃんが仕留めた野鳥の物だ。彼女がいると、こういう森の中で食料に困ることはないので、非常に助かる。

　そこにフィニアに魔法で水を入れてもらい、干し野菜や干し肉、様々な食材を放り込み煮込み始めていた。

　ある程度煮えたところで、見覚えのない白い肉を放り込んで、水に溶いた小麦粉とスパイスを混ぜて味ととろみをつける。

　周囲に食欲をそそるいい香りが広がる。俺の前に三人組がやって来たのは、そんな時だった。

「ん？　どうしたの三人とも。妙に深刻な顔をして」

「姐ねえさん、頼みがあるんすよ」

「いいけど、もうすぐ食事だよ。その時でもいいんじゃない？」

「今、お願いしたいっす」

　真剣な声音でそう主張する彼らに、俺は居住まいを正して、話を聞く姿勢を取る。

　それを見て取り、三人は俺の前に正座を……いや、土下座をし、深々と頭を下げた。

「俺たちを姐さんの弟子にしてくだせぇ！」

「やだ」

　彼らの唐突な申し出に対し、反射的に拒否の言葉を口にする。

　こういう連中が弟子を志願するとか、イメージと違い過ぎる。俺がモヒカンどもの女頭領みたいな認識になってしまったら、どうしてくれるんだ。

「ま、待ってくだせぇ！　今日の戦いを見て、上には上がいると思い知りやした。俺たちも追い出された身である以上、追い出した連中を見返してやりたいという気持ちもあります」

「そんな時に姐さんの剣を目にしやした。力に頼らず、それでいて巨大蜘蛛を圧倒する技術。心底惚ほれ込みやした！」

「お前らに惚れられても、嬉うれしくない。フィニアとかミシェルちゃんなら可」

「もう、ニコル様ったら」

　連中が気持ち悪いことを言ったので、思わず本音が漏れる。そんな俺の本音に、フィニアがクネクネと身をよじらせていた。

　最近のフィニアは、少し暴走していやしないか？

「姐さん、それは置いといて」

「置いとかないでください」

「フィニアの姐さん、悪いけど真面目な話をしてるんで」

「あ、はい」

「まあ、フィニアのことは置いておいて。でも見返すなんて目的で、剣を教えると思う？」

「それはもちろん承知してます。ですが、ここは嘘うそでごまかしていい場面じゃないと考えやした」

「ほう？」

　この連中が考えたというのは、おもしろい。考え無しの代名詞だったこいつらも、少しは何かを学んだらしい。

　それにこのシチュエーションは、かつてクラウドに教えを乞われた時を思い出す。

　その想おもいはクラウドも同じだったのか、口には出さないようだったが、気になる様子でこちらをチラチラと流し見していた。

　自分の時のことでも思い出しているのだろう。

「そうは言っても、わたしたちは冒険者だから。今回は依頼だから一緒にいるけど、いつまでもあなたたちの指導はできないよ」

「それはわかってます、でも……」

　今回は俺たちへの依頼だから、こうして付き合ってやれている。

　しかし弟子入りとなると、そうもいかない。

　俺たちにも生活があるのだから、冒険に出ないといけない。

　それは子供の頃のように空き時間のついでというわけにもいかない。

　今の俺たちは冒険者稼業が主な収入源だ。頻繁に街を離れることが多くなる。

　だから、彼らに稽古をつけてやる時間は、そんなに無いはずだった。

「それでも、空いた時間だけとか、夜の間だけとかでもかまいません。今のままじゃ、俺らはあの蜘く蛛もにすら勝てなかった」

「それはわかってるんだ？　まあそれだけでも大きな進歩だよ」

「ええ。これまでは、それすらわからなかった。勝てない相手はいる。対たい峙じするだけで腰を抜かすようなバケモンが……だからもっと鍛えたいと思ったんだ」

「追い出した村人を見返すだけじゃなく？」

「それが無いとは言いやせん。ですが、冒険者を続けるならもっと強くならないといけないと実感はしやした」

「ふぅん？」

　最初は断るつもりだった。しかし、せっかく向上心に目覚めた連中を見捨てるのも、気分が悪い。

　それに俺も、北部の村に顔を出したりと、忙しい身の上であることは変わりない。

　とても彼らの面倒まで見ていられない。となると──

「わたしが教えてあげられる時間はないよ」

「そこをなんとか！」

「だからクラウド、キミが教えてあげるように」

「へ、俺!?」

　俺が忙しいのなら、俺以外に押し付ければいい。

　さいわいクラウドは俺の直弟子であり、六英雄の薫陶も受けている。ギフトはないが、素材としては一級品だ。

　そして彼らに戦い方を教える場合、それがいい方向に働くはずだ。

　ギフト持ちはどうしても、才能に拠よった教えを行う傾向がある。

　努力によってここまで登り詰めたクラウドなら、彼らに教えるには適任なはずだ。

　クラウドは俺が彼らに教えることを期待していたようだが、だからこそ自分にその役が振られて、断ることができなかった。

　三人組は、見かけは悪いが性根はそれほど悪くない。

　言うなれば悪戯いたずら好きな子供が、そのまま大きくなって、やることがエスカレートしてしまったような連中だ。

　きちんとこちらが上だと理解させれば、素直に従うようになる。

「まあ、押しかけ弟子だった俺が言えた義理じゃないか。俺でいいなら、稽古をつけてやるけど？」

「構いません。強くなれるなら」

「じゃ、この話はそれで終わりね。ご飯の最中に面倒な話はしたくないし」

　それに久しぶりのミシェルちゃんの料理である。無粋な話題は避けたかった。

「ご飯できたよー」

　タイミングを計っていたかのように、ミシェルちゃんから声がかかった。

　香辛料の利いた香りの茶色い色合いのスープ。それを米に掛けただけの単純な料理。

　しかしこういった料理はシンプルゆえの美味うまさがある。

　小皿に炊いた米を取りわけ、そこになみなみとスープを掛けたモノを皆に配る。

　皆に行き渡ったところで、容赦なく匙さじを突っ込み、口に運ぶ。

　雑な夜営料理で、少々煮込み具合が足りないが、そこは仕方ないところだろう。

　代わりに、香辛料を擦り込んだ干し野菜や干し肉の旨味がスープに染み出しており、意外と深い味わいがある。

　新鮮な野鳥の肉も、歯応えがあって美味い。何よりこの白い肉の味わいがいい。

「おお、ミシェルの姐さんも料理できるんっすね！」

「うめぇっすよ。フィニアの姐さんと同じくらいうめぇ！」

「ガツガツガツガツ」

　セバスチャンたち三人も絶賛である。後、最後の奴はなんか喋しやべれ。

　スープの中には干し肉と野鳥の肉の他にも、もう一つ入っていた。

　鶏とり肉にくと同じような白身の肉なのだが、細長く繊維の感じは非常に似ている。どちらかというとカニのような海産物に似た食感だが……

「ミシェルちゃん、これなんの肉？」

「ん？　巨大ジヤイアント蜘蛛スパイダーの脚肉」

「ブッフォ!?」

　ミシェルちゃんの答えを聞き、フィニアが口に含んだ物を盛大に噴き出していた。

　俺も思わず咀そ嚼しやくを止めて硬直してしまう。確かあの時、ミシェルちゃんは昆虫系は苦手だと言っていたような？

「うん？　昆虫系はあまりおいしくないって言ったんだよ。でもほら、カニとかおいしいし、蜘蛛もおいしいかもしれないじゃない」

「いやいや、なんでこんな時に挑戦するの!?」

「え、こんな時だからだよ？　新鮮な素材が手に入ったんだから、すぐに料理しないと」

「それで珍しく料理番を名乗り出たのか！」

「えへへ、フィニアお姉ちゃんは苦手そうだったから」

　そりゃ蜘蛛が苦手なフィニアに、蜘蛛を料理しろっていうのは無理な話だ。

　当のフィニアは不平を言わずに、スープから蜘蛛肉を弾はじく作業に移行していた。料理してくれたミシェルちゃんに配慮して、何も言わずにやっているところがいじらしい。

「へぇ、これ蜘蛛だったんですかい？　冒険者はなんでも食べるって、本当だったんですねぇ」

「ミシェルちゃんを冒険者の基準にするな。いろんな意味で規格外だから」

「そうなんで？」

　彼女の射撃能力も、食欲も、標準的な冒険者の枠を大きく超えている。

　同時にその純朴さも、一般的な冒険者は持っていないものだ。今回のこれは彼女にとって、ちょっとした悪戯みたいなものかもしれない。

　すべてにおいて、ミシェルちゃんという存在は『普通』とはかけ離れていた。

「ごめんね、フィニアお姉ちゃん。無理だったら残していいから」

「その、これはこれでおいしいのですけど……やっぱ無理ですから、残しますね。せっかく作ってくれたのに、ごめんなさい」

　正直これは、フィニアが怒り狂ってもおかしくないレベルの悪戯だ。それでも謝罪を口にするフィニアは、実によくできた性格と言える。

　それにしてもミシェルちゃん、こんな悪戯を仕掛けてくるとは、三人組に変な影響を受けているんじゃないだろうな。

「俺はやめとけって言ったんだけどなぁ」

「そういえばクラウドは、素材剥はぎ取ってた時に一緒にいたっけ。その時に気付いてた？」

「うん」

　フィニアの苦手な蜘蛛肉をこっそり取り出していたのなら、一緒に作業していたクラウドが気付かないはずがない。

「つまり、クラウドも共犯だったってことだね？」

「え、いや、それは……そうなるのかな？」

　俺に問い詰められ、クラウドの視線が途端に泳ぎ出す。

　フィニアよりもむしろ俺の怒りを受けて、ミシェルちゃんもアワアワと慌て出した。

　何より、フィニアが嫌がるとわかってやったというのが、性質タチが悪い。

「二人ともちょっと正座」

　俺は二人を正座させ、オシオキ棒を取り出して仁王立ちになった。

　さすがに今回の二人の悪戯は、やり過ぎである。

　きちんと反省してもらうためにも、ここは心を鬼にしないといけない場面だ。そうしないと三人組のようになりかねない。

　俺の前に大人しく正座するミシェルちゃんとクラウド。

　しかしなぜ彼女は、手を足の間に挟むようにして正座するのだろうか。

　おかげで腕に挟まれた部分が左右から潰されて谷がエライことになっている。

　この渓谷の深さは、コルティナでは決して生み出せない深さだ。いやアイツの場合、いくら寄せても谷ができないのだが。

　しかも下から上目遣いに見上げてくるミシェルちゃんの子犬のような目。
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「あーもう！　この親友は反則過ぎるでしょ！」

　フワフワの栗くり色いろの髪に覆われた頭を掻かき抱いだき、俺はお説教も忘れてその頭に頬ほお擦ずりをする。

　その感触はコルティナの尻尾しつぽに負けないくらいのサラフワ具合だった。

　幼い時から使用している『白いの』特製の整髪料のおかげだろう。

「に、ニコルちゃん？」

「ニコル様、ずるいですよ。私もぎゅってしてください」

「フィニアはあとでね。うん、子犬の匂い～」

「これ、お説教なのかなぁ？」

「クラウドは黙ってろ」

　俺に一蹴されたクラウドは、大人しく俯うつむいて黙り込む。こいつも、こういう行動は子犬っぽいんだよな。

　そういうところがウケているのか、街のお嬢様方には結構評判がいいらしい。世の女性陣はもっと見る目を鍛えた方がいいだろう。

　それはともかく、今は彼女の説教が先である。存分にミシェルちゃんの抱き心地を堪能した後、気を取り直して再び仁王立ちの体勢を取った。

　この一件で俺は珍しく、ミシェルちゃんの頭にオシオキ棒を落としたのだった。




　こうして、俺たちとセバスチャンたち三人の冒険は、ひとまず終了した。

　クラウドに弟子ができたという点では、少しはめでたい一件だったかもしれない。

　しかし事はそれだけでは終わらない。そもそもそれで済まそうとは思わない勢力も存在する。

「さて、新人ども。お祈りは済ませたか？　覚悟はいいか？」

「え？　一体なにが？」

「待ってくれ、俺たちは心を入れ替えて──」

「ここはどこ？　パパ助けて」

　ストラールの街に戻った翌日。セバスチャンたちは、冒険者ギルド地下にある訓練場に呼び出された。

　そこには男性冒険者たちと、少数の女性冒険者が彼らを待ち受けていた。

　彼らに殺気はないが、静かな怒りが満みち溢あふれていた。それを察したのか、三人組は狼ろう狽ばいして周囲を見渡している。

　俺とクラウドもその動向を察知して、見学席まで様子を見に来ていた。

「クラウド、止めなくてもいいの？」

「ああなった連中は止められないし、止まらない。身に染みてわかってる」

「なんともせつない」

　多分、以前の俺たちに対するぞんざいな態度への報復なのだろうが、まあやり過ぎない程度なら見守っておこう。

　あまり庇かばうと、逆に俺たちの目を逃れて制裁や陰湿なイジメへ発展しかねない。適度な発散は必要だ。

　それに連中にとっても、地元の冒険者と触れ合ういい機会でもある。

「まず歓迎してやろう。このストラールの街へ来たことをな」

「そしてストラール式の歓迎も受けてもらおう」

「許せねぇんだよ。お前は触れちゃいけないモノに触れちまったんだ」

「ちょ、待ってくれよ！　何を言っているかわからねぇ!?」

　まぁ、俺たちがこの街でアイドル扱いされていることくらいは、鈍感な俺でも理解している。

　そんな俺たちにあの態度を取ったのだから、古株たちの怒りを買うのも当然だろう。

「そう、お前は俺たちが信仰する、触れちゃならねぇ大事な物に触れてしまったのだ。そう……ミシェルちゃんのオッパイにな！」

「なんだよ、それぇ!?」

「そっちかよ!!」

　悲鳴を上げる三人組と同じく、俺も思わずツッコミを入れてしまった。

　そういえば彼らと模擬戦をやった時、ミシェルちゃんが胸を押し付けながらセバスチャンを締め上げていたっけ。

　ここの連中はそれを妬んで、今回の暴挙に出たのだろう。

「あ、ニコルさん！　見ててください、ばっちりヤキ入れときますから」

「いやいや、そんなのは必要ないから！　ミシェルちゃんの胸に触れたのは確かに問題だけど」

「こんな連中にまで慈悲を施すなんて、さすがニコルさん！」

「どうしてそうなるの!?」

　ダメだ、こいつら。全然話が通じない。

　俺は拳を握って抗議したが、連中にはそれが俺の優しさから来る擁護のように聞こえたらしい。

　もちろん、俺にそんな意図は欠片かけらも存在しない。

　俺の横ではクラウドが諦念を込めた顔で首を振っていた。

「無駄だって。それで止まるなら、俺の時のシゴキは存在しない」

「クラウドはクラウドだから許される」

「それも酷くねぇ？」

「クッソ、クラウドの奴！　ミシェルちゃんだけでなく、ニコルさんともイチャイチャしやがって！」

「やっぱ奴も後で『特訓』だな」

「なんでそうなるんだよ!?」

　俺と似た悲鳴を上げるクラウドは置いておくとして、今は目の前の惨事である。

　見ると三人組に対して冒険者三人が組になって、小規模集団戦の準備が行われていた。

　もちろんセバスチャンたち三人組に、勝算などあろうはずがない。

　最初は俺たちへの暴言に対する制裁紛まがいの訓練かと思っていたが、色恋の嫉妬が絡むとなると行き過ぎる可能性も出てきた。

「あの、できれば程々で──」

「お前ら、ニコルさんからの慈悲に溢あふれたお達しだ。やり過ぎない程度に……殺やれ！」

「おおおおぉぉぉぉぉぅ!!」

　冒険者側から進み出た三人が、セバスチャンたちの確認も取らずに襲い掛かる。

　半ば不意を突かれた形のセバスチャンたちは、狼狽したままに、その襲撃を受けることになった。

　経験の浅い新人である彼らに、この劣勢を立て直す術すべはない。

「死なない程度に死ね、オルァァァァァァァ！」

「ひ、ひぎゃああああああああ!?」

「よくもミシェルちゃんの胸を、私も狙っていたのにぃぃぃ！」

「知るかあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　散開する間もなく三人に包囲される三人組。そのまま瞬く間に、攻勢に押し潰されていく。

　しばらくすると、ズタボロになった三人だけが残され、包囲が解除された。

　攻撃していた冒険者三人は、実にスッキリした顔をしている。

「治療係、治してやれ」

「へぃ！　回復ヒール」

　セバスチャンたち顔負けの厳いかつい顔の冒険者が、どこか底意地の悪そうな笑顔を浮かべながら、三人を癒いやす。

　その魔法の効果か、彼らの傷は癒され、気絶からも目が覚めたようだ。

「し、死ぬかと思った……」

　どうにか気絶から回復した三人は、ヨロヨロと身を起こす。そこへ更なる追撃の言葉が掛けられた。

「では、次の組。準備しろ」

「もうやめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　悲鳴を上げる三人を無視して、別の三人組が進み出る。その顔には嗜し虐ぎやく的てきな笑みが浮かんでいた。

　傷だけは癒されたものの、装備はすでにボロボロ。しかし先輩冒険者たちは、それで済ます気はないらしい。

　その日は一日中、彼らの悲鳴が地下から響いてきたのだとか。




「ということがあってね？」

「それは大変でしたね」

「わたしは別に気にしないのになー」

　その日の夜、俺はフィニアとミシェルちゃんと一緒にお風呂に入って、昼間の惨劇を伝えていた。

　三人組は死なない程度にしごかれ、クラウドの取り成しで解放されていたのだが、これに懲りて冒険者を引退しないか気になるところである。

　しかしこれも師匠の役目だ。クラウドのアフターケアに期待して、任せておくことにした。

「ミシェルちゃんは、もう少し気を付けた方がいいと思うよ」

「えー、でも弓を射る時とか弦が当たって痛いんだから、いいことばかりじゃないんだよ？」

「お、それは皮肉かな？　コルティナが聞いたら怒りに震えると思うなぁ」

「やめてよぉ。コルティナ様に睨にらまれたら、わたしもひどい目に遭っちゃうじゃない！」

「それも報告しておくね？」

「やめて、本当にお願いだから！」

　洗い場で石せつ鹸けんを豊富に使いながら、泡だらけになってそんな話をしていた。

　ガドルスの宿はこれでも結構有名な宿なので、この程度の石鹸などはサービスとして常備されている。

　さらに浮きワカメの洗髪剤も置いてあるので、女性の冒険者にすこぶる評判が良い。

　しかし今は、俺たち三人以外には人がいない。この人気宿にしては、珍しいことだ。

「あの人たち、冒険者辞めちゃうかな？　だとしたら、少し可哀かわい想そうかも」

「ミシェルちゃんは優しいね。三人が辞めるかどうかは、運次第ってところじゃない？」

「でも私もミシェルちゃんに同意です。さすがにこれはヒドイかと」

「フィニアもかぁ。しょうがないね、一応明日にでもみんなに警告しておくよ。あまり聞く耳持ってくれないかもしれないけど」

「そうしてくださると、助かります」

「うんうん。やっぱりみんな仲良くだよねぇ」

　ミシェルちゃんはドヤ顔のまま身体からだを洗う作業に戻る。ツンと顔を逸らしたまま、軟らかめのスポンジで腕をこする。

　これはタオルだと肌が痛むとか、そんな理由かららしい。

　幼い頃から、フィニアやマリアから、女性の肌は優しくと散々教え込まれてきた俺の影響である。

　できるなら素手で洗うようにと、俺はしつこく言われていた。それをミシェルちゃんに伝えた結果、彼女もこの洗い方をするようになったのだ。

「まあ、気持ちもわからないでもないけどねぇ」

　左手で右腕を洗うミシェルちゃんの胸は、両腕に挟まれるようにしてムニムニと形を変えている。

　隣に座る俺は、その様子が手に取るように見える。

「ん、なぁにぃ？」

「いや、なんでも」

「ミシェルちゃんもたいがいですけど、ニコル様も結構なモノですからね？　いい加減自覚してください」

「うぅ、最近剣を振るのに邪魔になるんだよ」

　さすがにミシェルちゃんやマリアほどではないが、俺もかなり大きくなっており、最近は下着だけではなく布などでしっかり固定しないと、戦闘に支障が出る状況だ。

　そのおかげか、野郎からの視線もさらに強くなってきている。最初は眼帯の力が効いていないのかと思ったくらいだ。

　その眼帯は今も外せていない。風呂でも外せないというのは、少々不便である。

　だがこれをしないと、フィニアはもとよりミシェルちゃんまで魅了の虜とりこになってしまうので、やむを得ない。

「それはそれとしてぇ……」

　溜ため息いきを吐つきながら身体を洗う俺に向け、ミシェルちゃんが悪戯いたずらっぽい視線を向けていた。

　途端に背筋に悪寒が走る。こういう時の俺の感覚は、まず狂いがない。

「あの人たちの依頼は終わったんだから、もう報酬もらってもいいよね？」

「報酬？　それはすでに分配したと思うんだけど」

「そっちじゃなくって！　ほら、模擬戦で」

「あっ!?」

　そこまで言われ、俺は過去の発言を思い出した。

　確かセバスチャンたち三人とミシェルちゃんの模擬戦で、ミシェルちゃんが勝利すれば俺の胸を揉んでいいと言ったことを。

「そういえば、私にもその権利がありましたよね？　大丈夫です、いつものマッサージの延長だと考えていただければ」

「フィニア、なんでこんな時だけ積極的に……」

「私とニコル様の間で、遠慮なんて今さらでしょう？」

「そうそう、わたしも遠慮のいらない親友だしぃ」

「そこは少しは遠慮して!?」

　手をワキワキさせながら、ミシェルちゃんとフィニアが迫る。

　とっさに逃げ道を探そうとしたが、前は水道の通った壁で逃げ場がなく、左右は左にミシェルちゃん、右にフィニアとこれまた逃げ場がない。

　残る背後に逃げようかと思ったが、洗い場の低い椅子に座ったままでは、満足な機動も取れない。

　それにフィニアたちもそっちはすでに警戒している。

「や、やめ──」

「遠慮しなくていいよー、痛くしないから」

「そうですよ、最近のニコル様はなかなかお身体に触れさせてくれませんので、この機会にぜひ」

「毎日のようにマッサージしてるじゃない！」

「それ以外での話です」

　一瞬、眼帯がズレているのかと顔に手をやるが、その様子はなかった。

　ということは、この二人は正気である。正気の状態で、この状況なのだ。

「ど、どういうことなの!?」

「うふふふ、ニコル様が悪いのですよ。お預けなんて食らわせるから」

「そーそー、我慢は身体によくないよねー」

「ミシェルちゃんも、冗談はそれくらいに──」

「もんどうむよー！」

　ミシェルちゃんはついに、こちらに向かって飛び掛かってくる。

　それに対応すべく身体を向けた俺に、背後からフィニアが羽交い絞めにしてきた。

　身動き取れなくなった俺の胸元に、ミシェルちゃんが飛び込んできて、ぐにぐにと頬ほお擦ずりをしてくる。

「や、やめ──んひゃ!?」

「んふふー、ニコルちゃんも大きくなったねぇ」

「それはどこを指して言っているのか！」

「え、いろんなところだよ？　それより覚悟してもらおーか。わたしに模擬戦をやらせたことを！」

「もう言いませんから許して！」

「だーめ」

　いつの間にか、羽交い絞めしていたフィニアの手も、俺の胸元へ伸びている。

　力尽くで抜け出そうと試みるが、足元が泡で滑ってまともに動けなかった。

　それに背中に感じるフィニアの柔らかさと、お腹なかに感じるミシェルちゃんの双丘の感触も、俺の抵抗の意思を削そぎ落としていく。ここは天国か？

「フフフ、助けなら来ませんよ？　入る時に清掃中の看板を出しておきましたから」

「な、周到な!?」

　この時間帯に人がいないのも納得だ。最後に風呂場に入ってきたフィニアは、すでに人払いのために手を打っていたということである。

　もはや、助けは期待できまい。ガドルスに至っては、男なので脱衣所に足を踏み込むことすらできない。

　こうして俺は、二人から好きなだけ、もみくちゃにされたのだった。

「うぅん、ちょっとだけ気持ちよかったかも……」

「ニコル様、目覚めてもいいんですよ？」

　俺の中身を知るフィニアは、こっそりとそんなことを耳打ちしてきたりしたのだった。
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　フィーナの朝は早い。子供特有の寝付きの良さで前日からしっかりと睡眠を取り、朝は日の出と同時に目を覚ます。

　同じ頃、マリアも目を覚まして一緒に顔を洗ってから、朝食の準備に取り掛かる。

　フィーナもこれを手伝い、同時に今は家にいない姉の話をマリアから聞いて、その雄姿に想像の翼を巡らせていた。

「ニコルもフィーナみたいに、よくお手伝いしてくれたのよ？」

「にこねーたんも？　じゃあ、ふぃーはエライ？」

「もちろん。ちゃんとお手伝いしてくれるいい子」

「やったぁ！」

　フィーナの中ではニコルは尊敬すべき姉であり、冒険者として各地の『困っている人』を助けて回る英雄でもあった。

　その彼女と同じように、母の手伝いをすることを、とても誇らしく感じている。

　マリアは、鼻息荒くパン種をてちてち捏こねるフィーナを見て、ニコルの幼い時を思い出し、含み笑いを漏らしていた。

　ニコルがこの家を出て早八年。

　頻繁に顔を出してくれてはいるが、やはり一緒に住んでいないことを寂しく感じている。

　そんな寂しさを吹き飛ばしてくれるフィーナと、騒々しいコルティナの存在は、彼女にとってすでになくてはならない存在となっていた。

「ティナも、こっちに住んでくれればいいのに」

「てぃなもいっしょ？　ふぃーはさんせー！」

「そうね。もう一度説得してみるわね」

　フィーナは人見知りしない性格で、他人に懐くのも早い。

　すでに三か月近く一緒に暮らしているコルティナとは、まるで姉妹のように仲が良くなっていた。

　コルティナもニコルの幼い頃を思い出すのか、フィーナのことはよく構っている。

　その姿に、レイドが死んだ後に纏まとっていた暗い影は見受けられない。

　ニコルやフィーナが、彼女の心を晴らす役に立っていたのだろう。

　そしてレイドもめでたく転生を果たし、戻ってきてくれた。

「ホント、恵まれてるわね、私」

「ん～？」

　かつての仲間が戻ってきて、親友の心も晴れた。そして新しく子供ができて、こうして朝食の用意を一緒にしている。

　長女のニコルに男っ気が無いのが少々気がかりではあるが、それはどこか子供っぽさを残す性格ゆえのことと考えていた。

　これはいずれ、時間が解決してくれる問題になるだろう。

「おふぁよぉ。二人ともいつも早いわね」

「おはようティナ。すぐご飯の用意するから、顔洗ってらっしゃい」

「へぃへぃ。あんたは私のオカンですか」

「私はフィーナの母よ」

　寝起きのためか、ややフラフラした足取りでコルティナは屋敷の裏手にある洗面所に向かっていく。

　この屋敷は井戸から直接水を引き、上水道として利用しているため、屋敷内でも顔を洗うことができる。

　井戸しか水源が無いこの村では、非常に贅ぜい沢たくな水の使い方だ。

　ふらつきながら井戸に向かうコルティナの姿も、三か月の間で散々見慣れてきたモノだった。

　やがて通いの家政婦がやって来て、朝食の配膳を手伝い始めた頃、ライエルが起き出してくる。

　全員が揃そろったところで、朝食を皆で食べる。家政婦だけは配膳の仕事があるので時間をずらしてもらっているが、家族揃っての食事はマリアの意向により、ニコルがいた頃から続く慣習だった。

「そういえばあの白い子、あれから姿を見せないな」

「破戒神を名乗る子ね。正直本当かどうか怪しいと思っていたのだけど、ニコルを治した手際を考えると本当なのかもしれないわね」

「マリアとしては、微妙な気分だろう？」

　世界樹教の司祭位を持つマリアとしては、破戒神と言えば不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だ。

　しかし最初の頃は子供の戯たわ言ごとと取って本気にしてはおらず、ニコルを治してからはただ者ではないと考えながらも、恩人として無下に扱うこともできなくなっていた。

「フィーナの薬学の教育も途中なんだろう？」

「一応、教科書らしき書物をいくつか預かっているから、それを読み聞かせているわ」

「ティナは理解できるの？」

「私は半分ちんぷんかんぷんってところね。むしろフィーナの方が把握してるかもしれないわ。さすがギフト持ちね」

　コルティナが預かった書物には、薬草についての様々な知識が記載されていた。難解な語句も多いため、コルティナが読み聞かせることで、フィーナの授業の代わりとしている。

　語彙が少ないフィーナ単独で読むことは難しい書物だったが、コルティナが単語の意味を噛かみ砕いて説明することで、フィーナはその内容を把握していった。

　フィーナはその説明を聞いて薬草の知識を豊富に蓄え、その知識レベルは読み聞かせているコルティナを超えるほど、高度な知識を身につけていた。

「とはいえ教師がいないと、生半可な知識になってしまいがちだからな。俺たちでは手を出せない領域だから、早く戻ってきてほしいものだ」

「そうね。薬は実際に調合したりしないと……」

　コルティナがライエルの言葉に同意したところで、屋敷の外から子供たちの声が聞こえてきた。

「フィーナちゃーん、あーそーぼー！」

「あ、はーい！」

　返事をしたものの、フィーナはちらりとマリアの方を覗のぞき見る。

　この村にフィーナと同い年の子供はいないが、近い年齢の友達はいる。

　仕事の手伝いをするには若過ぎるため、この時間は子供同士で遊ぶことが多かった。

　フィーナはギフトの都合上、特殊な教育を受けているため、自分が遊んでいい時間かどうか、マリアの裁可を必要としていた。

「いいわよ。フィーナはまだ子供なんだから、もっと遊んでもいいの」

「でも、おくすりのおべんきょーも楽しいし」

　薬学のギフトがあるので、フィーナはメキメキと薬師としての知識を溜め続けている。

　自分が成長できているという実感を得るのは、子供も大人も変わらず、楽しいものだ。

　むしろ成長力の高い子供の方が、その喜びは大きいとも言える。

　フィーナはその真っ最中であるため、友達と遊ぶことと薬学の勉強を両立させるのに苦心していた。

「むしろ遊びに行って。私の方が先に参っちゃうから」

「てぃなもおべんきょーしようよ？」

「本職じゃない勉強に付き合わされる身にもなってよ。今日は私がお休みだから、薬学は無し！　ね？」

「むー……じゃあ、ふぃーもあそんでくるもん！」

「そうして、そうして」

　ぐでっと行儀悪くテーブルに突っ伏すコルティナに、膨れっ面で返事してから、フィーナは玄関を飛び出していく。

「フィーナ、くれぐれも村から出ちゃダメだぞ？　ニコルみたいに怪獣に襲われちゃうからな」

「はぁい！」

　過去にニコルが村の子供と一緒に抜け出し、コボルドに襲われた話はフィーナも聞いている。

　だから彼女は、子供だけで村を出たことは一度もなかった。

　それでも悪戯いたずらが好きな子供である、ライエルは彼女が出掛けるたびに、そう声をかけていたのだった。




　ライエルが守護するこの開拓村は、村人たちの居住地の他にもいくつかの農地や水源の井戸も柵で囲むことで、多少の籠城なども可能なように作ってある。

　これはモンスターの群れがいつ襲ってくるかわからない北部独特の、実用的な村の構成だった。

　国の治世がまだ全土に行き渡らないため、辺境などでは村単位で身を守る必要がある。

　村を守る柵は、そのために設置されたと言っても過言ではない。

「でも、たまにこわれちゃうことがあるでしょ？　そこからにこねーたんがぬけだして、こぼるどをやーってやっつけちゃったの」

「えー、俺はライエル様がやっつけたって聞いたぜ？」

「俺のにーちゃんが、その時一緒にいたって言ってたよ」

「ふぃー、うそついてないもん！」

　頬ほおを膨らませてぶんぶんと手を振るフィーナ。その手の先には、護衛として付いてきたカーバンクルの髪が掴つかまれていた。

　毛が抜けないように手の動きに合わせて首を振るカーバンクルだったが、その努力も実らずブチリと数本の毛を毟むしられてしまう。

　それを悲しそうに見つめながらも、なにも言わなくなったところが、カーバンクルの成長の証あかしなのかもしれない。

「それよりも今日は市が立ってるんだ。フィーナちゃんも見に行こうよ」

「いち？」

「うん。村の外から商人が来て、商品を広げてみんなに売ってるんだって。珍しいものもいっぱいあるんだよ」

「それ、たのしそう！　でもわたし、おかねないよ？」

　商品の売買にはお金がいる。その程度の知識は、彼女も持ち合わせていた。

　いまだ三歳のフィーナは、お小遣いをもらってはいなかった。

　ションボリと肩を落とすフィーナの服のすそを、カーバンクルが咥くわえて引っ張る。

「きゅ、きゅ」

「んー、なにカッちゃん？　あ、これお金？」

　カーバンクルはなぜか首から小さな鞄かばんを下げており、そこから器用に小銭を取り出していた。

　この鞄はカーバンクルが物品転送アポートの魔法で取り寄せたモノで、そこには彼のなけなしのお小遣いが入っていた。

　それをフィーナのために使おうというのだ。

「わー、ありがとうカッちゃん！　だいすき！」

「きゅ～」

　全身で抱きついてくるフィーナを、相好を崩して受け止めるカーバンクル。

　彼も言うなれば、フィーナのファンの一人だった。

「みんなはお小遣いあるの？」

「俺、毎月小遣いもらってるし」

「俺は今日は市があるから特別って言ってもらってきた」

「僕も」

　子供たちがこぞって手に握っていた銀貨を見せつけてくる。それぞれ二、三枚ほどで、ちょっとした外食ができる程度の額だ。

　しかし子供たちにとっては、これだけでも充分大金だった。

「すごーい、カッちゃんも持ってる？」

「きゅ！」

　カーバンクルの持つ小遣いは少年たちよりも遥はるかに多い。しかしそれを見せることはなく、まるで先導するかのように子供たちの先に進み出た。

　フィーナはそのフサフサの尻尾しつぽを掴んで、後をついていく。

　市は村の中央付近に作られた広場で行われており、先日村にやって来たばかりの商人が馬車から降ろしたばかりの商品を並べて、それを村人が興味深そうに覗のぞき込んでいた。

「わー、やねのないおみせだぁ！」

「お、こいつは驚いた。可愛かわいらしいお嬢さんだね？」

「えへへぇ」

　露店というモノを初めて見たフィーナは、地面に布を敷いて、そこに商品を並べただけの露店に、感動の声を上げる。

　商人も、フィーナの都会でもちょっと見かけないほど豪ごう奢しやな金髪や整った容貌に、気さくに声をかけていた。

　露店は広場の中に五つほど設置されており、商人が複数の馬車を引き連れてこの村にやって来たことを示していた。

　一人でこれほどの量を運ぶことは難しい。つまりこの商人は、複数の使用人を引き連れて村まで来る資金力があるという証拠だ。

「フィーナちゃんはマリア様の娘なんだよ！」

「マリア様、というと、ひょっとして六英雄の？」

「うん！」

　友達の容姿を褒められたことが嬉うれしかったのか、子供たちが商人に彼女の出自を説明していた。

　商人も、この村にライエルとマリアがいることは知っていたので、さほど驚きはしなかった。

　辺へん鄙ぴな村なら、露店を出せば顔を出すこともあるだろうと、想定していたからだ。だからといって愛想を忘れるほど、彼は商売下べ手たではなかった。

「そりゃあ凄すごい。ならちょっと見ていかないか？　サービスするよ」

　子供相手に商売が成り立つとは、彼もあまり思っていない。

　ちょっとした小物が売れればいいかという、軽い気持ちから出た言葉だ。

　それを聞いて、フィーナも喜んで露店の商品を覗き込んだ。

「お嬢ちゃんなら、こんなアクセサリーはどうだい。屑くずガラスを繋つないだ首飾りで、値段も高くないよ」

　そう言って彼が取り出したネックレスには、三つほどのガラス飾りがついていた。値段も銅貨十枚程度と凄まじく安い。

　これはガラス工房のゴミをかき集めて作ったもので、元手的にはほとんどタダに近い商品だった。子供相手にはちょうどいい品である。

　ちなみに銅貨十枚でパンは一つ買える程度の額なので、どれだけ安いかがわかるだろう。

「うわぁ、きれい！」

「そうだろうとも。ガラスはラウムの有名ガラス店から取り寄せたモノだから、品質自体は悪くない。もっとも、その店じゃこれは廃棄処分されるところだったんだけどな」

「じゃあおじさんが、ガラスさんをたすけたんだ？」

「へ？　ああ、そうとも取れるな！　こりゃまいった」

　ガラスを助けるという発想が、商人にはなかった。そんな純粋な視線を向けられ、頭を掻くしかない。

　こんな子供を相手に利益を得ようとは、思えなくなってしまったのだ。

「いや、本当に参った。ならこの子で儲もうけるのは難しくなっちまったな？」

「んぅ？」

「どうだい？　この子は銅貨五枚で売ってやろう。もっとも、工賃くらいはもらわないと、さすがに怒られちまう」

「いーの!?」

「いいとも」

　一気に半額まで下げて、原価ギリギリの価格でフィーナに首飾りを売りつける商人。

　カーバンクルがその代金を商人に渡し、商人が首飾りを恭しくフィーナにかけてやる。

　それを嬉しそうに受け入れて、フィーナは満面の笑みを浮かべていた。

　そんなフィーナを、人ごみの向こうから見つめる者が存在していたのだった。




　唐突にフィーナは目を覚ました。

　頭上には粗末な木製の屋根が直接見え、床に手足を縛られた状態で転がされている。

　慌てて周囲を見回すと、そばには口までグルグル巻きにされたカーバンクルの姿もあった。

　どこかユーモラスなその格好に、フィーナは状況も忘れて笑いかけてしまう。

　しかしのんびりと笑っている場合ではない。このような部屋は、自分の記憶には存在しない。

　つまり、ここは自分の家ではない。

　そもそも自分は、村で市を見物していたはずだ。その記憶が、途中からぶっつりと途切れている。

「ここ、どこぉ？」

「くぅぅぅぅ！」

　フィーナの声に反応して、カーバンクルがもぞもぞと動く。どうやら生きているとわかって、彼女はひとまず安心した。

　口元までしっかりと縛られているため、鳴き声を上げることもできないようだ。

　そんな二人の気配を察したのか、部屋のドアが静かに開く。

「嬢ちゃん、目を覚ましたか？」

「おじさん、だれ？」

　部屋に入ってきたのは見覚えのない男が三人。それも皆半魔人だった。

　それぞれ水や食事などを手に持っている。

　いずれもフィーナの記憶にはない顔だった。

　男たちは彼女のそばまで歩み寄ると腰を下ろし、その口元に水を運んでくれる。

「すまないな。俺たちはもう、こうするしかなかったんだ」

「暴れなければ、痛いことはしないから。頼むから大人しくしてくれよ」

「大丈夫だよ。話が済めばすぐ帰してあげるから」

　口々に言いつつ、フィーナにパンや粥かゆを食べさせる。その間も手足の拘束を解きはしない。

　そのことに不満を感じ、フィーナは珍しく怒った表情を浮かべていた。

「おじさん、どうしてこんなことするの？　ほどいてよ」

「それはできない。少なくともマリアの協力を得るまではな」

「ママの？」

「ああ。あいつの治癒魔法がなければ、ユナは……俺の娘は……」

「こいつだけじゃない。俺の母ちゃんも危険なんだ」

　苦渋の表情を浮かべる男たちに、フィーナは怪け訝げんな顔を返す。

　幼い彼女からしてみれば、大人たちがこれほど苦しそうな顔をするのは、初めて見る経験である。

　だからこそ、彼女は力になってあげたいという想おもいがこみ上げてきた。

「おじさん、くるしいの？　わたしおくすりつくれるよ？」

「いや、苦しいのは俺じゃなくて娘なんだよ。それも特殊な薬が無ければ、長く持たなくてな」

「今まではクファルさんが薬を提供してくれていたんだが……いや、子供に話す話じゃないな」

「ちからになれるかもしれないから、じじょーをはなして？」

　歳に見合わぬしっかりしたフィーナの物言いに、男たちは顔を見合わせる。

　どうしたものか判断に迷った挙句、席を外すことにした。

「すまないが、どこまで話していいのか判断がつかん。少し時間をくれ」

　男たちは立ち上がり、フィーナの返事を待たずに部屋を出ていった。

　それを見て、フィーナは不満そうな顔をする。

「せめてもうすこし、お水のませてほしかったなー」

　パンや粥、水の残りは彼女のそばに置かれていたが、手足は縛られたままである。

　この状態では、食事することなど、到底できなかった。
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　男たちは村外れにある朽ちかけた小屋の中で、車座になって座る。

　この小屋にはテーブルや椅子といった、気の利いたものは存在しない。

「あの嬢ちゃんの言葉、どう思う？」

「いくらライエルとマリアの娘といっても、ユナの難病を治せる薬を作れるとは思えん」

「だが、万が一の可能性が……トロイ、あの病は俺の母ちゃんも同じなんだぞ」

　僅かな望みがあるのなら縋すがりたい。男の一人は、言外にそう言っていた。

「半魔人の俺たちじゃ、ユナもジョーンズの母ちゃんも、ろくな治療を受けさせてもらえないからな」

「クファルさんの薬の詳細がわかってれば、打つ手もあったかもしれないけど」

　男たちはそれぞれ、身内に特殊な病人を抱えていた。

　トロイと呼ばれた男は娘のユナが。ジョーンズは母親が。もう一人のゼルは恋人が病気になっていた。

　実はこれらの病人はクファルによって作り出されたのだが、それは彼らの知るところではない。

　そしてその治療薬も、クファルの手製。つまり自作自演である。

　そんなことはつゆ知らず、彼らは病人たちを癒いやすために、クファルに協力していた。

　そのクファルがベリトに向かって行方ゆくえをくらませてしまった。結果として彼らは、病人だけを抱えて放り出された形になっていた。

　半魔人たちで構成された組織はすでに壊滅状態に近く、病人を抱えていて積極的に参加していなかった彼らだからこそ、エリオットの捕縛の手を逃れていた。

「しかし、あのマリアの娘だ。ひょっとしたら治療薬の知識もあるのかもしれない」

「馬鹿を言うな。まだ言葉も拙い子供だぞ？」

「そりゃそうなんだが……俺たちにはもう後がない。クファルさんに協力した以上、ただでさえ治療を渋られる半魔人の関係者なのに、さらに後ろ暗くなっちまった」

「だけど、そうしなきゃ俺の恋人は……ティシアは助からない」

「ああ、そうだよな……」

　自身が半魔人だから、半魔人の娘、母、恋人と蔑まれ、ろくな治療を受けさせてもらえなかった。

　そんな彼らに手を差し伸べた（と信じていた）クファルはもういない。

　縋る者を失った彼らは、やけくそ気味にフィーナ誘拐を企くわだてた。聖女と呼ばれるマリアなら、大事な人を救えると信じて。

　もちろんクファルに手を貸していた彼らが、マリアの協力を仰げるとは思えない。

　八方塞がりになった彼らは行き場を無くし、ついにこの凶行に至ったのだった。
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　男たちは結局、フィーナにすべての事情を話した。

　それぞれ大事な人たちが病に罹かかっていること、半魔人ゆえに治療を受けられないこと、その挙句にクファルの過激な組織に身を投じてしまったことなど。

　そのため、マリアの協力を得たかったが、それすらできそうにない状況であることも話した。

　マリアの立場からすれば、過激な行動を取る彼らに協力することは、世間的に難しい。彼女にも立場というモノがある。

　それも、生半可ではない立場である。迂う闊かつな行動は取れない。

　しかしフィーナはそんな母の立場に憤慨していた。

「こまっている人をたすけないなんて、ママひどい！」

「そりゃ、聖女の立場からすれば、俺たちみたいなのは助けられんさ。だからお嬢ちゃんを人質にして治してもらおうと思ったんだ」

「無茶なことだと思うけどな。下へ手たしたら……いや、多分俺たちはライエルに殺されるなぁ」

「しかたねぇさ。母ちゃんの命には代えられねぇ」

　自分の命すらなげうつ覚悟の三人を見て、フィーナは決断した。

　父や母の事情よりも、彼らを助けようと。

「わかった。わたしもきょーりょくする！」

「へ？」

「いや、嬢ちゃんがいくら協力してくれても……」

「まず、このばしょがよくないの。こんなみえみえのほったてごやじゃ、すぐみつかっちゃう」

「そ、そうなのか？　いや、そうではなく！」

「白いかみさまがいってたの。『木をかくすなら、もりのなか』だって」

　縛られたまま勢いよく捲まくし立たてるフィーナに、三人は完全に気け圧おされていた。

「あと白いかみさまは、やまがりのときは一度ほういをやりすごしてから、また山にもどるとみつからないっていってたよ」

「ふむふむ？」

「つまり今回のばあい、むしろおうちにちかいばしょの方がみつからないの」

「なるほど」

「そうね、たとえば……あの、このろーぷほどいて？　にげないから」

「お、おう」

　毒気を抜かれた男たちは、言われるままにフィーナのロープを解ほどく。ついでにカーバンクルのロープも解いて解放した。

　解放されたカーバンクルは飛とび退のくように男たちから距離を取り、威嚇の声を上げた。

「カッちゃん、ダメ。わたしはこのおじさんたちをてつだうから」

「キュウウゥゥゥ」

「いーの！　このままだとおじさん、かわいそうじゃない！」

「クゥゥゥ」

　本当にいいのかと言わんばかりに迷うカーバンクルを、フィーナは決然と無視する。

「ちなみにおじさん、ここどこ？」

「村外れの猟師小屋だ。多分獲物の解体とかに使っていたんだろうな。確かに早く移動しないと、すぐに見つかるだろうな」

「むらのなかにはもどれる？」

「ああ。柵を修理した場所を見つけたんだが、そこが雑な修理をしてたから、そこから」

「じゃあ、そこからいったん、むらのなかにもどろう。んでね、んでね、おうちにものおきがあるから、そこにかくれるの！」

「物置ぃ？」

　確かに誘拐犯が拉致した人物の屋敷の物置に隠れるとは、ライエルも思わないだろう。

　しかしそれでは、いくらなんでも雑過ぎる。

「いや、俺は地属性魔法が少し使える。物置の床を引っぺがして、地下に隠し部屋を作れば意外とバレないかもしれないぞ」

「隠し部屋って、そんな簡単に作れるのかよ？」

「穿孔トンネルの魔法を使えば、そう難しくはないだろ」

「トイレとかどうするんだよ？」

「ライエルの屋敷は水道設備が整ってる。屋敷から排水路に繋つながってるから、地下室をそこに繋げばいい」

「いろいろ問題はあるかもしれんが……敵の足元に潜むのは面白そうだな」

「そうと決まれば、移動するぞ」

　男たちはほとんど荷物を持っていなかったので、鞄かばん一つ持って立ち上がる。

　フィーナもまた、荷物は持っていない。その彼女をトロイが軽々と抱き上げる。

「きゃっ!?」

「子供の足だと間に合わないかもしれないからな」

「うん、ありがと」

　不安定なのか、首元に腕を回してしがみつくフィーナ。その仕草は病に臥ふせる彼の娘を思い出させ、一瞬足を止めた。

「トロイ、行くぞ」

「あ、ああ。すまん」

　そんな妄執を振り払うかのように頭を振り、トロイは小屋から出ていったのだった。




　目立たないようにフィーナにフードを被かぶせ、四人と一匹は再び村へと戻った。

　時間はそれほど経過していないので、まだ陽ひが傾き始めたばかりだ。

　人目を避けるように動くと余計に目立ってしまうので、開き直ったように堂々と村の中を進んでいく。この辺りのクソ度胸とも取れる開き直りは、ある意味非凡な才能と言えるかもしれない。

　それに、市が立っているので村の中は人通りが多く、子供を抱えた男など、珍しい光景ではない。

　彼らは堂々とライエルの屋敷の裏庭の植え込みまでやって来て、周囲を確認した。

　珍しく市が来ているとあって、すでに大半の村人はそちらに向かっている。つまりライエルの屋敷近辺には、ほとんど人がいない状況である。

　それを確認してから植え込みを乗り越え、裏庭に入り込む。

「こっち。あそこがものおき」

「ああ」

「こえはおさえてね。まだてぃなーがいるから」

「てぃなー？」

「こるてぃなおねーちゃん」

「六英雄じゃねぇか!?」

　声を潜めて叫ぶという器用な真似まねをしたトロイだったが、それが屋敷内に届くことはなかったようだ。

　六英雄を敵に回すとあって、やや腰が引けた三人ではあるが、考えてみればフィーナに手出しした段階でライエルとマリアを敵に回している。

　もはや失うものは何もないと、再び開き直って行動を開始した。

　先ほどの叫び声でも特に異変を感じなかったので、フィーナの先導のもと物置へと向かう。

　ライエルは村の子供たちに剣術を教えているので、道具を置いている屋敷の物置は結構な広さがあった。

　中にはケラトスのヒゲで作った練習用の模擬剣なども大量に置かれており、雑然としている。

　この中で一部の床板を剥はがし、そこに地下室を作ったとしても、早々に発見されることはないと思われた。

「よし。こっちの隅なら、穴を掘ってもバレなさそうだ」

　地属性魔法が使えると主張したゼルが適当な場所に目星をつけ、ジョーンズが指示通り床板を剥がしにかかった。

　この屋敷も、建てられてから結構な年月を経ているので、床板もかなり傷んでいる。

　おかげでそれほど大きな音を立てずに、床板を剥がすことができた。

「あとは……ゼル、頼むぞ」

「ああ、任せろ」

　ゼルはそう言うと小声で呪文を詠唱し始める。魔法は問題なく発動し、幅一メートル、深さ三メートルほどの縦穴を生み出していた。

「これ、狭くないか？」

「このままなわけないだろ。後は下に降りて地下空間を拡張するんだよ」

　そう言うと穴の中に飛び降りるゼル。その間にも、ジョーンズは細かく荷物の位置を微妙にずらし、入り口から穴を開けた場所が見れないように細工していた。

「トロイ、この衣装箱をずらしてくれ。俺たちが隠れた後、こいつで入り口を塞いで隠すから」

「ああ、わかった」

「わたしもてつだうー」

「きゅきゅ！」

　事ここに至っては、もはやヤケクソになったカーバンクルが、魔法で補助し、重い衣装箱を移動させる。

　その間にゼルが地下を十メートル四方にまで拡張し、立派な地下室が生まれていた。

「トイレはこっちの穴な。水はゼルが魔法で出すから」

「おふとんないね？」

「そんなに長居する気はないけどな」

「寝袋ならあるから、それで我慢してくれ」

「やったー」

　だんだん楽しくなってきたのか、フィーナはハイキングにでも来たかのように両手を上げて喜びを表現している。

　自分の誘拐事件に率先して協力しているフィーナを見て、男たちは呆あきれたように顔を見合わせたのだった。




　その日の夕刻、ライエルの屋敷のポストに一通の手紙が投とう函かんされた。

　配達者の気配を感じ取り配達物を見に行ったマリアは、その内容を見て血相を変える。

　慌てて屋敷内に駆け込み、ライエルの元に押し掛けた。

「あなた、大変！　フィーナが！」

「なんだ？　フィーナがどうかしたのか？」

　マリアの血相に、ライエルは驚いたように振り返る。

　彼の手元には愛用の聖剣があり、その手入れをしている最中だったようだ。

　ライエルの驚きも、無理はない。

　日頃穏やかな笑みを絶やさないマリアが、ノックもせずに部屋に飛び込んでくるなんて、本当に珍しい。

　それにフィーナには基本、カーバンクルがついており、身の安全を細心の注意で見守っている。

　カーバンクル自体はそれほど強いモンスターではないが、多彩な魔法を自在に使いこなすため、そこらの冒険者より遥はるかに頼りになる。

　そんなカーバンクルによって護まもられているフィーナの身に何か起こるというのは、あまり考えられない出来事だった。

「フィーナが……誘拐されたって──！」

　悲痛な叫びと共に、手紙を差し出してくるマリア。その声を聞きつけ、コルティナもライエルの部屋にやってきた。

　そしてライエルの部屋に入るなり、マリアの言葉に絶句する。

「ち、ちょっと、それホントなの？」

「わからないわ。でも、フィーナはまだ戻ってきてないし」

「まずは所在確認……といっても、本当に誘拐されたのなら簡単には見つからないな。いないものを探すのは時間がかかる」

「なら、マクスウェルを呼びつけてくるわ。物品探査サーチの魔法を使わせれば、すぐにどこにいるかわかるでしょ」

　身に着けた物を探知する魔法なら、フィーナの服や靴を対象にすれば、その場所を探知できる。

　対探査魔法を使用されていない限りは、これで居場所を探すことができるはずだった。

「この手紙には、私にコルボ村まで来いって」

「コルボ村ってどこ？」

「この村から南西に三日ほど行ったところにある村だ。ラウム森王国との国境に近い」

「なんでわざわざ？　そこに何の用があるのかしら？」

「わからないわ。でも、そうね……そこならガドルスのいるストラールの街の方が近いわ。あいつにも協力してもらいましょ」

「そ、そうね。あそこにはニコルもいることだし。そうだ、アシェラにも連絡しないと！」

「なんで教皇様まで連絡入れるのよ？」

「だって、フィーナの洗礼をしてくれたのよ？　それくらいは……」

　そうと決まれば英雄と呼ばれた連中である。

　無駄に溢あふれる行動力を発揮し、各所に連絡と協力を仰ぎに走り出す。

　結果、教皇アシェラから北部三か国連合のエリオット国王にまで連絡が回り、事態はさらに大きく発展したのだった。
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　ギルドから呼び出しを食らったガドルスがその一報を耳にした時、彼はいつもの鷹揚さをかなぐり捨てたように走り出した。

　ドワーフはその体型ゆえにあまり俊敏ではない。しかしそれを補って余りある経験が彼にはあった。

　最適な動作で足を運び、無駄のない体重移動でさらに加速。

　それを無限とも言える体力で維持し、自分の宿『大盾亭』に駆け戻った。

「レイ──ニコル、ニコルはいるか!?」

「けほっ！　こほ、こほっ!?」

「はーい、ニコルちゃんなら大声に驚いて、ここでお昼ご飯で咽むせてまーす」

　見ると食堂の片隅で、スープを気管に流し込んだニコルが盛大に咽ていた。それをかいがいしく世話するフィニアの姿もある。

　暢のん気きにガドルスに報告してきたのは、いつものように一緒にいたミシェルだ。

　その三人の姿は、ドワーフの彼の目から見ても魅力的な娘に育ったと感心させられるが、今はそれどころではない。

「ニコル、転移魔法があっただろう。開拓村に戻るぞ！」

「は？　なんでいきなり──」

「フィーナが……いや、それはここではまずい」

　その一言を受けて、ニコルはフィーナの身に何かあったと察する。

　食事を切り上げて席を立ち、鋭い視線でガドルスを睨にらんだ。咽たスープで襟元を汚しているので、やや格好がついていない。

「わかった、すぐ行く。ガドルスの準備は？」

「俺も盾さえ持てばいつでも行ける」

　元々北部の村はニコルの故郷。持ち込む物の準備などはほとんど必要ない。愛用の手甲ガントレツトも転移魔法が付与されているため、いつでも呼び出せるので装備する必要はなかった。

「了解。ガドルス、来て」

　相談用の個室に移動し、ニコルはガドルスから詳しい事情を聴いた。

「なるほど……なら、探索技能があった方がいいよな？　だったら今回はレイドの姿で行く。『ニコル』は先にコルボ村に向かったことにしてくれるか？」

「それはいいが、仲間はどうするんじゃ？」

「ミシェルちゃんがいてくれると心強いけど、さすがに人数がな。俺とお前あと一人……できるなら事情を理解してくれているフィニアを連れていきたい」

「連れていけるのは二人までだったな。しかたあるまい、今回は事情が事情だし、クラウドとミシェルの二人にはここで待機してもらおう」

「あまり多くの人に知られるのは、犯人を刺激しかねないからな。でもレイドとフィニアが一緒に行ったら怪しまれかねない。さいわい『レイド』は何度か向こうに顔を出しているし、ふらりと立ち寄った風でごまかしておく」

「俺らはどうすればいい？」

「ガドルスとフィニアは……そうだな、村の外で一時間ほど時間を潰してから来てくれ。もし緊急の用事があった場合は、俺が直接迎えに行く。俺は変化ポリモルフの魔法で変身してると思われてるから、それより下位の転移魔法を使えてもおかしくない」

「ふむ、その一時間が歯がゆいが、そうした方が無難かの」

　誘拐であるなら、大人数で押しかけて犯人を刺激してしまうと、フィーナの身に危険が及ぶ可能性もあった。

　事は静かに、かつ迅速に処理しなければならない。そのためには、やはりレイドとしての力が必要になるだろう。

　同時にフィニアの汎用性の高さも欲しかった。

「フィニアを呼んできてくれ。俺は転移の準備をしておく」

「わかった。すぐに戻ってくるから、待っておれ」

　そう言うとガドルスは、部屋から飛び出していったのだった。
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　ラウム森王国の首都ラウムの一角。そこにあるマクスウェルの屋敷に、冒険者ギルドの使者が駆け込んでいった。

　しかし敷地に足を踏み入れた瞬間、足元から網が飛び出して、使者を宙ちゆう吊づりにする。

「うわあぁぁぁぁぁっ!?」

「なんじゃ、騒々しい」

　悲鳴を上げた使者の声に、屋敷からマクスウェルが顔を出した。

　その背後には、婚約者のレティーナと護衛のマテウスの姿もあった。

「ギ、ギルドから緊急の言こと伝づてです！　ですから、降ろしてください」

「フム、罠わなを一つ解除し忘れておったようじゃな。最近不審者が増えたでのぅ」

「お気持ちは察しますが、私も仕事ですので……」

　マクスウェルは現在、公爵となったレティーナと婚約している。

　そのせいで彼の権力はうなぎ登りに上昇し、しかもレティーナの民間人からの人気も重なり、今では王家ですら無視できない発言力を持っていた。

　それは同時に、敵が増えたことにも通じる。そこでマクスウェルは屋敷の防備をさらに強めていたのだが、昼は来客もあるので罠の大半は解除されていた。

　その一つが忘れられた結果、こういう事態が起こったらしい。

　マクスウェルは網の間から差し出された封書を受け取り、その場で開いて中を読む。

　使者は『降ろしてくれないのか』と絶望的な視線を彼に向けていたが、マクスウェルは気にも留めていない。連絡の内容を確認しないことには、彼が本当にギルドの使者なのか判断が付かないからである。

「ふむ……む？　うぬ!?　こりゃいかん！　マテウス、レティーナ嬢！　北の開拓村に行くぞ」

「き、北の村ですか？　確かニコルさんの故郷ですわね」

「今からっスかぁ？　もう昼過ぎてますよ、時間的に遊びに行くには少し遅いんじゃ？」

「フィーナが何者かに拉致されたらしいのじゃ。一刻の猶予もならん！」

「フィーナってニコルさんの妹の？」

　レティーナはフィーナが生まれる時に、その祝い品を作るのを手伝ったことがある。

　それに何度か姿を見ているので、一人っ子の彼女としては、自分の妹のような感覚も持っていた。

「あの嬢ちゃんには、カーバンクルが護衛についてたんじゃないのかよ？」

「その上で拉致されたのじゃ。どれほど危機的な状況か、推して知るべしじゃろう」

　深刻なマクスウェルの様子に、マテウスとレティーナは事態の深刻さを悟る。

　いつも飄ひよう々ひようとした彼の、これほど張り詰めた表情は見たことがなかった。

　だからこそ、彼女たちは最善を尽くそうと思う。

「わかりましたわ。人手が必要でしょう？　時間が無いので屋敷の私兵団は無理ですが、護衛を数人は連れていけます。すぐに呼びますので、少々お待ちくださいまし」

「俺もアーガスとバウマンを連れてくる。今なら衛え士じ詰め所にいる時間だろ？」

「すまんの。誘拐なら大事にはできんが人手は欲しいかもしれん。ぜひ頼む」

　アーガスとバウマンはマテウスの弟弟子に当たる。マテウスと共にマクスウェルに下ることで生き永らえた、暗殺集団の生き残りでもあった。

　マクスウェルの言葉を受け、二人は勢い込んで駆け出していく。

　マテウスはレティーナの護衛を兼ねて彼女を屋敷まで送り、その後で衛士詰め所を経由して帰ってくるつもりなのだろう。

　それを見てマクスウェルは、大人数転移のために魔法陣を描きに庭に向かったのだった。
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「陛下、緊急のご報告があります」

　元護衛であるプリシラ・ラグランとの結婚以降、連日のように茶会が開かれていた。

　これは国内の大貴族たちとの関係を修復、もしくは補強するためのパーティがほとんどだったので、彼としても楽しむという状況ではなかった。

　そんな気の休まらない茶会もようやく終わり、妻と昼下がりのひと時を楽しもうという時になって、突然伝令が私室の外から声をかけてきた。

「何事だ、こんなタイミングで」

「はい。ライエル様より急報にございます。事情が事情ですので、直接お伝えしたいのですが……」

　ただならぬ伝令の様子に、エリオットはプリシラと一瞬視線を合わせる。

　プリシラも元々は護衛職に従事していたため、緊急の要件による事情というものにも理解がある。

「構わん。入室して直接話せ」

　新婚の国王ということもあって、伝令も遠慮して扉越しに話をしていた。

　しかしそれでは話の内容が周囲に駄だ々だ洩もれになってしまう。

　その気遣いを理解しているエリオットは、あえて入室を許すと伝令に伝えた。

「は、失礼します！」

　室内に入ってきたのは、プリシラの父であるラグラン伯爵だった。

「先ほどライエル様より連絡があり、御息女のフィーナ様が何者かに拉致された旨、こちらに伝えられました」

「なに!?」

「ライエル様より何か協力を求められたわけではありませんが……御仁は敵の多いお方ゆえ、敵を絞り切れておられぬご様子」

「ふむ、こちらの事情を配慮していただいたか。とはいえ、ニコル嬢の妹御となれば、私も放置もできんな」

　エリオットとしても、幼い彼女の元に押し掛けた一件は、迷惑をかけたという自覚がある。

　しかもその一件で巻き込まれた誘拐事件でレイドに命を助けられ、さらにはプリシラとの仲が進展しているので、きっかけとなったニコルには感謝の念すらある。

　とはいえ、一少女の誘拐事件に、国が乗り出すのも外聞に関わる。

「外聞に関わる……が、これはライエル殿に恩を売るいい機会ではあるな」

「そうですな。正規軍を出すわけにはいきませんが、私の私兵などなら、出せますでしょう」

「それは助かる。問題は指揮官か」

「私が出るわけにはいきませんな。もちろん陛下も」

「でしたら陛下、私が」

「プリシラ？」

　唐突に口を出してきたプリシラに、エリオットは困惑の視線を向ける。

　本日の茶会は終わったとはいえ、明日以降にも予定は詰まっている。

　それにはプリシラも出席する予定だった。それを放り出してまでフィーナ救出の指揮を執るというのは、エリオットも頭を悩ますところだった。

　確かに彼女なら自由に動ける余地はある。しかし茶会をすっぽかすとなると、悪印象を持たれる可能性もあった。

「では、プリシラには今日よりしばらく、病に臥ふしてもらいましょうか」

「ラグラン、それは……」

「なに、もとより出来の良い娘ではございませぬゆえ。連日の激務に体調を崩したと言えば、不審にも思われますまい。私兵の方も、事情を察しても問題無さそうな者を十名ほど選出いたします」

「なるほど、かなり無む茶ちやを通すことになるが、ライエル殿との縁を繋つなぐと思えば損にはならんか」

「は、むしろ国にとっては得策かと」

　深々と一礼するラグラン伯爵に、ニヤリと悪い笑顔を浮かべるエリオット。

　彼はそれ以上の話は必要無いとばかりに、手を振って退出を促す。

　プリシラがしばらくこの地を離れるのならば、今のうちに『できること』をしておかねばならない。

　これもまた、王族の大事な責務なのだから。
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　夕刻の勤めを終えたアシェラは、汗を流すために沐もく浴よくしていた。

　そこへ血相を変えた枢すう機き卿きようの一人が飛び込んできた。

「ボーエン枢機卿、いけません！　アシェラ様は入浴中です！」

「わかっておる！　それでもこの話は直接お伝えせねばならんのだ！」

「私がお伝えしてきますゆえ、この場でお待ちください！」

「一介の側そば女め風情に伝えられる話ではないわ！」

　もちろん枢機卿が浴場まで入ることはできず、側女に止められていた。

　しかしそれでも退ひかない辺り、いつもと様子が違う。

「ポーラ。構いません、入ってもらいなさい」

「しかしアシェラ様！」

「構いません。ボーエン坊やなら、おしめを替えてあげたくらい昔からの仲ですよ？　今さら裸の一つや二つ」

「アシェラ様……もう少し慎みをお持ちくださいませんと」

「こんなおばちゃんの裸に興奮するとは思えませんけど？」

　お婆ばあちゃんと言わない辺りに、微妙に彼女の自尊心が現れている。

「一度鏡をご覧くださいまし。どう見ても適齢期前の小娘でしょうに」

「い、意外と言いますね、あなたも……」

　地味に辛しん辣らつな側女の言葉に肩を落とすが、それすら構わぬとばかりにボーエン枢機卿が乗り込んできた。

　五十年以上も前におしめを替えた彼も、もはや初老の男性になっている。

　しかしアシェラはまったく気にした素振りを見せず、沐浴を続けていた。

「アシェラ様、先ほどギルドから連絡があり、フィーナ様が何者かに拉致されたと──」

「なんですって!?」

　報告が終わるのも待たず、アシェラはその場でいきり立ち振り返った。全裸で仁王立ち。これにはさすがにボーエン枢機卿も視線を下げる。

　しかしアシェラはそれすら気に留めず、全裸のまま、浴場から飛び出していく。

「私が洗礼を授けた娘に手を出すなんて、なんてバカ者がいるのかしら！　ちょっとそこの人、神殿騎士団から精鋭部隊を編成しなさい。三十分以内に！」

「ちょ、猊げい下か！　三十分は無理で──ってかなんで裸!?」

　無む茶ちや苦く茶ちやな要求を突き付けられた通りすがりの司祭はしかし、忠実に教皇の命を果たし手隙の神殿騎士をかき集め、突貫でフィーナ救出部隊を編成した。

　そして時間を同じくして、ラウム森王国、北部三か国連合、フォルネウス聖樹国から兵を送り込まれた辺境の村は、一時混乱の渦に巻き込まれるのだった。
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「おい、やべぇぞ！　なんか外がエライことになってるぞ!?」

　封書を投とう函かんしてきたジョーンズは、そのまま食料を調達してから、屋敷の物置に戻ってきていた。

　しかしその頃には続々と兵士がライエル邸に押し掛けてきて、見る間に百人ほどの軍隊が駐留する状態になっていた。

　ジョーンズはこそこそと人目を避けて物置に忍び込んだのはいいが、それも近いうちに不可能になりそうな勢いである。

　しかも通りすがりに見ただけでも、マクスウェルにガドルス、果ては暗殺者風の若い男の姿まで確認できていた。言うまでもなくレイドである。

　まさに六英雄勢せい揃ぞろいだった。

「え、あんさつしゃ？　あ、ひょっとしてレイドおにーちゃんきてるの？　ごあいさつしなきゃ！」

　フィーナは何度かレイドと顔を合わせたことがあるので、彼が来ていると聞いて勢い込んで立ち上がった。

　あっさり目先の目的を忘れる辺り、実にお子様らしい。

　しかしそのまま飛び出されては、隠れ場所がバレるばかりか、事件があっさり解決してしまう。

　そうなると、誘拐した自分たちの命に関わる。

　ましてや六英雄が勢揃いしている以上、発見されたら即死亡してもおかしくなかった。

「待て待て待て！　俺たちは今潜伏中なんだぞ！　探しに来た奴に会いに行ってどうする！」

「あ、そうだった」

　てへへと舌を出すフィーナに、カーバンクルはやれやれと言わんばかりの仕草で首を振っていた。

　誰に似たのか、無駄に行動力のあるフィーナに、日頃から振り回されているらしい。

「しかし、人が集まってきたってことは、手紙は無事届いたようだな？」

「ああ。しかしまさか六英雄がすべて揃うとは……しかもこんなに早く」

「しかもあの兵士の数。北部だけじゃなくてラウムや世界樹教の紋章を付けていた奴もいたぞ」

「おそらくマクスウェルが転移魔法でかき集めてきたんだろう」

「おいおい、いくらマクスウェルといってもあれだけ大人数を、この短時間で集められるのか？」

「ってことは、連中は自発的に集まったってことか？」

　その真実に思い当たり、ちらりとフィーナの方に視線を向ける。

　そこにはカーバンクルと戯れる幼女の姿があったが、この兵力の集まり具合を見る限り、そのカリスマたるや六英雄に匹敵するかもしれなかった。

　ましてや、トロイたちは距離を取り続けていたとはいえ、クファルと共に行動していた過去がある。六英雄とは、完全に敵対していた実績がある。

　しかも世界樹教の紋章まであった。教皇暗殺をクファルが企んでいたことは記憶に新しい。彼らはいわば、主敵に値する。

　つまり今の彼らは北部三か国連合、ラウム森王国、ファルネウス聖樹国の三国から追われているということになる。

「トドメは、やたらキラキラした法ほう衣えを着た子供までいたぞ。あれ、なんだ？」

「知らん。けど贅ぜい沢たくな法衣ってことは、かなり位の高い司祭なんだろ」

「司祭か。ひょっとするとマリアの関係者かもな。だとすると、ヤバい相手かもしれん」

「なに？」

　ゼルはその情報を受けて顎に手を当てて思案する。

「少なくとも今の状況はマリアにとって、かなり厳しい状況だ。そこへ高位の神官と思おぼしき少女がやってきた。これがタダ者と考えるのは、無理がある」

「……確かにな。マリアが助力を乞うに値する力を持っている、と考えるべきか」

「だとすりゃ、俺たちもう行き詰まってないか？」

　地下にいる彼らの頭上には、百に届こうかという兵士がいて、しかも六英雄と正体不明の司祭（もちろんアシェラ教皇である）までいる。

　マリアをコルボ村まで連れ出せれば、後はなし崩しに治療をさせて、などと考えていたが、それすら怪しい状況になってきた。

　そもそもこの状況では、自分たちがここから脱出することも難しい。

「ここに籠こもったの、実は間違いなんじゃ……」

「んーん、まちがいじゃないよ。だっててぃなーがいるもん」

「ティナってコルティナのことだろ？　なんでそうなるんだ？」

「てぃなーならぜったいマクスウェルおじーちゃんよぶもん。まくすうぇるおじーちゃんなら、ぜったいさーちの魔法つかうもん」

「サーチ……物品探査の魔法か？」

「うん、でもここなら、つかわれてもばれないし」

「ああ、なるほどな。ここなら物置の品と嬢ちゃんの品の反応が混ざるから……意外と頭が回るじゃないか」

　フィーナの説明を聞き、三人は納得の表情を浮かべる。

　そんな三人を見て、フィーナはさらに得意げな顔になった。

「えへへ。白いかみさまが、やるならてってーてきにやりなさいっていってたの」

「誰だよ、その神様……」

「えっとね、はかいしんゆーりだって」

「邪神じゃねぇか」

「ちがうもん！　にてるけどちがうっていってたもん！」

　師匠に当たる破戒神を邪神呼ばわりされて、フィーナは大いに憤った。

　手を振り回して抗議するが、三人はそれどころではない。

　今、頭上には彼らを探すべく集結した、百人前後の兵がいるからだ。

　開拓村の住民とほぼ同数のこの兵士と、六英雄を敵に回して逃げ切るのは至難の業だ。

「まあ、この嬢ちゃんの言う通り、子連れで村から逃げ出していた場合は、マクスウェルに速攻で感知されていただろうな」

「かといって、いつまでもこの場所に隠れているわけにもいかん。コルボ村には俺たちの帰りを待つ者がいるんだ」

「それはわかっているが……」

　状況は完全に詰んでいる。こうなったら大人しく投降するのもやむなしか、それともマリアが痺しびれを切らしてコルボ村に向かうのが先かという、我慢比べの様相になりつつある。

　問題はフィーナを長々と拘束した場合、それだけ彼らの死の確率が高くなるということだ。

　たとえ危害を加えていなくとも、ライエルたちの積りに積もったストレスが殺意に変化すれば、この世界のどこへ逃げようと、生き延びる術はない。

　それだけの権力者とのパイプを持っている。クファルという指導者を失ったトロイたちに、それを掻かい潜くぐる力は無かった。

「どうしようもない、投降するなら早い方がマシかもしれんが」

「そうなると、母ちゃんの命が……」

「俺だって娘の命が懸かってるんだ！」

「落ち着け、大事な人の命が懸かってるのは、皆同じだ。だからこんな無む茶ちやをしでかしたんだろう」

「あ、ああ……そうだったな。すまん」

「いや、いい。気持ちは皆同じなんだ」

　がっくりとうなだれる男たち。フィーナはその沈鬱な空気を感じ取り、いたたまれない気分になって身体からだをもじもじと動かしていたのだった。
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　今のライエル邸には三国から、それぞれの最高権力者か、それに近い位置の者から派遣された戦力が集結していた。

　本来ならそれぞれが反目しあい、牽けん制せいしあう状況かもしれないが、今はフィーナ救出という目的のために一致団結していた。

　ある意味において三つの国を結び付けたフィーナは、邪竜コルキスの襲来に匹敵する団結力を、各国から引き出したことになる。

「マリア、聞いたわよ。大変だったわね。私が来たからには、もう大丈夫よ」

「アシェラ、来てくれたのね」

　泣き腫らし、赤い瞳をさらに赤く充血させた目で、マリアがアシェラを迎え入れる。

　とりあえず兵士は屋敷の周辺に野営させているので、屋敷の中に入るのはアシェラだけだ。

　屋敷にはすでにコルティナとマクスウェル、ガドルスにレティーナ、レイドにフィニアまで勢揃いしていた。

　この面々が揃うとちょっとやそっとの地位の者では、あっさりと埋もれてしまう。

　現に北部三か国連合の王妃のはずのプリシラは、部屋の隅で縮こまっていた。マテウスもライエルが怖くて、私兵の統率という口実で逃げ出していた。

「いやいや、無理です。この面々と五分に話し合うとか、私には無理ですぅ」

「なに言ってますの。そんなこと言ったら、わたくしなんてただの小娘ですわ」

「レティーナ様はラウムの侯爵令嬢様で、未来の公爵様で、マクスウェル様の婚約者じゃないですか！」

「あら、そう言われてみれば、わりと重要人物のような気がしますわね？」

「いいじゃねぇか別に。俺なんかすでに死んだ人間だぞ。この中では間違いなく、一番普通の人間だ」

「いえ、間違いなく私ですから。ニ……いえレイド様」

　隅っこで借りてきた猫のようになっているプリシラを慰めるべく、レイドが気安く声をかける。

　濃紺のいつものコートを身に纏まとった彼の姿は、明らかに他の人間を圧倒する雰囲気を発していた。

　どこをどう見たら、普通の人間だと主張できるのか、プリシラは首を傾かしげざるを得ない。

　そんなレイドに容赦なくツッコミを入れるフィニアも、度胸の面では尋常ではない。

「あの、今さらですけど……レイド様、ですよね？」

「ああ、そうだ。前に会っただろ」

　そんなレイドに、レティーナは手を組み合わせて尋ねてきた。

　かつて一度ハウメアの姿で、レティーナとは会ったことがある。

「今は生前の姿に変身してるけどな。本当の姿はナイショだぞ」

「そういえば以前は女性の姿でしたわね。あちらの姿も素敵でしたが」

「あ、ああ。あれはマリアを模して作った姿だから……」

　目をキラキラさせて尋問を開始したレティーナに、レイドは少しばかし腰が引けた態度を取っていた。

　もちろん中身はニコルなので、このようなレティーナの態度を奇妙に感じ、噴き出しそうになるのを必死で堪こらえている。

　今回、あえてニコルでもハウメアでもなくレイドの姿で戻ったのは、ここが故郷の村だからである。

　マリア似の姿でうろついていれば、村の人間が変に混乱してしまうかもしれないという、微妙な配慮により、誰にも似ていないレイドの姿を選択していた。

　しかしおかげで、予想外の参加者であるレティーナに、しつこくまとわりつかれることになってしまった。

「レイドや。浮気は許さんぞ？」

「爺じいさん……それはあんたの婚約者に言う言葉だろ」

「ワシがレティーナにきつく当たれるわけないじゃろうが！」

「本末転倒だよ！」

　意外なことだが、レイドは同性の六英雄の中では、マクスウェルと一番仲が良い。

　これはマクスウェルのコミュニケーション能力の高さと、レイドの一見取っ付きにくいが実は素直な気質による相乗効果だった。

　レイドは無意識に発散する威圧感によって、周囲に人を寄せ付けない。しかしマクスウェルはそれを意に介さないため、結果的に最も話をする仲になっただけである。

　今回も部屋の隅で談笑する二人に、コルティナがペシンと頭を叩たたいてきた。

「ほら、バカ話してないでさっさと捜査を開始するわよ。アシェラ、プリシラ、悪いけど兵士たちには村の周囲を固めさせて。誰も村から出しちゃダメよ？」

「りょーかぁい。犯人を逃がさないようにするためよね？」

「承知しました」

「もちろん。マクスウェルは物品探査サーチの魔法。居場所を特定するわよ。レイドはその後の突入要員。フィーナの身柄を最優先で確保して。ライエルとマリアは……暴走しないでね？」

「お、おう」

　放置しておくと、ライエルは聖剣を振り回して潜伏場所に突撃をかけかねない。

　マリアも多彩な魔法を駆使して、何をするかわからない精神状態だ。

　それを察して、コルティナは前もって釘くぎを刺しておいた。こういう場面で役に立つのは、マリア以上に多彩な手段を持つマクスウェルと、敵に気取られずに潜入工作をこなせるレイドである。

　レイドは、久しぶりに会う恋人の姿に顔を赤くしつつも、やるべきことをしっかりとこなす彼女には、頼もしさすら感じていた。

「ふむ……む？　この屋敷にしか反応はないぞ？」

「え、うそ？　もう村から逃げ出したのかしら？」

「その可能性もあり得るな。待ち合わせ場所はコルボ村なんだろう？」

「それにしても、ワシの探査範囲は十キロ四方を超える。脅迫状が届いてまだ三時間も経たっておらんのじゃろう？　子供連れでこの範囲を超えられるとは思えん」

「村の外に馬か何か用意していたのかもしれないわね」

　コルティナは再び逃亡手段に思考を向ける。その間はレイドもやることがない。

「まあいいさ。アジトがわかったら教えてくれ。俺もフィーナに手を出した奴をタダで帰してやる気はない」

「頼りにしてるわよ」

　関心が薄い振りをして部屋を出ていくレイド。実際はレティーナの追及から逃れるためでもある。

　フィーナの安否は心配だが、室内の話は別にその場にいなくても、糸を使えば聞き出せる。ならばまずは自身の身の安全を図ろうとしたのだ。

　そして当のレティーナも、状況を思い出したのか、表情を引き締めてコルティナの指示に聞き入っていた。

「安心して、マリア。まだ他にも手があるから。絶対フィーナを見つけ出してあげる。そして犯人は絶対に許さない」

「ええ、わたしも犯人を目の前にしたら、何をするかわからない気分よ」

「俺もだ。まずフィーナに触れた指をへし折ってから、腕を斬り落としてやる」

「落ち着け、ライエル。俺の分も残しておけ」

「それよりガドルス。コルボ村の方はいいのか？」

「そっちはニコルたちに任せておる。少しばかり目立つ連中だが、さすがマリアの娘というべきか、腕は立つ」

　実際はニコルはそちらに向かってはいない。向かったとしても美少女揃ぞろいのニコルたちでは、こういった捜査には向いていない。

　行く先々で男に絡まれ、余計なトラブルに巻き込まれることは目に見えている。

　そこでガドルスは、ニコルたちと同期の冒険者であるマーク、ジョン、トニーの三人をコルボ村に差し向けていた。

　ストラールの街もコルボ村も国境を挟んですぐの場所にあるため、翌朝には村に辿たどり着いているはずである。

「コルボ村には、すでに先回りしておる。誘拐犯に逃げ場はもう無いわい」

　ガドルスはニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　日頃温厚な彼が、こうまで攻撃的な顔をするのは、非常に珍しいことだった。




　レイドは居間での会合を抜け出し、屋敷の屋根の上へ移動した。

　久しぶりの実家とあって、今も残されている自室でくつろぎたいところだが、フィーナのことを考えるとそれどころではない。

　かといって、あの場にいたらレティーナの追及を受け、何かボロを出す可能性もあった。

　そこでとりあえず気分を落ち着けるため、屋根の上で一人になることにしたのだった。

　決して、ややこしい話についていけなくなったわけではないと、彼は心の中で主張していた。

　もちろん居間での話し合いは糸を通じて聞いているし、今もカップに糸を巻き付けて拡声器代わりに使い、レイドの声を伝えることもできる。

　彼が無気力に事に当たっているわけではないことは、六英雄の仲間たちは充分に理解していた。

　しかしそれは、他の人間……つまり派遣されてきた兵士には理解されなかった。

「なんだ、あいつは？」

「ほら、あいつだよ。六英雄のレイド。転生の魔法で復活したんだと」

「本当か!?　しかしそれにしても、仲間の娘の誘拐事件だというのに……」

「屋根の上で昼寝とはな。暗殺者だから、命の重さも軽いんだろうよ」

「結局、半魔人は信頼できんということか」

「シッ！　アシェラ様に聞かれたらなにさせられるかわからんぞ」

　アシェラは半魔人差別について、反対の立場を取っている。しかし派遣されてきた神殿騎士まで、その思想が浸透しているわけではない。

　特に即席とも言える派遣部隊では、アシェラと意見を異にする者も多かった。

　そしてそんな会話も、レイドはしっかりと聞き取っている。

「好き勝手言ってくれるな。まぁ、その程度ならかわいいもんだが」

　幼い頃から差別されてきたレイドにとって、育ちのいい神殿騎士の悪態など、そよ風のようなものだ。

　それにこうして盗み聞きしていることを、できるだけ秘密にしたかったということもある。

　こういう技能を持つことで、余計な疑惑の目を向けられることがあったからだ。

　そもそも、本人は何気なく使っているが、こういった諜ちよう報ほう技術はレイド個人の能力の高さによる。

　空気中を伝わる声の振動まで感知して、それをレイドの耳元まで届ける操糸の技術がどれほど卓越したものか、本人だけが自覚していない。

　これほど緻密かつ繊細な操糸の技術は、ヨーウィ家の密偵であるサリヴァンでも使えなかった。

　しかしレイド本人はちょっとしたコツで使える程度という認識から外れない。

　これは彼が幼い時に騎士団の入団試験に落ちたことや、アスト──風神ハスタールやライエルという超人たちと接し続けてきた影響だ。

　あまりにも常識から外れた者たちと接し過ぎたが故に、自分を不当に低く評価してしまう癖がついてしまっていた。

「それにしても、コルティナやマクスウェルを出し抜くとはな」

　適度に温まった屋根の上に寝転がると、じんわりとした熱が伝わってきて、ささくれ立った気持ちが少しだけ落ち着いてくる。

　居間ではまだコルティナとマクスウェルによる討論がされていたが、レイドも個人的にフィーナの行方ゆくえを考えてみる。

　マクスウェルの物品探知サーチの魔法は、十キロメートル四方の広範囲を探知できる。

　脅迫状が届いてマクスウェルが魔法を使うまで、およそ三時間。

　この間に三歳の子供とカーバンクルを連れて探知外に逃れるのは、かなりの無理を強いる必要がある。

「大人だけなら、それも可能だろうが……」

　物品探知サーチの魔法は、個人が所有する物、衣服や装飾品なども探知するものだ。

　この魔法から逃れるためには、所有物を処理する必要がある。

　そのため、被害者が丸裸で拘束されるという事態も、往々にして存在する。

「誘拐犯はフィーナを裸にして拉致しているとか？　いや、それはそれで服の処理が必要になるし。やはり馬を用意していたか？」

　だがそれはそれで、レイドには納得しづらいものがあった。

　おそらく誘拐犯は市を立てるための商隊に同行して、村に侵入したはずだ。

　商隊そのものが誘拐犯と共犯でもない限り、村の近くに馬を隠すなんて怪しいことこの上ない。

「他の可能性としては……探知系魔法の対抗手段を用意してるとか、もしくは俺みたいに転移魔法が使えるとか？」

　口にしてみたが、これも実現性は怪しいところだった。

　対探知系の魔道具は高価で、これを用意する金があるなら身代金など不要になるくらいの値がする。

　それに転移魔法にしても同様だ。この魔法を使えるなら、金には困らないほど仕事が舞い込んでくる。

　大した荷物を運べなくとも、手紙一つ運ぶだけでも利用価値は高い魔法だ。

「ポイントは、マリアにコルボ村まで来るように指示してる点か。金銭目的ではない可能性が高いか」

　そもそも、本当に魔法の範囲外に逃げ出したのかも気になる。カーバンクルは決して弱いとは言えないモンスターだ。

　そのカーバンクルが守護するフィーナを目撃者もなく拉致し、潜伏するなど、ライエルでも可能かどうか。

「まぁ、俺なら可能なんだが。くそ、こんなことならカッちゃんをもっと鍛えとけばよかった！」

　すでに幼い時からニコルと行動を共にしてきたカーバンクルは、一般的なカーバンクルよりもかなり能力が高くなっている。

　しかしその冒険の舞台は、大半が森の中。つまり野外での話だ。

　混雑する人ごみの中で狙ってくる相手の対処というのは、完全に彼の守備範囲外だ。

　無論、これは明らかにレイドの八つ当たりなのだが、それを指摘する者はこの場にはいない。

「覚えていろよ。帰ってきたら地獄の特訓だ……って、ん？」

　そこでレイドは奇妙な人影を目にした。

　屋敷の裏庭付近で、兵士の目を掻かい潜くぐるように移動する一人の男。

　大量の荷物を抱えているので、一見屋敷の使用人に見えなくもないが、幼い頃からこの屋敷に出入りしていたレイドには、見覚えがない。

　帽子を目深にかぶっているので、髪型や顔は詳しく見て取れないが、これまで屋敷に雇われた者で、少なくとも男はいない。

「新しくライエルが雇った……ってわけじゃなさそうだな」

　この屋敷の食材などは、基本的にマリアが自ら買い出しに出る。

　ニコルやフィーナと一緒に買い出しに出るのは、彼女にとって貴重な癒いやしの時間だ。

　それはフィーナが生まれてからも、変わってはいない。

「こりゃまた、あからさまに怪しい男の登場だな」

　どうやら手掛かりが向こうからやって来たようだと判断し、レイドはコルティナに連絡を送る。

「ティナ、怪しい男が屋敷の側にいる。ちょっと後をつけてくる」

『了解、一人で大丈夫？』

「まかせろ、俺を誰だと思ってる」

『微妙なところでポカしてるヘッポコ暗殺者』

「てめぇ、帰ったら覚えてろ！」

　一声怒鳴ってから、レイドは屋根から飛び降りた。

　そして着地する頃には隠おん密みつのギフトを起動し、気配を消す。

　路地からレイドを見ていた兵士たちは、一瞬でレイドの姿を見失い、それ以降は興味を失ったかのように職務に戻ったのだった。
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　物置から地下に入ったジョーンズは、買い出してきた荷物をトロイに渡した。

　とりあえず状況が膠こう着ちやくしているために、今のうちに必需品などを用意しておくことにしたからだ。

　必要な物としては照明用のランタンと人数分の寝袋。食料と飲料水、着替えなど。

　洗濯などはできそうにないので、これは重要な準備だった。

「ジョーンズ、外の様子はどうだった？」

「そりゃもう、ここに入るのすら一苦労だったぞ。兵士は村の外周を封鎖しに向かったけど、それでも少数は屋敷に残っていたからな」

「警戒はさらに増したか」

「だが、ここがバレている様子はない。嬢ちゃんの読みは当たったってことだな」

　マクスウェルが物品探査サーチを使用することは、生まれてからマクスウェルと付き合いのあるフィーナなら、予想の範囲内だった。

　だからこそ、木を隠すなら森の中と言わんばかりに、フィーナの持ち物が溢あふれる物置に隠れるという選択肢を採った。

　この段階では、その判断は正解だったと言えよう。

　その判断ができるだけで、フィーナが並の三歳児ではないことがわかる。

「急いで村の外に出ていたら？」

「多分、逃げ切れなかっただろうな。ライエルとマリアだけならともかく、マクスウェルまで来たのは予想外だった」

「考えてみれば、当たり前だよな。なんで思いつかなかったんだか」

「犯罪を犯す時なんて、そんなもんかもな。追い詰められてて、それしか手段がないように思えてしまう」

　買い物袋からランタンを取り出しながら、ジョーンズはぼやいた。

　それをゼルに渡しながら、肩を竦すくめた。

「ほら、これがあれば光明ライトの魔法は必要ないだろ」

「ああ、すまん。助かるよ」

　地下に隠れてから、内部の明かりはゼルの使う魔法によって賄われていた。

　逆に言えば常にゼルの魔力を消耗することに繋がる。光明ライトの魔法を込めた石ころも売っているが、少しばかり値が張るので、先の読めないこの状況では手を出しづらかった。

　逃亡に際して、金が必要になることも考えられたからだ。

「嬢ちゃんは？」

「今は寝てる。この年頃の子供なら、無理もない」

　ジョーンズの質問にトロイが答える。彼自身、似たような年頃の娘がいるだけに、一際思い入れがあるようだった。

　寝袋の中にカーバンクルと一緒になって潜り込んだフィーナを、誘拐犯とは思えないような優しい顔で見守っていた。

　ゼルはそんなトロイを見ながらランタンに火を灯ともす。それを壁に掛けようとした瞬間にランタンが突如破裂し、同時に彼が維持していた光明ライトの魔法も解除された。

　どこからともなく小石が飛来し、ランタンを破壊したようだった。

「な、なんだ!?」

「わからん！　それに魔法が──」

　慌ててゼルは再度魔法を使おうと詠唱しようとした。その喉元に、細い糸が絡みつく。

「魔法消去イレイスの魔法だ。干渉系のな」

「だ、誰……ぐぁっ!!」

　闇の中から何者かの声が聞こえ、誰何すいかしようとしたゼルだったが、それは叶かなわなかった。

　首に巻き付いた糸が急激に締まり、同時に後ろに引っ張られたからだ。

　そしてゼルの背中に、別の何者かの背中が当たる。まるで背負われるかのような状態で、ミシミシと首の糸が締まっていく。

「あっ、ぐっ！」

「ゼル、どこだ!?　がふっ！」

「げふっ、ぐはっ」

　トロイの声に反応するかのように、ゼルの喉が解放され、同時にトロイの悲鳴が聞こえてきた。

　解放されたゼルだが、それどころではなく床に崩れ落ち、喘あえぐように空気を貪っていたところで首に手刀が落とされ、彼はあっさりと気絶した。

　トロイの方も、みぞおちに蹴りを打ち込まれ、悶もん絶ぜつしている。

　どうやら侵入者はゼルを解放するや否いややトロイに蹴りを撃ち込み、その後ゼルを気絶させたようだった。

「ゼル、トロイ！　どうしたんだ!?」

　急な暗闇に、唐突に聞こえてくる悲鳴。一人残されたジョーンズはまるで救いを求めるかのように仲間の名を叫ぶ。

　それが彼の位置を侵入者──レイドに知らせることになるとは知らずに。

　混乱し、叫び続ける無防備なジョーンズの正面から首筋に回し蹴りを叩たたき込こみ、彼を気絶させる。

　そして誰の声も聞こえなくなった闇の中で、レイドの声が響いた。

「カッちゃん、明かり」

「きゅ」

　時間は短かったが、これだけ騒々しく暴れたのだから、カーバンクルは目を覚ましているはず。

　そう判断して声をかけたレイドだったが、その推測通りだった。

　逆にフィーナは、まだ目を覚ましていなかった。子供の眠りは深い。

　明るくなった地下室には、倒れた三人の男とレイド。そして寝袋に入ったままのカーバンクルとフィーナがいた。

　倒れている男たちは揃って意識が無いが、呼吸はしっかりとしており、死んではいないことがわかる。

「よしよし、死んではいないな。フィーナを見る目からなんか事情がありそうだったから、殺すまでもないかと思ったんだが」

「きゅううぅぅぅ」

　カーバンクルは『やり過ぎ』と言わんばかりに首を振っているが、レイドからすればこの程度で済ませたのは慈悲である。

　もしこの場に来たのがライエルだったなら、彼らは今頃肉片と化していただろう。

　さらに言うとマリアだった場合、なんだかよくわからない手段で、恐ろしい苦痛を経験してたはずだ。

　レイドは溜ため息いきを吐つくカーバンクルを無視して、ジョーンズが買ってきた荷物を漁あさる。

「お、寝袋が人数分あるな。犯人を縛り上げてこいつに突っ込んでから浮遊レビテートすりゃ、楽に運べるか」

　言うが早いか、予備のピアノ線を使用して手早く三人を縛り上げ、頭から寝袋に突っ込んでから口を閉じた。

　これで三人が目を覚ましても視界は塞がれたままのため、どこに運ばれるか理解できず恐怖感を募らせるだろう。

　そしてその不安は尋問を有利に運ぶのに使える。

「よし、じゃあ帰るぞ。ほら、お前も寝袋から出ろって」

「うきゅうぅぅぅ」

　フィーナを寝袋から引っ張り出し、片腕で抱き上げる。

　同時に残った腕で魔法陣を描き、男たちを詰め込んだ寝袋を宙に浮かせる。

　それらを糸で結んで引っ張り、出口に向かった。

　こうして三か国を巻き込んで展開した誘拐事件は、大半の人物が関与する余地もなく、あっさりと解決してしまったのである。




　ライエルの屋敷の食堂に一同が会し、縛り上げられたトロイたち三人が正座させられていた。

　今回この場にいるのは六英雄とレティーナ、マテウス、アシェラ、フィニアの十人と犯人のトロイたち。

　それに被害者のカーバンクルとフィーナの計十四人と一匹である。

　食堂を場に選んだのは、ここが屋敷内で一番広い部屋だからだ。

「さて、まずお前たちには聞きたいことがある」

　三人の前に仁王立ちになり、ライエルが凄すごみのある声を発する。

　ここで下へ手たな受け答えをすれば、即座に三人は挽ひき肉にくにされてしまうだろう。

　現にマテウスはブルリと身震いしていた。かつてライエルにオモチャの様に振り回されたことを思い出したようだ。

　非武装でも人間を挽肉にできるくらいの筋力が、ライエルにはある。

「苦しんで死ぬのと、のたうち回って死ぬ。どっちがいい？」

「いや、そうじゃねえだろ」

「そうよ、あなた。無駄に死なせるなんてもったいない。生きたまま解剖しましょう」

「マリアも黙ってて。怒るのはわかるけど」

　レイドとコルティナがそれぞれにツッコミを入れて、三人の前に出る。

　彼らに対する制裁は、今やらねばならないことではない。まずはなぜこのような事態になったのか、その原因を知るべきだとレイドたちは考えていた。

「まず、カーバンクルが護衛についていたのに、どうやってフィーナをさらったんだ？」

　ニコルと修羅場をくぐってきたカーバンクルは、普通のカーバンクルよりも遥はるかに強い。

　そして本人（？）も、フィーナを矜きよう持じを持って守護していた。

　そんなカーバンクルの目を掻かい潜くぐって、しかも人目のある場所で拉致するのは、レイドでも難しい。

　たとえ町中での護衛経験が少なくとも、正面切っての戦闘ならカーバンクルは侮れない実力を持っている。

「それは……クファルさんにもらった薬で」

「クファルか。またあいつなんだな？」

「いや、これは俺たちが勝手に考えたことなんだ！」

　ここでクファルにすべてを擦なすり付けてしまうことも、選択肢にはあった。

　しかし彼らからしてみれば、クファルは大事な人を救ってくれた恩人でもある。

　それを裏切って、彼にすべての罪を押し付けてしまうのは、やはり後ろめたいと感じていた。

　ここまでの事情をレイドに話し、なぜフィーナをさらわねばならなくなったのかを説明する。

「嬢ちゃんをさらったのは悪いと思っている。だが、俺たちにはもう他に選択肢は……」

「クファルさんのくれた薬は、もう残り少ないんだ。この薬は臭いをかぐだけでも昏こん睡すいしてしまうくらい強力で、その効果を使って眠っている間だけ、病の進行が止まる」

「だけど、この薬も残り少ない。使い切ってしまう前に実行に移すかどうか、決断する必要があったんだ」

　堰せきを切ったように、口々に主張する三人。しかしそれを、コルティナは見下したように吐き捨てる。

「だからといって、こんな幼い子を巻き込むのは感心しないわ。まずは正攻法で頼み込もうとは思わなかったの？」

「クファルさんとあんたたちが敵対していることは、俺たちも知っている。俺たちも密偵として作戦に参加したこともあった。そんな俺たちの頼みを、聞いてくれるとは思えなかったんだ」

「その人たちが本当に大事なら、土下座してでも頼み込むべきだったわね」

「まぁ、俺もそう思うが……それはそれとして、マリア、どうする？」

　レイドとて今回の件に関しては、腹に据えかねている面はある。

　しかし同じ半魔人として、真っ当な医療を受けられないという彼らの主張も、理解できた。いや、経験してきた。

　もし大事な人を救うため、それしか手段が思いつかなかったとしたら、自分も同じことをしたかもしれない。

　誰よりも半魔人の境遇を知るのは、同じ半魔人の彼だけだ。

「そうね……今回の事件は確かに許せないけど、それと病気の人に関しては別の話ね」

「なら、治しに行くのか？」

「レイドはそうしたいんでしょう」

「お、俺は別に、どっちでもいいし？」

　この期に及んで冷徹な振りをするレイドに、困った弟を見るような視線を送るマリア。

　事実、この男が世間の噂うわさほどの冷血漢ではないことは、邪竜退治の長い旅の中で理解している。

「私も困っている人を見捨てたくないし、治すのは、まぁいいわ」

「本当か!?」

「あ、ありがとう、本当に感謝する！」

「よかった、これで助けられる……」

「その前に、その薬とやらを見せてもらえる？　どんな薬を使っていたのかで、病状を把握できることもあるし」

「ああ、これだ」

　ゼルが懐から小さな薬瓶を取り出す。その中にはほんのわずかに、残り一割ほどの液体が詰まっていた。

「気を付けてくれよ。臭いを嗅ぐだけで意識を失う猛毒でもあるんだ。娘たちは一口飲ませるだけで五日は眠り続けるんだ」

「わかってるわ」

　そう言うとマリアはほんのわずかに薬瓶の蓋を開け、急激に吸い込まないように注意しながら鼻を近づけていく。

　だがそれだけでクラッと来たのか、マリアは即座に解毒の魔法を発動させていた。

「かなりきつい麻酔成分があるみたいね」

「たぶんそれだけじゃなくって、ねてるあいだのたいしゃもおとすんじゃないかなぁ？」

　唐突に幼い声が割り込んでくる。言うまでもなく、フィーナだ。

　彼女は薬学に関するギフトがある。ある意味、この場では最も役に立つ人材かもしれなかった。

「代謝？　そっか、眠らせるのではなく、眠るように時を止めているのね。病の進行を止められるのは、そのせい……？」

「待って。もしクファルなら、その病すら自演の可能性があるわ」

「そういえば、彼は毒と病気のスペシャリストだったわね」

「ええ。協力者を集めるために、自作自演で病気をばらまいたとも考えられる。あいつが半魔人の仲間を効率的に集めてたこと、不思議だったのよね」

　トロイたちはクファルがディジーズスライムという、病魔を宿したモンスターであることを知らない。

　知っていれば、真っ先に犯人が彼であることを疑っただろう。

「もしそうなら、病気を治すだけじゃなく解毒も必要になる。なおさら私の力が必要になってくるわね」

「薬の残量からして、あまり時間はないはず」

　この薬瓶が三人の共有物なのだとしたら、使えてあと一回というところだ。

　コルボ村に患者がいるのだとすれば、彼らはこの村に来るまでに三日、今日で一日の計四日を使っていることになる。

　徒歩でコルボ村に行くなら、間に合わないかもしれない。

「今から三日、患者の体力は持つのかしら？」

「出かける前に少し多めに飲ませてきた。看病してくれている家族にも少しだけ予備を渡してある。ギリギリ間に合うはずだ」

「そう。ならすぐに出発しましょ。マクスウェルならすぐでしょ？」

「その村には行ったことがないので、転移はできんのぅ。飛翔フライトで向かうことになるが、まぁ今日中には着くじゃろ」

「助けてくれるのか！　感謝する、これでもう、思い残すことは何もない……」

　涙を流しながら、抱き合うトロイたち。

　それを見て、声を荒げることもできず、肩を竦すくめるライエルたちだった。




　結局コルボ村には、六英雄とフィーナ、それと犯人の男たち三人の十人で向かうことになった。

　フィーナを連れているのは、薬学について専門的な教育を受けているからである。

　破戒神によって知識を授けられた彼女は、一部において大人顔負けの博識さを誇る。

　マクスウェルの探知魔法を掻い潜った例を見ても、その教育の成果は見て取れた。

「とはいえ、十人もまとめて飛ばすのは、骨が折れるのぅ」

　そう言いつつも十人全員に飛翔フライトの魔法をかけて余裕を見せている辺り、やはり魔力の桁が違う。

　魔法で出し抜かれた彼としては、ここで汚名返上と張り切っているようだった。

「ま、婚約者の前で下へ手た打ったままじゃいられないよな」

「うるさいわ。年がら年中下手打っとるお主と一緒にするでない」

「まぁ、このジジィも失敗することはあるだろう」

　そんなことを言いながらもニヤニヤしているのは、レイドとガドルスだった。

　戦い以外で役に立たないことが多いガドルスとしては、こういう場所でマクスウェルをやり込められることが楽しいらしい。

　そんなやり取りもあって、やや憮ぶ然ぜんとした表情で魔法をかけるマクスウェルだが、空を飛べるとあってフィーナは無邪気に喜んでいた。

「まくすうぇるおじーちゃん、すごい！　ふぃー、そらとべてる」

「そうじゃろ、そうじゃろ。ワシの味方はフィーナだけじゃな」

「レティーナもいるだろ。子供ウケだけはいいんだから」

「レティーナは成人しとるわい！」

「一部は成長してないけどな」

「……そこは将来に期待じゃ」

「その間は何だよ？」

「でも屋敷の方は大丈夫かしら？　レティーナちゃんもいるのに、この間をクファルに襲われたりしたら……」

「あいつは世界樹の中で封印状態だよ。破戒神の知り合いが見張ってるってさ」

　レティーナは今回、ライエルの屋敷で留守番ということになった。

　国家の重要人物である彼女をあちこちに連れ回すのは、護衛の観点からも問題がある。

　重要人物という点ではプリシラやアシェラもそうなので、一緒にいてくれた方が騎士団や私兵団が護まもりやすいという考えから、留守番ということになった。

　十人が我先にと飛び立つ中、レイドは例によって不格好な姿で空を飛んでいた。

　しかしマクスウェルにツッコミを入れたり、マリアの不安に答える余裕はあるらしい。

　余裕がないのは、ライエルとガドルスだった。

「フ、フィーナ、パパの手を離さないでおくれ」

「ぱぱ、さかさまー」

「上に向けないんだ！」

「俺なんてグルグル回っとるんだぞ！　目が回る……おえぇぇぇ」

　フィーナに手を引かれ、おっかなびっくり空を飛ぶライエルと、錐揉みスピンして飛行するという離れ業を実行しているガドルス。

　それを見てフィーナはけらけら笑っていた。

　意外と小器用に飛行するコルティナとマリアは、全く危なげがない。

　そんな賑にぎやかな行軍も、一時間少々で終わってしまう。

　飛翔フライトの魔法は、何よりその移動速度が物を言う。

　街道を無視して一直線に進める利点と、名馬に匹敵する速度を疲労せずに維持できるのが大きかった。

　レイドが生前に双剣の魔神と戦った時、コルティナがこの魔法を使えていれば、彼は死なずに済んだかもしれない。

　コルボ村の近くに着陸した一行は、そのまま村に入らず、村の外にある掘っ立て小屋に向かった。

　トロイたちの言葉では、半魔人である彼らは村の中に住むことを許されないらしい。

「ここが俺たちの住すみ処かだ。ユナたちはここで、俺の母の世話になっている」

　トロイの母が孫に当たるユナ、そしてジョーンズの母とゼルの恋人の世話を一人でしているらしい。

　もっとも、三人とも眠ったまま目を覚まさないので、世話といっても大して手はかからない。

「母ちゃん、俺だ。マリアを連れてきた」

「トロイかい？　よく連れてきてくれたよ！」

　喜色満面でドアを開けて現れたのは、白髪混じりの女性。その顔からは憔しよう悴すいの色が明らかに見て取れた。

「ああ、マリア様。よく来てくださいました！　私たちにはあなたしか縋る者がいなくて」

「わかってます。まずは患者の容態を見せてください」

　トロイがどのようにしてマリアを連れてこようとしたか、彼女は知らない様子だった。

　それを察して、マリアは言葉少なに患者の元へ向かう。

　即座に診察メデイツクの魔法で診たところ、やはりクファルの毒で間違いないようだった。

「三人とも、クファルの毒にやられているみたいね。とりあえず解毒アンチドートと浄化ピユーリフアイをかけておくわね」

「ありがとうございます！　私たちはまともな医者にかかることもできず……」

「いえ、この毒は普通の医者では手に負えません。クファルは毒の専門家ですので」

「俺たちは、本当にあの男に騙だまされていたのか……」

「そうね。ついでに言うとアイツ、人間ですらないわよ」

「な、なんだって!?」

　驚きよう愕がくする三人に、クファルがディジーズスライムであったことを告げるコルティナ。

　そしてこの三人が彼の自作自演の巻き添えになったことも、初めて知ることだった。

「あの野郎……絶対許せねぇ」

「とはいえ、もう世界樹の迷宮から出てくることもできないらしいけどね。見張っているのが神話級のバケモノらしいもの」

「そうなのか？　なら一安心ってことなのかな？」

「そうともいえないわね。クファルだけが主犯ってわけじゃないもの。悪事に加担してた連中は他にもいるはずだし。あなたたちみたいに」

「それに関しては本当に反省している。だけどもう騙されることは無いよ」

「そのびょーきなおすおくすり、わたしもつくれるよ？」

　そこに唐突に割り込んできたのは、フィーナだった。

　彼女が破戒神から受けた教育の中には、この程度の毒を解除する万能薬の知識も存在していた。

「でもわたしはおくすりをつくるざいりょーをあつめられないから、つくれないの」

「なんだ、それだったら俺たちが集めてやるよ」

　レイドは気楽に安請け合いしてみせた。実際六英雄の実力があれば、それくらいは可能だろう。

「クファルはいなくなったが、奴の残党は他にもいる。もし奴に騙されている奴が他にもいるとしたら、その解毒薬は貴重な切り札になるからな」

「それもそうね。フィーナ、できる？」

「まかせてー」

　幼い胸をトンと叩たたいて了承する。そんな愛まな娘むすめを誇らしそうに見ているライエル。

　今回、活躍の機会すらなかった彼は、今度こそ娘にいいところを見せようと、心に決めたのだった。




　結果的に、トロイたち三人とその家族や恋人たちには、ライエルの住む村へ移住してもらうことになった。

　これは、このままコルボ村に住んでいたら再びクファルの残党に利用される可能性があることや、何かあった時に村に入れてもらえないのでは生きていくのが苦しいだろうという配慮によるものだ。

　そういった考えのもと、トロイたちはライエルの配下になり、村の自警団員として働くことになった。

　しばらく風当たりは強いだろうが、それは犯した罪の罰ということで納得してもらっている。

　そしてもう一人、罰を受けねばならない存在がいた。

「いい、フィーナ。あなたが今日やったことは、人一人の人生を破壊しかねないほど、大変なことだったのよ？」

「ごめんなさぁい」

「これは謝って済む問題じゃないの。今後はこういう間違いを犯さないよう、しっかりと教育する必要があるわ」

「えうぅぅぅ」

　マリアの前で正座させられ、涙目になって謝るフィーナ。それほどに怒ったマリアは恐ろしいと認識されている。

　しかも今回はその両脇にコルティナとアシェラも一緒に立っていた。

　無責任な破戒神の言葉を真に受け、誘拐犯を振り回した罪は、それほどまでに重い。

　下手をすればフィーナの身の安全すら危なくなる可能性があっただけに、日頃は穏和なアシェラも容赦するつもりはないようだった。

「罰としてお尻ペンペンは当然として、教育の方も少し考える必要があるわね」

「ええ。あの白い子も悪い子じゃないんだけど、少しフリーダムなことを吹き込み過ぎなのよね」

「フィーナは素直な分、影響を受けやすいから、教育者の方にも問題があるのかもねぇ」

「まぁ、あの白いのだからな」

　思わずレイドが話題に口を挟む。それくらいには彼は縁の深い人間だった。

　ミシェルの持つ白銀の大弓サードアイを見ればわかる通り、破戒神の技術力はやはり桁が違う。

　だがそれ以上に、お調子者な性格が悪影響を与える心配は、確実にある。

　今回のフィーナの行動は、それを如実に表している。

「とはいえ悪意のある子じゃないし、薬学の知識も豊富だし、彼女だけを責めるのも何か違う気もするわね」

「もう、マリアはそういうところでいい子なんだから」

　悩むマリアにアシェラは頬ほおを膨らませて不満を呈する。この様子だと、どちらが年上かわからない。

　こういった雰囲気を見る限り、アシェラの方が破戒神に似て見えるから不思議だ。

「まぁ、やっちゃいけないことをきちんとフィーナに教えていけば、問題はないだろう。それに子供をいつまでも座らせておくのも酷だぞ」

　レイドはそう言うと、フィーナを抱き上げて三人の前から移動させた。

　それを見て、コルティナは呆あきれたように声を上げる。

「アンタって、本当に子供に甘いわね」

「そうでもないさ」

「そうでもあるのよ。前の孤児院でも子供の突撃受けて下敷きになってたでしょ。避よけられたはずなのに」

「……そういうこともあったな。まあ、その時の気分で変わるんだよ」

　軽く肩を竦めながらフィーナの背中を軽く叩いて、泣いている彼女をあやす。

　その姿は妙に堂に入っていて、まるで手慣れているかのように見えた。

「なんだか手慣れているように見えるんだけど？　まさかどこかで隠し子とか作ってるんじゃないでしょうね？　主に産む方で！」

「人聞きの悪いこと言うな!?　俺も元は孤児院育ちだから、慣れてんだよ」

　ということにしておきたいレイドである。本当は頻繁にフィーナに会いに来ているので、慣れただけだったりする。

「そ、それよりライエルの方はどうなんだ？　問題は出るんじゃないか？」

「そりゃ、多少はな。でもまあ、最初キツめにしごいてやれば、文句も出なくなるだろう。それにカッちゃんも鍛え直す必要がありそうだし」

「キュッ!?」

　唐突に話題を振られたカーバンクルは、驚愕にほぼ垂直に飛び上がった。

　レイドの腕の中でそれを見たフィーナが、ケラケラと無邪気に笑う。

「ライエル基準のキツめか……死ぬかもな。それと俺も思ってたんだよ。カーバンクル、こっちに来てから妙に鈍なまってねぇ？」

「こっちに来てから……って、そうか、マクスウェルのもとで働いてたんだったな。ニコルのことは知っていたんだな」

「まぁな。機密だから話せなかったが。それになんか、腹のところがタプタプしてるし」

「それでも少し痩せたんだぞ。以前はもっと丸かった」

「そこまでか……」

　なんだかんだでニコルたちの冒険に付き合っていた頃は、運動量も多かったカーバンクルである。

　ところがここにきて、乳幼児だったフィーナの側に付きっきりだったこともあり、その運動量も、戦闘勘もめっきり減ってしまっていた。

　仕方ないことかもしれないが、それが今回の事件のきっかけになってしまったと考えられても、無理はない。

「これはフィーナと一緒に運動させた方がいいかもしれないな」

「でもフィーナはまだ三歳なんだろ。激しい運動はできないはずだ」

「大丈夫、ニコルなんてコボルド相手に喧けん嘩か売ってたぞ」

「俺──それを基準にするなっての」

　うっかり自分のことだと暴露しそうになるレイドだったが、マクスウェルの仕事を手伝っているという設定があるので、ニコルを知っていたことはあまり問題にならなかったようだった。

「ともあれ、連中も居場所が見つかったんなら、これ以上悪さはしないだろう」

「俺が心配してるのは、そっちより別の残党が口封じに来ないかってところだけどな」

「ああ、その可能性もあるな。もっともその時は念入りに返り討ちにしてやる。今回は行き場をなくした拳を容赦なく、な」

「完全に八つ当たりじゃねぇか……」

　呆れた顔をするレイドが、ようやくフィーナを椅子の上に降ろす。フィーナは不満そうだったが、怒られるよりはマシと大人しくしていた。

　こうしてはた迷惑な子供の悪戯いたずらは、無事終結したのだった。
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　聖樹国の教会に戻ったアシェラは、留守中の報告を枢すう機き卿きようから受けていた。

　とはいえ留守にしたのはせいぜい半日程度だったので、聞ける話はほとんどなかった。

「こちらが落ち着いているならよかったわ。それで？　世界樹の異音の方はどうなったの？」

　本来のアシェラならば、マリアの屋敷に一泊するなどと言い出すところだが、現在は世界樹の内部から軋きしむような異音が連日響いており、その麓に神殿を置く世界樹教の最高司祭としては、あまり長く神殿を空けることができなかったのだ。

　しかし枢機卿はアシェラの問いには首を振って返した。

「いえ、大きな変化はなにも。今以上に大きくなることもなく、また消えることもありませんでした」

「状況は現状維持ということかしら。とはいえ世界樹も生き物。半ば折れている上に内部から軋むほどの何らかの圧力を受けていては、樹が死んでしまいかねないわ」

「そ、それほどの大事で!?」

「あくまで万が一の話よ。神話の時代から生き続けてきた樹が、そう簡単に枯れてたまるモノですか」

「脅かさないでください、まったく」

　とはいえ、世界樹から異音が響くというのは、今までの伝承の中でも聞いたことがない。

　定期的に破戒神が『剪せん定てい』を行う際は、巨大な魔法陣が天空に広がるので、それとはっきりわかる。

　しかし今回は、そういった前兆がまったく存在しない。

「神殿騎士を冒険者に紛れ込ませ調査を進めておりますが、成果の方は芳かんばしくありません」

「そりゃそうでしょうね。仮にも世界最古にして最大の迷宮。一筋縄ではいかないわ」

　なぜか自信満々で胸を張るアシェラ。むしろ一筋縄でいかないから困っているのにと、枢機卿は頭が痛む思いだった。
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「以上が開拓村での狂言誘拐の顛てん末まつになります」

　プリシラはエリオットの私室で、今回の派兵の報告をしていた。

　内容が内容のため、公の場で報告ができなかったからである。

「了解した。それにしても、またクファルか……今回の一件も、奴の工作が根底にあるのだな？」

「はい。元は仲間を増やすための工作だったかと思われますが、それが回りに回って……という形でしょうか」

「迷惑な話だな。しかし、奴の仲間の中には、そういう形で利用されていた者もいるということか。ただ討伐すればよいという状況ではなくなってきたか？」

「彼ら三人は、今後はライエル様が監督されることになりました。今後はこのような事件を起こすことはないと思われます」

「それは良かった。半魔人であれ、クファルの仲間であれ、一応はこの国の民だからな。殺さずに済むなら、それに越したことはない」

　エリオットが予想外に穏和な方針を展開してくれたおかげで、プリシラはホッと安あん堵どの息を漏らした。

　たとえライエルが監督しているとはいえ、国王であるエリオットがその裁定を否いやと口にすれば、それに従わねばならなくなる。

　とはいえ、エリオットもライエルに恩義がある身なので、あまり強硬な処罰を求めるとも考えにくかった。

　そうと知ってはいても二人の意見が食い違った場合、その二人を取り持たねばならないのは、現場にいたプリシラの役目である。

　もしそんな状況になってしまったら、彼女の心労は如い何かほどになろうか。プリシラは想像するだけでも鳥肌が立っていた。

「三人の処置に関してはライエル様に一任しよう。私から口を出すことはないと伝えてくれ」

「承知しました。では──」

「それはそれとして、まだ少し口調が硬いな？」

「へ？」

　唐突に話題を変えられ、プリシラは間の抜けた声を漏らす。

　元々幼おさな馴な染じみといってもいい二人である。気安さという面では、他の臣下とは一線を画する。

「せっかく夫婦になったんだ。もっと親しい口調で話してくれてもいいのに」

「そういうわけにはいきません。一応任務ですので」

「ほら、子供の頃みたいに呼び捨てにしてくれてもいいんだよ？」

「そ、そんなことできませんよ!?」

　子供の頃は立場の違いなど、形式的な物と蹴り飛ばしてしまうことが多い。

　事実彼女も、エリオットの近侍となった時は、二人きりになると呼び捨てで呼んでいた。

　それから武術を学び始め、プリシラが正式に護衛になってからは、一切呼び捨てにすることは無くなっていた。

　物心ついた時から王として担ぎ上げられたエリオットとしては、身分を感じさせないプリシラとのやり取りは、数少ない癒いやしでもあった。

「せっかく妻になったんだ。ほら、名前を呼んで」

「いえ、だから……」

「昔みたいに。なんだったら、近侍になる前に呼んでいたエリ君って呼んでくれてもいいよ」

「で、できませんから！」

　プイッと顔をそむけるプリシラに、エリオットは席を立って肩を抱き寄せる。

　息がかかるような近距離に、プリシラは完全に硬直してしまっていた。

「まあ、私たちもお互い子供じゃない。昔のように無邪気にじゃれ合うということはできないが、大人は大人なりのじゃれ合いでもしようじゃないか」

「へ、陛下、おたわむれを……」

　硬直しつつも、拒否の言葉を口にするプリシラ。しかし言葉とは逆にゆっくりと瞳は閉じられていく。

　しかし細く狭きよう窄さくしていく視界の隅で、プリシラは何者かの存在を見て取った。

「ヒッ!?」

　反射的にエリオットを突き飛ばし、腰の剣に両手を伸ばす。

　しかし、いつの間にか室内に潜入していた何者かは、刺客でもなければ不審者でもなかった。

　そこにいたのは彼女の父であるラグラン伯爵であった。

「あー、陛下。そういうことはしっかりと施錠してからしていただきませんと。私としても目のやり場に困ります」

「ラグラン伯、さすがに無粋だぞ。ノックくらいしたらどうかね？」

「これは失礼をば。扉が少し開いていたので、つい中を覗のぞいてしまいました」

「しっかりと室内まで潜入しておいて、何を言うか」

「事は陛下の世継ぎ問題ですからな。しっかりと事が行えたかどうか、確認いたしませんと」

「お、お父様、それはさすがに……」

　さすがに引きつった顔を隠せないプリシラに、ラグラン伯爵はフンと鼻を一つ鳴らして視線を逸そらす。

　どうやら自分が、居心地の悪い場所に踏み込んだ自覚はあるようだった。

「それで、なんの用だ？」

「はい。派遣した兵たちは無事原隊に復帰させました旨、ご報告に上がりました」

「そうか、ごくろうだった。私はこれから別の仕事するので、少しばかり彼女を借りる」

「はい、腰が抜けるほど責めてやってください」

「お父様っ！」

　男同士の下世話な会話に、さすがにプリシラは怒りの声を上げた。

　護衛とはいえまだ若い女性。せめて雰囲気くらいは甘くしてほしかったところである。

　しかしラグラン伯爵もすでに高齢と呼ばれる域にある。孫の顔はできるだけ早く見たいという欲求はある。

　日頃生真面目な性格なのに、下世話な話に興じているのは、その辺りが理由だろう。

「これはさすがに失礼だったな。プリシラ、君のことは本当に愛しているから」

「そこは疑ってませんけど……」

　てらいもなく愛の言葉を口にするエリオットに、顔を赤くして俯うつむくプリシラ。

　そんな二人を見て、黙って肩を竦すくめてから退室するラグラン伯爵だった。

　これ以上この部屋に居座ったら、本当に馬に蹴られてしまいそうだったから。
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　ラウム森王国。その王宮内で二人の男女が密会していた。

　とはいえ、何か艶事などがあるわけでもない。人目を忍ぶのは確かにそうではあるが、そこに色っぽい雰囲気などは、微み塵じんも存在しなかった。

「それで、マクスウェル伯父様。厄介事は解決したのですか？」

「もちろんじゃ。思った以上に滞りなくのぅ。やはりレイドは使える男じゃて。今は女じゃが」

「生まれ変わった英雄殿ですか。一度お会いしたいものです」

「目の前に生きた英雄がいるんじゃが……いや、べつにええんじゃよ？」

　王宮内にしては『比較的』狭い室内。せいぜいがコルティナの家程度の広さだろう。

　その中央にテーブルを置き、優雅に茶を口元に運ぶ少女。

　室内には他に人の姿はない。もちろん、使用人を呼ぶためのハンドベルは用意してあるが。

「それにしても、よりによって、というところですね。まさかフィーナさんを狙うとは」

「アシェラ教皇の尽力によって、半魔人差別が比較的穏やかになってきた矢先の出来事じゃからな。正直肝が冷えたわぃ」

「ライエル様とマリア様のお子さんに手を出せば、下へ手たをすれば世界すべてが一気に反半魔人排斥派に傾倒してしまうところでした。よくやってくれました」

「ありがたきお言葉です。エリゴール様」

　少女に対し、わざとらしく臣下の礼を取ってみせるマクスウェル。その目には悪戯いたずらっぽい光が浮かんでいた。

　それに対し、エリゴールと呼ばれた少女も、不快気に鼻を鳴らす。

　淑女としては、いささかはしたない態度である。

「きちんとエリゴール三世と呼んでいただけませんか？　初代様ほどの偉業はまだ成していませんので」

「初代様は、かつて回復魔法の発展に寄与した『超越者』殿のパトロンでしたな。いや失敬」

「親しみを込めてエリゴール・ザ・サード。もしくはエリ三みちゃんと──」

「遠慮しますじゃ」

　かつてこの国に存在した女王の名。その後継者として三世と名を得た少女だったが、いかんせんどこかしら迂う闊かつな少女だった。

　しかもその少女が、この国の第一王位継承者である。臣下の心労たるや、如い何かほどのことか。

　そんなエリゴールに、親し気に話しかけるマクスウェル。血縁的には伯父と姪めいだが、すでに王家から臣籍に下った後は、こうしてこっそりと会う程度に控えていた。

　現在の国王は彼の弟だが、その国王は彼が王家と接触することを、あまり快くは思っていなかったからだ。

　だとしても、マクスウェルが有能な家臣であることは間違いないため、事が起きては彼を呼びつけることも多い。

　そのためマクスウェルは、臣下でありながら王族の重要人物であるエリゴールと、こうしてフリーパスで会うことができていた。

「事を隠し通すことは可能ですか？」

「すでに緘かん口こう令れいは敷いておる。もっとも人の口に戸は立てられぬものじゃて」

「噂うわさになるのは避けられない、ということですか」

「さいわい、事が起きたのが他国の、しかも辺境での出来事じゃ。こちらまで届くのはしばらくかかるじゃろう」

　もし今回の一件が広まれば、再び半魔人は差別の対象にされてしまう。それを恐れての質問だった。

　国王はその問題に興味は薄かったが、六英雄に憧れを持つエリゴールとしては、あまり広まってほしくない噂である。

「北部では問題になりますか？」

「エリオット王自らがレイドに助けられた事件があったからの。あちらは辺境でもなければ、それほど問題にはなるまい。むしろ──」

「ラウムの方が大きく響きそうですね」

「陛下がもう少し寛大な方であれば……いや、失言じゃったな」

「不敬罪になりますよ。人前では注意してください、伯父様」

「お主の前では、どうしても気が緩んでしまうんじゃよ。親しみやすくてよいことじゃ」

「威厳が足りないと、素直に仰おつしやってくださいまし。それよりこの問題、何か手を打っておいた方がよろしいでしょうか？」

　エリゴールに聞かれ、マクスウェルは髭ひげに手をやり思考に沈む。彼が考え事をする時の癖である。

　しばし黙考した後、重々しく口を開く。

「正直、ここでまた差別の激しかった過去に戻ってしまうのはよくないのぅ。手は打っておいた方が良いのは確かじゃ」

「では、どのように？」

「そうじゃな。噂がこちらに届くより先に、民に親しみを感じておいてもらうくらいしかできんじゃろう」

「半魔人に親しみを、ねぇ？」

「例えば人気のある王族の友に半魔人がおる、とかな？」

「私に？　あいにくと知人にはおりませんが……もしや、レイド様を紹介していただけるので!?」

「そんな真似まねをしたらワシがコルティナに殺されるわぃ！　それにあやつは今女じゃ」

「私は別にそれでも。それはそれで楽しみようが……」

「正気に戻れ、我が姪よ」

　斜め上に暴走しかけた姪を窘たしなめ、マクスウェルは溜ため息いきを吐つく。

　しかしこれはこれで、いい機会なのではなかろうかとも考えていた。

「ライエルの弟子に、将来有望な半魔人の少年がいてのぅ」

　行儀悪くテーブルに肘を置き、乗り出すように囁ささやきかけるマクスウェル。その目にはあからさまに悪戯っぽい光が浮かんでいた。

　エリゴールはこれを窘めることなく、むしろ調子を合わせるように乗り出す。

「ライエル様の……ということは、ニコル様の仲間ですの？」

「うむ。現在はストラールの街で冒険者をやっておる。もう一人の仲間が少々厄介な能力を持っておってな」

「例の騒動でゴブリンを殲せん滅めつしてのけた『弓聖』ですわね？」

「まぁ、そうじゃ。大仰な二つ名が付いたものじゃ」

　ゴブリンの侵略騒動で、その大半を蹂じゆう躙りんしてのけたミシェルは、今やラウムでは弓聖と呼ばれるほどに、畏れられている。

　同時にそれほどの戦闘力を取り込もうとする貴族も、後を絶たない。

「幸いなことにワシの許嫁いいなずけ殿の元仲間じゃ。彼女が正式に公爵位を継げば、その庇ひ護ごを受けてラウムへ呼び戻すことも可能じゃろうな」

「そんな方が……そういえば私、ストラールへ出向く用がありましたわね」

「それは都合が良い」

　あからさまに、ついさっきできたであろう『用』を口にしてみせる。

「あそこも代替わりで、少しゴタゴタしましたので。王家の者を出向かせ、もてなさせることで信頼を喧けん伝でんしようという腹ですわ」

「領地の不安に、王家の威光を利用するか。まあ、それも悪くなかろうな」

「そういうわけで、その冒険者たちに連絡を取ってくださいません？　ニコルさんと会えるのも、楽しみですわ！」

「それはそれで、あやつの心労の種になりそうじゃな。じゃがそれが良い！」

　悪戯っぽい顔で親指を立てあう二人。この伯父と姪は、どう見ても似た者同士なのだった。
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　時間は少し遡って、フィーナ誘拐事件の翌日。アシュラが戻る前。

　比較的穏便かつ非常に迅速に事件が解決したため、この日も開拓村では市が開かれることになっていた。

　さすがにフィーナは先の一件で外出禁止を食らっていて、遊びに行くことはできない。

　誘拐犯だった三人も、早朝からライエルと一緒に特訓という名の死地に向かっていた。

　マリアはフィーナの相手をしており、カーバンクルはライエルに同行させられている。

　つまり、現在この屋敷において暇を持て余しているのは三人……いや、四人だった。

「あー、うー……」

　朝食が済んだ後、そう唸うなりながら右往左往するコルティナ。それをフィニアと俺、そしてアシェラの三人が眺めていた。

「どうした、コルティナ。まるで狸たぬきが踊ってるみたいにウロウロして」

「私は猫よ。せめて狐きつねにして」

「狐って犬に近かったような？」

「どうでもいいのよ、そんなことは！」

　俺が軽くツッコミを入れると、過敏に反応して返してくる。

　これは話を逸らしたい時の彼女の癖だ。しかしそれでも唸り続けるのをやめない。

　なんにせよ、ここで時間を潰されるのは、少し困った問題だった。

　俺としては名残惜しいが、早くストラールに戻らねばならない。

　マークたちとの口裏合わせと、なにより変化ポリモルフの魔法の効果時間の問題があるからだ。

　この五年のハスタールの研究の成果で、変化ポリモルフの巻物スクロールの効果は劇的に延び、今では普通の魔法と同じく二十四時間持続するようになっていた。

　かなり長居できるようになったのは非常にありがたく、彼には足を向けて眠れない。

　昨日レイドに変身したのは、陽ひの傾き始めた午後の四時頃。改良のおかげで、計算ではあと六時間ほどは余裕があることになる。

　しかし絶対にバレてはいけない身の上である以上、時間的余裕はできるだけ確保しておきたかった。

　だというのに、コルティナが何か用事がありそうな態度でウロウロしているのだから、帰るに帰れない。

「あーもう！　フィニアちゃん」

「あ、はい？」

「村では今日も市が立ってるでしょ？」

「ええ、そうですね」

「だから今日は一日レイドを貸してあげる！」

「はぁ？」

「いや、人を物みたいに扱うなよ」

　思わずツッコミを入れたものの、コルティナの意図がいまいち掴つかめない。

　なぜわざわざ、俺をフィニアに貸すようなことを言うのか。

　その答えはすぐに彼女自身の口から説明された。

「ほら、フィニアちゃんはレイドと会うのは久しぶりでしょ？」

「え？　あ、はい、そうですね！　お会いしとうございました」

　慌てて取り繕うフィニア。考えてみれば、ニコルたちの中から、彼女が代表でこちらにやって来たことになっている。

　そして最大戦力の俺──ニコルとミシェルちゃんは、コルボ村に向かう予定になっていた。クラウドもオマケで。

　パーティを二手に分け、双方の情報を管理しながら事件に当たる……予定だった。

　俺があっさり犯人を捕まえたため、この対応はまったくの無駄になり、フィニアは久しぶりの開拓村の朝を堪能している最中である。

　フィニアにとって、レイドとは久し振りの再会になるはずなのだ。無反応というのは、さすがに疑われる。

　そう判断してフィニアは場を取り繕ったのだった。

「私もね。フィニアちゃんの気持ちに気付かないほど、鈍くはないのよ？」

「そ、そうですか……」

　俺に気付かない程度には鈍いけどな。そういやこいつ、軍師っても戦闘専門だから、人間関係の機微には疎いか？

　フィニアは何とも言えない引きつった顔で、コルティナに返事をしていた。

　あれはきっと、噴き出すのを我慢してる顔だ。

「でね？　私はいつもレイドと一緒にいるわけだから、今日くらいはフィニアちゃんに主導権を譲ってあげてもいいかなぁって」

「俺、お前と会った後、いつも彼女のところに挨拶に行ってるぞ？」

「ちょっと顔出してるだけじゃない！　彼女が可哀かわい想そうだと思わないの？」

「いやぁ……」

　どちらかと言えば、今可哀想なのはお前だ……とは口に出せず、俺は曖昧な返事をするに留とどまった。

　しかし、この配慮は俺を和ませるに値する。長らく会っていない彼女が、フィニアのために一時的とはいえ身を引こうというのだから、その優しさには感じ入らざるを得ない。

　フィニアも、どうしたものかと困惑の表情を浮かべていたが、コルティナはそれを遠慮と受け取ったようだ。

「遠慮することはないのよ。私は会おうと思えば会えるんだから」

「でも、コルティナ様。今、レイド様禁止令が出てましたよね？」

「そ、それはそれ、これはこれなのよ！」

「……い、いいんでしょうか？」

　フィニアはコルティナではなく、こちらに視線を投げかけていた。

　それは、ニコルとしてなら毎日会っている自分が、コルティナの厚意を受けていいのかという逡しゆん巡じゆんでもある。

　俺はその視線に、顔をそむけることで答えた。

　ここで『毎日会ってるからいいです』と断れようはずもない。

「あいつのことはいいのよ。フィニアちゃんも積もる話もあるでしょうし、今日は二人でゆっくりしてきなさい」

「あら、コルティナちゃんはいい子なのね。私はそういう子、好きよ」

「アシェラ様に言われると、胡う散さん臭くさく聞こえるのはなぜでしょうね？」

　なぜか護衛の騎士団すら追い返し、自分だけ居座っていた教皇猊下。いくらなんでもフリーダムが過ぎないだろうか？

　とはいえ、転移魔法を使えばすぐにでもベリトに戻れるのだから、帰れとも言いい辛づらい。転移魔法持ちはこれだから困る。

　いや、これほどホイホイ転移魔法を使うのは、マクスウェルと俺、マリアとこの教皇くらいだろうけど。

「失礼ね。純粋な気持ちで褒めてるというのに。まあ、北部は特に男性不足で、一夫多妻が認められてるし、いいんじゃないかしら」

　二十五年前の邪竜襲撃で、各地から男が兵士として集められた。

　そして彼らは、軒並み邪竜の放つ灼しやく熱ねつの業火の中に消えていった。

　その結果、北部三か国同盟では深刻な男性不足が発生しており、これを回復するために緊急措置的な扱いで一夫多妻が正式に許可されている。

　しかしそれも、男性人口の回復とともに疑問の声が上がるようになってきたため、近いうちに撤廃されるのでは、という噂うわさだ。

　ともあれ、現状では許可されていることなので、二人と付き合うことは何も問題ではない。

　ちなみにライエルはああ見えて、マリア一筋である。

　否いや、浮気すればマリアが怖いので、他の女性に手が出せない。出す気も無いようなのだが。

「そ、そういうことでしたら、遠慮なく……いいんでしょうか？」

「いいの、いいの。こんな朴念仁、さっさと持っていっちゃって」

「またお前はそういうことを」

　コルティナの軽口が本心でないことは、俺も承知している。

　というか、人目がない場所では子供顔負けなくらい甘えてくるのが、彼女である。

　そんな彼女が、フィニアのために俺を譲るというのだから、二人の友情というかそういったものに、感動すら覚えていた。

　だが、実際レイドとしてフィニアと付き合うのは滅めつ多たにないので、これはこれでありがたい配慮だった。

「ま、ティナがこう言ってるんだし、遠慮することはないさ。いいかな、フィニア……ちゃん？」

　いつものように呼び捨てにしそうになって、慌ててちゃん付けで呼び直す。

　そんな俺の言葉に、フィニアは顔を赤くしてブンブンと首を縦に振っていた。頭に血が上るぞ？




　そんなこんなで、俺はほとんど強制的にフィニアと共に屋敷を追い出された。

　仲良くデートしてこいという意味なのだろうが、この辺境の開拓村でどこへ行けと言うのだろうか。

　さいわい市が立っているので、時間を潰すことは可能だろうが、それであのコルティナが大人しくしてくれるかはわからない。

「あいつのことだから、見て回っただけじゃ納得しないんだろうなぁ」

「レイド様は私と一緒はお嫌ですか？」

「とんでもない！」

　俺の隣、やや後方を歩くフィニアの言葉に、俺は即座に声を返した。

　実際フィニアは俺にはもったいないくらいの良い娘で、今こうして一緒に歩いているだけでも村の男たちの視線が飛んでくるほどだ。

　こういう視線に気付けるようになったのも、ニコルとしての経験があるからだろう。

　フィニアは八年前までは俺と共にこの村で過ごしており、覚えている男たちも多い。

　当時は相応の歳としだった男たちや俺と同年代だった少年たちも、変わらぬフィニアの美しさに目を囚とらわれている。

　フィニアは外見だけでなく、家事や料理、子守りまで完璧にこなす超人である。

　それを知る村の男たちからすれば、理想の嫁候補が村に戻ってきた状況。しかしその隣には目つきの悪い胡散臭い男がいる。

　これで険しい視線を飛ばさない方がおかしいだろう。

「その、レイド様。お時間の方は大丈夫ですか？」

　彼女が唐突に、しかし小声で俺にそう話しかけてきた。それは俺がレイドでいられる時間を心配してのことだ。

　さいわいこの姿になったのは昨日の夕方のため、昼過ぎくらいまでは安全に出歩ける。

「大丈夫だ、フィーナのおやつの時間くらいまでは持つはずだから」

「さすがにその時間まではいられませんね」

　そんな小声のやり取りをしていると、近くの露店から見知ったおばさんが声をかけてきた。

　昔からこの村に住んでいる、果物屋のおばさんだ。

「おや、フィニアちゃん。戻ってきてたんだねぇ」

「ええ、昨日。挨拶に来られず申し訳ありません、ニーナおばさん」

　俺がこの村にいた時から知っている人で、威勢のいいおばさんだった。

　市は何も商隊だけが店を出すわけではない。商隊に食料を売るための、こういった露店も数多く出ている。

「いいよ、いいよ。ライエル様んところの使用人に挨拶に来られちゃ、私の方が謙遜しちまう」

「あはは、私は元は孤児ですよ？」

「そんなの関係ないよ、こんな村じゃね。それより隣のいい男はどうしたんだい？」

「えっと、今日は私の買い物に付き合ってもらってまして」

「そうかい。でも顔はいいけど、ちょっと目付きが悪いねぇ」

「お、おばさん……」

　田舎いなか者もの特有の遠慮会釈ない言葉に、フィニアは冷や汗を流して対応していた。

　だが俺も、この程度で怒るほど、度量が狭いわけではない。事実、俺の目付きが悪いのは、言葉通りなのだ。

　それに俺は知名度の割に顔を知られていない。六英雄の銅像なども、俺の顔だけが曖昧にされている。

　これは俺が暗殺者であることを考慮されてのことだ。ただでさえ名を知られた暗殺者というマヌケな存在なのに、顔まで知られては仕事に支障が出るという配慮だ。

　実際は俺の仕事の邪魔をして、報復されては怖いという考えもあるのかもしれない。

「まぁ、目付きが悪いのは生まれつきなんだ。そこは勘弁してくれ」

「へぇ、怒らないのかい。意外と器はでかいんだねぇ」

「試すようなこともやめてくれないかな？」

「アッハッハ、そりゃ悪かったよ。代わりにこのリンゴ持っていきな！」

　おばさんはそう言うと俺に向けて、手の平を超えるほどの大きさのリンゴを投げつけてきた。しかも結構な速度で。

　もちろん俺ならそれを受け止めることも余裕でできるが、そこいらの男なら顔面強打して鼻血を噴いてもおかしくなかったぞ？

「あっぶねぇ!?」

「反射神経は悪くないね」

「だから試すなって！」

　そう言いつつも俺はリンゴを一つフィニアに渡す。しかしこのおばさんの容赦無さも、俺が村にいた時と全く変わらないな。

　俺は礼代わりにおばさんに軽く手を一振りすると、その場を足早に立ち去った。

　こういうおばさんは近隣の子供の面倒をよく見ている。ミシェルちゃんなどは頻繁に果物を強ね請だりに行っていた。

　それだけに、ニコルが子供の時にしていた仕草などから、レイドとの共通点を発見する可能性も少なくない。

　よく知る相手の前からは、早々に退散するに限る。

　フィニアもおばさんに礼を言うと、小走りで俺の横に戻ってきた。

　少し後ろだったのが横に並んだのだから、緊張が解けてきたのかもしれない。

「しかし、いいんでしょうか？」

「ん、リンゴか？　くれるっていうんだから貰もらっとけ」

「そうじゃなくて、コルティナ様のことです！」

「ああ、そっち？」

　両手でリンゴを包み込むようにして持ち、栗鼠りすがクルミを齧かじるように、一口リンゴを齧るフィニア。

　その行為はどうやら、俺から顔を隠す意味もあるようだ。

「私、毎日ニコル様に会っているのに……滅多に会えないコルティナ様から、機会を譲っていただくことになるなんて」

「そりゃまぁ、あいつと会えるのは月一回だったけど。フィニアもあいつを意識して、悪い噂が立たないように、『今の俺』と出歩くのは避けてただろ？」

　レイドの姿でフィニアと会うのは、コルティナと同じ回数だけだ。

　しかしフィニアは俺がコルティナを騙し、浮気しているのではという噂が立つのを避けるため、二人で出歩くような真似まねを極力避けていた。

　コルティナの場合は外で食事したり、散歩したりしていたが、フィニアの場合はどこかの店に入り、人目のない場所や店の隅で食事するということが多い。

　これは彼女にとって、かなりストレスになっていたのではという考えは、俺もコルティナも同じだった。

　今回、こんな機会を作ってくれたコルティナには、感謝するしかない。

「ま、コルティナ公認なんだから、遠慮することないって。ほら、人で混みあってきたぞ」

　隣を歩くフィニアが、道行く人に押されて俺から離れ始めた。それを防ぐために、彼女の手を俺が握って、引っ張って歩く。

　片手でリンゴを持ち、片手でフィニアをエスコートする。

「これなら、コルティナも文句は無いだろう」

「コルティナ様、ですか？」

「そう。後ろ、見てみ。雑貨屋の向こう、こっそりとな」

　そう言うと俺は小物を売っている店から手鏡を取り、フィニアに渡す。

　店の主人がここぞとばかりにセールストークを仕掛けてくるが、これは軽く聞き流しておいた。

「……あ」

「な？」

　手鏡を受け取ったフィニアは俺の意図を悟り、それでそっと背後を窺うかがう。

　そこには雑貨屋の隅からヒョコッと顔を出す、コルティナとアシェラの姿があった。

「監視なら、もう少し上手うまいことやれよなぁ」

「レイド様を尾行するなんて、それこそ無む茶ちやってものですよ」

　フィニアの言う通り、コルティナやアシェラのような素人の尾行に気付かないとなれば、それこそ引退を考えないといけないだろう。

「それにしても……やたらとフィニアと出掛けてこいと言ってくると思ったら、見世物にするつもりだったのか」

「それは結果的にそうなっただけですよ。コルティナ様は基本的に優しい方ですから。ちょっと好奇心が強過ぎますけど」

「まさに好奇心は猫をも殺すってやつだな」

　一緒にいる半分エルフロリ婆ばあさんに関しては、言及する必要もあるまい。

　しかしこれはこれで、少し面白いかもしれない。フィニアの手を握ったり肩を抱き寄せたりする都度、コルティナが手をブンブン振ってエキサイトしている。

　そして、そのたびにフィニアは顔を赤く染めているのだから、反応が面白くないわけがない。

　そうして俺は隣のフィニアと背後のコルティナを存分にからかってから、昼過ぎにストラールへ戻ることにしたのだった。




　俺はストラールの街に戻り、替え玉を任せていたマーク、ジョン、トニーの三人組と口裏合わせをすることにした。

　誘拐事件自体が半日で解決したため、連絡を受けて出発しようとしていた彼らを、その前に捕まえることができた。

　ストラールからコルボ村まではおよそ一日と少しの距離がある。準備無しで行ける距離でないことが、この場合幸運に働いていた。

　もし出発していたら、連絡を付けるために数日は待たないといけなかっただろう。

　この会合にミシェルちゃんたちを同行させるわけにはいかないので、ガドルスの手引きのもと、こっそりと密談することになった。

　俺は冒険者ギルドへ向かい、そこで待っていてくれた三人に挨拶をする。

「お待たせ、今回はありがとうね」

「いやいや、ニコルさんの頼みとあれば、この程度軽いもんですよ！」

「だといいけど。あと大きな声はダメ」

「あ、はい」

　挨拶するなり盛大に大声を上げるマークたち。彼らはこの街に来た当時、俺と一緒に昇格試験を受けた仲だが、その一件で彼らの昇格にも盛大に関与することになってしまった。

　その結果彼らは昇格し、わりのいい依頼をいくつも受けられるようになり、生活もかなり楽になったらしい。

　それ以来俺のことは、『ニコルさん』と敬語で話しかけてくるようになっていた。

　この町で二番目に腕のいい冒険者になった彼らから、『さん』付けで呼ばれる俺たち。全員十代の若手……まあ、フィニアは例外として……なので、他所よそから来た者は凄すさまじい違和感を覚えるらしい。

「すみません、個室、借りますね」

「ええ、どうぞ」

　俺の顔もこの三年で有名になっている。ギルドの受付の人も、俺が声をかけると、顔パスで個室を貸してくれた。

　三人を引き連れて個室に向かう俺の背後から、何やら不穏な声が聞こえてくるが、それも無視だ。

「ニコルちゃんと個室同伴だと？」

「俺も、俺もいつか一緒に……」

「三人相手か。薄い本が厚くなるな」

「ああ、超厚くなるな。一部予約させてくれ」

「お前が作れよ!?」

　前言撤回、うち一人はあとで磨すり潰つぶしてやる。

　ともあれ、個室に入れば、そういった雑音は遮られる。

　俺はそこで三人に、改めて感謝の言葉を口にした。

「今回は本当に助かりました。誘拐という事件の性質上、極秘に動く必要があったので」

「ニコルさんの妹ですからね。慎重に動くのはわかります。無事助かったんですよね？」

「もちろん。妹に何かあったら、わたしがただじゃ済まさないからね」

「ところでその妹さん、美人です？」

「安心しろ、お前らには絶対やらん」

　こっそりフィーナを狙う発言をするジョンだが、フィーナと付き合いたいのなら俺の屍しかばねを乗り越えてもらう必要がある。

　そもそも、こいつらはフィーナの年齢を正確には知らなかった。

　だからこそ、こんな不ふ埒らちな発言をしたのだろう。俺の妹というと、普通なら十二か三くらいを想像するだろうし。

　そんな与よ太た話ばなしは置いておいて俺と三人は顔を寄せ合い、事件後の動きについての行動を詰めていった。

　無論、俺がレイドであることは秘密なので、彼らが俺たちの代わりにコルボ村に向かい、一拍置いてミシェルちゃんたちに連絡を入れる予定だったと話を作っておく。

　彼らがコルボ村に先に向かい、派手に目を引いておく。そのあとミシェルちゃんたちに連絡を寄よ越こして、取引の現場を押さえるようにする。

　その間、俺は転移魔法で開拓村に向かい、事件の解決に奔走しようとした……矢先に誘拐犯が捕まったという展開である。

　説明の途中で何名か、なぜか恍こう惚こつとした表情をした奴が出たので、そのたびに頭をひっぱたき、正気に戻す。

　そんな状況だったので、思ったより時間がかかってしまったようだ。

　ようやく事件後の詰めと口裏合わせを終えようとしたところで、扉がノックされた。

「ん？　どうぞ」

「失礼します。実は首都ラウムから、ニコルさんに緊急で指名依頼が来てまして」

「緊急の指名依頼？」

　指名依頼とは、担当する冒険者を依頼人が指名する依頼である。

　特別な評価などは特にないのだが、指名されたというだけでギルド側への印象も良くなる。

　冒険者としては、指名されるようになるのが一種の夢でもあった。

「はい。依頼主は……その、申し訳ありませんが……」

「ああ、そっか。ごめんね、マーク。依頼が入ったから、今回はここまでで。話の流れはさっき詰めた通りでお願い」

「任しといてください！　ばっちり騙くらかしてみせますから」

「人聞きの悪いこと言わない！」

　ベシベシとマーク達の背中を叩たたきながら部屋から追い出す。

　彼らも、指名依頼の話があると聞いては、同室できないと察する程度の経験は積んできている。

　大人しく部屋から追い出され、その様子をホールの他の冒険者にも見られることになった。

「ニコルちゃんに叩かれながら出てきただと」

「ご褒美じゃねぇか！」

「踏んでください、なんでもしますから」

　……もうダメだ、このギルド。ラウムの二の舞になってやがる。

　キッと妄言を垂れ流す連中にキツイ視線を向けてやると、何名かがブルリと震えて硬直していた。

　俺に睨にらまれるとどうなるか、よくわかっている連中だろう。その後でトイレに駆け込んでいったのは、漏らしそうになったからに違いない。

　なお、その連中は妙にスッキリした顔で出てきたと、後でマークから聞いた。

　ともかく、今は指名依頼の話が先だった。

　俺はテーブルの上にあったタイムテーブルを記載した紙を片付け、ギルド職員から話を聞く。

「お仕事中に申し訳ありません。緊急の話でしたので」

「いえ、ギルドならそういうこともありますよ。気にしないで」

「はい、ありがとうございます。それとこの依頼はまだガドルス様を通していないので、その点ご了承ください」

　これはつまり、奴の下調べを受けていない依頼なので、慎重に対応しろと注意されているのだろう。

「承知しました。それで、内容は？」

「はい。それが……ラウムのエリゴール三世殿下をご存じですか？」

「ええ。第一位の王位継承権を持つ方ですね。レティーナみたいに妙な人気があったのを覚えています」

「ヨーウィ侯爵令嬢ですね？　気さくなお人柄なのはよく似てます。実はそのエリゴール殿下からニコルさんに直接依頼したいという話が来ておりまして」

「わたしたちに？」

　ライエルとマリアの娘である俺。そしてラウムを救った弓聖とも呼ばれるミシェルちゃん。そういう面々が揃そろっているのだから、貴族からの依頼もかなりあったと聞く。

　しかしガドルスが、俺たちを取り込もうとする依頼の大半を突き返していたため、俺たちは貴族社会とはほとんど接することなく冒険者稼業を続けてこられた。

　今回は、そのガドルスという防壁を飛び越えてきたため、こういう話が持ち込まれたのだ。

「推薦人としてマクスウェル様も連名されておりますので、断るわけにもいかず……」

「ああ、それは一介のギルド職員じゃ無理ですね」

　マクスウェルの依頼でもあるということか。なら俺にとっても、断れる筋じゃないな。

「依頼内容はエリゴール殿下を、このストラールまで護衛してくることです」

「え？　そういうのは普通、騎士団から人が出るんじゃないの？」

「そうなんですが、なにか『微妙な問題への対処も兼ねて』という話でした。それが何かは聞き出せませんでしたが」

「ふぅん……？」

　明確な条件の提示は無いが、マクスウェルの推薦というのなら、悪いようにはなるまい。それにエリゴール殿下とやらの人柄も、ラウムにいた時から評価は高かった。

　そんな両名からの指名となると、断った時の方が不利益が多そうに感じられる。

　それにこの二人なら、依頼人の身元もしっかりしているので、騙だまされるということもないだろう。

「問題はその『微妙な問題』だよね。ひょっとしたら暗殺騒動に巻き込まれたりとか」

「ない、と言い切れないのが怖いところですね」

　王位継承権第一位、それはつまり、エリゴール三世が次の王──女王になると決まっているということだ。

　それを不服に思う連中も、当然いるだろう。

　そんな王女が騎士団の護衛もつけずに行幸となれば、悪心を刺激される者も出てくる。

「それともう一つ、条件がありまして」

「え、条件？」

「はい。なんでも『クラウドさんを、必ず参加させること』だそうです」

「ああ、そういう……」

　これで俺は『微妙な問題』の見当がついた。

　フィーナの誘拐騒動は、親であるライエルたちの知名度から、知られるようになることは避けられない。

　そしてそれが、半魔人への迫害に繋つながりかねないこともまた、想像に難くない。

　そこで評判の良いエリゴール殿下とやらと半魔人の護衛を一緒に歩かせ、それを民衆に見せつけることで、そういった認識へ傾倒しないよう抑止としようという考えだろう。

「悪い条件じゃない、か……」

　報酬はまだ聞いていないが、この効果だけでも受けていい依頼だった。それにどのみち、断れる筋の依頼ではない。

　俺は職員に依頼を受ける方向で相談してみるとだけ告げて、仲間と話をまとめるべく宿に戻ったのだった。

　なお、帰るついでに冒険者が三名ほど『焼かれた』のは余談である。
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　カリカリと、夜の街道で土を引ひっ掻かくような音が響いていた。

　それはやがて、周辺に響くほどの大きさになり、そして街道の中央にボコリと大穴を開けた。

　そこから顔を出したのは、一人の少年。

「やれやれ。上手うまくいって助かったな。今回ばかりは死ぬかと思った」

　穴から顔を出した少年──クファルは溜ため息いきを吐つきながら、穴から這はい出だす。もちろん彼は呼吸の必要がないため、これは人を模したポーズに過ぎない。

　彼は世界樹の迷宮でいくつかの仕掛けを施した後、モンスターの死骸などを取り込みつつ再び世界樹の道管に戻り、そのままベリトを超え北部三か国連合の領土内まで辿ってきたのだ。

　この大陸全土に張り巡らされている世界樹の根だからこそできる脱出劇である。

「……ベリト脱出用に用意していた枯れた根の隠し通路、そこの下見をしている時には、バハムートは現れなかった。つまりアイツの監視は、世界樹の幹周辺でしか行われていないことになる。ならベリトの外まで『世界樹の中』を辿っていけば、奴の監視から逃れられるというわけだ」

　かつて教皇暗殺のために用意していた脱出路。それを調べていた時には、竜神バハムートの監視に引っかかってはいなかった。

　それを思い出し、『世界樹の中を移動する限りでは監視に引っかからない』ことと『幹の範囲外に出れば探知されない』ことに気が付いたクファルである。

　しかし、脱出路の時は出入りしていたのが『枯れた根』だったため、世界樹の範囲内と考えられていない可能性もあった。

　故にこの脱出計画は、クファルにとってかなりの博打ばくちでもあった。

「だが俺は脱出したぞ、バハムート！　型通りの監視しかしなかった貴様の油断だ、俺の勝ちだ！」

　一時は瀕ひん死しに追い込まれた敵を出し抜けた、その達成感に堪こらえきれず、クファルは哄こう笑しようを上げる。

　それだけではない。迷宮内に存在した数多あまたの死骸。それを取り込んだことで、クファルは大きく力を増していた。

　その力は明らかに、迷宮内に逃げ込む以前よりも、大きい。

「しかし、これだけではまだ不足だ。それに仕掛けが起動するまで、『向こう』に視線を向けられても困る……」

　街道から這い出したクファルはひとしきり嗤わらい声を上げた後、ゆっくりと北部へと足を向ける。その先は、かつて彼が根城にしていた町があった。

　歩きながらも、ブツブツと呟つぶやき、思考を巡らせていく。現在、彼に残された戦力は一人も存在しなくなっている。

　町を出た後に受けた報告では、ライエルの住む開拓村近隣の襲撃に失敗し、組織の人員は大半が捕縛もしくは処刑されている。

　ベリトの街に連れていった側近も、レイドを始めとした六英雄に根こそぎ倒されてしまった。いや、生いけ贄にえに使ってしまった。

　迷宮内でクファル個人の能力が上昇していても、集団としての力は削そぎ落とされてしまった状況である。

「また戦力を集めないといけないか？　それとも今回の作戦を成功させるために、いっそ生いけ贄にえに捧ささげてしまった方がいいか？」

　ブツブツと呟きながら、足元を見たまま歩く。そんなクファルを、モンスターが放っておくわけがない。

　この北部三か国連合の領土内は、いまだ治安が整ってはいない。街道沿いとて、モンスターや猛獣に襲われる危険は、他の国々よりも多い。

　道沿いの薮やぶの中に潜んでいた巨大な蛇が、無防備なクファルを一飲みにしようと飛び掛かる。

　その口の大きさは、クファルの身長よりも大きいほどだった。しかし直後に蛇の視界は、闇に閉ざされた。

　クファルの半身が崩れ、蛇よりも巨大な口となって蛇の頭を飲み込んだからだ。

　蛇はのたうち、クファルに巻き付いて絞め殺し、この窮地を脱しようとあがく。しかしその抵抗すらも無駄に終わった。

　巻き付いた身体からだはそのままクファルの体内に取り込まれ、消化されていった。体内に取り込まれたヘビはしばらく暴れていたようで、数倍に膨らんだクファルの身体が内側から波打つ。

「ん～、よっと」

　しかしそれもつかの間、クファルの気の抜けた掛け声とともに、ゴキリと体内から音が響く。

　身体の内側に向けて圧力をかけ、蛇の身体を微み塵じんに砕いたのである。

　そして膨らんだクファルの身体は、再び元のサイズに戻った。

「味は悪くないけど、やっぱり力としては格段に落ちるね。迷宮内のモンスターはさすがというところか。いや、あの死骸の主が桁外れ過ぎたのかもねぇ」

　世界樹の現在の最上階付近、七百階層で発見した死骸。

　クファルはそれを宝珠を解析したのと同じ手法で解析し、生前の姿として取り込むことに成功していた。

　その力は今までとは比べ物にならないほど凄まじく、双剣の魔神すら足下に及ばぬほどの力を、彼に与えていた。

「個の力はもう充分ですね。となるとやはり今欲しいのは数の暴力。しかし新たに半魔人たちを集めるとなると、やはり時間がかかりますか……」

　そんな彼の目の前に、根城にしていた北部の町が目に入る。

　猛獣除よけの柵の隙間から見える、生活の光。

「ああ、そうか。いるじゃありませんか。生贄が、大量に……」

　歓喜に震える声で、クファルは哄笑をあげる。しかしその表情はピクリとも動いていなかった。もはや彼には、顔を操る手間さえ面倒に思えていたのである。




　酒場の看板娘であるリジスはその日も沈んだ表情でテーブルを拭いていた。

　酒場の客も、彼女の笑顔がないとどこか物足りない気分になってしまう。その原因であるクファルは、いまだ戻っていない。

　彼女がクファルに心を寄せているのは、酒場の主人や客たち全員の共通認識である。

　気が付いていないのは、当の本人たちだけ。いや、老成した雰囲気を持つクファルなら気付いているかもしれないが、どうやらそれを知って無視している様子だった。

「はぁ……」

「まだ戻ってこねぇよなぁ、あの坊主」

「クファル君ですか？　確かに長くなるとは言ってましたけど、ここまでかかるなんて思いませんでした」

　話しかけてきた酔客にやや愚痴混じりの言葉を返し、テーブルの上を片付けていく。

　落ち込みながらも仕事の手を休めない彼女を見て、『良い嫁になるだろうに、もったいない』としみじみと思う客たち。

　冒険者というのは、基本的に根無し草である。いつ命を落としてもおかしくないし、将来の保障すらない。

　そんな冒険者に心を寄せる彼女の想おもいを、しかし否定してやることもできず、ただ見守るしかない。

　若い二人の初々しいやり取りは、見ている客たちにとっても癒いやしだったのだから。

　そんな時、酒場のドアベルが騒々しく鳴り、一人の冒険者が来店した。

「あ、いらっしゃ……クファル君!?」

「やあ、リジスさん。ただいま、少し長くなっちゃった」

「もう、心配したんだから！　連絡くらい寄よ越こしなさいよ」

「いろいろ忙しくてね。ああ、これお土産みやげ。世界樹の樹液を詰めた小瓶だって」

「世界樹って、ひょっとして迷宮に入ってきたの？」

　薄汚れた旅装束のままのクファルは、懐から小瓶を取り出し、リジスに渡す。

　世界樹の道管に潜り込んだクファルは、その樹液をたっぷりと体内に取り込んでいた。その一部を土産として瓶に詰め、リジスに渡したのである。

「うん、ヤボ用があってね。それよりいま時間は空いてるかな？」

「え、うん、もちろん空いてるけど……」

　ちらりと酒場の主人……彼女の父の方に視線を飛ばすリジス。もちろん客がいる今の時間で、時間が空いていようはずもない。

　しかし娘だけが家族の彼女の父は、そんな娘の想いを察し、重々しく頷うなずくだけにとどめていた。

「かまわん。だが早く帰れ」

「やった！　お許しが出たから行こ、クファル君」

「すみませんね。娘さんはすぐお返ししますので」

「責任を取るなら、明日の朝でも構わん」

「もう、お父さんったら、冗談はやめてよね！」

　拳を振り上げ怒った仕草を見せるリジスを、笑って送り出す父親と宿の客たち。

　そんな連中を置いてリジスはエプロンを外し、クファルを追って宿を出たのだった。




「ねえ、クファル君。町を出ちゃって大丈夫なの？」

　クファルに先導されるまま歩くリジスは、そのまま町の外まで連れ出されていた。

　この近辺も、他の町の例に漏れず、柵の外は危険地帯である。それでも彼女がついてきたのは、クファルが腕の良い冒険者という肩書きを持っていたからだ。

　それでもやはり、心配は消えない。

「大丈夫だよ。君のことはきっちり護まもるから」

「え、そ、そう？　嬉うれしい、かな？」

　クファルとしては生贄候補の彼女に傷一つ付けたくないから、そう言っただけだ。しかし、リジスの方はそうと受け取っていなかった。

　顔を赤くして、胸の前で手を組み、指をせわしなく動かしている。それが彼女の緊張を伝えていた。

　もっともその緊張が伝わる相手は、この場にはクファルしかいないわけだが。

　そんな彼女を連れ、クファルは町の外にある、小さな岩山の上に辿たどり着いていた。

　何度かリジスの手を取り、引っ張り上げてようやく辿り着いた場所である。

　岩山からは町まで遮るものはなく、少し高い場所から町を見下ろすことができる。

「うわぁ、町が一望できるよ。クファル君、ここの景色を見せたかったの？」

「うん、まだ準備段階だけどね。この辺でいいかな。面白いものを見せてあげようと思ってね」

「面白いもの？　何かな、ちょっとドキドキしちゃう」

「興奮することは間違いないね。それじゃ魔法を使うから、少し離れて。うん、そこで大人しくしててね」

　リジスは、クファルの指示で数歩後ろに下がり、丸い何かが描かれた場所に立たされる。

　そしてクファルは、彼女が聞いたことのない言葉で呪文を唱えると、町の方角から目も眩くらむような光が発せられた。

「な、なに!?　町が！」

「凄すごいだろ。町全体を囲む召喚陣だよ。これで町の人たちすべてを、魔神の贄にすることができる」

「魔神って……まさか……」

　リジスとて、北部に住む人間として、魔神の恐怖は身に染みて理解している。

　特に二十五年前のレイドの死に関わった魔神の存在は、もはや禁忌と言っていいレベルで忌避されていた。

　その贄に、町の人たちを捧げると言っている。それがにわかには信じられない。

「何を、言ってるのよ、クファル君……あそこにはお父さんもいるのよ！　冗談なら早くやめて!?」

「冗談？　それこそ冗談だろう？　あれだけの人間を捧げたんだから、かなりの数の魔神を召喚できるはずだ。それに暴れてもらうことが目的だから、主人を設定する必要すらない」

「やめてよ！　お願いだから……やめてって言ってるでしょ、この人でなし！」

　クファルに詰め寄ろうとしたリジスだが、その足は一歩たりとも円の外へ踏み出すことができなかった。

　まるで見えない壁がそこに存在しているかのように、彼女の歩みを妨げている。

「出してよ、お願いだから！」

「人でなし……か。凄いね、リジスさん。よく見抜いたね」

「なにを、言って──」

　リジスの言葉が終わるのを待たず、クファルは身体からだをどろりと溶かす。いや、スライムとしての本来の姿に戻った。

　そこには赤黒い、不定形のゲル状の塊があるだけ。それが震えてクファルの声で話しかける。

「リジスさん、君、勘がいいね？」

「ヒッ、ス、スライム……うそ、でしょ？」

「ウソじゃないよ、これが僕の姿」

「そんな……まさか、クファル君を食べて姿を奪ったんじゃ……！」

　高位のスライムの一種には、食った獲物の姿を奪う種もいると聞いたことがあった。

　目の前の変化を信じられなかったリジスは、とっさにその話を思い出していた。

　しかしそれを聞いたクファルは、不定形の身体を揺らして笑い声を上げる。

「グファファファファ、それは面白い発想だ。でも残念、僕は最初からこの姿さ、忌まわしいことにね！」

「なんで……どうして……」

「どうだい、スライムに想いを寄せていた気分は？　絶望したかい？　安心していいよ、もうすぐみんなの場所に送ってあげるから。ほら、見てごらん」

　クファルが触腕を伸ばし、町を指し示す。

　光に包まれていた町は一際まばゆい光を発し、やがてなにも消えてなくなった荒野だけが残されていた。

　家も、人も、柵も、何もかもが消えて……代わりに別の何かがいた。

「嘘うそ、ウソ、うそ……おとうさん、やだ、おとうさん、いやあああああああああああ!?」

「いいね、その叫び。現れたのは……おっと、彼らか。これも因縁ってやつかな？」

　リジスの血を吐くような絶叫を背に、クファルは荒野に現れた魔神を確認する。そこには百を超える双剣の魔神の群れが存在していた。

　ただ一人でレイドと互角以上に戦った魔神、それが百以上。もはや絶望しか感じられぬ光景。

　それを見て、満足げに身体を震わせるクファル。

　そして背後では力なく蹲つくばったリジスの姿があった。

「さぁ、次は君の番だよ」

「ころして、ころし……ころ、してやる……クファル、クファルうぅぅぅぅぅぅぅ！」

　気が狂ったように見えない壁を叩たたくリジス。その力に指は折れ、血が飛び散るが、彼女は一切気にしていない。

「いいね、その狂気、殺意、憎悪！　いいよ、もっと憎め、感情が昂たかぶるほどに強い魔神が呼び出される!!」

　クファルもまた、絶叫しながら召喚の呪文を起動する。彼女の足元にあったものは魔神の召喚円。獲物を逃がさないように閉じ込める特別製。

　そうしてリジスは光に包まれ……それは現れたのだった。
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　ガドルスの仲介を経て、俺たちは王女の護衛を務めるべく首都ラウムまでやって来た。

　俺の持ち込んだ依頼にミシェルちゃんとフィニアは異論を唱えるはずもなかったが、クラウドは珍しく反対を口にしていた。

　理由は単純、彼が半魔人だからである。自分のような種族が、王家に連なる人間の護衛に就いていいのか？　俺やミシェルちゃんに迷惑がかからないか？　そんな心配をした結果だ。

　しかし俺は王家の思惑をクラウドに伝えることで、この依頼を引き受けさせた。

　半魔人差別に対する対策として、王家が半魔人であるクラウドと親しく接する姿を民衆に見せる必要がある。

　ミシェルちゃんたちにも、フィーナ誘拐事件の顛てん末まつについて後日に伝えておいたので、その後の問題に関しては把握していた。

「それにしてもフィーナちゃんが無事でよかったね」

「うん、しかもわたしたちのところに話が来る前に解決しちゃったんだって」

「聞いた聞いた。レイド様が復活して解決しちゃったんだって！」

　俺の転移魔法で何回か往復し、全員をラウムに連れてきた。

　彼女はこの街に来たついでに両親の元に挨拶に向かい、クラウドも孤児院に挨拶に向かっていた。

　俺もマクスウェルのところに顔を出そうかと思ったが、奴はすでに王女の元に向かった後だったので、すれ違ったようだ。

　昼前に再び合流し、大通りを貴族街の方に向かいながら、ミシェルちゃんはピョンピョン跳ねていた。

　誘拐事件の際の、俺（レイド）の復活に興奮しているようだった。

「う、運が良かったんだよ」

「そんなことありません。レイド様ならきっと、すべて計算ずくで最速解決したに違いないです」

「フィニア、さすがにそれは持ち上げ過ぎ」

　実際、俺は正体がバレることを恐れ、迷走する話し合いの場から逃げ出して屋根の上でサボっていた結果、不審人物を発見したに過ぎない。

　それをフィニアは、意図的に行ったと思い込んでいるらしい。

　そしてそれを否定するたびに、謙遜していると思われているようだった。

「そーだよ、ニコルちゃん。六英雄様を侮るのは悪いことだよ」

「ミシェルちゃんまで……」

　とはいえ、俺がレイドであるという経緯を詳細に説明するわけにもいかない。俺はなんだかよくわからない汗を流して肩を落とす。

　そんな無駄話をしながら大通りを進み、貴族街へ続く内壁が見えてきた。もちろんそこには、見張りの門番がいる。

　門番たちは俺たちに胡う散さん臭くさそうな視線を向けてくる。三年前までこの町で名を馳はせていた俺たちだったが、それはあくまで都市外輪部の平民街での話である。

　内情を知らない貴族や、それに仕える兵士からは、見栄えがいいだけの冒険者と思われていた。

「冒険者のニコルとフィニア、ミシェル、クラウドです。仕事のため王城へ召喚されました。紹介状はこちらに」

　俺が面会のために用意された書状を提示すると、門番はそれをひったくるように受け取り、目を通す。

　どうやら俺たちにあまり良い感情を持っていないようだ。

　しかしこれは、貴族側の人間なら珍しいことではない。冒険者ごとき、という心情がどこかにある者も多いからだ。

「お前たちか……いくらライエル様の威光があるとはいえ、あまり変な真似まねはするなよ」

「それはもちろん」

「特にそこの半魔人──」

「ニコルさん、こちらですわよ！」

　グチグチとこちらに嫌いや味みを口にする門番の会話に、唐突に割り込んできた声があった。

　口調と声からして、そちらに目を向けずとも声の主がわかる。レティーナだ。

「レティーナ！」

「お久しぶり──というほどでもありませんでしたわね。迎えに来ましたわ」

「ありがと。王城なんて行ったことないから、心強いよ」

　ラウムは俺の本拠地だったアレクマール剣王国からも遠かったため、この城で仕事をしたことはあまりなかった。もちろん王城に忍び込む危険も冒したことは無い。

　そんな真似をするくらいなら、貴族の屋敷を急襲した方が楽だからというのもある。

　そういうわけで、俺はラウムの王城に足を踏み入れたことはなかった。

　不案内な場所に行くわけだから、勝手知ったるレティーナがいてくれることは、これほど心強いことは無いだろう。

「まさかエリゴール殿下から仕事が回ってくるなんて、思いもしませんでしたわ」

「レティーナちゃんは、一緒に行ってくれないの？」

「ミシェル、残念ですけど、それはできませんの。わたしもわたしで仕事がありますし……それに今回の目的は、王家と半魔人の冒険者に交友があるという宣伝のようなモノ。クラウドとわたしは旧知の仲だと知られていますから、わたしが一緒に行ったら……」

「レティーナのオマケでクラウドがついてきた、と思われちゃうのか」

「そうなりますわね。ニコルさんですらギリギリというところでしょう」

「そうなんだぁ、残念」

　今回の依頼の思惑、その主役はあくまでクラウドだ。クラウドより注目を集めてしまうレティーナが一緒では、その効果が薄れかねない。

　俺も六英雄の娘という立場があるため、正直言うと今回の仕事についていくのは、あまりよろしくない。

　しかしそれでも、俺というコネクションがあるから、クラウドと王家が知り合えたという説得力の構築には、一役買える。

　だが、貴族であるレティーナと俺では、意味合いが変わってくる。レティーナの場合、王家に仕える貴族であるだけに、その意向がその背後に透けて見えてしまうのだ。

「まぁ、わたしであれ、ニコルさんであれ、王家の意向であることには間違いありませんけどね」

　レティーナの言葉に、門番の身体からだがびくりと震える。王家の意向、俺たちがここにいるのは、正にそれが理由だ。そして彼は、それに対し不平を口にしてしまったのだから。

「あなた、あまり彼女の手を煩わせないようにしなさいな。ニコルさんは六英雄の娘で世界樹教の教皇を救った英雄であることはご存じでしょう？　たかが一貴族、しかも門番程度の仕事しか任されない方では、到底太刀打ちできませんわよ」

「は、はい、肝に銘じておきます！」

　しっかりと釘くぎを刺しておく辺り、レティーナも性格が悪くなった。いや、元からあまり良くはなかったけど。

　性格は良くなかったが『いい』性格はしてたっけ。

　そんなレティーナの先導で、俺たちはラウム中央に聳そびえ立たつ王城に足を踏み入れた。




　レティーナの案内で俺たちは王城の中を歩く。そこに突き刺さる好奇の視線たるや、珍獣にでもなった気分にさせられる。

　それは俺だけでなく、ミシェルちゃんやクラウドも同じらしく、珍しく身を縮こまらせて俺の後について歩いていた。

　唯一フィニアだけはまったく気にしていないようで、レティーナ同様、飄ひよう々ひようと王城の廊下を歩んでいく。

「フィニアは緊張とか、してないの？」

「六英雄の方々をお世話することに比べれば、こちらの貴族なんて有う象ぞう無む象ぞうの集まりですもの」

「いや、そりゃそうかもしれないけどさ」

　確かにこの廊下ですれ違う貴族や兵士など、六英雄と比べるべくもない。そんな連中の宴会の給仕を頻繁にやらされていたんだから、神経が図太くもなるだろう。

「フィニアさんの言う通りですわ。ここにいる貴族、王族に至るまで、誰が英雄の娘であるニコルさんに指図できますか」

「主にレティーナが」

「そういう揚げ足取りはやめてくださいまし！」

「ほら、ね？」

　こうしてあっさり狼ろう狽ばいするところは、とても彼女らしい。

　俺たちがいつもの調子を取り戻した時、ようやく一つの部屋の前に辿たどり着いた。

　そこは質素ながらも頑丈な扉が設しつらえられており、見るからに分厚い扉は防音性も高そうだった。

　レティーナはその扉に設置されたノッカーを、遠慮なく叩たたき付つける。すると微かすかに扉が開かれ、中からマクスウェルが顔を出した。

「エリゴール様、レティーナ・ウィネ＝ヨーウィです。ニコル様をお連れ致しました」

「ご苦労、入ってください」

　扉が開かれるまで名乗らなかったのは、扉が分厚過ぎて、声が室内に届かないからだ。

　俺たちは促されるままに室内に入り、そこで一人の女性に迎えられた。

　典型的な金髪碧眼のエルフ。豪ごう奢しやかつ豊富な髪が腰の辺りまで波打ちながら伸びている。

　顔立ちはずば抜けて整っており、俺がどこか深窓の令嬢風と言われているのとは対照的に、レティーナに似た太陽のようなカリスマ性を感じさせる。

「えっとはじめまして、ニコルです」

「ようこそお越しくださいました、ニコルさん。お噂うわさはかねがね。私はエリゴール三世と申します。そちらはミシェルさんとフィニアさん……それにクラウドさんでしたわね」

「あ、はい！」

「よ、よろしく……」

　次期女王候補に直接名を呼ばれ、直立不動で返事をするミシェルちゃんと滝のように汗を流しながらかすれた声を出すクラウド。

　フィニアは特に返事せず、黙して一礼するのみに留とどめていた。直言を無礼とする相手もいるので、こちらの方が堅実な対応かもしれない。

「よかった、優しそうな方々で。私も安心して依頼を出せますね」

「ほれ、そこで硬直しておらんで、遠慮なくかけるがええ」

　王女の隣に侍はべっていたマクスウェルが部屋の中央に設置された席に促す。

　一国の王女を前に、緊張した俺たちは覚おぼ束つかない足取りのまま席に着く。

　俺たちが席に着いたのを見計らってから、エリゴール王女は話を切り出した。

「さて、それでは最初に……ニコルさんがアシェラ様を助けた時の話を」

「エリゴール様、そこではございません。まずは仕事の話を」

「伯父様は堅いですわね。少しくらい、いいでしょうに」

「開口一番脱線されては、ワシもさすがにツッコまざるを得んので」

　なんとなくマクスウェルが振り回されるのを見るのは、久しぶりのような気がする。

　それはともかく、注意されたエリゴール王女は咳せきばらいをしつつも、話題を修正した。

「コホン、マクスウェルがうるさいので、依頼の話からさせていただきますわね。フィーナさんの話はもうお聞きになりましたか？」

「ええ、妹のことですから、真っ先に」

「ニコルちゃんから聞きました！」

「お、俺……いや、私も」

「ガドルス様と一緒に現地に向かいましたので」

　それぞれがエリゴール王女に返事をする。どうもこの王女はかなりマイペースな性格のようだ。

　ある意味ではマクスウェルの血縁らしいとも言える。

「よかった。ご存じの通り、事件はすでに解決しておりますので、そこはご安心を。ですがそれだけでは終わらない問題もあります」

「半魔人の差別意識、ですね」

「ええ。それもマクスウェルからお聞きになったのですか？」

「いえ、ギルドの方から」

「ああ、依頼の一環としてお伝えしていましたわね。それなら話も早いですわ」

　そうして語られた内容は、ほぼ前もって説明を受けたままのモノだった。

　要は半魔人の地位をこれ以上落とさないために、市民に人気のある王族であるエリゴールが、半魔人であるクラウドと一緒にストラールまで旅をする。

　それを市民に見せつけることで、半魔人に対する嫌悪感を緩和するよう先手を打つという内容である。

「というわけで、正規の護衛を付けるわけにはいきません。信頼できて、半魔人の方が参加している集団というと数が少なく、その中でもあなた方はトップレベルの実績をお持ちですので、ぜひお願いしたいと思っております」

「はい、わたしたちも詳細を聞いておりますので、それに関しては心配いりません。受ける気が無ければ、この場にいませんので」

　俺の答えにエリゴールは安あん堵どしたように胸元に手を当てた。

　ゴージャスな美貌を持つ彼女だが、そういう仕草の端々から、親しみやすさが滲にじみ出している。

「よかった。それでは誘拐事件の詳しい情報が民に広がる前に旅立ちたいと思います。噂が広がって、悪感情を持たれてからでは効果が薄いですし。皆様もそれでよろしいですか？」

「ええ。そのつもりで参りましたから。いつでも出発できますよ」

「それを聞いて安心しましたわ。では三十分後に」

「はいィ？」

「三十分後に」

　一瞬聞き違いかと思い疑問符を浮かべた俺に、念を押すかのように繰り返す王女殿下。

　いや、いくらなんでも早過ぎだろう!?

「大丈夫ですわ。旅支度の方はすでに済ませております。それに長旅の心得の方もマクスウェルから教えを受けておりますので」

「いやいや、本当に大丈夫なんです!?　ここからストラールまでは一週間以上かかるんですよ！」

「いざという時はワシが転移門ポータルゲートで送ってやるでな」

「それやったら元も子もないし！」

　姿を見せないといけないのに、転移してどうすんだよ。マクスウェルもどうやら、この王女のペースに巻き込まれて混乱しているらしい。

　ともあれ、依頼主が三十分後に出ると言うなら、俺たちはその意向に沿わないといけない。

　すぐに出発できるといっても、俺としては昼過ぎとか、そんな時間を想定していたが、いきなり三十分後と言い出すとは思わなかった。

　旅の主導権は冒険慣れした俺たちが握ることになっているとはいえ、相手は王族。妥協できるところはできるだけ妥協した方がいいだろう。




　今すぐ出ると言い出したエリゴール王女。それに従うのは吝やぶさかではない。

　吝かではないが、一応警告をしておくのも、護衛としての仕事の一環だろう。

「今から出発しますと、次の宿場まで辿たどり着けないので、途中で野宿になりますよ？」

　ラウムからストラールの間には点々と宿場町がつくられており、商人たちがそこで宿泊できるようになっている。

　しかしそれは『朝から出発した』と仮定した距離で作られているため、時間的に中途半端な今から出発した場合、宿場まで辿り着けないはずだ。

　もちろん早馬を飛ばすなどの手段を講じれば、日が沈むまで間に合うことはできるだろう。

「あら、ダメよ。朝一に出た場合は私とクラウドくんが仲良く出発するところを、民に見てもらえないじゃない」

「うっ、確かにそれが目的ではありますが……それなら、町を出る必要も？」

「どうせ視察に行く予定だったのだから、それに付き合ってもらう方が建設的でしょ？」

「あうぅ……この人はどうしてこう、論理的に無む茶ちやを通してこようとするのか」

　俺の泣き言に、マクスウェルはさもありなんとばかりに頷いていた。

　恐らく奴も、この王女には振り回されてきた経験があるのだろう。

　安全第一に行くなら、出発は明日の朝にした方がいい。しかし今回の目的はクラウドとエリゴール王女の仲を市民の目に見せつけることなのだから、人目の多い昼に出発することになる。

　この考え方は、間違いではない。

「仕方ありませんね。まず間違いなく途中野宿することになりますが、そこは覚悟しておいてくださいよ」

「ええ、それに噂のニコルさんとミシェルさんが一緒なんだから、野宿もきっと楽しくなるわ」

　パンと手を叩いて、嬉うれしそうに微笑ほほえむエリゴール王女。その邪気のない笑顔に、俺はそれ以上言い募ることができなくなっていた。

　なるほど、確かに人を惹ひきつけるカリスマは充分に持っているようだ。

　柔らかい雰囲気でありながら、この押しの強さは強烈な個性になり得る。

「わかりました、ではその方針でいきます。出発は三十分後、王城の門の前に集合ということで」

「はい、よろしくお願いしますね」

「じゃあ、わたしたちも個別に準備してきますので」

　旅に出る用意はしてあると言っても、馬車の用意までしていない。それに保存食の積み込みもしないといけなかった。

　先ほどはいつでもと言ったが、やはり長旅となると、今すぐに出発とはいかなかった。

「じゃあ、クラウドとミシェルちゃんは馬と馬車の用意。水の積み込みもお願いね。フィニアとわたしは他の雑貨を持ってくるから」

「うん、わかった」

「任せとけ」

「エリゴール殿下は──」

「エリィで結構ですわ。これから一緒に旅をする仲間なんですもの」

「うっ……では、エリィは夜営するための寝具とか持ってますか？」

「寝具？　毛布とかならいつも使っているモノが……」

「それじゃダメなので、こちらで用意しますね。かなり粗雑な品ですけど我慢してください」

「ええ、もちろん」

　城の寝室で使うような毛布なんか、旅に持ち出したら一晩で廃棄処分だ。

　もっともそれすら気にしないのかもしれないが、何泊もする可能性を考えると、頑丈なものを用意した方がいい。

　俺たちは大至急で出発準備を整え、予定通り三十分後には王城の門を出ることになったのだった。




　王城から門に続く道は、基本的に大通りになっている。

　そこは商店が立ち並ぶ、経済のメインストリートになっていて、相応に人通りも多い。

　ましてや昼時のこの時間は、商店の客だけでなく職人たちも昼食を買いに訪れているため、馬車が止まるほどの混雑を見せていた。

　そんな中を、荷台の幌ほろを外した俺たちの馬車が、ゆっくりと進んでいく。

「あれ、エリゴール様じゃない？」

「やだ、本当！　一緒にいるのってニコルちゃん？　ラウムに帰ってきてたんだ」

「え、ウソ。クラウド君、カッコよくなってない？」

「フィニアさんは俺の嫁！」

「私のミシェルちゃんハァハァ」

　などと、エリゴール王女に気付いた民衆が声を上げ始めるが、それと同じだけ俺たちの話題も耳に入ってきた。

　中には成長したクラウドに色目を使ってる女性の声もあって、俺としては弟子の評価に誇らしいやら憎たらしいやらである。

　すでにクラウドの身長は前世の俺より高くなっているため、見映えだけは非常に良い。

　半魔人への偏見が少ないラウムでは、この野郎は意外とモテていた。

　それと最後の女性はミシェルちゃんには近付くな。あとフィニアはやらん。俺のだ。

「あなた方も、結構人気なんですね」

「えっと、まぁ、目立つ人間が多いですし」

　エリゴール王女は愛想よく民衆に手を振りながらも、馬車の横で愛馬に乗るクラウドに話しかける。

　いまだ緊張している感が拭えないクラウドではあるが、今回の依頼のコンセプトを考えると答えないわけにはいかない。

　彼がエリゴール王女と仲良く会話することで、半魔人への敵てき愾がい心しんを少しでも減らしておく必要がある。

　しばらくすると、北から半魔人によるフィーナ誘拐の報も届くだろうから、今が正念場である。

「皆さんと一緒に、レティーナも冒険をしていたのですよね？」

「ええ、その頃はフィニアさんは一緒にいませんでしたけど」

「彼女も社交界では注目の的だったんですよ？　マクスウェル伯父様に掻かっ攫さらわれてしまいましたが」

「あー、そうなりますよねぇ」

　マクスウェルとレティーナは、城に残してきた。彼女たちが一緒だと、クラウドが目立たなくなってしまうためだ。

　特にレティーナは年頃のエルフの美少女。魔法の腕もよく、六英雄とのパイプもある。

　しかも民衆の人気も高いとなれば、妻に迎えたいという貴族もさぞ多かったことだろう。

　その野望を暴走させたのがレメク公爵家だった。

「まぁ、長く組んでいた仲間からすると、マクスウェル様と婚約できたのは、素直に祝福できるかな？　信頼できる人柄だし、尊敬に値する方だから」

「ええ、その面では私も頼りにさせていただいてますわ」

　二人の会話は次第に弾み出し、クラウドの口調からも硬さが取れてきていた。

　エリゴール王女のこの人当たりの良さは、さすがというべきだろうか。

　俺は感心すると同時に背中に冷たい視線を感じていた。

　恐る恐る背後を覗のぞき見みると、そこには不機嫌を隠そうともしていないミシェルちゃんの姿があった。

　日頃クラウドと組むことが多い彼女は、気安く話すエリゴール王女に何やら嫉妬心を燃やしているようだった。

「だ、大丈夫かな、今回の仕事……」

　ミシェルちゃんとエリゴール王女が敵対したら、どっちの味方をすればいいのか……俺は真剣に悩むのだった。




　門を出てしばらくは、何事も無く旅は進んでいた。

　これはラウムの冒険者たちが、首都近郊の危険な生物をこまめに討伐している影響もある。

　その間もエリゴール王女は気楽に俺たちに話しかけてくる。やはり彼女のフランクな対応は、周囲の目を気にしての行動ではなく、地の行動らしい。

「でも、平和ですわね。城にいた頃はもっとこう……街から出た途端に、モンスターがグワーッて襲い掛かってくるものかと思ってましたのに」

「あはは、そんなにいきなり襲われたら、誰も街から出なくなっちゃうよ？」

「そうですね。今は街道沿いを歩いてますし、比較的安全な道を選んでますから」

「フィニアさん、ここでちょっと道を外れてみるという選択肢を採ってみる気は？」

「ありません。諦めて大人しくしてください」

　あまりにも気安く話しかけてくるので、フィニアとミシェルちゃんはすでに十年来の友人のような有様になっている。

　それは護衛としていい事なのか、悪い事なのか、判別が付きにくいところだ。

「むぅぅ、せっかく街を出たのですから、お父様に胸躍るお土産みやげ話ばなしをしてあげたかったのに」

「まだまだ旅は始まったばかりですから、お気を落とさず」

「いや、フィニアもそこでノッていかない。襲撃されたら困るんだからね？」

「ハッ、そうでした！」

　それにしてもこの王女、ガードの堅いフィニアですら油断させるとは、恐れ入る。

　馬車ということで現在はフィニアが手綱を持っているが、途中でミシェルちゃんに交代してもらうことになっていた。

　幼い頃から獲物を運ぶために馬車の操作を学んできたミシェルちゃんと、孤児院で荷物を運ぶために馬車の操作を覚えてきたフィニアがいるおかげで、二頭立ての馬車もどうにか扱えている。

　ちなみに俺は馬の乗り方なら知っているが、馬車の操作はできない。

「そういえば、エリィは馬車の操作はできます？」

「ニコルさんはまだ口調が堅いですね」

「そりゃ、最低限の礼儀ですから。それにエリィも口調は丁寧じゃないですか」

「これは日々の教育の賜たま物ものですよ。それと馬車の扱いはわかりかねます。魔法なら得意なのですけど」

「了解です。ってことは、いざとなってもエリィに手綱は持たせられませんね」

　旅の間は何が起こるかわからない。たとえ護衛対象といえど、できることを知っておくのは悪くない。

　いざという時、俺たちを置いてエリィだけを馬車で逃がすという手段を採らねばならないケースも、考えられた。

　しかしそれは、彼女が馬車を操れないという事実があるため、不可能だと判明したわけだ。

　彼女だけを逃がすという究極的に追い詰められた状況で、その辺の問答を避けられただけ良しとしよう。

「では馬は？　魔法はどの程度使えます？」

「馬なら乗れます。横乗りですけど。魔法は……炎系が得意ですが、レティーナほどは使えませんね」

「レティーナちゃん、今回もお留守番なんてかわいそう」

「しかたないよ、一応あれでも侯爵令嬢で、未来の公爵様なんだから。おいそれと街を離れられないもの」

　シュンと寂しそうに肩を落とすミシェルちゃんの頭を、ポンポンと叩たたいて慰めておく。

　そのたびに猫のように鼻を突き出すクセがあるのだから、面白い。

　フワフワした髪の感触を楽しんでいると、一瞬首筋に冷たい何かがよぎっていく。

　これは殺意を向けられた時の、本能的な防衛反応に近いモノだ。つまり今、俺たちに殺意を向ける何者かがいるということになる。

　俺は頭を動かさないようにして、即座に周囲に視線を飛ばす。下へ手たな反応を見せたら、こちらの準備が整う前に襲撃を誘発しかねないからだ。

　しかし道沿いの薮やぶなどに人が隠れている気配はない。となると……

「上、か？」

「ん、どうかしましたか、ニコル様？」

　どうやら人間の襲撃者ではなさそうということで、ヒョイと御者台に顔を出した俺に、フィニアが不思議そうに声をかける。

「うん、ちょっとね」

「あー、ヴァルチャーだねぇ」

　俺の動きに気付き、同じように御者台に乗り出してきたミシェルちゃんが、暢のん気きにそんなことを言った。

　確かに進行方向のかなり上空に、三羽のヴァルチャーが舞っているのが見える。

　敵の種類といい、羽数といい、八年前、俺がラウムに来た時と同じだ。

「今のミシェルちゃんなら、あそこまで矢が届くかな？」

「うーん、ちょっと難しいかも。上の方は結構風が強いみたいだし」

　その言葉を証明するかのように、ミシェルちゃんは無造作に矢を放ってみせた。

　その矢は幼い頃と違い、力強く、そして比較にならないほど正確にヴァルチャーへと向かっていく。

　しかしそれでも、届くまでに力尽き、風に煽あおられて射線をずらしていった。

「ね？」

「届かないってわけじゃなさそうだけど」

「羽毛とか皮を貫けるほどの威力は無いよ。こっちが使えたら別だけど」

　ポンと白銀の大弓サードアイをしまったケースを叩いてみせる。しかしこの程度の敵にそれを使うのはもったいないだろう。

　普通の矢と違って、こちらの矢は補充にも苦労するわけだし。

「じゃあ、近付いてきたら迎撃しよう。フィニアもその心構えで」

「また空を飛ぶ相手かぁ」

「クラウドは鳥系は苦手だからね。まぁ、馬が襲われないように警戒して」

「了解」

　上空から攻めてくる鳥は、盾持ちのクラウドにとって天敵である。

　だからといって、この状況で軽視できる存在ではない。俺たちだけでなく、ああいう相手は馬を狙ってきたりもする。

　そういう時に素早くカバーできるクラウドの存在は、非常に重要である。

　馬を潰された場合、俺たちの行軍速度や輸送能力が大きく低下するからだ。

「ついにニコル様の実戦を目にする時が！」

「そこ、変に興奮しないで。そっか、そういえばエリィの実力を見るいい機会かも」

「え、私ですか？」

「そう。これから先、どういう状況になるかもわからないしね。エリィがどの程度戦えるか、知っておきたいし」

「護衛対象を働かせるなんて、意外でしたわ」

「ここでいきなり怠けようとしないで」

　実際エリィの言い分の方が正しいのだが、万が一も許されない護衛対象である。

　いつもより慎重に、しかし正確に全体の力を把握しておきたい。

　そのためには、こういった余裕のある相手はちょうどよかった。

「いいでしょう。私の実力、お見せして差し上げます！」

　腕まくりして馬車の上で立ち上がったエリィを見て、どことなくレティーナを思い出した。

　レティーナも侯爵ということで、王家に近い血筋である。似た性格なのは当然なのかもしれなかった。

　衝動的に立ち上がったエリィに触発されたのか、ヴァルチャーたちはこちらに向かって急降下攻撃を仕掛けてきた。

　もちろん、間合いが短くなればミシェルちゃんの良い的である。

　しかしこちらに到達するまでに、ミシェルちゃんがすべて撃ち落としては元も子もない。今はエリィがどの程度戦えるのか、見てみたいのだ。

「とりあえずミシェルちゃんは一羽だけ落として。クラウドは私と一緒に馬を守りつつ一羽を担当。フィニアとエリィで一羽倒せる？」

「はぁい」

「任せとけって」

「一羽だけなら、何とか」

「頑張りますわ！」

　それぞれが俺の指示に返事をする。

　クラウドは馬上で大盾を構え、フィニアは馬車を停とめ、エリゴール王女に聞こえないように小声で起動言語を唱えて短剣を槍やりへと変化させる。

　そうした準備の間にも、ヴァルチャーとの距離が詰まる。

　こちらに向け、爪を下に突き出した体勢を取った瞬間、ミシェルちゃんが続けざまに二度矢を放った。

　それは狂いなく一羽の両翼の付け根に突き刺さり、飛ひ翔しよう能のう力りよくを奪い去る。

「はい、お仕事オシマイっと」

「いや、急降下してくるヴァルチャーにピンポイントで狙撃とか、普通はできないからね？」

「えー、ニコルちゃんでもやればできるよ？」

「ぜぇったい、できないから！」

　これだから天才ってやつは。

　急降下するヴァルチャーの速度は時速百キロを超える。翼を広げれば三メートルを超える巨体とはいえ、その翼の付け根に、動きを阻害するように的確に狙い撃つなんて、規格外に過ぎる。

　もちろん、俺にそんな真似まねができるはずもない。

「す、すごいんですね。さすが弓聖……」

「まぁ、ミシェルちゃんのすることに常識は当てはまらないから」

「ニコルちゃん、ひどぉい！」

「ほら、後続が来たよ！」

　俺は念のため、糸を使用することを避け、カタナを引き抜いておく。

　エリゴール王女は言うまでもなく王家の人間だ。六英雄に関する情報も、民間の人間とは比較にならないほど多い。

　変に糸を使い、そこから俺レイドへと辿たどり着かれると困る。

「よっ……と」

　とはいえ、俺も糸が無ければ、攻撃範囲はクラウドと大して変わらない。

　そこで小石を切っ先で撥はね上げて、ヴァルチャーの頭部を狙う。もちろんミシェルちゃんではない俺の投とう擲てきがそんな簡単に命中するわけがなく、あっさりと狙いは外れてしまう。

　だが飛んできた小石を反射的に避よけるように動いてしまっていた。

　そこまでは俺の計算通り。一羽が回避した影響で攻撃の角度がずれ、二羽が別々に孤立した状況を作り出すことに成功した。

「よし、クラウドはこっちの一羽を担当、フィニアたちはそっちお願い！」

「わかりました！」

　もちろん長年俺とパーティを組むフィニアは俺の意図を察しており、すでにそちらへと穂先を向けていた。

　胴体を目指して突き出した穂先は、しかしギリギリのところで回避され、かすり傷を付けるに留とどまった。

　エリィも負けじと魔法の詠唱を開始しており、こちらも実戦に怖おじ気けづいたところは見られない。どうやら、いざという時の戦力にはなりそうだ。

　同時にゴツンと重そうな音が鳴ったと思ったら、クラウドがヴァルチャーを相手に接近戦に持ち込んでいた。

　爪の攻撃を盾で防ぎ、逆にその足を掴つかんで地面に引ひき摺ずり倒そうとしている。お前、剣はどうしたよ？

「クラウド、剣は？」

「どうせ地面に落とさないと意味ないから抜いてない。それより早く攻撃してくれ！　足が浮きそうだ」

　身長が伸びたクラウドだと、ヴァルチャーもそう簡単に持ち上げることはできない。とはいえ、持ち上げられないほどでもなく、必死に羽ばたいてクラウドの拘束から離脱しようとしていた。

　そのためクラウドの足はときおり宙に浮いて鐙あぶみから離れ、そのたびに馬のエリザベスにしがみついて、どうにか耐えていた。

「はいはいっと。でもクラウドはこれくらい、一人で倒せるようになってくれないと」

「倒そうと思ったら倒せるよ。盾を放して剣を抜けばいいわけだし」

「でもそれをすれば、無駄に怪け我がしちゃうってわけか」

「そうそう。痛いのは俺だってヤだし」

　今、爪の攻撃を受けている盾を放し、相打ち覚悟で剣を突き刺せば、おそらくクラウドの方が勝つ。

　だがそれをすれば無駄に傷を負う。もちろん傷は俺たちが癒いやせるわけだが、無駄に魔力を消費することになってしまう。

　だからクラウドは持久戦の形を取り、俺の参戦を待っていたのだ。

　こちらの戦力を把握した上での行動であり、これはむしろ褒めるべきところだろう。

「だからって褒めてやらない。お前すぐ調子に乗るから」

「ひっでぇな！」

　言いつつも俺はクラウドの方に駆け寄り、跳躍した。

　最初の一歩でエリザベスの尻に足をかけ、次にクラウドの肩を足場に宙に舞う。

　この行動に驚いたのか、ヴァルチャーは一瞬目を見開いたが、すぐさまこちらに嘴くちばしを突き出してきた。

　だがそれは、俺に向けて頭部という弱点を差し出す行為でもある。

　俺はヴァルチャーの眼球に向けてカタナを突き出した。こちらに向けて頭を突き出したヴァルチャーに、これを避ける術すべはない。

　柔らかな肉の感触を貫き、その奥の硬い骨をも突破する。

　そのまま俺はヴァルチャーを下にしたまま地面に落ちた。

「また、この形かよ」

　ラウムに来る途中に襲い掛かってきたヴァルチャーの時も、この体勢で地面に落下した気がする。

　同時に俺はフィニアの方に視線を向けた。

　フィニアは堅実に槍を小刻みに突き出し、ヴァルチャーの接近を防いでいる。

　あの時は防戦一方だったフィニアだが、槍という武器と、その後の鍛錬のおかげで、ヴァルチャー相手なら余裕を持って対処できるようになっていた。

　そしてフィニアが時間を稼いでいる間に、エリゴールの魔法は完成した。

「フィニアさん、さがって！」

「はい！」

　俺たちほどコミュニケーションが取れていないので、声に出してタイミングを知らせるエリゴール王女。

　だがフィニアもその声を待っていたかのように、後ろへと飛とび退のく。

　細やかな気遣いのできるフィニアは、相手の気持ちを察することに長たけている。

　初めて組むエリゴール王女とのタッグでも、その能力を活いかして相手に合わせた行動が可能だった。

　そのエリゴール王女は、フィニアが距離を取ったことを確認し、魔法を起動する。

「──爆炎焦球ブレイズスフイア」

「ファッ!?」

　エリゴール王女の使った魔法に、俺は思わず変な声が出た。

　爆炎焦球ブレイズスフイアは、かつてはマクスウェルも使っていた誘導型の高火力炎属性魔法。

　その威力は放射熱だけでも、周囲の木を燃え上がらせるほどだ。

　それをこんな森の中で、しかもヴァルチャーの追尾になんて使ったら……

「見ましたか、これが私の実力です！」

「アホかぁああぁぁぁぁぁぁ!?」

　俺は身分差も忘れてエリゴール王女の後ろ頭にツッコミを入れた。

　その間にも逃げ回るヴァルチャーを追い回した爆炎焦球ブレイズスフイアは森の直上を走り回っている。

　そして火災もまた、その規模を広げつつあった。




　雨あめ除よけの幌ほろを馬車の荷台に張り、その中でエリゴール王女を正座させ、身分の違いすら無視して俺は説教していた。

　その横では、珍しくフィニアがはしたなく手足を投げ出し、ぐったりとした表情で荒い息を吐いている。

　これは身の丈に合わない、高レベルな魔法を使用した反動である。

　今回エリゴール王女が使用した魔法は、マクスウェルも使ったことのある追尾型の火か焔えん魔法だ。

　しかも本来は思考で誘導する術式を、自動追尾に修正してあるマクスウェルのオリジナル魔法。

　これを伝授されたエリゴール王女は、今回の襲撃で鼻高々に使用してしまったわけである。

　巨大な火球に驚いたヴァルチャーは、尻に帆を掛けたように逃げ惑い、それを爆炎焦球ブレイズスフイアの魔法が追いかけ回す。

　その放射熱で森林火災が発生し、しかもヴァルチャーは逃げ惑うものだから、その被害は加速度的に広がっていった。

　さらに悪いことに、この魔法は自動追尾に設定してある影響で、エリゴール王女にすらその動きを制御することができず、結果としてヴァルチャーが焼かれるまで、その効果は持続していた。

　事が終わる頃には周囲は完全に火の海と化し、慌ててフィニアが火を消すために天候コントロー操作ルウエザーという高レベル魔法を使用して、魔力を使い果たしたのである。

　魔力が尽きたフィニアは、いつもの貞淑な佇たたずまいを取り繕う余裕もなく、荷台の中でダウンしてしまい、俺たちはその魔法で降り出した雨に対処すべく慌てて幌を張ったというわけだ。

　そして、現在に至る。

「レティーナもよく森の中で火の魔法を使ってたけど、ここまで凶悪なのは使ったことが無いよ」

「申し訳ございません……」

「せめて周囲の状況を把握してから、魔法は使用して。強大な力を持つ以上、それを適切に使いこなすのは義務だよ」

「侍女たちからも、『いいから姫様はじっとしてて』とよく言われます」

「……いつもなのか？」

　この、力はあれど詰めが甘いというスタイル、どこかで見た記憶がある。

　誰だったか思い浮かばないが、なんとなく悪気がないのは理解できた。だからといって危険なことには違いないので、𠮟るべきところは𠮟っておかないといけない。たとえ王族といえど。

　特に一緒に旅をするなら、彼女の魔法が原因で、仲間に危害が及ぶかもしれないのだ。エリゴール王女の温厚な性格に便乗して、言えることは言っておくに限る。

　もっとも、そんな彼女の性格を見切らずに戦闘に参加させた、俺のミスもあるので、あまり強くは言えないところである。

「そっか、エリィちゃんはドジっ子だったのかぁ」

「ああ、どっかで見たと思った」

「うんうん。なんとなく似てるよね」

「ハァ、ハァ……ニコル様と、そっくり、なのですね」

「そこの三人、余計なこと言わない。あとフィニアは大人しく魔力回復しておくように」

　確かに俺は詰めが甘いが、周囲に被害を及ぼすほどじゃないぞ。魔力回復を促す薬の入った薬瓶を、フィニアの口にねじ込みながら、俺は憮ぶ然ぜんとした顔をした。

　このエリゴール王女、人柄は良いし、温厚だし、美人で自分の世話も自分でできるという、俺たち庶民からすれば非常によくできた人間だが、こういう欠点があったというのは予想していなかった。

　ともあれ、致命的ではあったが、まあ一度目の失敗で反省していることだし、あまりくどくど𠮟るのはやめておこう。

　これからも一緒に旅をする仲間だ、俺が怖いと思われるのは、マイナス要因になるかもしれない。

　なぜか怖いと思われてボッチをこじらせたのが前世の俺なのだから、今度こそ同じ失敗はすまい。

「まぁ、反省してるならいいけどね。今度からは気を付けるように」

「はぁい」

　シュンとして、悄しよう然ぜんとうなだれるエリゴール王女。こういう姿は年相応に可愛かわいらしい。

　しかしいつまでも馬車の中に避難するというわけにもいかない。ヴァルチャーの襲撃とその後の消火作業で時間を取られ、すでに日が暮れ始めていた。

　俺たちは馬車を使って夜営するので、テントの設営などはクラウドの分だけで済むのだが、それでも野宿となると準備がある。

「今日はフィニアがこの調子だから、食事はわたしたちで作ろう。クラウドはその間に自分のテントを用意してて」

「あら、クラウドくんも一緒じゃないの？」

「エリィ、仮にも王族なんだから、男と一緒に同どう衾きんするとか問題になるでしょ？」

「クラウドくんだったら危険はないと思うけど……」

「それをネタに脅してくる輩やからもいるかもしれないよ。そうなるとクラウドにも迷惑になるし」

「誰も見ていないし、大丈夫だと思うんだけど」

　つくづく思う。この王女は詰めが甘いんじゃない。脇が甘い。大丈夫なのか、ラウム王家。

「えー、クラウドくんが王様になるの？」

「いやいやいや、それはない！　それはさすがにあり得ないから！」

　俺たちの話を聞いたミシェルちゃんが素っ頓狂な声を上げ、クラウドが全力でツッコミを入れる。思わず脱力した。本当にミシェルちゃんは癒しである。

　へたばっていたフィニアですら乾いた笑いを浮かべるくらいだ。

　しかし、今はそれどころではない。

「とりあえずフィニア、雨はどれくらいで止やむの？」

「この術式だと、一時間程度降り続くと聞いています。初めて使いましたので、保証できませんが」

「そりゃ、フィニアだと雨を降らせる魔法より、晴れさせる魔法の方がありがたいだろうし」

「お洗濯の時は、そう思わないでもないですけど……」

　ともあれ、準備中に止むということはなさそうだ。なら、雨のかからない森の木の下に入り込み、そこで煮炊きをするしかない。

　俺は面倒だと思いながらも、ミシェルちゃんに馬車を移動させるように頼むのだった。




　食事の用意は俺とミシェルちゃんで行うことになった。

　先ほどの汚名返上を狙ってか、エリゴール王女が必死に夕食を作りたがっていたが、フィニアが身動きできない状況なので付き添う人が必要である。

　彼女にはその役目を担当してもらうことにした。うっかり料理を担当させると、毒キノコとか間違えて入れられそうだから。

「じゃあ、ミシェルちゃんは汁物をお願い」

「わかったぁ」

「蜘く蛛もの脚肉、入れちゃダメだからね？」

「……………………うん」

　その間は入れる気だったのか？　ともあれ、一番疲労しているフィニアが食べられない食事は却下である。

　俺はミシェルちゃんがスープを作る準備をしている間、薪まきになりそうな枝をかき集めてくる。

　消火のために雨を降らせているので、湿し気けった枝ばかりなのだが、そこはエリゴール王女がいる。

　今はフィニアの様子を見てもらっているが、薪に火をつけるくらいなら手早く済むだろう。

　ついでに食べられる野草を摘んできて、それも一緒に食事に出す。

「エリィ、薪に火をつけてもらえる？」

「任せてくださいまし！」

　フンスと鼻息荒く馬車から降りてくる。

　石を積み上げたカマドの中に薪を突っ込み、エリゴール王女はそこに魔法を撃ち込もうとする。

「──爆炎焦球ブレイズスフイア」

「ちょっと待てぇぇぇぇ!?」

「大丈夫ですわ、火力控えめですので！」

　エリゴール王女の言う通り、かなり小さめの火球が薪の中で滞留し、薪の水分を瞬く間に蒸発させていく。

　同時に薪が勢い良く燃え上がり、灰と化していく。

「これ、便利だけどわたしが薪を集めてきた意味が……」

「え？　あ、いや、もちろん火種になるものは必要ですし」

「まぁいいけど。この魔法、どれくらい持続するんです？」

「十分は軽く持続しますわ」

「薪を燃やすには充分だけど、料理するには少し短いね」

「申し訳──」

「いや、責めてるわけじゃないから！」

　再びシュンとしたエリゴール王女を、慌てて慰める。

　実際、カマドにちょうどいい火力に調整するとか、非常に器用なことをしている。

　この制御力は下手をしたらレティーナに匹敵するかもしれない。その技量は、感嘆に値する。

「今のうちに湿気った枝とかそばに置いて、乾かしておこう。それだけでも充分に助かるよ」

「役に立てたのなら、幸いですわ」

「ウチは魔法面はフィニアに頼りっきりなところがあるから、本当に助かるね」

「むしろフィニアお姉ちゃんが万能過ぎるの」

　ミシェルちゃんが言う通り、レティーナがいた頃はもう少し魔法に頼らなかった気がする。

　フィニアが参加して多彩な魔法スキルと家事を一手に引き受けてくれるおかげで、俺たちは少し楽をし過ぎたのかもしれなかった。

「申し訳ありません、私がへばっちゃったせいで」

「むしろフィニアが火災を止めなかったら、わたしたちがこの薪みたいになってたから」

「うう、それについては本当に面目ありません」

　フィニアをかばえばエリゴール王女が、という負の連鎖がここに誕生している。

　これから旅の数少ない楽しみである食事だというのに、謝罪ループは勘弁してほしい。

「それはそれ、これはこれ！　わたしもエリィの力量を把握しきれてないまま指示しちゃったんだから、そこはおあいこで」

「え、ええ」

　その間にミシェルちゃんが鍋で具材を炒いため、水を張ってスープを作り始める。

　俺は話を切り上げてフライパンを用意し、カマドの脇を使って炒いため物ものを作り始めた。

　摘んできた野草に塩コショウや調味料をぶっかけただけの、非常に雑な料理である。

　それでもスープとパンと干し肉だけという夕食より、遥はるかに彩りが出る。

「こっちのテント終わったから、何か手伝うよ」

「じゃあ、これお皿に取り分けといて」

「了解」

　料理の準備はクラウドに引き継いで、俺はフィニアの様子を見に馬車に戻った。

　そこにはごろりと横に転がったフィニアの姿があり、その口元にエリゴール王女が水袋をあてがっていた。

「フィニア、調子はどう？」

「ええ、かなりマシになりました。魔力切れって結構きついんですね」

「わたしはなったことがないから、よくわかんないや」

「ニコル様はむしろ溢あふれかえってましたから」

　クスリと笑みをこぼすフィニアを見て、笑うだけの余裕が出てきたと安心する。

「あ、また魔力吸引する？　上手うまくいけば、フィニアの魔力が回復するかもしれないよ」

「え？　ええ!?　そういえば、そんなことも……え、じゃあ私、レイ、いえニコル様と、え？　うぇえ!?」

　顔を真っ赤にして口元を押さえるフィニア。俺からすれば『何を今さら』と思わなくもないが、彼女的に子供への医療行為だったアレが、実は相手の前世が俺だったと知れば感想も変わってくるだろう。

　そもそも、俺の魔力蓄過症は女王華の蜜の効果もあって、一年足らずで完治している。

　その後も気絶などは続いていたが、それはこの身体からだの元々の虚弱さなので、治しようが無かった。

　ともあれ今から七年近く前のことなので、フィニアが忘れていたとしても無理はない。

「その節はごちそうさまでした」

「レ……ニコル様!?」

　真っ赤になっているフィニアが可愛かったので、俺はつい意地悪な笑顔を浮かべてしまった。

　フィニアは言い返そうと何やら思案していたようだが、いい言葉が見つからなかったのか、手近にあった毛布を頭からかぶって隠れてしまう。

　さすがにイジメ過ぎたかと反省し、フィニアの毛布に近寄って小さく『ゴメン』と告げておく。

　温厚な彼女のことだから、これくらいで怒るとは思わないが、やはりきちんと謝罪しておくことは重要だ。

「それじゃ、もうすぐご飯ができるから、外に出ておいで」

　フィニアのかけた天候コントロー操作ルウエザーの魔法の効果はまだ残っていて、馬車の外はしとしとと雨が降り続いていた。

　それでも木立の下に馬車を移動させていたので、カマドを作った周辺は濡ぬれていない。

　それに、雨除けのマントなども羽織っておけば、濡れることはあるまい。

「フィニア、どう？　食べられそう？」

　俺が問いかけると、フィニアは毛布から頭だけを出し、こっくりと頷うなずいた後、再び毛布の中に戻った。

　ミノムシかと言いたくなるが、俺のせいなのでここはグッと我慢して、馬車から出た。

　結局その日はフィニアの機嫌が直ることはなく、夕食に顔を真っ赤にしたフィニアが出てきて、何があったのかとミシェルちゃんとクラウドに余計な心配をかけることになってしまった。




　それから俺たちは、何度も苦難を乗り越えながら、ストラールの街を目指していた。

　エリゴール王女が用を足している最中に大蛇に巻き付かれたり、エリゴール王女が水浴びしている最中に川タコというモンスターに絡まれたり、エリゴール王女が戦闘中にゴブリンに攫さらわれそうになったり、そのたびにクラウドが前かがみになったり、そのたびにミシェルちゃんがクラウドの尻をつねり上げたり……まあ、枚挙に暇がない。

　しかもあの王女、俺が気を抜いているタイミングを見計らったかのように、襲撃を受けるんだよな。これはもう、ある種の才能かもしれない。

「ニコルちゃん、ニコルちゃん、エリィちゃんがおトイレだって」

「み、ミシェルさん、できればもう少しオブラートに包んで……」

「えー、どうせ女の子しかいないから、別にいいじゃない」

「俺を計算に入れてくれよ」

　クラウドのもっともな意見に、俺も頭痛を禁じ得ない。

　このエロトラブル王女とミシェルちゃんは妙に相性がいいらしく、俺よりも一緒に出歩いているようだ。

　そのたびに、エリゴール王女はミシェルちゃんの奔放さに振り回されている。

　そしてエリゴール王女に俺が振り回されるという悪循環である。

「じゃあ、フィニア……いや、私が一緒に行くからクラウドを監視してて」

「見ねぇよ！」

「知ってる」

「からかいやがったな、チクショウ！」

　意図せずハーレムなパーティになっているクラウドの立場は、実は低い。

　俺も元男だからわかるのだが、数的に不利になると、男は女性のパワーに圧おされっ放しになってしまう。

　しかし、これほどいい反応を返してくれるのだから、ついからかう側に回ってしまうのも理解していただきたい。

　クラウドの方も、俺たちが冗談交じりでからかっていると知っていて、わざと過剰な反応を返している節もある。

　つまりそれだけ余裕が出てきたというところだろうか。

「ふん、クラウドのくせにナマイキな」

「そうですか？　親しみやすくて良い方ではありませんか」

　がさがさと草むらをかき分けながら進む俺の独り言を聞きつけて、エリゴール王女が反論してくる。

　この王女も、クラウドをかなり気に入っているようだ。その分ミシェルちゃんの機嫌が悪くなっていた。

　その言葉には反応せず、適度な距離を取ったと判断すると草むらを踏み固め、用を足すスペースを作り上げた。

　あとは周囲の草を鳴らして、音をごまかしてやるくらいだ。

「考えてみれば、俺も中身は……いや、いいか」

　考えてみれば俺もクラウドと立場は似てるはずなのに、むしろ女性側の立場で考えるようになっている。

　ということは、俺はひょっとして思考まで女性に染まってきているのか？

「どうかしまして？」

　雑音を立てながらも、俺は周囲の警戒は怠っていない。この王女は、こういう場面で厄介事を引き寄せる性質を持っている。

　案の定、俺の耳はカサリという草ずれの音を聞きつけ、カタナに手を伸ばした。

「敵です、用は済みました？」

「え、あ、はい！　出し終わりました。たっぷりと！」

「いや、そこまで言わなくてもいいです」

　がさがさと後始末をする気配を背に、俺は夜の森の中に踏み込んでいく。

　すでに俺のいた場所も森の中ではあるが、夜営していた場所は少し開けた場所だったので、あえてそう表現しておく。

　そこには二体のケラトスがもしゃもしゃと草を食はんでいた。

　ケラトスは雑食なので、草も肉も食べる。食事中ということは、今も腹を空すかせている可能性が高い。

　もし発見されたら、容赦なく戦闘になるだろう。

「それにしても、警戒していたはずなのに、なぜここまで接近されているのか」

　ケラトスに聞こえないように小さな声で愚痴る。

　どうやらエリゴール王女に振り回されている間に接近されたようだが、その程度のことで見逃すとは、正直自信を喪失しそうだ。

　俺の気配感知能力は、高空を飛ぶヴァルチャーですら捉えられるというのに……

「ニコルさん、どうかしましたの？」

　そこへ容赦のないエリゴール王女の声。いやケラトスの存在を伝えていなかった俺のせいではあるが、これはヒドイ。

　エリゴール王女の声に反応して、ケラトスは勢いよく首を跳ね上げた。

　俺は反射的に隠おん密みつのギフトを使用し、木陰に身を潜めた。しかしそれが逆に、エリゴール王女の存在を際立たせる結果となってしまう。

「クケェ！」

　一声叫び、二体のケラトスがエリゴール王女の方に駆け出す。

　それを見て、俺は姿を隠すことをやめた。この期に及んで隠れることは、それこそ無意味だ。

「ミシェルちゃん、フィニア！　敵、ケラトス二体！」

　声の聞こえる距離にいるはずの仲間に声をかけ、俺は突進するケラトスの横合いから斬り付ける。

　つまるところ、この王女はトラブル体質とドジっ子を併せ持ち、それでいて愛あい嬌きようがあり、努力も怠らず、悪意がないという非常に厄介でいて嫌えない性格をしている。

　こんなのが次期女王で本当に大丈夫なのか？

「こんちくしょう！」

「キュアアア!?」

　唐突に横合いから繰り出された斬撃に、先行していたケラトスは驚きよう愕がくの声を上げる。

　後続のもう一体も足を止め、突然姿を現した俺に向け、警戒の態勢を取る。

　しかしその時間こそ、俺が欲していたものだ。

「お肉うぅぅぅぅ！」

　肉食獣ミシエルちやんの雄お叫たけびと共に、夜の闇を銀光が貫く。

　その一いつ閃せんは俺の方に向いたケラトスの左目に突き刺さった。

　悲鳴を上げ、首を振って逃げようとするケラトスの足元を、今度は俺が攻撃する。

　踵かかと部分を斬りつけ、走るために重要な腱けんを切断した。

　次の瞬間には、もう一頭の両眼を一息に矢が貫いている。ケラトス程度ではもはやミシェルちゃんの敵ではない。

　視界と機動力を奪われた二頭は俺たちに抗することはできず、その息の根を止められるまで、さほどの時間を要さなかった。

　その後、嬉き々きとして解体を始めたミシェルちゃんを見て、俺は少し心配になってきた。

　この厄介事を引き寄せる王女を連れて、本当に無事にストラールまで辿たどり着けるのだろうかと。
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　その日、ライエルたちは開拓村から少し離れた小さいが険しい山を登っていた。

　この山に生えている薬草が、クファルの毒素を解毒するのに必要な素材だからである。

　これらの知識は、フィーナのために破戒神が残していった書物にも記されていた。

　三歳の娘が薬草の繁殖地域すら覚えているのだから、薬学のギフトの恩恵は恐ろしいと言わざるを得ない。

「まだ三歳なのに、ここに生えている薬草の種類までピタリと言い当てるんだぞ。さすが俺の娘だろう？」

「ぜひゅー、ぜひー」

「それに世界一可愛かわいいからな。いや一位はニコルか？　なんにせよトップスリーには入るだろうな」

「た、たしゅけ……ゼルが、もう限界……」

「し、死ぬ、死んでしまう……」

「俺にかまうな、ここは俺を残して先に行け……」

「きゅ、きゅうぅぅぅ」

　北部独特の急きゆう峻しゆんな地形のため、同行を命じられた三名──元誘拐犯のトロイ、ジョーンズ、ゼルの三人はすでに虫の息である。ついでにカーバンクルも虫の息だ。

　しかし先行するライエルだけは、その高度も険しい道のりも苦にしていない。

「あ、お前ら。言っておくけどフィーナに手を出したら殺すからな？　ニコルもだぞ」

「それ、どころじゃ、ねぇ……」

　唐突に振り返り、息も絶え絶えの三人と一匹をビシと指差して警告するライエル。

　むろん、指差れた方はそれどころではない。険しい道のりによる体力の消耗で、いまにもぶっ倒れそうになっていた。

「なんで、そんなに、元気、なんす、か？」

「ん？　道が険しいくらいなら、しっかり足を踏みしめればいいだけだろう？」

「そんな簡単な問題じゃないでしょ──はぅ!?」

「トロイ、こんな、場所で、倒れたら、野獣に喰くわれて、死ぬぞ？」

　大声を上げたトロイはジョーンズの警告空むなしく、その場に膝をついてしまう。

「思ったより体力の無い奴らだな。そんなざまだと、また利用されるぞ」

「いや、だまされるのに体力とかあまり関係……いや、何でもないです」

「頼むから、少し休憩を……」

「仕方ないな。三十分休憩だ」

　へたり込んだ三人に、ライエルは休憩を告げた。

　この薬草採取は、彼らの体力練成という名の罰も兼ねての行軍である。

　だからといって、強引に先を急いで完全に気絶されても、困るのはライエルの方だ。

　それに彼らは、反省の念もあるのか、本当に体力の限界まで我慢してついてきていた。

　その根性を評価しないライエルではない。

「この蔓つるを切ると樹液が流れ出してくるから、飲んでおけ。水袋の水はまだあるよな？」

「はい、あります」

　近くの木に絡みついていた蔓を切断し、そこから染み出してきた水をトロイたちに飲ませる。

　山という環境では水は貴重品だ。現地で調達できるのなら、なるべくそれを消費した方がいい。

　特にこの近辺は水源が少ないため、一部の植物は大量に水を貯たくわえる性質を持っている。

　それを知るライエルは、水の節約のため、彼らにそれを知らせ、口にさせた。

「このままじゃ、お前らは他の兵士の足手まといになるぞ」

「わかっちゃいるんですが……無い体力は、すぐにどうにかなるもんじゃないです」

「それはうちの娘を見ていればわかるけどな。まぁいい。気長にやるか」

　ライエルとて、彼らを死に追いやりたいわけではない。むしろ一いち途ずに家族や大切な人のことを想おもい、命すら投げ出す覚悟で事に及んだ行動力は評価している。

　問題はその方法が間違っており、しかもそれがライエルの家族に及んだことだ。

　よって、これを無罪とするわけにはいかない。なによりけじめとして、他の兵士や村人に、目に見える形で罰を与えないと、規律が保てない。

　そこでこの薬草採取に彼らを同行させることにしたのだ。最近また脂肪を貯え始めたカーバンクルを連れて。

「カッちゃんも。そんな有様じゃ、またフィーナを守れないぞ？」

「うきゅうぅぅぅ」

　面目ないと言わんばかりの鳴き声を返すカーバンクルだが、大の字に寝ころんだまま、起き上がってくる気配がない。

　こちらは完全に体力を使い果たしてしまったようだ。

「まったく、いくらマリアの食事が美味うまいからといって……ん？」

　そこまで話し、ライエルは言葉を切った。

　その目は鋭くなり、周囲を油断なく見まわしている。

「どうかしましたか？」

「ああ、これは……戦場の気配だな」

「戦場……？」

　ライエルにレイドほどの索敵能力はない。しかし命の危機を数知れず乗り越えてきた彼は、相応に危険に対して敏感である。

　その彼の感覚が、鋭敏に危機を嗅ぎ付けていた。

「まずいな、これは──」

　足手まといを抱えたままでは、対処しきれないか？　そう判断するより先に、危機の源が姿を現した。

　三メートルを超える巨体、山や羊ぎの頭部、両手に持った人の胴ほどもある巨大な剣。

　それは最近、ベリトを訪れた際に目にした姿だった。

「双剣の魔神!?　お前ら、下がれ」

　強敵だが、この敵ならば倒した経験がある。それが彼に逃亡という選択肢を選ばせなかった。

　しかしそれが間違いだったと直後にわかる。岩陰からもう一体の巨体が姿を現したからである。

「二体、だと!?」

　一体相手ですら、苦戦した。あの時はレイドの補助があったからこそ、怪け我がなく切り抜けることができた。

　しかし今回はレイドがいないし、背後には守らねばならない者もいる。

「くっ、お前ら、死ぬ気で逃げろ！　足を止めたら本当に死ぬぞ！」

「な、なんだよ、あれ!?」

「化け物！」

「やべぇ、逃げるぞ、トロイ、ジョーンズ!?」

「きゅ！」

　ライエルは愛剣を抜いて、魔神に備える。

　もちろん魔神もライエルを放置する気はない。両の剣を振り上げて襲い掛かってくる。

　それを家宝の聖剣で受け止め、弾はじき返かえし、その場に踏みとどまる。

　背後の三人を逃がすための時間稼ぎをするつもりなのだ。

「ライエルさん、あなたも早く！」

「お前らが逃げてからな！　俺を死なせたくないなら、さっさと行け！」

　叫ぶライエルだったが、一体だけならともかく二体となると絶望的な気分にならざるを得ない。

　それでも、背後の三人を守るために、退ひくわけにはいかなかった。

「くそ、これじゃあのバカレイドと同じじゃないか！」

　叫びながらも、ライエルは剣を振り続けたのだった。




　カーバンクルは混乱しながらも、走り出していた。

　そのカーバンクルを追うように、三人の男も追走してくる。

　しかしこのままでは、この先に待つのが絶望的展開であることは、カーバンクルも理解していた。

　ニコルの影武者を何度も経験しているカーバンクルは、彼女がレイドの転生であることを理解している。

　かつてレイドを死に追いやった魔神、そしてベリトでライエルと二人で苦戦しながらもどうにか倒した相手。

　そんな相手と一対二で戦う羽目になったライエルの勝ち目が薄いことくらい、カーバンクルですら理解できる。

「ま、待ってくれ！　ライエルさんを置いていくわけには……」

「俺たちが残って何ができる！　一刻も早く助けを呼んでくるんだよ！」

「し、しかし──!?」

　男たちは口々に意見を述べあいながらも、足をもつれさせながら走っていた。

　カーバンクルも、男たちの言葉は理解している。その言葉は、誰のものも正しい。

　ライエルの勝ち目は薄い、置いていくわけにはいかない。助けを呼ばないといけない。

　しかしマリアは開拓村にいて、この場にはついてきていない。どう考えても、間に合わない。

　転移魔法や飛ひ翔しよう魔法があれば、間に合うこともできただろう。

　しかしカーバンクルが使える魔法は、せいぜいが中級。上級に位置するそれらの魔法は使えない。

　どうにかしないと、そんな想いが焦燥感を駆り立てる。

「きゅっ！」

　背後を振り返り、もっと急げという思いを込めて一声鳴く。しかしそれすら不可能であることは、一目でわかった。

　彼らも登山のために限界まで体力を削っていた。こうして走っているだけでも奇跡に近い。

　このままではダメだ。そう思った時、一つの光景が脳裏によぎる。

　先日、レイドがこの三人を運んだ時の手法。中級の浮遊レビテートの魔法を使った方法。

「きゅきゅっ!!」

　カーバンクルは即座に行動に移す。

　三人に浮遊の魔法を掛け、その身体からだを宙に浮かす。そして念動テレキネシスの魔法で彼らに荷物からロープを出して結びつけた。

　最後にロープの一端を自分に繋つなぎ、荷役カーゴの魔法で三人を引っ張っていく。

　元々が肉体労働者用に開発された魔法。自分よりも重い男三人を牽けん引いんすることも、できなくはない。

　しかしそれは子犬サイズのカーバンクルの肉体に大きな負担をかけることになる。

　それでも、カーバンクルは足を止めなかった。

　魔力で肉体を強制的に操作する荷役カーゴの魔法は、いうなればニコルの糸による肉体補助と近い性質を持っている。

　無論そのままではただの欠陥魔法なので、肉体強度を補助する効果も含まれている。

　それでも、男三人と子犬サイズのカーバンクルでは、その補助の限界を超えていた。

　ミシミシと身体の各所から軋きしみが聞こえ、プチリプチリと何かがちぎれる音が聞こえてくる。

　しかしそれにかまわず、カーバンクルはさらに速度を上げていく。

　一度動き出した荷物は滑らかに動き出し、その軽くなった負担の分、さらに限界を超えた速度で肉体を動かしていった。

　まるで名馬の疾走のごとく加速し、山を駆け下りていく。自分だけなら、これほどの負担はかからなかっただろう。

　それでも彼らを連れて帰ったのは、彼らの口が必要だったからだ。カーバンクルは人の言葉を話せないのだから。

　村に戻った時、状況を説明できる人間が一人は必要だ。故に彼らを置いていくことはできない。

「カーバンクル、俺たちを置いていけ。連れていくのはトロイだけでいい」

「きゅ？」

　そんなカーバンクルの窮状を知ったのか、ゼルがカーバンクルに言葉を掛けた。

「状況を説明する口は一つでいいだろう？　ここまで来れば、もう安全なはずだ。置いていっても、襲われることはない」

「きゅ……」

　それは事実であり、願望でもある。

　確かにこれだけ離れていれば、魔神との戦闘に巻き込まれることはないだろう。

　しかしそれは、ライエルが健在であればという前提が付く。

　ライエルが敗北すれば、魔神は即座にその場を移動し、近隣の人里を襲撃するはずだ。

　そしてこの近辺で最も人の多い場所は開拓村である。そこへ向かう途中がこの場所だ。

　つまりライエルが敗北すれば、彼らの安全は即座に失われる。ここは安全とは言いがたい場所だった。

　それでも、心配を掛けないように、ゼルは笑ってみせた。

「安心しろ。あのライエル様が負けるわけないだろう？　それに万が一こっちに逃げてきたやつがいても、足止めくらいはしてやるからさ」

　そう言って荷物から小型の盾を持ち出し、腕に装着したのはジョーンズである。

　彼もまた、カーバンクルの無む茶ちやを理解していた。

「──きゅきゅ！」

　迷っている時間はない。そして無茶を押し通して、村まで辿たどり着けなければ、元も子もない。

　ここは男たちの提案に乗るべきだ。そう判断したカーバンクルは、念動テレキネシスの魔法で二人の男を解放した。

「急げよ。ライエル様も、いつまでもつかわからないぞ」

　男たちは双剣の魔神の脅威を、直接目にしたことはない。

　それでも、只人が相手できるような敵でないことくらいは理解できた。

　むしろ一対一なら勝利できるライエルの方が異常なのだ。

「きゅ！　きゅきゅ！」

　必ず助けを連れてくる。そんな意思を込めて、カーバンクルは一声鳴くと、トロイを連れて再び駆け出した。

　そして三十分も経たたぬうちに、カーバンクルは開拓村へ舞い戻ったのだった。




　カーバンクルが開拓村に駆け込んだ時、マリアは教会で怪け我が人にんの手当てをしていた。

　そこにカーバンクルを担いだ村人たちが、押しかけてきたのは昼前、ライエルが魔神と接触して三十分後のことだ。

「マリア様！　マリア様は何ど処こに!?」

　その切羽詰まった声に、マリアは治療の手を止めて教会の入り口に向かう。

「どうしたんです、怪我人ですか？」

　駆け込んできたのは数人の村人と、トロイ。そしてその手に抱き上げられたカーバンクルだった。

　その様子を見て、一目でただ事ではないと判断したマリアは、その場で事情を聴くことにした。

「大剣を二本持った魔神が……ライエル様は俺たちを逃がすために、その場に留とどまって……」

「ライエル……あのバカッ！」

　ギリッと歯を食いしばり、いつになく険しい表情で罵倒の言葉を漏らすマリア。

　いつもと違うその態度に、男たちは少しばかり腰が引けるが、それでも言葉を止めなかった。

「ライエル様のあの様子だと、勝てるかどうか怪しい相手です。マリア様、どうかお助けください！」

「ええ、わかってるわ。採取に行ったのは北の山よね？」

「はい、六合目の山腹辺りです。山道があってその途中」

「いつもの採取ルートからそう外れていないわけね、わかったわ。あなたたちはコルティナに知らせてあげて」

「は、はい！」

　男たちに指示を出すが早いか、マリアは即座に転移魔法の魔法陣を描き出す。

　本来ならコルティナと合流した方がいいのだろうが、事は一刻を争うようだったので、一人先行することにしたのだ。

　マリアの支援力とライエルの攻撃力があれば、多少の敵などものともしない。

　ましてや物理攻撃一辺倒の相手なら、余裕で対処できるはずだった。

　描き出した魔法陣が起動し、周囲に魔力を宿した光が満ちる。

　転移魔法は一度訪れた場所でないと行けないという難点はあるが、今回の場合、マリアも採取に向かったことのある場所なので、問題はない。

　開拓村の医療を一手に引き受けているマリアとしては、薬草の採取に頻繁に訪れている場所だ。

　転移先に指定するのに、さほど苦労はない。

　クシャリと視界が歪ゆがみ、一瞬後には見慣れた山道に移動していた。

　いつもならば、鳥や虫の鳴き声が響く山道だが、それらは一切なりを潜め、代わりに激しい剣けん戟げきの音が響いていた。

「ライエル！」

　音は周囲に響いているが、大まかな方向くらいはわかる。現在の位置よりわずかに上。

　この近辺にはジョーンズとゼルもいるはずだが、今は後回しと判断する。ライエルが倒れてしまっては、双剣の魔神を倒せる人材がいなくなってしまう。そしてなにより、彼はマリアにとって大事な人だ。

　マリアは修道服の裾を蹴立てて、音の聞こえる方向へと走り出した。

　いくつかの岩を回り込み、山道を登ると、その先でライエルが二体の魔神と斬り結んでいる場面に出くわした。

　ライエルはすでに大量の出血を強いられ、しかし衰えることなく剣を振り続けている。

　しかし剣を握る指はすでに二本ほど折れ、両手で保持しないと持てない状態になっていた。

　左の肩口も斬り裂かれ、流れ出た血液が柄つかまで到達し、滴り落ちて血ち溜だまりを作っている。

　背中も斬られた跡があり、こちらはよくぞ致命傷にならなかったものだと感心するほどに深い。

　この状況でも戦えているのは、彼の持つギフト、タフネスのおかげだろう。

　出血も疲労も無視して戦い続けられるギフトの、面目躍如というところだ。

「マリアか!?」

　背後に現れた人物がマリアと知って、ライエルの顔に希望に満ちた笑みが浮かぶ。

　事実、ライエルの肩と背の傷が瞬く間に消え去り、指の骨も元の位置に戻って片手で剣を保持できるようになっていた。

「すまん、助かった！」

「いいから、よそ見をしないで！」

　片手で剣を持てるようになったことにより、左手が空いたライエルは、腰に吊つるした剣の鞘さやを引き抜いて二刀流のように構える。
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　レイドほどの回避能力を持たないライエルは、敵の攻撃を避よけ続けることができない。

　代わりに無尽蔵ともいえる体力で戦線を支えるのが、彼の戦闘スタイルである。

　だがこの魔神の攻撃力を相手にしては、それを続けることは難しい。

　ベリトではレイドのサポートがあったので、少ないダメージで倒すことができていた。

「やはり強敵だ。マリアも気を付けろよ」

「まかせておいて。あなたよりは相性はいいわよ？」

　ライエルと斬り結ぶ魔神は、鉄拵ごしらえの鞘を盾代わりに使われ、一気に攻めあぐむようになっていた。

　それを見て、もう一体の魔神がライエルを回り込むようにしてマリアの方へ迫ろうとする。

「神の檻ホーリージエイル」

　ここで、マリアが持つ最も強力な防御魔法を発動させた。

　あらゆる物理的攻撃も、魔法的攻撃も遮断する結界魔法。しかし魔力消費の激しいこの魔法は、頻繁に使用できるものではない。

　しかも発動している間は、マリアは一切の行動ができなくなる。

　しかしこれにより、ライエルは残る一体に専念することができるようになっていた。

　鉄製の鞘を盾代わりに使い、魔神の斬撃を受け止め、弾はじき返し、押し返していく。

「手早く済ませて。長くは持たないわ」

「承知。悪いな魔神よ、付き合っていられなくなった！」

　その言葉に応えるかのように、剣を振り下ろす魔神。しかしその剣はライエルの一撃によって、あっさりと弾き返された。

　もしこの場面をレイドが見ていたのなら、再び彼の劣等感が刺激されたことだろう。

　それほどに魔神の斬撃は重く、それを弾き返したライエルの一撃は非常識だった。

　振り下ろしの一撃を逆方向に撥はね返され、仰のけ反ぞる体勢になってしまった魔神。

　対してライエルは下から剣を振り上げたおかげで、剣を振りかぶったような体勢になっていた。

「ぉらあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああ!!」

　絶叫とともに、剣を振り下ろす。その一撃は魔神の胸元にぶち当たり、みぞおちから下にかけて斬り裂いていく。

　腹から下を両断されては、いかに魔神といえど致命傷になる。

　がくりと膝をつき、しかしそれでも反撃の一撃を打ち込むべく腕を持ち上げた。

　しかしライエルはそれを許さず、鉄拵えの鞘をその顔面に叩たたき込む。

　ライエルの膂りよ力りよくで鉄の塊のような鞘を打ち付けられ、山や羊ぎの頭が歪いびつにひしゃげる。

　その場で一回転し、地面に叩きつけられた魔神は、今度こそ息絶えた。

「ふぅ……」

　額の汗を拭い、一息入れるライエル。だがそこにマリアの声が飛んだ。

「悪いけど、そっちが片付いたのなら、早くこっちもお願い」

「あ、はいはい」

「ハイは一回」

「はい、フィーナが生まれてからきつくなってないか？」

　言いつつも剣を構えるライエル。同時にマリアの神の檻ホーリージエイルが解除される。

　ようやく自由になった魔神は、怒りの声を上げてマリアに迫ろうとするが、その前にライエルが立ちはだかる。

　万全の状態に癒いやされたライエルと、それを維持するマリア。

　その二人が揃そろっては魔神一体で敵かなおうはずもない。

　もう一体の魔神が息絶えるまで、さほどの時間を要さなかったのである。
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　エリゴール王女を連れたストラールへの旅は、決して順調とは言えなかった。

　彼女は事あるごとにトラブルを巻き起こし、その解決に奔走させられたからだ。

　しかし彼女に悪気があるわけでもなく、すべてが不注意というわけでもなく、まるで巡り合わせが悪かったかのようにトラブルが寄ってくる様は、まるで呪われているかのように思えた。

　そんな旅路も残りわずか。街道をあと数時間も歩けばストラールの街に到着する。

　そんな段階になって、俺は妙なものを発見した。

「ん？　あれ、なんだろ？」

「どうしたの、ニコルちゃん？」

「うん、ほら、あれ」

　俺は進行方向を指差した。

　幌ほろ付きの馬車は御者台と出入りできるように縦方向には幌がかかっていない。つまり進行方向と後ろは視認することができるようになっていた。

　馬車の進行方向には、森の木の陰からすでにストラールの城壁が見え隠れしており、あとわずかで到着することが見て取れる。距離にして数キロといったところだろうか。

　問題はその間にある街道を、ものすごい勢いでこちらに走ってくる騎影があることだ。

「騎馬、でしょうか」

「エリィ、またなにかした？」

「し、失礼な！　いくら私でも、辿たどり着いてない街で騒動は起こせません！」

「着けば起こせるんだ……？」

　ツッコミつつも、前方からの騎影を無視するわけにもいかない。数は一騎のみなので戦闘になればこちらが有利だが、警戒態勢は取る必要があるだろう。

「フィニア。念のため、ミシェルちゃんと交代して。戦闘になったら、随時補助魔法をお願い」

「わかりました。ミシェルちゃん」

「はぁい」

「ミシェルちゃんは横の幌をまくり上げてどの方向にも撃てるようにして待機」

「わかったぁ」

　フィニアと俺の言葉に、やや気の抜けた声を返すミシェルちゃん。だが、この暢のん気きな声が俺たちの肩に過剰に力が入るのを防いでくれる。

　そして俺の声に反応して、クラウドも背負っていた盾を構える。剣をまだ抜かないのは、騎影が敵でない場合、無駄な緊張感を与えてしまうのを防ぐためだ。

　剣を構えることで相手がこちらを敵と認識し、無用な戦闘に突入してしまう可能性もある。

「敵は一騎だけだけど、油断はしないで。周囲に伏兵の気配はないけど」

「了解。つまり『あれ』だけを注意すればいいんだな」

「私はどうしましょう？」

「エリィはこちらの指示があるまで馬車の中で待機。できれば顔も隠しておいて」

　エリゴール王女は、市民にも顔を知られている有名人だ。そしてその人気は、この遠いストラールの街まで届いている。

　顔を知られることで、厄介事が向こうからやってくることは、充分にあり得た。

　そうやって準備を整えているうちに、騎馬の姿は目前まで迫っていた。

「あ、あのー」

　近付く騎影に、俺は事情を聴くべく、声をかける。

　しかし騎影はその足を止めることなく、こちらの馬車のすぐ横を駆け抜けていく。

　決してこちらの声が届いていなかったわけではない。その証拠に、すれ違う時に、『危急にて御免！』と返事を残していったくらいだ。

　むしろ急いでいる時に『どけ！』という罵倒ではなく、丁寧に言葉を残していったのだから、実に誠実な対応だったと言えよう。

「まぁ、トラブルがなくてよかったかな？」

「でも、なんだろね？　すっごく急いでたみたいだけど」

「見たところ、伝令兵のようでしたね。街で何かあったのでしょうか？」

「伝令兵？　この方角だと王都ラウムの方面だけど──」

　そこまで口にした時、ストラールの方角からズンと重い崩落音が聞こえてきた。

　爆発音ではなく、崩落。つまり何かが崩れ落ちる音だ。

　それが十キロ以上離れているであろうこの場所まで響いてくる。それだけで、なにか重大な事件が起こったと推測できる。

「な、なに!?」

「ミシェルちゃん、見て！　土煙が街で！」

　この場所から視認できるほどの土煙。それほどの何かが起きたということか。

　土煙の手前には街の建物が見える。ということは、何かが崩落したのは、こちらとは反対側ということになる。

「たいへん！　ニコルちゃん、急ごう！」

「うん、だけど……」

　ここから街まで何キロもある。どれだけ馬車を急がせても、十分は掛かる。

「しかたない、わたしが転移テレポートで先行してくる！」

「ニコルちゃんが、一人で？」

「し、心配なのはわかるけど、その方が早く着くから」

「待ってください！　私も行きます！」

「フィニア？」

　俺の言葉を聞き、フィニアも一緒に行くと主張し始めた。

　その目を見ると、俺だから一緒に行くと言い出したわけではなさそうだ。

「あれほどの崩落……倒壊現場なら怪け我が人にんもかなり出ているはずです。ニコル様だけより、治癒魔法も使える私が同行した方がいいかと」

「なるほど。ならフィニアも──」

「でしたら、私も一緒に行きますわ」

「ちょ、エリィまで!?」

「現場が混乱しているのなら、明らかに身分が上の者の指示があった方がいいでしょう。もちろん邪魔になるようなら大人しくしてますから」

　言われて、わずかな時間、思案する。

　もしあの崩落で現場の指揮者が死亡したり怪我をしていれば、代わりに指示を出す者が必要になる。

　代わりがいるのなら問題ないが、そうでないなら混乱は長引き、被害者は目に見えて増えるだろう。

　そこに王女であるエリゴールが駆け付ければ、とりあえず彼女が指揮を執ることになり、仮かり初そめの統率が手に入る。

　そうなれば、組織だった救出活動も可能になるため、被害者が減ることは間違いない。

「わかった。エリィとフィニアを連れていく。ミシェルちゃんは悪いけど、馬車を街まで運んできて。クラウドはミシェルちゃんの護衛」

「了解！」

「わかった、急いで行くね」

　フィニアを連れていく以上、馬車の操縦はミシェルちゃんしかできない。この場に置いていくのでない以上、彼女が残って馬車を動かす必要がある。

　それに騎馬のクラウドもついてくることができなかった。

　俺は魔法陣を描き、フィニアとエリゴール王女と手を繋つなぐことで一緒に転移した。




　俺が転移した先は、ストラールの街の冒険者ギルドだ。

　ここを選んだのは、この場所が最も情報が集まる場所だから。ガドルスの宿も情報はよく集まるが、さすがにここほどではあるまい。

　だが、ギルド内には冒険者の姿がほとんどなく、残っていた職員も右往左往していた。

「ニコルです、今ラウムから戻りました！　土煙が見えましたけど、どうしたんですか？」

　俺は職員の一人を引っ捕まえ、事情を聴く。

　急に襟首を掴つかまれた女性職員は、『クエッ』と変な声を上げて驚いていたが、俺の顔を見てホッとした表情を浮かべた。

「ニコルさん、戻ってきてたんですか！　よかった、実は北門で襲撃がありまして、冒険者の方々は皆そちらに向かわせました」

「この街を襲撃？　何の利があってそんな真似まねを……」

「利とか得とか、そういうのは関係ないでしょうね。襲撃してきたのは魔神ですから」

「魔神!?」

「ええ。この世界とは違う世界より来訪した、異界の侵略者。この世の損得では動きません」

　召喚魔法やちょっとした『世界』の割れ目などから、こちらに侵入してくる魔神。

　その種類は多種多様だが、共通しているのはこの世界に大きな影響を与えるということだ。

　その最たるものが、人類の敵として暴れ回る種の存在。

「危険な魔神じゃなければいいけど……」

　多種多様なだけに、その強さも多岐にわたる。一冒険者で対応できるような魔神から、前世の俺が殺されたような魔神まで。

　そして一説によると、あの邪竜コルキスですら、召喚された魔神の一種であるという説もあった。

「弱い魔神でないことは確かなんです。三メートルを超える巨体に、大剣を二本携えた化け物らしいですよ」

「なんだって!?」

「こんな状況なのに支部長はいないし、どうしたらいいかと悩んでたんです！」

　その情報だけで、俺には充分だった。

　間違いない、敵はあの双剣の魔神だ。俺の死の原因となった時。そしてベリトで二体。

　だというのに、またしてもこの街に姿を現した。ここまで同じ魔神に出会うというのは、もはや因縁といってもいい。

　だが、事はそれだけでは済まない。この街に襲撃を掛けてきたのなら、その対応に出るのは、この街の冒険者だ。

　はっきり言って、この街の冒険者はそれほど強くはない。

　あの魔神の相手をできるほどの技量を持つ者は、はっきり言って存在しない。

　この街の二番手の冒険者であるマーク、ジョン、トニーの三人ですら、とても対処できないだろう。

「ガドルス様が今対処に向かってくれてますが、とにかく人手が足りなくって。先ほども外壁が破られたと情報が入ってきまして、現場はかなり混乱しているようなんです」

「そりゃ、そうか……でも支部長がいないっていうのは？」

「あの人はよくどこかへ姿を消しちゃうことがあるんで、詳しくは……ああ、もう、肝心な時にいないんだから！」

「なら、私が現場の指揮を執ります！」

　俺たちの話を聞き、エリゴール王女が気炎を上げた。

　もっともそのために連れてきたのだから、張り切ってもらわねば困る。

「わかった、ついてきて！」

「はい！」

「に、ニコル様、その魔神って……」

「フィニアは……ここで待っていた方がいいかも」

　彼女はトラウマと言っていい恐怖を、あの魔神から受けている。

　現場に駆けつけて、その姿を目にしたら、混乱してどんな行動を取るかわからない。

　しかし、フィニアは頑として留守番を拒否した。

「ニコル様が行くなら、私も一緒に行きます。それに治療するためにここまで来たのですし」

「それは、そうなんだけど……」

　とはいえ、あれから二十五年が経たっている。すでにトラウマを克服している可能性だってあった。

　それに彼女の意思がここまで固いなら、俺が口出しするまでもないかと、即座に考え直した。

「わかった。でも危険な相手だから、絶対指示には従ってね？」

「はい！」

「エリィも」

「もちろんです」

　もっとも現場で指揮するのは彼女なので、俺は彼女の裏方に回る必要があるだろう。

　そうとなれば、早く北門に向かおう。

　俺は冒険者ギルドから飛び出し、北門へ向かったのだった。




　北門周辺は、目を覆わんばかりの惨状だった。

　街を守る外壁は崩れ落ち、門も粉々に砕かれていた。

　そこかしこに怪け我が人にんが倒れており、うめき声をあげている。中にはすでに息絶えた冒険者もいた。

「これは……フィニア！」

「は、はい！」

　俺と同じく呆ぼう然ぜんとしていたフィニアは、俺の呼びかけで我に返り、即座に治療魔法を飛ばし始めた。

　俺は近くにいた、別の冒険者に尋ねる。

「ここの統率者は!?」

「そんなの、もう死んじまったよ！」

　いつもはおちゃらけた態度を取る冒険者が、険しい声で俺に返す。

　それほどに、今の状況は厳しいということなのだろう。

「ガドルスは？」

「ガドルス様ならあっちで魔神を引き留とどめてくれている。でもそれで精いっぱいだ！　おかげで、これ以上街に入られるのを防いでくれてるんだ……」

「くそ、誰か指揮してくれりゃ、俺たちももうちょっとは纏まとまれるんだが」

「わかった、エリィ！」

「はい！」

　エリィはすぐさま、近場のがれきの上によじ登る。そこで彼女は大声を張り上げた。

「皆さん、私はエリゴール三世です！　今この街に着きました。指揮者がいないということなので、今から私がこの場の指揮を執ることにします！」

　その声は日頃のマイペースな声ではなく、高く、遠くまで響き渡る大音声だった。

　周辺に響き渡る声に、魔神に打ち掛かっていた冒険者たちも、一瞬その動きを止めた。

　それは一歩間違えれば致命傷になり得る危険な動きだったが、そこは最前線で敵を抑え込んでいたガドルスがフォローする。

「まずガドルス様、そのまま敵の攻撃を支えていてください！　東側の冒険者さんは、大剣の動きに注意しつつ攻撃！　西側の人たちはそのまま横に展開して背後からお願いします！」

「おお！」

　意外としっかりとしたエリゴール王女の指揮に、冒険者たちも気勢を上げる。

「私も前線に出ます！　皆さんはフォローをお願いします！」

「やめてくれぇぇぇ!?」

　続く一言に、冒険者たちから悲鳴が上がった。

　もし王女の身に何かあれば、その罪はこのストラールの街全体に降りかかりかねない。

「お願いだから前に出ないで！　姫様はポンコツなんだから！」

「な、なんですってぇ!?」

「うっかり怪我されたら、俺たちの責任になるんですよ！」

「くそ、姫様が前に出る前に片付けるぞ！」

「おう！」

「なんだか、俺がハッパをかけるまでもなく、士気が上がったな」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、魔神の攻撃を愛用の大盾で受け止めているガドルスだ。

　この場で魔神の足を止めることのできる、唯一の存在。しかし状況はさらに悪化する。

　崩れた外壁の向こうから、さらに二体の魔神が姿を現したからだ。

「援軍だと!?」

「しかも二体……合計三体」

　ガドルスと冒険者から、絶望の声が上がった。

　俺も、絶望的な気分になる。しかし、今の俺はあの頃の俺ではない。それにガドルスもいる。

　ならばここは、怖おじ気けづいている場面ではないはずだ。

　俺はカタナを引き抜き、魔神の方へと歩を進めた。

　エリゴール王女がいるために、手甲ガントレツトは呼び出さずにおく。

　魔神が三体とはいえ、あの頃の俺とは戦闘力が違う。体内への操糸による身体強化があれば、充分に対抗できることはベリトで判明していた。

　それでも油断できるほどこちらが有利というわけではない。それほどに、この魔神は強敵だ。

「ガドルス、今──」

　援護する。そう言いかけた俺に背後から抱き着く者がいた。

　もちろん戦場なので警戒はしていた。それでも抱き着かれたということは、俺の警戒していなかった人物であるという証あかしである。

「フ、フィニア？」

「ダメです！　いくらレイド様でも、あの敵だけは──」

「ちょっと、フィニア!?」

　フィニアも、そしてガドルスも俺の正体は知っている。だから俺をレイドと呼ぶのは、まあ仕方ない。

　しかしこの場にはエリゴール王女を始め、ストラールの街の冒険者が勢せい揃ぞろいしていた。

　そんな場所でレイドの名を出すのは、すこぶる都合が悪い。

　それを察することができないフィニアではないはずなのに。

「行かないでください。いくらレイド様でも、あの数は無理です！」

「いや、だから……」

「行かないで、お願いします。お願い……」

　そこまで言った後は、嗚お咽えつしか聞こえてこない。

　俺の背に取りついたまま、力が抜けたように膝をつき、今では腰にしがみつくような形になっている。

　そんなフィニアを振り返り、俺はようやく、彼女の恐怖を理解した。

　立っていられないほどに震え、涙を流し、俺の取りすがっている彼女の姿。

　やはり、フィニアがあの魔神を見て平気でいられるはずがなかったのだ。今までは震える身体からだを𠮟しつ咤たし、気丈に振る舞っていたに過ぎない。

　二十五年前は、魔神の放つ威圧だけで動けなくなっていたくらいなのだ。

　今まで気丈に振る舞っていただけ、上出来と言うものだろう。

　そんな相手が三体に増えて、ついに決壊した。完全なパニック状態。しかしそれを責めるのは酷と言うものだ。

「フィニア、大丈夫だから。今の俺なら、あの程度はどうにかできる」

「でも……でも！」

　混乱するフィニアの頭を撫なで、彼女を落ち着かせる。

　そんな俺に、珍しく駄だ々だっ子のような仕草で首を振るフィニア。

　とめどなく涙を流す彼女に、俺は優しく言って聞かせた。今冒険者たちを見捨てるわけにはいかない。

　それは、この街を見捨てることに繋つながるのだから。

「ベリトでも平気だったでしょ？　今回はライエルよりも守りに秀でたガドルスがいる。万が一すらあり得ない」

　ライエルはどちらかといえば、攻撃に秀でた戦士だ。鍛え抜いたその膂りよ力りよくと、タフネスのギフトを存分に活いかし、前線で暴れ続ける暴風のような戦士。

　対してガドルスは決して揺るがず、敵を受け止め、弾はじき飛ばす、山のような安定感を持つ。

　その分攻撃力に難があり、今回はその欠点が魔神を追い払えない原因となっていた。

　今の俺なら、その欠点を補うことができる。

「俺もまた死にたくはないからね。危なくなったら全部ガドルスに押し付けて、逃げ戻ってくるよ」

「本当ですか？」

「本当本当。嘘うそだったらフィニアの言うこと一回聞いてあげるから」

「し、信じてますよ？」

「もちろん」

　腰元に縋すがり付くフィニアの頭を優しく撫で、俺はその手を解ほどいた。

　この騒動の間にも、ガドルスは敵の攻撃を防ぎ続けている。

　そしてフィニアの狂乱に驚いた数名が攻撃を受け、運よく致命傷こそ免れてはいたが、戦闘不能に陥っていた。

　仕方のないこととはいえ、出遅れた分は活躍せねばなるまい。

　すでに三体の魔神は合流しており、ガドルスが二体、冒険者たちが一体を受け持ち、戦線を維持していた。

　ガドルスは攻撃力不足のため、敵を倒すことはできず、冒険者はそもそも多数でかかっても勝利できるほどの実力はない。

「無理はするな！　だけど絶対にここを抜かせるな！」

　マークが最前線に立ち、味方の冒険者を鼓舞している。

　自分たちでは勝てないと知って、戦線維持のみに専念するという判断をしていた。

　その判断は、ここでは正しい。無理に倒そうとしないところに、彼の成長が見て取れる。

　ガドルスでは守ることしかできないが、この襲撃は冒険者ギルドにも伝わっていた。

　ならば通信システムで王都ラウムにもその情報は伝わっているはずであり、そこにはこの国の最大戦力であるマクスウェルがいる。

　それに街に来る途中ですれ違った騎馬は、おそらく伝令だったのだろう。

　馬を乗り潰すつもりで行けば、三日もあれば情報はラウムに届くし、道中の都市にも情報は伝わる。

　近場の街から援軍が来れば、戦況は一変するはずだ。

　さすがにそこまで戦い続けるつもりはないが、この襲撃の情報は確実にラウムに届く。

　あとは俺たちが、どうやって生き延びるかの問題だ。

　ギルドからの連絡を受け、あの爺じいさんが来てくれれば、すぐにでもこの魔神を討伐することができるだろう。

　ラウムに控えるマクスウェルは、ガドルスとは対極的に攻撃にのみ特化した能力を持っているのだから。

「だけど、それはそれで、俺にとっては腹立たしいよな」

　いつまでも攻撃はマクスウェル頼みというのは、俺の目指す英雄像とかけ離れている。

　同じ敵にいつまでも苦戦していては、問題外だ。

　体内に操糸の能力を巡らせ、全身に強化を施す。ガドルスの方はそれほど危険ではないので、今回は冒険者たちの方に助太刀に入る。

　寄ってたかって魔神の攻撃を受け止めている冒険者の群れをすり抜け、双剣の魔神の足元に滑り込む。

　股の間をすり抜けざまに、膝の裏を斬り付け体勢を崩した。

　魔神の皮膚は硬く、そして厚い。いつもの俺の筋力ならば、斬り付けたところで皮膚を斬り裂くことはできなかっただろう。

　しかし今の俺は操糸のギフトで筋繊維が強化されている。

　硬い皮膚を紙のように引き裂き、その向こうの筋肉や腱けんを両断する。

　もんどりうって倒れた魔神に、冒険者たちが群がっていく。もちろん彼らの力では有効打を与えることができない。

「肩や肘の内側を斧おので強打して！」

「おう！」

　とはいえ、大木を伐り倒すような斧ならば、防ぎきることはできないだろう。

　冒険者の中には破壊力重視で斧を使う者も、多数いる。彼らが前に出てきて倒れた魔神の腕を斬り付けていく。

　その痛みに悲鳴を上げて暴れようとする魔神だったが、足を斬られ、腕を斧で強打された魔神に、有効な反撃手段は残されていなかった。

　あとは俺が手を下すまでもない。反撃の手段を失った魔神は、冒険者の攻撃に容赦なく晒され、息絶えた。

　冒険者が魔神を仕留めたのを見届けてから、俺は再びガドルスの様子を窺うかがった。

　さすが守りを専門としているだけあって、倒すには至っていないがその戦いぶりは非常に安定していた。

　足は大地に根が張ったようにどっしりと踏ん張っており、魔神の振り回す四本の大剣をその盾で受け止め、受け流している。

　その体たい躯くに刃やいばが届かないことがもどかしいのか、魔神の攻撃はさらに激しさを増していく。

　しかしそれすらもガドルスは凌しのぎ切り、彼の周辺は余人が足を踏み入れることができないほど、激しい剣風が吹き荒れていた。

「ガドルス、一体回せ！」

「ぬ!?」

　俺の声にガドルスは呻うめくような言葉を発し、返事は態度で表した。

　一体の魔神に立ち位置を寄せ、もう一体から距離を取ったのだ。

　守るということは、敵の間合いを支配することにも繋がる。そういった点でもガドルスは優秀な戦士だ。

　魔神二体の中間に位置し、手に持った片手斧をちらつかせて絶妙に敵の注意を引く。

　そうして彼は魔神をその場に張り付けにし、他の冒険者へ攻撃の手を伸ばすことを阻止していた。

　それが俺の声によって一歩分だけ位置を偏らせる。これによって魔神の一体が自由になった。

　俺はカタナを鞘さやに仕し舞まい、倒された魔神が持っていた大剣を手に取る。

　カタナを仕舞ったのは、不意打ちならばともかくあの魔神の剣を正面から受け止めると、いかなこの名刀とはいえ、へし折られてしまいそうだと考えたからだ。

　本来の俺の筋力ならば持ち上げることすら難しい、俺の身長ほども刃渡りのある大剣。

　それを小枝のように軽々と持ち上げることができたのは、ひとえに操糸の身体強化のおかげである。

「グルルルァァァァ！」

　仲間の剣を携え、悠々と近付く俺に、魔神は咆ほう哮こうを上げて威嚇した。

　数名の冒険者がその声に腰を抜かし、地面にへたり込む。しかし威圧に耐えきった別の冒険者が、彼らを引き摺って安全圏まで離脱させていた。

　もちろん俺も、その程度の威圧で腰が引けたりしない。この連中に比べれば、邪竜の雄お叫たけびの方が数十倍も恐ろしい。

「やあああぁぁぁぁっっっ！」

　両手で大剣を振りかぶり、魔神に向かって斬りかかる。

　もちろん何の工夫もない大上段の攻撃など、この敵に通じるはずもない。

　俺の斬撃を左手で受け止め、右の剣で反撃し──ようとした。

「ゲブッ!?」

　しかし身体強化された俺の一撃は、その防御を容易に打ち抜いた。

　受け止めるために頭の上に掲げた剣を容易に押おし退のけ、頭蓋に刃をめり込ませる。しかしその程度では、この魔神の息の根を止めるには至らない。

　悲鳴を上げつつも魔神はひるまず、俺に向けて蹴りを放つ。普通の人間なら斬られた頭を押さえてたじろぐところだが、さすがは魔神というべきか。

　だが俺も、一太刀浴びせただけで油断していたわけではない。その蹴りを容易に躱かわし、追撃の一撃を放つ。

　この一撃は魔神の右腕に半ばほど食い込んだだけで止まった。

　状況は圧倒的に、俺が有利。しかしそれも長い時間ではない。

　操糸を使った筋繊維の強化は、俺の身体に大きな負担を掛け続ける。

　実際、敵の防御を押しのけるほどの一撃を放った腕は、すでに肩や肘に不穏な痛みを感じていた。

「だけど──！」

　俺が無理を押し通して与えたダメージは、無駄ではない。

　頭から顔にかけて斬り裂かれた魔神は完全に狂乱しており、残った腕で大剣を振り回し、俺に攻め掛かってきた。

　その攻撃を軽やかに躱し、余裕の笑みを浮かべてみせる。

　無論、そんな余裕を見せられる相手ではない。こうすることで敵を挑発するためだ。

　完全に正気を失った魔神は、俺を斬るためだけに剣を振り回し、周囲の状況が読めていない。

　俺が円を描くように攻撃を躱し続けた結果、俺の後ろにはもう一体の魔神の背が存在する位置に移動していた。

　そして正常な判断力を失った魔神は、その状況に気付いていない。

「ガアアアァァァァッ！」

「グギュルァ!?」

　狂乱した魔神の横薙ぎの一撃を跳躍して躱すと、背後から悲鳴が上がった。

　味方の存在に気付かなかった魔神の攻撃を、もう一体がまともに受けてしまったのだ。

　思いもかけぬ方角から、思いもよらぬ相手に斬り付けられた。その衝撃は魔神といえども混乱を来きたすに値する。

　状況も忘れ振り返るもう一体の魔神。背を斬り付けた相手が自分の味方と知り、茫ぼう然ぜんとした感情を山や羊ぎの顔に浮かべた。

　正面にガドルス、背後に俺、斬り付けてきたのは味方の魔神。奴にとっては、誰が敵なのか？　味方が裏切ったのか？　という疑念も湧き上がったことだろう。

　その隙をガドルスは見逃さない。

　相対していた魔神の背は、もう一体の魔神に斬り裂かれている。

　その傷跡をなぞるように、ガドルスの戦斧が振り抜かれた。

　ゴキン、と鉄と骨がぶち当たる音が、俺の耳にも届いてくる。

　ガドルスの斧と魔神の背骨が衝突した音だ。

　そしてさすがの魔神とはいえ、背骨を戦斧で強打されてただで済むはずがない。

　背骨を砕かれて神経を切断され、力なく膝をつく魔神。その低くなった首筋に、俺は大剣を容赦なく叩たたきつける。

　魔神の剛腕すら押しのける俺の斬撃は、魔神の持っていた大剣の重量も相まって、首を易やす々やすと刎はね飛ばした。

　それぞれが一対一の状況を作り出し、各個撃破に見せかけて敵を誘導し、同士討ちを誘発させつつ一体に攻撃を集中させて倒す。

　俺の戦術がまともにハマった形になる。俺の動きに無言で合わせてきたガドルスも見事だ。

　ガドルスは俺に向けて親指を立て、不格好なウィンクをしてみせた。

　俺も口の端を軽く吊つり上げ、親指を立てる。残念だが眼帯をつけているので、ウィンクは無しだ。

「さて、残るは一体。もはや負ける要素は無さそうだな」

　ガドルスは余裕を見せつつ盾を構える。

　俺も魔神の大剣を両手で構え、ガドルスと挟み込むような位置に移動した。

　普通ならそんな位置に移動する俺を、見逃すはずはない。しかしそれができない状況に、魔神はあった。

　敵は俺たちだけではない。他の冒険者たちも、魔神の包囲に加わっていたからだ。

　魔神にすでに逃げ場はなく、俺たちに降伏を受け入れる意思もない。

「グ、グガ……」

　狂乱していた魔神も、ようやく状況を理解していた。そして俺たちが降伏を受け入れないことも。だからこそ、やけくそで大剣を振りかぶり、一人でも多く道連れにしようと襲い掛かってきた。

　襲い掛かったのは堅くしぶといガドルスではなく、大剣を振り回す俺でもなく、包囲していた冒険者の一人、冒険者を統率していたマークに向かって。

　だが、それは俺に背を向けることにもなる。魔神の剣がマークに届くより先に、俺の剣が魔神の背を斬り裂いた。

　重い魔神の剣は、あっさりと魔神の皮膚と肉を裂き、骨を砕き、その向こうの内臓に穴を開ける。

「悪いな。やっぱ正面から斬り合うってのは、俺には向いてないみたいだ」

　魔神は背後で平然と嘯うそぶく俺に、恨みがましそうな視線を向けてくる。

　背中の傷は深く、致命傷であることは明らかだ。それほどのダメージを受けて立っていられるはずもなく、魔神はゆっくりと地に倒れ伏したのだった。




　地に倒れた魔神を見下ろし、俺は大きく息を吐く。

　ベリトでは苦労した相手だが、今回はガドルスとの相性もあり混戦の様相を呈していた。

　そんな中で敵の不意を突くのは、俺の得意とするところだった。

　だからこそ優位に戦況を運べ、圧倒することができた。

　しかしそれ以外に……俺は今、好奇の視線が向けられていることに気が付いた。

「今、あの娘がレイドって……」

「まさか、あの六英雄の？」

「いやでも死んだんだろ？」

「生まれ変わったって噂うわさもあるぞ」

「俺、ニコルちゃんが糸使うの、見たことある……」

「マジかよ!?」

　そんな声が周囲から聞こえてくる。先のフィニアの錯乱は、かなり大きな声で行われていた。

　戦闘中ということで、冒険者たちも強引に意識を戦闘から逸らさずにいたのだろうが、それが終わったら気にならないはずがない。

「レイ……ニコルよ？」

「言うな、ガドルス。しかたなかったんだ」

　この敵がいる場所にフィニアを連れてきたんだから、この展開は想定しておくべきだった。

　ベリトで一体だけなら倒せたという実績が、フィニアに無理な我慢を強いていた可能性がある。

　周囲から飛んでくる視線は、困惑に染まったものばかり。俺をよく知るフィニアの口から出た言葉だからこそ、信じられないことでも信しん憑ぴよう性せいが高くなる。

　これはもはや下へ手たな言い訳をしても、言い逃れできないだろう。

「この街もここまでかな……」

「むぅ……出ていくつもりか？」

「そうせざるを得ないんじゃないか？」

　もはや疑惑は確定の目で見られている。六英雄ということで嫌悪の視線ではないようだが、どう対応していいかという困惑は、ありありとその視線に現れていた。

　もちろん、このまま居座っても迫害されるようなことはないだろう。しかし街の人間からマリアやライエル、コルティナに話が伝わるのは避けられない。

　そうなると俺は、ライエルのあの屋敷に戻ることは難しくなるだろう。

　人の好いいライエルやマリアだが、俺に騙だまされたと知っても今まで通りに接してくれるとは思えない。

「旅に出て……もう、戻れないかもな」

　だが、俺はともかくフィニアやミシェルちゃんはどうなるのだろう？

　クラウドは孤児院出身で、今は出奔した身だ。俺についてきても、そう影響はない。

　しかし、ミシェルちゃんには帰るべき場所と家族がいる。俺とあてのない旅を続けるというわけにはいかない。

　フィニアも同じだ。彼女も戻る場所を持たない身だが、俺と一緒にずっととなると、体力的に心配な面がある。

　この三年、俺たちと冒険者を続けてきたフィニアだが、やはりエルフという種族の特徴で体力的なものが人間のそれよりもやや劣る。

　といっても、俺よりはマシなので、どうにかなるかもしれないが。

「ともかく、このままここにいるのはバツが悪い。宿の方に戻らせてもらう。何かあったら部屋に知らせてくれ」

「ああ、わかった。だが出ていくのなら連絡先だけは残しておいてくれ。また連絡のつかん状態になるのは忍びないからな」

「ああ、必ず」

　仲間たちが俺のいない間、どれだけ悲しい思いをしてきたのかは、これまでの人生でよく理解している。

　だから今度こそ、仲間を残して行ったりしない。そう決意する。

　しかし、そうなるとミシェルちゃんだけを残していくのは、その決意に反することになるな。

　やはり彼女たちには、それぞれ自分で決断してもらう必要がありそうだ。

　そんなことを考えていた時、俺この場に駆け寄ってくる気配を察知していた。もちろん殺気はないので、警戒はしてもカタナを構えたりはしない。

　しばらくして姿を現したのは、冒険者ギルドの職員だった。

「ニコルさん、やっと見つけました！」

「ここに行くよって言ってたじゃない」

「そうですけど、これだけ人がいると簡単に見つからないんですよ！」

　半ば逆ギレのように叫んでいるのは、慌てている証拠だろう。

　ということは、それなりに大変な事態が起こっているということか。

「どうしたの、そんなに慌てて」

「ライエル様の開拓村が大変なんです。先ほど入ってきた情報によると、あちらにも魔神が押し寄せてきたらしく──」

「向こうでも魔神だって!?」

　俺たちは、先ほど双剣の魔神を討伐したばかりだ。だというのに開拓村にも、魔神が攻めてきたというのか？

「このタイミングで……おかしくない？」

「ええ、ですが攻めてきたという事実は事実ですし。しかも複数いるらしく、ライエル様とマリア様だけでは苦戦は必至らしいと」

「そりゃ、単独で一軍に匹敵するとは言っても、しょせんは一人の人間だからね。マクスウェルならともかく、数の暴力には対処できないか」

「はい、なのでご息女のニコル様にも連絡しておかねばと思いまして」

「連絡……そうか、ありがと」

　ギルドにより情報の通信手段は確立されているとはいえ、それだけでは万全でないことは、ゴブリン襲撃の際に露呈している。

　魔神襲撃となると、その情報は確実に王都に届けねばならない。そこでギルド以外にも伝令兵という古典的な手段も併用して情報を飛ばしたということだろう。

「わかった。俺──いや、わたしも開拓村に行くよ。ガドルスも一緒に来てくれる？」

「で、ですが、ガドルス様も一緒となると、この街の防衛は──!?」

「もうすぐミシェルちゃんとクラウドが戻ってくる。クラウドに門を守らせて、ミシェルちゃんを城壁の上で砲台役にさせれば、たいていの敵は撃退できるはずだよ」

　あの魔神と戦ったことはないが、ミシェルちゃんの能力は一流の域を超えている。

　新たな英雄とか弓聖と呼ばれているのも伊だ達てじゃない。

　クラウドも地味ではあるが、その防御はガドルスに迫りつつある。

　この二人のコンビなら、いかに双剣の魔神といえど、容易に突破はできまい。

　そして他の冒険者たちも、一度の激戦を経て、対処法を学びつつあるはずだ。

　ここで俺やガドルスが抜けても、何とかできるに違いない。そう信頼できるくらいには、今の仲間たちやこの街の冒険者たちを信頼している。

「待ってください、私も……私も連れていってください！」

「フィニア？」

「もう、二度と離れたくないんです。お願いします！」

「そうは言っても……」

　ちらりと俺は、ガドルスに視線を向ける。

　フィニアの魔法の汎用性は高く、この街の防衛にも役に立つはずだ。

　しかし、複数現れた魔神を相手にする必要がある開拓村でも、彼女の力は有用である。

「構わんじゃろう。いざとなったら、俺が守ろう」

「そう言ってくれると助かる。じゃあ、フィニアも一緒に」

「ありがとうございます！」

　そんなフィニアに俺は小さく頷うなずいて返し、ギルド職員に振り返った。

「そういうわけで俺……わたしたち三人が援軍に向かうよ。ここの守りはもうすぐ帰ってくるミシェルちゃんたちに任せてあげて」

「わ、わかりました」

　職員が頷いたのを確認してから、俺は転移テレポートの魔法を発動させる。

　こうして俺たち三人は、開拓村へと向かったのだった。







[image: 第六章　立ち向かう者たち]




　ガドルス、フィニアと共に北部の開拓村にやって来た俺たちは、その状況に口をあんぐりと開けた。

　元々のどかな辺境の村だった。そこに住む村人も、そんな環境と同じくおおらかで、暢のん気きな性格をしている。

　そんな彼らが、悲鳴を上げながら村の南側へ避難している姿というのは、俺がここに住んでいた時期からすると、考えの及ばない光景だった。

「急いで！　荷物は最小限、一刻も早く村から退避してください！」

「そんな花瓶は置いていけ！　ライエル様といえど、あの数が相手では長くは抑えきれんぞ！」

「足が痛い？　その程度はかすり傷だ、今は村から離れることだけを考えてくれ！」

「早く逃げろ！　お前たちが逃げてくれないと、俺たちが逃げられねぇんだよ！」

　村の自警団の連中が、村人たちを追い立てるように誘導している。避難の方角が南ということは、敵の襲撃は北側からということか。

　俺は避難誘導している自警団の中に、見知った顔を発見した。

　ついこの間、この村で誘拐事件を起こしたトロイとジョーンズだ。

「トロイ、ジョーンズ！」

「え？　えっと、ニコルさんですか？　あ、それにガドルス様も！」

　彼らとこの姿で直接会ったことはないが、特徴的な外見なので、一目で俺がライエルとマリアの娘のニコルとわかったようだ。

「状況は？　それにゼルは？」

「はい、最初に両手に大剣を持った魔神が二体、北の山から出現しました。これはライエル様とマリア様が撃退されたのですが、その後間を置かず同型の魔神が五体、村を襲撃してきました。ライエル様とマリア様、それに魔法が使えるゼルが対応していますが、やはり数が多く──」

「五体だって!?」

　いくらライエルとはいえ、その数が相手では勝てるはずもない。何より奴は回避が得意ではない。

　傷を負うことは避けられず、そしてその傷を癒いやすためにマリアの負担が増える。

　もしマリアの魔力が尽きたら、その時点でライエルも押し負けてしまうだろう。

「フィーナは？」

「コルティナ様が連れていかれました。この状況では彼女を連れて逃げるしかできないと……」

　確かにコルティナは六英雄の中では戦力的に劣る。その劣勢を覆す戦術知識が彼女の売りなのだが……この正面からの力押しに、嵐のように押し寄せる速さとあっては、彼女では対応しきれなかったらしい。

「フィーナ様を信頼できる方に預けたら、必ず戻ると言ってましたが」

「会ったら、そのまま避難してろって伝えて」

「え、あの──」

「ライエルのところには、わたしとガドルスが行く。あなたたちはここで避難誘導を続けてて」

「そんな無む茶ちやな！」

「大丈夫。あいつらなら、すでに倒したことがあるから！」

「へ？」

　俺の返事にポカンとした表情をするトロイとジョーンズ。

　まぁ、俺の見た目であの魔神を倒したとか言われても、現実味が薄いか。

　しかし事実は事実だし、ライエルたちを放置するわけにもいかない。それに、俺がレイドであることは、いずれこの村にも伝わるだろう。今さらごまかすのは、往生際が悪いとしか言えない。

　それにいかにライエルといえど、一刻も早く駆け付けねば数の暴力に屈してしまうかもしれなかった。

　いつの時代も、少数の精鋭が存在しても、数には敵かなわないというのが定説である。

　人ごみを掻かき分け進んでいくと、次第に人の数が減っていく。

　そもそもそれほど人口の多い村ではない。南に向かって数十人が一斉に移動したために発生していた混雑だ。

　柵の内側に畑や民家を詰め込んでいくと、それなりに街路が圧迫されていく。

　そこに人が雪崩なだれ込んだため、混雑してしまったのだろう。

「いた、ライエル！」

「よし、俺が先行する！」

　俺の声にガドルスが答え、短い脚を懸命に動かして先行する。

　昔、修学旅行でライエルとガドルスが競走していたことがあったが、ガドルスはドワーフにしてはかなり健脚の部類に入る。

　ライエルはというと、三体の魔神に押され、身体からだ中じゆうが傷だらけになっていた。

　マリアの方はへたり込むようにして地面に座り込み、こめかみに手を当てていた。頭痛は魔力が尽きかけている時の典型的な症状だ。

　それでも防御用の結界を張り、二体を引き付けている辺りはさすがというべきか。

　マリアが結界を張っているため、ライエルへの治癒が飛ばせない状況になっている。これはかなり危険な状況と言えた。

「ライエル、退さがれ！」

　ガドルスの叫びにライエルの視線が背後に飛ぶ。

　おそらく彼も、マリアの危機には気付いていたはずだ。だからこそ、救援の声に思わず視線を動かしてしまった。

　それがこの魔神相手では致命傷になり得る。

「グアアアァァァァァ！」

　攻めあぐねていたライエルのわずかな隙に、裂れつ帛ぱくの気合を込めて剣を振り下ろす魔神。

　とっさに切った視線を元に戻し、自慢の剛剣を叩たたきつけてその攻撃を凌しのぐライエル。

　しかし魔神は二本の剣を持ち、しかも三体目がライエルに襲い掛かっていた。

　上下左右から隙間なく襲い掛かる魔神の大剣に、剣を振り抜いたライエルは対応できずにいた。

「ライエル！」

　ガドルスはドワーフにしては健脚の部類といえど、それはあくまでドワーフ内での話。いまだライエルの横に並ぶに及ばず、彼の盾は届きそうになかった。

　マリアもとっさに結界を解除し、ライエルに防御の魔法を飛ばそうとしていたが、これも間に合いそうになかった。

　一瞬でそれらの情報を脳内に取り込み、把握する。この処理速度は前世の俺でも持っていなかった。

　この局面に追い込まれ、まるでスローモーションのように流れる時間の中で、俺は苦悩し、そして決断した。

　物品召喚アポートの魔法を起動し、手甲ガントレツトを装備して糸を飛ばした。この時ほど瞬間的に召喚できるシステムを作ってくれた風神ハスタールに感謝したことはない。

　ほとんど反射の領域の速度で手甲ガントレツトの糸を飛ばし、身体の内部にも操糸の力を込める。

　そしてライエルとマリアを絡め取って、強引に引き寄せた。

　操糸によって強化された俺の腕力は、瞬間的にならライエルすら超える。

　その力で無理やり引ひき摺ずり倒し、直前までライエルのいた空間を大剣が薙いでいく。

　糸によって窮地を脱したライエルは、驚きよう愕がくの視線を俺に向けていた。それはマリアも同様である。

「ハァ……ま、いいか。どうせいつかはバレる状況だったし」

「……レイド？」

　俺が糸を使った。その場面はライエルだけでなく、マリアも目撃していた。

　もはや言い訳はできない。俺は今度こそ完全に腹を括くくった。

　こちらを振り返り、俺を見るライエルとマリアの目には、信じられないものを見た驚愕がありありと浮かんでいた。

　それもそのはずであり、他の人間ならばそういう技術を使うこともあると考えるかもしれない。だがこの二人に関して言えば、前世の俺の技術を目の前で見続けていた。

　ライエルとマリアの二人だけは、俺の技術を見間違うはずがない。

「嘘うそ、レイドの……でも、ニコル……あなた……」

「本当に、レイド、なのか……？」

　状況も忘れ、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく二人。しかしそれは、相対している魔神にとっては致命的な隙である。

　無論、この隙を逃すはずもなく、容赦なく斬り付けていた。

　しかしそれを弾はじき返かえしたのは、ようやく追いついたガドルスの大盾と戦斧だった。

　双剣の魔神の剣撃を盾と戦斧で弾き返し、続いてライエルとマリアを𠮟しつ咤たする。

「ライエル！　マリア！　今はそれより目の前のこいつらを何とかせい！」

「あ、ああ！」

「そうね……ニコル、話はあとで」

「……うん」

　気が重いことだが、この状況では話さないわけにはいかないだろう。

　そしてそれは、決して先の話ではない。

　この場にライエルとマリア、ガドルス、そして俺とフィニアまで揃そろったのだから、魔神の五体程度、どうにでもなる。

　ガドルスが二体を受け持ち、ライエルが二体、俺が糸を飛ばして残る一体の動きを妨害する。

　ガドルスは盾と戦斧を使い、巧みに敵の攻撃を封じ込めていた。

　ライエルは魔神すら上回る一撃を魔神の剣身に叩き込み、体勢を崩して反撃している。

　俺もマリアの前に出て、体内に操糸の力を纏まとわせ、正面切って魔神と斬り結ぶ。

　村の北側のこの場は、糸を掛ける場所も多い。俺の力を存分に発揮できる。

　こちらに踏み出す魔神の足に糸を掛け、剣撃の隙間をすり抜けて魔神の脇を駆け抜け、背後に回る。

　そのまま大きく糸を引くことで魔神の体勢を崩し、地に這はわせた。

「グルゥ!?」

　転ばされたことで苛いら立だったのか、呻うめくような声を漏らす魔神。少女と侮って糸を無視したのが、運の尽きだ。

　体内に操糸の力を纏わせた俺は、見かけとは裏腹にライエルに負けぬ剛力を発揮できる。

　そしてこれは、逃すことのできないチャンスである。起き上がるためにはどうしても片手を地につけねばならない。

　俺なら転がる遠心力を使って起き上がることも可能だが、巨体の魔神ではそんな曲芸じみた真似まねはできない。

　そして地に手をつけるということは、双剣の一本を封じられ、俺に背を向けるということでもある。

　それを嫌って魔神は転がったままこちらに剣を振る。俺はそれを掻かい潜くぐって、足元に斬り付けた。

　本来の筋力なら皮すら斬り裂けなかっただろうが、今の俺はライエルすら超える。

　ざくざくと皮膚と肉を斬り裂き、魔神は苦痛の悲鳴を上げた。

「グギャウ!?」

　自身の皮膚の厚さを信じて転がったままの反撃を選んだのだろうが、それが完全に裏目に出ている。

　魔神はもんどり打って俺から距離を取ろうとするが、引き倒した時に足に絡めた糸を近くの大木に絡めておいたので、それが叶かなわない。

　逃げることもできず、反撃しても身体強化した俺を捉えることはできない。

　倒れたまま一方的に斬り刻まれ、その魔神は反撃の糸口すら掴つかめずに息絶えた。

　そして俺が周囲に視線を向けた時、ライエルが自身の敵を斬り倒し、ガドルスの元に駆け寄るところだった。

　俺が一体倒す間に奴は二体を仕留めていた。力では追いついたと思っていたが、剣の戦いにおいては、やはり奴にはまだまだ及ばないか。

　その事実が、少しばかり歯は痒がゆい。

　残る二体の魔神も、ガドルスとライエル、そして俺の参戦であっさりと倒されたのだった。




　魔神討伐の後、村人たちは混乱しながらも村に戻ってきた。

　いきなり避難を強制され、そして数時間後には戻ってくるように指示されたのだから、混乱するのも無理はない。

　普通辺境に位置する開拓村では、そういう危険な状況に際し、避難をさせられることも珍しくはない。

　しかし他の村なら頻繁にあることなのだが、ライエルという戦力が常駐しているこの村にとっては、珍しい事態だった。

　ぶつくさ文句を言う村人たちを引き戻し、自警団員たちに柵の強化を指示した後、俺たちはライエルの屋敷に戻ってきた。

　そして俺は、泣きそうな顔のマリアと、帰ってくるなり真実を告げられ驚愕するコルティナを前に座らされていた。

　待たされている場所は食堂で、俺とガドルスが並んで座っている前に、マリアとコルティナが陣取っていた。

　ガドルスもその空気に耐えられず、口数の少ない彼が、さらに無口になっている。

「あー、その、コルティナや……いや、なんでもない」

　それでもガドルスが場を取り成そうと、コルティナに声をかけるが、そのコルティナに睨にらまれて言葉が続かない。

　俺に至っては、重い空気に言葉すら発することができなかった。

　唯一の幸運は空気を読んだ家政婦が、フィーナを別の部屋に退避させてくれたことだ。

　そんな時間を半時間ほど耐え抜き、ライエルが帰宅してきた。

　食事も取らず風呂も入らず、そのまま俺たちが陣取る食堂に入ってくる。

　マリアの横の席に腰を掛けたライエルは、じろりと俺を一いち瞥べつし、重々しく口を開いた。

「で、レイドで、間違いないんだな？」

「……ああ」

　ライエルは途切れ途切れ、強調するように俺に問うてきた。それは否定してほしいという想おもいがにじみ出ているようにも感じられた。

　しかしこの状況で否定しても、意味は全くない。

　口先だけの否定は、事実にあっさりと駆逐される。俺がその場しのぎで否定しても、俺が糸を使い、レイドと同じように戦ったという事実は変わらない。

　嘘であることはライエルたちにも見抜かれることとなり、余計に状況を悪化させるだろう。

　何より、コルティナが納得しない。

「なんで！　どうして──」

　コルティナは俺の答えにテーブルを叩いて立ち上がり、そして言葉をなくす。

　涙を浮かべ、どんな感情を浮かべていいのかわからないという風情で、力無く再び席に腰を落とした。

「本当にレイドなの？　呪いとか、いつもの変装とか、そういうのじゃなくて？」

「マリア、悪いが本当なんだ。俺は──」

「嘘よ……待ってて、ニコル。私がその呪いを解いてあげるから」

「いや、違うから……」

　マリアは俺の状況を何らかの呪いと考えることで、現実を否定しようとしていた。

　実際に俺に向けて、高位の解呪魔法を続けざまにかけてくる。

　解除魔法デイスペルや解呪魔法リムーブカース、その他俺の知識にない魔法まで、多彩に。

　実際俺の身体からだには破戒神の呪いともいうべき魅了の目があるが、それはマリアの魔法では解除できない。

　しかし俺の身体は巻物スクロールの時間制限などがかかっている状況だから、それらが反応した気配はあった。

「解けない……なんで……」

「そりゃ、生まれた時からこの身体だったし」

「レイド、あなた私たちを騙していた？」

「いや、そんなつもりは……でも、言えるわけないだろ！」

　俺はコルティナと同じように立ち上がって主張した。こっちだって泣きそうな気分になってくる。

「俺だって、お前たちが幸せそうに暮らしているのを見て、言い出せなかったんだ。『実はお前の娘はレイドだったんだ』なんて、お前たちが俺の立場だったら口に出せたか？」

「それは……」

「私は……無理ね」

　俺の主張に、マリアとコルティナは口をつぐんだ。

「じゃあ、俺の娘は……ニコルは存在しなかったっていうのか？」

「そうは言わない。俺はレイドという前世を持っているが、同時にニコルでもある。間違いなく、お前の娘でもあるんだよ。それは、間違いない」

「そうか……」

「俺は……お前に反発はしてたけど、今ではお前のことをちゃんと父親だと認識してる。それだけは信じてくれ。マリアも同じだ」

「わかった。レイド──」

　そこでライエルは厳しい視線を俺に向けてきた。

　その視線を受けて、俺は許されないかもしれないと覚悟を決める。

「なんだ？」

「表へ出ろ。勝負だ」

「はぁ!?」

　ライエルはそう言うと、裏庭に向けて歩き出したのだ。




　こうして、なぜか俺はライエルと勝負することになった。

　もちろん実剣ではなく、刃引きした訓練用の剣を使用して、だ。それでも俺やライエルの力で振るうと、軽く骨は砕けるだろう。

「なぁ、なんで俺がお前と勝負しないといけないんだ？　お前のことは本当の父だと思ってるって、さっき言ったよな？」

「俺にもわからん。だが俺は元々頭がいい方じゃない。そんな俺でも、このままじゃダメだって……納得できないってことは、わかる」

「それは──」

「もしお前が俺に勝てるのなら、間違いなくレイドなのだろう。だけど俺に負けるのなら──」

「レイドじゃない、と？」

　俺の言葉にライエルは大きく首を振り、否定した。

「いや、そうは言わない。あの糸捌さばきを見て、レイドではないと否定するのは難しい。この模擬戦は無駄なのかもしれないが、それでも……ああ、よくわからん！」

　訓練用の剣を振り、眉間にしわを寄せたまま、ライエルは答えた。

　おそらく奴も、説明できない感情の奔流に弄ばれているのだろう。

　自分を納得させるために、俺と戦いたい。脳まで筋肉でできているライエルらしい行動と取れなくもない。

「まぁ、お前たちの困惑もわからんでもない。俺にできることなら何でもするから、遠慮なく言ってくれ」

「アンタとの間に遠慮なんて──」

　ここまで黙ってついてきたコルティナはここで言葉を発し、しかし途中で言葉を切った。俺の姿が目に入ったからだ。

　そこに立つのは、明らかに前世の俺と違う少女の姿。八年間、可愛がってきた親友の娘の姿だ。

　そのギャップに思わず言葉をなくしてしまったと推測できた。

「マリアもコルティナも言いたいことはあると思う。俺だって立場が逆だったら、ブチ切れて何をするかわからなかっただろうな」

「だったら…………いえ、いいわ。確かにあんたの選択も理解できないでもないし。でも感情では受け入れられないのよ」

「ああ、もちろんそれもわかってる」

　こいつらにはつらい想いをさせてきた。そして今もその想いをさせている。

　その償いはいつかする必要があるだろう。それがどんな内容になるかはわからないが。

　少なくとも、ライエルのように力ずくで納得させるという手段ではないはずだ。

　それだけに、ややこしい要求をされそうな気もする。

「準備は済んだか？」

　コルティナと話をしていた俺に、ライエルが語り掛けてくる。

　その目はいつになく真剣で、訓練時に見る目とは違い、実戦時の目をしていた。

　それが奴の本気を物語っている。

「ああ、いいぞ」

　俺も練習用の剣を一本手に取り、その他の複数の剣を自分の背後にばらまいておいた。

　正直言うと気分が悪いが、ライエル相手に剣での戦いでは勝てる気がしない。

　俺が手に取った剣を構えると、ライエルはまさに鬼の形相で打ち込んできた。

　裂れつ帛ぱくの気合は空気を大きく震えさせ、正確に聞き取れなかったほどだ。

　俺は即座に身体全体に操糸の力を纏わせ、その打ち込みを受け止める。

　ライエルの膂りよ力りよくもあるのだろうが、今日はこの力を使い過ぎている。身体に大きく負担がかかり、受け止めた瞬間、剣だけでなく腕の内側からもミシリと何かがきしむ音が聞こえたくらいだ。

　俺が一撃を受け止めたことに驚いたのか、ライエルは一瞬動きを止めた。しかしこちらがその隙を突くよりも早く、蹴りが俺の腹に向けて放たれる。

　これはとっさに左の手甲ガントレツトを使って受け止め、同時に後ろに飛とび退のくことで衝撃を逃がした。

　後ろに跳躍し膝をついて着地したが、その時には左腕が上がらなくなっていた。

　これは負担をかけ続けていたからだが、ライエルの蹴りで限界を超えてしまった結果だろう。

　こちらの腕が上がらないと見るや、ライエルはさらに追撃を掛けてきた。

　しかし俺もまだ右腕が残っている。大上段に斬り伏せにきたライエルの攻撃を右手一本で受け流し、残った左手はギフトの力だけで糸を飛ばす。

　その方角はライエルの方ではなく、背後。ばらまいていた剣に向けてだ。

　それらの剣の柄つかに糸を絡め、五本の剣を矢のように飛ばしライエルを攻撃する。

「なんだとぉ!?」

　これはかつて、フィーナの誕生祝いを作るために、邪竜の巣で触手を持った魔神と戦った時の戦法だ。

　完全に不意を突いた。そう思って放ったというのに、ライエルはこれも反射神経だけで弾はじき飛ばす。

　瞬時に最適解を選び取ったのは戦闘術のギフトの力か？

　あらゆる武器を操る点に大きく着目されるギフトだが、こういった瞬時の判断にも影響を及ぼす面も見逃せない。

　敵に回すとこれほど厄介だとはな。

「だが、五本程度ではな！」

「まだ終わってねぇよ！」

　まだ右手には剣が残っている。それにライエルは、俺の身体強化術についてはまったく知らない。

　先ほど俺が戦っていた場面を見られているので、俺が身体強化を使えるのは理解しているだろうが、それがどれほどのレベルかはわからないはずだ。

　力任せに打ち込んだ一撃はライエルの防御を押し返し、踏み込みを留とどめるに至った。

　ここで押し返せないと、勢いのままに押されまくり、敗北していたことだろう。

「せえぇぇぇい！」

「ぐっ!?」

　無理をしてライエルを押し返したせいで、右腕の方もかなり危ない感触が走っていた。

　あまり長くは戦えない。そう判断して、俺はここで一気に決めることにした。

　ライエルに向かって体当たりを敢行し、肩口から奴のみぞおちに突進する。

　体重の軽い俺とはいえ、全体重を掛けた体当たりを急所に受けては、ライエルといえど呼吸が一瞬止まる。

　それを嫌って奴は半歩身体をずらし、脇腹で俺の体当たりを受けた。

　身体の中心からずれた体当たりは俺の身体を反転させ、両者がくるりと立ち位置を変える。

　それは俺の背後に、先ほど投げつけた剣が転がっている位置でもある。

　それを再びライエルに打ち込んだが、四本の剣をライエルは綺き麗れいに捌いてみせた。

　やはり一度見せた技では対応されてしまう。

「これで終わりだ！」

「ぬおっ！」

　しかしライエルの体勢は大きく崩れていた。そこへ俺は、右手の剣を叩きつけた。

　普通なら避けようもない攻撃。だがこれもライエルは躱かわす。崩れた体勢に逆らわず、地面に転がることで俺の右手の剣を避よけてみせたのだ。

　しかも倒れながらも俺の右手首を打ち、片方の剣を打ち落とすことに成功していた。

　剣を持っているが倒れたライエル。立ってはいるが、武器を失った俺。

　状況的には、ライエルの方が有利。それは奴の認識でも同じだった。

　武器を失った俺に反撃の術すべはない。そう判断しつつも警戒し、ゆっくりと立ち上がるライエル。

　俺はその頭に向け、動かない左腕をギフトで動かし、振り上げる。

　そこに一本の剣が落下してきた。俺は触れている糸を扱える。それは片手で指の数……つまり五本の糸を扱えるということだ。

　そして最初に投げつけた剣は五本。先ほどライエルが弾いた剣は四本。

　残る一本は散乱する剣の群れに紛れさせ、上空へと飛ばしていた。

　そしてそれが、このタイミングで落ちてきたというわけだ。

「な、なに!?」

　驚きよう愕がくの声を漏らすライエル。そして俺は落下してきた剣を受け止め、その頭部に叩たたき込んだ。

　体内への糸の操作を行っているとはいえ、すでに腱けんを痛めて動かない腕での一撃だ。

　ライエルへのダメージは、ほぼ無い。それでも頭部への刃物の一撃は、致命傷と言っていい。

「勝負あり。ライエル、お前の負けだ」

　その光景を見て、ガドルスが宣言をした。

　ライエルも、頭部へ剣を受けたとあって、負けを認めぬわけにはいかず、大人しく剣を下げた。

「俺の負け、か。あのニコルがなぁ……本当はレイドだったとはいえ、あのひ弱だったニコルが……あの……」

　天を仰ぐライエルの目から、涙が流れ落ちる。

「ちくしょう、お前が見つかって嬉うれしいはずなのに。ニコルの中身がお前だと知って憤るべきなのに、どっちの感情を選んでいいか、わからない」

「すまない……」

「俺はお前の父親だよな」

「ああ、それは間違いない」

「お前は『ニコル』のままなんだよな」

「ああ。生まれた時から、ずっと。そしてこれからも、ずっと」

「なら、いい。お前は俺の『娘』だ。レイドでもな」

「……感謝する」

　膝をつき、崩れ落ちたライエルの頭を、俺は優しく抱き寄せた。

　その俺の身体を、ライエルは容赦なく抱き寄せる。

　これでライエルの心に踏ん切りがついたとは思わない。それでも、俺を認めてくれたとは感じられた。

　それだけでも、先ほどの模擬戦は価値があったのかもしれない。




　俺との戦いを経て、ライエルはどうにか感情を落ち着けることができたようだ。

　しかしまだコルティナとマリアがいる。この二人に関しては、マクスウェルやガドルス、ライエルのように簡単にはいかないだろう。

　マリアは腹を痛めて俺を生んだ母親であり、コルティナは前世から俺を想おもってくれている。

　彼女たちを十五年にわたって騙し続けてきた俺は、簡単に許されることはないはずだ。

「あー、その──」

「……今はいいわ。ニコル、腕を出しなさい」

「へ？」

「今は非常事態だから、とにかく後回しにしてあげるって言ってるの。左腕はもう上がらなくなってるでしょ？」

「あ、うん」

　マリアが言う通り、俺の左腕は肘から先がピクリとも動かず、右手も手首から先がしびれて動かない。

　鈍い痛みがいまだ続いているところをみると、骨までダメージが入っているのかもしれない。

「もう、ライエルってば限度を知らないんだから。ニコルに傷が残ったらどうするの」

「いや、でもほら、レイドだし……俺もなんだかわけわかんなくなっちゃったし……」

「言い訳しないの！　中身がレイドでも女の子なのよ？」

「いや、そこで女の子とか言われると、俺もすげー微妙な気分になるんだが」

　すでに十五年も女をやっていて、月の物まで来ている。その気になれば子供だって作れるのに、今さら『俺は男だ』と言い張るのも虚むなしい。

　それでも昔の仲間にだけは、男の俺と認識してもらいたいのは贅ぜい沢たくなのだろうか？

「ほら、腕を出して、って動かないんだっけ。そのままじっとしてなさい」

「はーい」

「間延びした返事しないの！」

　言うが早いか、俺の両腕の鈍痛が消えていく。同時に左腕も右腕も、思い通りに動くようになった。

　マリアのこの態度は、彼女なりの強がりなのだろう。それでもこうして、いつも通りに振る舞ってくれるのは、俺にとってはありがたい。

　ライエルが惚ほれるだけあって、本当にいい女だと、俺も思う。

　しかしそれを知っても、俺の心は晴れない。それはマリアの横で無言で佇たたずむ、コルティナの存在のせいだ。

　一時の驚愕から覚め、眉間にしわを寄せ、こちらを睨にらむような視線で見つめてくる。

　もちろん彼女の気持ちもわかる。彼女の立場からすれば、俺はかなり酷ひどいことをしてきたとも思う。

　しかしこれは、どうしようもないことだと俺は思っている。おそらくもう一度同じ状況に置かれたとしても、俺は彼女たちに打ち明けることはできないだろう。

「ニコルちゃん……いえ、レイド」

「は、ひゃい!?」

　そんなコルティナから冷たい声をかけられて、俺は飛び跳ねるようにして姿勢を正す。

　直立不動でコルティナの方を向き、正面を向く。それでいて視線を合わせることができないでいるのだから、俺も往生際が悪いと思う。

　正面を向き、それでいて視線だけを逸らし、冷や汗をだらだら流す俺を見て、コルティナは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「ハァ、そんなに見事に揺れるんじゃ、名乗り出れないのも無理ないわね……それに、そんな態度取られたら怒るに怒れないじゃない。いや、レイドのことは本当に怒ってるんだけど。両手に鈍器持ってボコボコにしたいくらい。その顔は殴れないけど」

「そ、その節は大変申し訳なく……」

「言い逃れできなくなると、無駄に慇いん懃ぎんな言葉遣いになるところは、ニコルちゃんそのままなのね？」

「いや、これは前世からの癖だし」

「そうだったかしら？　でもまぁ、考えてみれば共通点は多いのよね。無む茶ちやしたがるところとか、詰めが甘くてドジなところとか、モテるくせに気付かない鈍感さとか。どうして気付かなかったのかと」

「やっぱ前世の俺ってモテてたの？」

　女性として転生して、方々でレイドの噂うわさを聞いてきた。その評価は総じて悪いものではない。

　むしろ良いといっていい。ライエルとは別方向の高評価を受けていたことを、生まれ変わってから知った。

　こんな有様だと、鈍感と言われても返す言葉もない。

「気付いてなかったのはあなただけだったみたいだけど、そうね。私としては気が気じゃなかったわよ」

「それはその、申し訳ない」

「そのことはもういいわ、許したわけじゃないけど。それより話を戻しましょ。まずはあの魔神よ。あれって、考えるまでもなく……」

「ああ、クファルが召喚していた奴だな」

「世界樹に封印されていたんじゃなかったの？　ってことは、抜け出してきたってことかしら？」

「そういうことになるかな。なんだかんだ言っても、バハムートも白いのの同類だしな。監視網に穴でもあったんだろ」

「あー、確かにあの子の知り合いじゃ、その可能性はあるわね」

　コルティナにまでこう言われるのだから、白いのの信頼性のほどが知れる。

　にしても、クファルがまた暗躍し始めたのだとすれば、俺たちものんびりとしていられなくなる。

　ライエルが言うには、ベリトに旅立つ前に大規模な襲撃事件もあったらしいし、この村に六英雄の俺たちがいると知られている以上、何らかの手出しをしてくるはずだ。

「ともあれ、防備は今以上に固めておかないとな。ガドルス、しばらくこっちにいられるか？」

「ストラールの街も襲撃を受けている。長々と居座るわけにはいかんだろう」

「ストラールもか！　となると、今度はかなり大規模な襲撃になるのか？」

「それどころか、ストラールに来た魔神も双剣の奴だったわ」

「ベリトで複数出現するのは知っていたが、こうまで数を揃そろえられると厳しいな」

　双剣の魔神は六英雄クラスだと一対一でもどうにかできるが、一般的な冒険者の場合は手も足も出ない。

「ともあれ、数がいるならこの村だけ危険というわけでもないだろう。すぐにでも各地に連絡をしておこう」

　そう言ってライエルが席を立った時、屋敷に自警団の一人が飛び込んできた。

　俺たちはその気配を察し、即座に玄関へと向かう。

　そこには狼ろう狽ばいした様子の若い男が一人、息を荒げて四よつん這ばいになっていた。よほど慌てて駆け込んできたらしい。

「ラ、ライエル様！　北に……北に、新たな魔神が！」

「なんだと!?」

　さらなる凶報を聞き、俺たちは、再びライエルの屋敷を飛び出したのだった。
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　マタラ合がつ従しよう国こく北部。数多くの小国が集まり、一つの巨大国家を形成したという歴史を持つ、南部都市国家連合に近い形態を持つ大陸東部の大国。

　入り組んだ海岸線と、無数の島、そして険しい山脈を有する独特の地形が特徴の国だ。

　その特殊な地形から豊富な海産物と、多種多様な鉱物資源が産出され、ドワーフをはじめとした鍛冶師の聖地とされている。

　その北部の山脈地帯に双剣の魔神の群れが襲来したのは、夕刻になってからだった。

　突如現れた魔神たちは、国境の関所をその大剣で破壊し、近くにあった辺境の村を殲せん滅めつしてのけた。

　魔神たちはそのまま侵略の手を止めず、さらに南にあった町に襲撃を掛けた。

　当初は蹂じゆう躙りんされるがままだった町の守備兵たちだったが、その守りにやがて粘りが出てきて、魔神の足を止めるに至っていた。

「突出するな！　騎士団が来るまで持ちこたえればいい。持久戦だ！」

「二番隊、街路一つ防衛線を下げろ！　住民の避難は終了した！」

「敵は三体だ、落ち着いて四人以上で当たれ！　盾役は必ず二人用意しろよ！」

　各地の指揮を受け持つ兵士の声が町中を飛び交う。そこには魔神を討伐しようという意思はなく、ただ持久戦に徹する意思で統一されていた。

　その町の南部にある、指揮所の一室に、緊迫する場にふさわしいとは言えない二人の少女がいた。

「南部の避難船の様子はどうですか？」

「は、現在八割が乗船し、満員になり次第出港する予定です」

「西区はやや押し込まれていますね。避難状況は？」

「そちらもすでに。当初は討伐目的で動いていましたので、避難指示が遅れました」

「ザナスティア様、南部の避難完了しました。サリカ様、新たに二隻の船を避難用に確保しました！」

「ありがとうございます。すぐに乗船指示を」

　当初は町の衛兵が指揮を執っていたのだが、徹底抗戦を指示した指揮官はその戦闘であっさりと死亡した。

　結果、この街に訪れていた下級貴族の娘である彼女たちが身分的に最高位になり、この状況で指揮を執る羽目になっていた。

「状況に応じた戦闘を肝に銘じ、勝てない相手であれば被害が出る前に退く。ニコルさんの教え通りですね」

　双剣の魔神は非常に強力で、この地方の冒険者や騎士ではとても太刀打ちできない。

　しかし幸か不幸か、この周辺は海が近かった。

　魔神は明らかに、水の中での活動は向いていない。海上に逃げさえすれば、追ってくることは無いだろう。

　万が一追ってきたとすれば、それはそれでこちらの思おもう壺つぼである。

　不慣れな水上で、マタラの軍艦相手となれば、逆にこちらに勝ち目が出てくる。

「まさかここで、高等学院の教えが役に立つと思いませんでした」

「学院の教えというか、ニコルさんの教えですけど」

　不利な状況を盛り返し、どうにか五分に持ち込んだところ。いまだ切迫した状況に違いないが、それでも少女二人は笑みを浮かべてみせた。

　そんな二人に、周囲の兵士たちも感化されていく。危険な状態には違いないが、なんとかなる。そんな空気が周囲を満たし始めていたのだった。
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　ラウムの王都にも、魔神の襲撃の手は伸びていた。

　クファルが呼び出した魔神は百を超え、それらが数体ずつの群れを作って各地を襲撃していた。

　その襲撃範囲は広く、そして侵略速度は軍隊のそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

「くそっ、城壁がもう持たねぇ！」

「援軍はまだか！　マクスウェル様は!?」

　魔神は城壁に取り付き、巨大な城門をその剣でめったやたらに斬り付けている。

　城門はすでに割れ目が大量にできており、長くは持たないことが見て取れた。

　もちろん守護兵たちも手をこまねいていたわけではない。城壁の上から矢を射掛け、どうにか撃退しようと奮闘していた。

　しかし魔神の厚い皮膚はその矢をあっさりと弾はじき返かえし、虫に刺された程度の痛つう痒ようしか与えていない。

「マジかよ、効きやしねぇ──！」

「黙って射掛けろ！　少しでも時間を稼げば、マクスウェル様が来てくださる！」

「それまで矢がもたねぇよ！」

　上官の言葉に弓を持った兵士が叫び返す。それくらい、彼らは追い詰められていた。

　かつて六英雄レイドと相打ちを果たした双剣の魔神。その存在は世界に伝わっている。

　それが二体も、この王都ラウムに押し寄せてきたのだ。恐れないはずがない。

　そして弓兵の言った通り、城門はその直後に破られていた。

「うわっ、門が!?」

「ダメだ……もう、ダメだぁ！」

　どれほど矢を射掛けてもダメージを与えられない敵。それがついに門を破り、街の中へ乗り込んでこようとしている。

　その事実に、兵士たちの顔は絶望に染まる。

　手に持った武器を投げ捨て、その場を逃げるべきか。そんな弱音が脳裏をよぎる。

　しかしその時、魔神の前に立ち塞がる姿があった。

「おっと、ここから先は通さないぜ！」

「フッ、二刀流の魔神か。この俺を差し置いて、ずうずうしいことだ」

　二人の男、おそらくは冒険者であろう男たちは、剣を構え、魔神と対たい峙じする。

　一人は柄つかが長めの蛮刀バスタードソード。もう一人は長剣ロングソード二本を構えた男。

　魔神の威容を前にして、全く怯おびえた素振りを見せない。

「冒険者五階位、黒炎双刃のケイル。推して参る！」

「え、俺も名乗るの？　ってかその二つ名なに？　えーと、階位の同じく五階位のレオンだ」

　強敵を前に意気上がるケイルと、そのノリについていけないレオン。そんな二人を邪魔者と認識し、魔神は容赦なく斬り掛かっていった。

「グルアァァァァァァァァ！」

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　双方気合を入れて斬り結ぶ。そして吹っ飛ぶケイル。城壁を斬り破る魔神と正面から斬り結ぶなど、いかな五階位といえど無理な話だった。

「ぐへぇ！」

「何しに出てきたんだ、お前!?」

「うるせぇ」

　思わずツッコミを入れるレオンだが、こちらは魔神の攻撃を避よけてきっちり反撃を入れていた。

　しかし分厚い皮膚に遮られ、大したダメージは与えられていない。それでも城壁の上の弓兵のように無傷ではないだけ、レオンの技量の高さが窺うかがえた。

「しかたない。俺も封じられた力を解放するしかないか」

「いいからさっさと本気でやれよ、こいつらマジで強いぞ！」

「うるさいっての！　いくぜ、魔黒ダークネス双刃ツインエツジ！」

　叫びと共にケイルの二本の剣が黒い炎に包まれる。実のところ、黒いだけでただの火炎付与フレイムウエポンである。

　しかし、攻撃力が底上げされたことには間違いない。そして、五階位のケイルの攻撃力は、レオンのそれを超えていた。

「おらああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「グガアァァァァァッ!?」

　Ｘ字に斬り掛かったケイルの攻撃を、魔神はまともに喰くらっていた。

　初撃であっさり吹き飛ばした相手だけに、完全に舐なめてかかっていたので、油断していたのだろう。

　だが、それだけでは魔神に致命傷を与えるには至らない。

　対してケイルは全力で斬り掛かったので隙だらけだった。

「あ、やべ」

「ガアァッ！」

　反撃の斬撃を受ける体勢も整っていない。容赦なく両断されるか、という瞬間に、魔神の頭部に矢を射掛けた者がいた。

「ガフッ!?」

　もちろん魔神はその矢ではダメージを受けていないが、目の付近を襲った攻撃に不快そうな声を上げる。

　その矢を放った者は、呆あきれたような声を上げた。

「ありゃー、この攻撃も効かないんだ？　こりゃ厄介だ」

「エレン、こいつは矢じゃダメだ！」

「はいはい、りょーかい」

　気の抜けた返事と共に、エレンは投石紐スリングを取り出し、そこに小袋を巻き付け投げつける。

　それは狙い過あやまたず魔神の顔面に着弾し、中に入っていた粉末をぶちまけた。

「ガ、ギャフッ！　グギャフッ!?」

「硬くて皮膚が貫けないのなら、他のところを攻めればいいのよね。胡こ椒しようと唐辛子粉とその他諸もろ々もろの特別ブレンドよ。とくと味わいなさい」

　視界を奪われた魔神は顔面を腕でこする。手には大剣を持っているので、そうするしかない。

　剣を手放さないのはさすがと言えた。

「よっしゃ、これなら──」

「はい、おつかれさーん？」

　その隙に攻撃を仕掛けようとしたケイルよりも早く、その横を駆け抜けていった者がいた。

　ケイルと同じ二刀流。そして異様と言えるほど長い腕。

　それを鞭むちのようにしならせ、魔神の喉元に斬り付けていた。

　その攻撃は魔神の首を半ばまで斬り裂き、止まる。その硬さに、剣の持ち主──マテウスは驚いた顔をした。

「かってぇな、おい？」

　言いつつも逆の剣で延髄を斬り付け魔神の首を斬り落とした。

　彼は動きの速さに難がある。故に魔神と相対した場合、速度で押し切られてしまう可能性があった。

　そこでエレンの足止めに乗じて、攻撃を仕掛けたのである。

「てめぇ、横取りとかずりぃぞ！」

「勝ちゃいいんだよ、勝ちゃ。修行が足りないぞ？」

「んだとぉ」

　睨にらみ合う二人に、レオンは呆れたような声をかける。

「お前ら、敵はもう一体いるんだぞ」

「お、おう！」

　仲間を倒されたことで、怒りの咆ほう哮こうを上げる魔神だったが、マテウスまで参戦した状態では、勝ち目はなかった。

　しかもここにもう一人の助太刀が姿を現した。

「おお、まだやっとるようじゃの」

「爺じいさん、遅いよ？」

「老骨をそう急せかすでないわ。援軍を呼んできたんじゃぞ」

「若い嫁さん貰もらって何言ってんだかなぁ？」

　さらにマクスウェルまで戦場に駆け付けてくる。彼の力量を魔神が知っていたならば、おそらく絶望の表情を浮かべたに違いない。

　そんなマテウスの声に呼応するかのように、ラウムを囲む森が大きくざわめいた。

「な、なんだ？」

「援軍じゃよ。間違って攻撃するでないぞ」

　慌てるケイルにマクスウェルは暢のん気きな警告を飛ばす。

　その言葉と同時に森の奥から木々が歩いてきて魔神へと襲い掛かった。

　いや、木々に見えたのはトレントだった。

「さて、我が子を取り戻してもらった借りを返すとするかのぅ」

　トレントの群れの中から、上半身が少女、下半身が花となっているモンスターが進み出る。

　新たな敵の姿を見て双剣の魔神は即座に標的を変えた。

　剣を振りかぶってトレントに斬り掛かるが、この件は驚くべきことに、トレントにさしたるダメージを与えることなく受け止められてしまっていた。

「一族選よりすぐりのエルダートレントどもじゃ。そう簡単に刃が通ると思うな」

　少女のモンスターの言葉を受け、いったん距離を取ろうとする魔神。

　そんな魔神を見て、少女は哄こう笑しようを上げる。

「逃がすものか！　森の中でこの女王華に敵かなう者などおらぬ！」

　高らかに名乗りを上げる女王華。それを聞いたマクスウェルは、美び髯ぜんをしごきながら、興味深そうに質問した。

「試してみて良いかの？」

「やめるのじゃ。死んでしまうからやめるのじゃ」

　さすがの女王華とて、地形すら変えてしまう魔術には敵わない。

　慌ててマクスウェルに制止の言葉を投げかけ、距離を取る。

　そんなコミカルなやり取りの間にも、魔神の足をその根でからめとることは忘れない。

　身動きできなくなった魔神に向けて、マクスウェルは魔術を解き放った。

「ではこちらじゃな」

　狼狽する女王華にいたずらっぽい笑みを返しながら、マクスウェルは魔法を発動させた。おそらく転移前に遅延魔法デイレイスペルを仕込んでいたのだろう。

　そして魔神に直撃する落雷。その余波でレオンとケイルは吹っ飛ばされた。

「おっと、すまんすまん」

「…………いえ、大丈夫です」

　相手がマクスウェルでは、レオンやケイルでは抗弁するわけにはいかない。

　そんな微妙な気分で彼らは魔神に目を向ける。そこには黒焦げになった魔神の遺体が転がるのみだった。
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　主を失ったメトセラ領は、しかし想像していたほどの混乱は起こらなかった。

　そもそもレメク公爵家自体が、領地の治安には無関心であったし、危険な薬物の流通という悪事に手を貸していた。

　市民からすれば、それは暴君が統治していたに等しい。

　その暴君が排され、代わりに訪れた代理の統治者は愛あい嬌きようがあってそこそこ有能だったのだから、荒れようがない。

　その日、代理統治を引き受けた者は、自領からメトセラ領へ移動している最中だった。

「ドノバンの旦那、もうすぐメトセラ領でさぁ」

「うむ、ご苦労だった。だがまだ到着したわけではない。気を抜くな」

「へぃへぃ」

　馬車の窓から顔を出して、傲慢に言い放ったのはドノバン・ストラ＝サルワ。ストラ領の領主であり、ニコルを信奉する少年だ。

　メトセラ領に近く、侯爵に匹敵する辺境伯の地位を持つ彼は、メトセラ領の代理統治を国王から命ぜられていた。

　傲慢な性格は鳴り潜めつつあるが、高飛車な口調はいまだ直らない。

　しかしそれが彼に、新たな愛嬌という魅力を与えていた。

　市民の祭りなどでは、代表者として登壇し、開催の挨拶など行うくらいだ。

　最初はその高慢な口調に腰が引けていた市民だったが、手短なあいさつを終えて降壇する際、足を滑らせて顔面からすっ転び、鼻血をぶちまけたことでその警戒心は一気に霧散した。

　以来彼は、ドジなお坊ちゃんとして市民から認識され、『まったく坊ちゃんはしようがないな』という感想のもと、進んで市民の協力を得られる立場となっていた。

　これは図はからずもエリゴールのカリスマと同類のものであった。そしてニコルとも。

「待ってくだせぇ。御者の人は馬車を止めろ！」

　雇っていた冒険者は三人。彼らは装飾の施されている貴族用の馬車には乗れない。

　そこで馬車を囲むように隊形を組み、周囲を警戒しながらここまでの道のりを踏破してきた。二頭立ての馬車は相応に大きく、三人でフォローするのはかなり難しい。

　その三人──セバスチャン、フランシス、アンドリューの三人は一斉に足を止め、警戒の態勢を取った。

　かつてニコルに挑み、そして敗北し、今では姐ねえさんと慕う三人。その経緯はどことなくドノバンに似ている。

　そんな縁もあって、ギルドからこの依頼を回された三人は、堅実に冒険者としての実績を積み上げつつあった。

　厳いかつい風貌に、揃そろって綺き麗れいに剃そり上げられたスキンヘッド。

　しかし装備は一般的なものに新調され、顔にあった奇妙なペイントなども拭い取った彼らは、少々怖い顔の冒険者という風情になっている。

　そんな彼らが、いかつい顔をさらに厳いかつくしかめ、足を止めていた。

「な、何事だ？」

　御者に指示を出すための小窓から顔を出したドノバンが、三人に事態の説明を要求するが、三人は周囲を警戒し、それどころではない。

　ドノバンもその緊張感にあてられたのか、それ以上の言葉を発することなく事態を見守っていた。

　やがて三人のリーダー格、セバスチャンがポツリと言葉を漏らす。

「虫の声が、しなくなった」

　些さ細さいな指摘。無能な上司なら笑い飛ばして先を急がせたであろう情報。しかしドノバンは、それがどれほど重要か、理解していた。

　この街道も、ラウムの大半の例に漏れず、森に囲まれている。

　そして周辺の茂みには、例外なく虫や獣の声が満みち溢あふれていた。それはラウムの豊富な自然の象徴でもある。

　その鳴き声が、急に止まる。セバスチャンが指摘した通り、それは間違いなく異常事態の接近を意味していた。

　突如、森の木々を斬り飛ばし彼らの前に姿を現す存在。

　三メートルを超える巨体と、両手に剣を携え、山や羊ぎの頭を持った異貌。

　言うまでもなく、この北部を荒らしまわっている双剣の魔神の一体だ。

「敵襲！」

「言うまでもねぇよ!?」

「見りゃわかんだろォ!!」

　セバスチャンの警報に、フランシスとアンドリューが答える。

　そんな彼らに向け、魔神は威嚇の咆哮を放つ。

　魔神の雄お叫たけびは彼ら三人とドノバンと御者、さらには馬車を牽ひく馬の足まで竦すくめさせる。

　怯おびえたのは、わずか数秒。しかしその数秒は魔神の接近を許すに充分な時間となる。

「くそ、お前らは逃げろ！　フランシス、アンドリュー、足止めするぞ！」

「ば、バカを言うな！　お前たちが敵うわけがないだろう!?」

「うっせーな、これが護衛の仕事なんだよ！」

　剣と盾を引き抜き、強引に自分を奮い立たせ、魔神の前に立ちふさがるセバスチャン。

　しかし魔神の猛威は、一目見ただけで理解できるほど明確だ。

　彼らでは敵わないことは、戦闘とは縁遠いドノバンでも理解できる。

　いや、ドノバンとて魔術学院で好成績を残した優等生である。ある程度の実力は持っていた。

　だからこそ、状況が絶望的だと理解できてしまう。このままでは彼らも、自分も、無駄死にだ、と。

「うるさい、護衛なら依頼人の言うことを聞け。ここは逃げろ、死ぬ気で走れ！」

　ドノバンの指示を受け、御者は勢いよく馬に鞭を入れる。

　馬もその刺激を受けて、尻に帆をかけたように走り出す。馬車がこの場を離れたことを受けて、セバスチャンたちも逃走に移ろうとした。

　とはいえ、すでに魔神の接近を許しているため、離脱はそう簡単なことではない。

　しかし彼らも、無駄に経験を積んだわけではなかった。

　ここまでの経験で、自分たちがそれほど強くないことは、身をもって知っている。

　ならば生き延びるための手段を選んでなどいられない。そのための準備の大切さも、ニコルたちとの冒険で学んでいた。

「くらえ！」

　魔神の威圧を受けて即座に行動に移せたのは、セバスチャンにとって奇跡にも近い僥ぎよう倖こうだった。

　ポーチから取り出した小袋を、魔神の顔に向けて投げつける。

　それを魔神はまるでハエを払うかのように容易たやすく斬り捨てた。それをまともに受けるほど、魔神も甘くない。

　しかしそれはセバスチャンにとっても計算の内。

　斬り飛ばされた小袋の中身がその場に舞う。それを受けて、魔神は思わず顔を押さえて悲鳴を上げた。

　中身はトウガラシや胡こ椒しようを混ぜ合わせた目潰し。奇くしくもラウムでエレンが使ったものと同じものだった。

　実力のない彼らが生き延びるための、時間稼ぎの道具。卑ひ怯きようと呼びたければ呼べ、と開き直った彼らの奥の手の一つだった。

「行くぞ！　確かここは北部の関所に近かったはずだ」

「おう！」

　セバスチャンの指示に従い、フランシスとアンドリューも逃亡を開始していた。

　関所に行けば、正規の訓練を受けた兵士もいるし、砦とりでもある。

　そこまで逃げ切れれば、生き延びる可能性も跳ね上がるはずだ。

　彼らの生き延びるための逃走劇が、ここに始まったのだった。




　セバスチャンたちの逃亡を許した魔神も、ただしてやられただけでは終わらない。

　即座に視界を確保した後は怒りの雄叫びを上げ、猛然と彼らの追走に移っていた。

　もちろん基礎能力が違うセバスチャンたちが、魔神との『鬼ごっこ』に勝てるはずもない。

　だが彼らには、幸運にも馬車という存在があった。

　しかもその馬車は過剰に装飾が施され、それらは人が掴つかまる取っ掛かりにもなる。

　三人は前を走る馬車に追いつくと即座にそれにしがみつき、ドノバンもそれを待っていたかのように馬に鞭むちを入れさせた。

　二頭立てだったのが功を奏したのか、馬車の勢いは凄まじく、人の足とは比べ物にならない速度で逃走する。

　しかし魔神の身体能力も、普通ではない。

　あっさりと馬車に追いすがると、それを破壊すべく剣を振り上げた。

　そんな魔神の顔面に飛んできた馬車のドアがぶち当たり、攻撃の機会は失われた。

「ヒャハハハ！　軽量化ってやつだぜぇ！」

「貴様、修理費は請求するからな!?」

「セコイことは言いっこなしでさぁ！」

　それからもセバスチャンたちは、様々なものを投げ捨てていった。

　そもそもストラ領からメトセラ領への長旅だ。馬車に積んである荷物は意外と多い。

　水や食料はだいぶ目減りしていたが、料理に使う油などは残っていた。

　それを足元にぶちまけて転倒を誘ったり、火をつけて燃やそうとしてみたり、毛布を投げつけて視界を奪おうとしてみたりと、様々な妨害工作を試みる。

　特に貴族用の羽毛がたっぷりと使われた寝具は、魔神の視界を奪うのに役に立った。

　だがそれも時間稼ぎに過ぎない。やがて投げつけるものも尽き、その間合いは再び詰まってくる。

　しかし時間稼ぎは、それだけで充分だった。

　やがて関所が視界に入り──そして彼らは絶望した。

　関所からは煙が立ち上り、その門は無残に破壊され、周辺には死体がそこかしこにぶちまけられていた。

　完全に壊滅している。それを理解して、セバスチャンたちの足は緩む。

　最後の希望である、正規兵との共闘も夢と消えたのだから、無理もない話だった。

　セバスチャンたちには知る由もないことだったが、魔神は北部より襲来している。

　その途中にある関所が、彼らよりも先に襲撃されているのは、当然の帰結だった。

　故に、関所が壊滅していることは不思議なことではない。だが今の彼らにとっては、そんな理屈はどうでもよかった。

　望みが絶たれた。その事実が、彼らを絶望へと突き落とす。

　その彼らに追いすがる魔神。

　虚うつろな視線でそれを見るセバスチャンたち。

　そんな二者の間に、割り込む人影がいた。

　金髪碧眼の、十二、三くらいの少年の姿。それはあまりにも、この場にそぐわない人物だった。

　ぴしりと執事服を着込んだ姿は、貴族の屋敷などでは絵画のようにハマるだろう。

　しかし荒廃した戦場においては違和感しか覚えない姿。唯一この場にそぐうとすれば、それはその腕だ。そこだけは、まるで威嚇するかのように武骨な手甲で覆われていた。

　その少年は無造作に、しかし堂に入った仕草で手甲に覆われた拳を突き出す。

　ドンという、小さな姿からは想像もつかない打撃音。

　それをかろうじて受け止める魔神。しかし魔神は軽く五メートルは後方へと弾き飛ばされていた。

　その事実に、少年が強敵であることを悟る。

「やれやれ。北部を守るようにハスタール様から仰せつかったのですが、少し遅かったようですね」

「グルルルゥ……」

　警戒の唸うなりを上げる魔神に一歩も引かず、少年は一歩魔神へと踏み出す。

「ニコル様の家令、オーガヒーローのデン。いざ、参る」




　セバスチャンたちは、目の前の光景を呆ぼう然ぜんと見守ることしかできなかった。

　それほどデンと魔神の戦いは、熾し烈れつを極めていた。

　剣と拳が交錯し、大剣と手甲が火花を散らす。その動きは一般人であるセバスチャンやドノバンの目に留まらぬほど、迅はやく、鋭く、重い。

　大地を踏みしめる音が、拳を叩きつける音が、剣を振り下ろす音が、雷のように周囲に轟とどろく。

　それはすでに人が放つような音ではない。まるで災害がその場に現出したかのような轟ごう音おんの嵐。

　一刻も早く、この場を離れなければならない。

　それはドノバンもセバスチャンも理解していたが、それを行うことはできなかった。

　目の前の戦いはまだ続いている。それはつまり、魔神とデンの戦いが拮きつ抗こうしている証拠でもある。

　自分たちが動けば、デンはこちらを守るために動くだろう。その結果がどうなるか、想像ができないからだ。

　自分たちが重荷になっていることは、彼らにも理解できている。だからこそ、この場から動くことができなかった。

　戦いの技量は双方互角。しかし次第にデンに不利な流れになっていく。

　その理由はただ一つ、得物の射程の違いだ。

　デンは超接近戦に適応した手甲、魔神はデンの身の丈すら超える大剣。

　戦いは常に、魔神の先手で始まっていた。

　戦いにおいて、間合いが広いことは、それだけで有利になる。

　接近するために魔神の攻撃を受け、懐に入って攻撃し、そして突き放される際にまた攻撃を受ける。

　通常ならば、懐に入って一撃で決まればデンの勝利になるのだが、この魔神はデンの攻撃にすら耐える。

　結果、突き放される時に再び攻撃を受け、攻撃を受ける回数はデンの方が大きくなっていた。

　普通のオーガならば、ここまで魔神と戦えたりしない。

　それは以前までのオーガロードであったとしても、例外ではない。しかしデンは、さらなる進化を遂げていた。

　ハスタール神は偏屈で気難しく、同時に人を育てるとなると徹底的にやる性格である。

　地脈の一つであるハスタール神の住む山にデンが来てから、目を瞠みはる速度で進化していくことに彼は着目した。

　そこでさらなる進化を遂げるよう、デンの食事にレイドから巻き上げた邪竜の素材をごく少量混ぜ始めていた。

　もちろん、デンとて邪竜の一部をその身に取り込んで、タダで済むはずがない。

　しかしハスタール神には、世界樹の樹液という切り札があった。

　身体が変質していく苦痛に耐える体力。その体力を樹液が容赦なく回復させていく。

　結果的に、デンはオーガロードすら超える伝説の存在、オーガヒーローに至ることができていた。

　しかしそれでも、魔神の力には僅かに届かない。

　その事実に吐き捨てたい気持ちになりつつも、彼は待ち続けていた。




　そしてついに、その時が来る。

　強敵を目の前にした魔神は、デン以外視界に入っていなかった。

　その魔神の背後から、唐突にミスリルの糸が飛んで魔神の動きを拘束した。

　さすがの魔神も、強きよう靭じんなミスリルの糸を斬り払うことはできない。

　それどころか完全に不意を突かれたため、バランスを崩して転倒してしまった。

　この千載一遇の好機を見逃すほど、デンは間抜けではなかった。

　奇跡的に魔神の頭部が自分の腰よりも低い位置にある。

　その延髄に向けて、渾こん身しんの手刀を振り下ろす。

　手甲によって固められた腕は一振りの刃やいばと化して魔神の首を斬り飛ばす。

　デンの腕力と技量があって初めて出し得る威力だった。

「遅い。まったく、その足の遅さはどうにかならないのか」

　魔神の死を確認し、デンは森の中を振り返る。

　そこには体長七メートルにも及ぶ巨大な芋虫が存在していた。

　かつてハスタール神に従属したヒュージクロウラーが、そこにいた。

　ヒュージクロウラーは何も言わず、いや、声が出せないため反論できず、ただ悄しよう然ぜんとうなだれるのみだった。
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　それはマチスにとって、初めての仕事だった。

　女性でありながらホールトン商会の跡取りでもある彼女には、交易の経験も必要になる。

　とはいえ、彼女はかつて誘拐された経験があり、しかも重傷を負った経験があった。

　それを子煩悩な父が一人で放り出すはずもない。結果として護衛としてできるだけ腕利きの冒険者をつけているのだけは、一般的ではなかった。

「ベリトまであと少しですわね」

「ええ、でもレティーナ様がこの仕事を受けてくれるとは、思ってもみませんでした」

　王都ラウムにおいて、可能な限り腕利きの冒険者をという条件で、手が空いていたのが彼女だけだったのである。

　もちろん一人だけではなく、他にも複数の男女が護衛として雇われてはいるが、レティーナの実力と名声は、一つ抜けていた。

　そんな彼女との旅は、大したトラブルもなく順調に進み、目の前に巨大な世界樹が聳そびえ立たつフォルネリウス聖樹国独特の風景が広がっていた。

「冒険者はもう引退するつもりでしたが、元クラスメートの頼みとあれば、断れませんもの」

「おかげで安心して旅ができました。ありがとうございます」

　護衛の数はレティーナと他男女三名ずつの冒険者。

　下は二階位から上は三階位まで。三階位はレティーナと同級だが、三階位は冒険者の中でも一階位に並んで数の多い階級であるため、その中でも多少は実力に差がある。

　レティーナはそんな三階位の中でも、限りなく四階位に近い実力を持っていた。

「お父様はケイル様にも依頼したかったようですけど」

「アレはお調子者ですから、階級ほどの力は……どうなんでしょう？」

　実際にケイルと接触のあったレティーナは、彼の性格を知るだけに首を傾かしげている。

　だが五階位と言えば、一流の冒険者の証あかしでもある。その実績だけ見て、マチスの父がケイルを頼ろうとしたとしても、責められはすまい。

「まぁ、剣の実力は確かみたいですけど」

「そうなんですか？」

　かつてクラウドと訓練した時を思い出すレティーナ。あの堅けん牢ろうなクラウドの守りを突破した攻撃力は、確かに一目置けるレベルだ。

「マチスさん、馬車の中に！」

　レティーナたちがケイルの話題で盛り上がっていた時、冒険者の一人が声を上げた。

　その冒険者は女性で、六人の中で斥候役を受け持っていた。彼女の警戒を促す言葉は、軽く扱うわけにはいかない。

「地面が揺れています。何か巨大な……」

　その瞬間、世界樹の頂点を覆う雲が爆はぜた。

　途中で折れているとはいえ、六千メートルを遥はるかに超える。その頂上は雲よりも高いため、晴れていない日は頂上付近は地上から窺うかがえない。

　この日も雲が厚く、頂上付近は見えなかったのだが、その雲がまるで世界樹から弾はじかれたかのように消きえ失うせた。

　その衝撃の余波が、馬車にまで吹き付けてくる。

「きゃっ！」

「な、何事ですの!?」

　レティーナは馬車の中で立ち上がり、即応態勢を取る。

　とはいえ、世界樹を覆う厚い雲を根こそぎ弾き飛ばすような相手は、対処できそうにないと思っていた。

　それでも依頼者を守らねばならないという思いが、戦闘態勢を取らせていた。

「雲が……それに、なにか？　あれは──！」

　続いて雲の外縁部が渦を巻いたように回りだしていく。それは頂上付近であまりにも強力な風が渦巻いている証拠だ。

　同時に地上から巨大な蛇のような『何か』が舞い上がり、まるで支えるかのように世界樹に巻き付いていった。

　直径が何キロメートルもある世界樹に巻き付けるのだから、その蛇の巨大さが遠目でもよくわかる。

　そしてとどめは、黒いドラゴンが世界樹の上部に取り付き、まるで世界樹を押すかのように必死に翼をはためかせている。

　その光景に、一瞬レティーナが邪竜の復活を想像したとしても、無理はない。

「邪竜……にしては、少し小さいかしら？」

　実際に邪竜を見たことがないレティーナにとって、その判別が付くはずもない。

　しかし邪竜ならば、世界樹に取り付くなどという悠長な真似まねはせず、麓のベリトの街を焼き払っているはずだ。

「邪竜、じゃない？　それに蛇……？　でも空を飛んで？」

「コルキスではないのですか？　それにあちらのドラゴン……あの大きさ、山蛇なんて目じゃありませんね」

　かつて山蛇と呼ばれる災害級モンスターを目にしたレティーナは、それだけで巻き付く蛇がどれほどの脅威か、理解した。

　いや、その山蛇など比べるべくもないほどの巨体。その猛威はどれほどのものか、想像もつかない。

　疑問の声を漏らすレティーナに、マチスは確認の質問を問い掛ける。

　もちろんレティーナに答えられるはずがない。

「ドラゴンが二体に、あの雲の動き……ただ事じゃありませんわね。どうします？」

「え、どうしますって？」

「このままここで眺めていても、埒らちが明きませんわ。ベリトに向かうか、退却するか、ここは決断の時ですわよ」

「それは……そう、ですね」

　レティーナに促され、マチスはおとがいに指を当てた。

　安全を取るなら、ここはベリトに向かうことを諦め、撤退すべきだろう。堅実な商人ならば、そう判断するはずだ。

　しかし、あれほどのモンスターに襲われたとしたら、ベリトでは救援を求めるもので溢あふれているに違いない。

　そうだとすれば、積み荷の中にある食糧類が役に立つ。

　最悪なのは、退ひくことも進むこともためらった末に、何の役にも立たずにこの場に留とどまり、無駄に巻き込まれてしまうこと。

　そう判断したマチスは、決断する。

「進みましょう。もし災害なら、積み荷が役に立つこともあるはずです。戻れば安全でしょうけど、それだとここまでの旅が無駄足になってしまいますし」

「命が大事とは思いませんの？」

「私は商人なんです。ベリトは今、混乱の最中にあります。だとすればそこに商機があるかもしれません。ここは強気で行くべきと判断しました」

「……わかりましたわ。護衛としては引くべきと思いますけど」

「いざという時は、マクスウェル様にご助力を。それも考慮に入れてますので」

「呆れましたわね。あなたってば、すっかり商人の思考に染まってますわ」

「成長したんですよ。私も」

　そう言ってレティーナに笑顔を向けたマチスだったが、その笑顔は不自然なくらい引きつっていた。

　彼女とて、あの大蛇に近付くのは怖い。それでも商魂と、そして助けを求める人に応えたいという想おもいが、そう判断させたのである。
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　ニコルが北部の開拓村に向かうのとほぼ同時に、ミシェルとクラウドはストラールの街に到着していた。

　決して小さな町ではないストラールだが、魔神襲来の衝撃は街全体に響き渡り、往来を行く人の顔にも、混乱と困惑がありありと見て取れた。

「どうなってんだ、これ？」

「わかんない。とにかくギルドに行って、情報を……」

　まず冒険者の集まる場所で情報を集める。この判断はニコルと同じだ。

　ミシェルだってこう見えても、八年に及ぶ冒険者の実績を持っている。

　たとえニコルがいなくとも、その場に応じた状況判断はできる。

「ミシェルじゃないか、ちょうどいいところに！」

「あ、ハウメアさん」

　急に声をかけられた方向を見ると、そこにはエルフの二人組がいた。

　以前、ミシェルたちに弓を使った近接戦闘術を教授した、ハウメアとコールの二人だ。

「この街の様子、どうかしたんですか？」

「ええ。私たちも今着いたところなんだけど、聞いた話じゃ、なんでもでっかい剣を二本持った魔神が、なんと三体も襲撃してきたんだって」

「魔神……しかも双剣って、もしかしてレイド様と相討ちになったっていう、あれ？」

「多分、それと同じ奴。ガドルス様と、レイド様……いえ、ニコルさんが倒してくれたんで、事無きを得たって話で……レイド様とニコルさんが入り混じっていて、少し混乱してるみたい？」

「ちょっと待て、レイド様がニコルだって？」

　ハウメアの言葉に、クラウドは驚きよう愕がくの声を上げた。ミシェルも、驚いたように口をパクパクさせている。

「そうなの。フィニアさんが、ニコルさん……じゃなくって、ニコル様のことをレイド様って呼んだらしいのよ。それで今、街はさらに大混乱に陥ってて」

「いやいやいや、そりゃ確かにニコルは糸を使うけど！　年齢に似合わない体術とか、持ってた……けど……？」

「クラウドくん、それって、むしろ納得の結論なんじゃ？」

「いやでも！　だってニコルだぞ？　いっつもドジ踏んでるドジっ子だぞ？」

「そりゃニコルちゃんはドジだけど、そこが可愛かわいいじゃない！　いや、そうじゃなくてぇ」

「おい、いつまで止まってんだ！」

　わたわたと腕を振って抗弁するミシェルだったが、後ろからやってきた馬車の御者に怒鳴られて渋々馬車を道の脇に移動させた。

　ストラールはかなり大きな都市なので、通りも馬車が二台は通れる広さが確保されている。

　クラウドも一緒に移動し、馬車を降りてハウメアたちと向かい合った。

「それで？　詳しく話してくれませんか」

「ええ、実は──」

　ハウメアはクラウドの要請通り、一連の流れをクラウドに話してみせた。

　話を聞き終えた、クラウドはフィニアの態度に疑問を覚える。

「あのフィニアさんが錯乱？　なんか嘘うそくさいなぁ」

「いや本当なのよ。最初は落ち着いて対処してたらしいのだけど、敵の援軍が来た直後に叫び出したって。何人も同じ話を聞いたから、間違いないっぽいわね」

「俺たちだって最初は疑ったさ。だが何人もの冒険者から同じ話を聞いちゃ、な」

「コールさん、喋しやべれたんですね」

「寡黙なだけだ。愛想が悪いのは自覚している」

「すみません、冗談です」

　あまりの話の内容に、思わず冗談で場を茶ちや化かそうとしてしまったミシェルだが、そこにさらに追い打ちをかけるような叫びが聞こえてきた。

「おい、また魔神が来たぞ！　ガドルス様はどこだ!?」

「また!?　一体どうなってんだ、今日は！」

「ガドルス様はライエル様のところに行ったぞ！　ニコルちゃん……いや、レイド様と一緒に！」

「ちくしょう、俺たちだけであれに対処しろってのか！」

　守りの要のガドルスを欠いた状態で、魔神と戦わねばならない。その事実に街行く人は絶望の表情を浮かべる。

　先の襲撃ですでに数名の死者を出している。それだけに魔神の攻撃能力の高さは思い知っていた。

　それを見て、クラウドは決断する。

「行くぞ！　お二人は怪け我が人にんを後方に！」

「え、クラウドくん、戦う気？　かなり危険な相手らしいわよ」

「当たり前でしょう。安心してください。後ろにはミシェルが控えているんだから、すぐ終わりますよ！」

　事実、クラウドはガドルスの薫陶を日々受けており、守りの達人になりつつある。彼が目立たないのは、ニコルとミシェルの二人があまりにも目立つから。

　そしてフィニアがあまりにも万能だからだ。

　しかしそれでも、彼の実力は周囲の知るところである。彼が前線に出ていけば、味方の士気も否応なく上がるだろう。

「ミシェル、頼むな」

「まっかせて！」

　とはいえ、ミシェルの弓では有効なダメージを与えることはできない。即座に倒すには白銀の大弓サードアイの全力射撃が必要になる。

　その攻撃は剛力の魔法を付与されたバングルの力を解放するしかなく、そしてそれは三分間しか維持できない。

　それ以降はミシェルは筋肉痛にのたうつことになり、戦力としては期待できなくなる。

「先に三体、これで終わりだったらよかったのに、さらに一体。この調子だと、何体いるかわかったものじゃないな」

「そうだね。だとしたら、これは使えないかな？」

　ミシェルは腕輪を軽く撫なでてみせる。その力を使った場合、その危機を乗り越えることはできるが、それ以降に襲撃があった際に対応できなくなる。

　このストラールの街で最大の攻撃力を持つ彼女が戦闘不能になった場合、その損失は計り知れない。

「ミシェルはとりあえず隙を突いて目とか口とか狙って。俺はなんとか、攻撃を凌しのいでみせるから」

「うん、わかった。でも無む茶ちやはしないでね？」

「待ちなさい、子供たちがそこまで覚悟を決めているのに、私たちが見ていられるはずがないでしょう？」

「ハウメアさん、手伝ってくれるんですか」

「当たり前よ」

　協力を申し出た二人に、クラウドは感謝の声を漏らす。

　強敵との戦闘。エルフの二人はこの街に縛られていない。ならば彼女たちは、逃げるという選択肢もとれるはずだ。

　だというのに、自分たちと危険に立ち向かってくれるのだから、クラウドが感動するのも当然の話である。

　ミシェルは緊張から無言で馬車を動かし、クラウドも再び騎乗してそれについていく。

　その日の戦いは、日が傾くまで続き、ようやく魔神は討ち取られた。

　クラウドは重傷を負ったが命に別状はなく、ミシェルも矢を撃ち尽くすまで奮戦した。

　これによって、弓聖ミシェルの名はさらに高まり、クラウドもそれに負けない英雄として、ストラールの歴史に名を刻んだのだった。
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　魔神の襲撃は北部全域に及んでいた。

　もちろん三か国連合王国の王都トライアッドにも、魔神の群れは襲来していた。

　むしろ住民が多い分、他の集落などよりも遥はるかに多い数が集まった影響で、騎士団をほとんど戦線に投入する程の激戦区と化していた。

「陛下、北門の防御がすでに限界です。守備兵の被害が多数出ています！」

「南門の兵士に余裕があったはずだ。それと後詰めの騎士団も投入せよ」

「西の第二門、どうにか魔神の侵攻を押おし止とどめています！」

「なに!?　どうやってだ？」

　一体ですら強力な魔神。それが八体、このトライアッドに襲い掛かってきていた。

　それぞれが連携せず、一点突破してこない分だけ耐えられているのは、不幸中の幸いである。

　しかしそれでも劣勢であることには変わりない。だというのに西の第二門だけは耐えられるというのが、納得のいかないことだった。

「ハ、第二門にはラグラン伯と妃殿下が対処に当たられてまして」

「プリシラが!?　姿を見ないと思ったら、そんなところに……」

「ですがお二人が協力してくださってるおかげで、魔神に対抗できていることも事実ですし──」

「それは王妃の仕事ではなかろう！　まったく、なぜ危険な場所に乗り込んでいくのか」

　王の発言に抗弁することは、基本的にできない。だから周囲の臣下たちはそれに反することはしなかった。

　そしてエリオットも、それを知っているからこそ、連れ戻せとは口にしない。

　現状、魔神に対抗できている唯一の戦場から、戦力を引き抜くわけにはいかない。

　この紙一重のバランスを崩すことで、一気に戦線が崩壊しかねない危険を承知していたからだ。

「プリシラの安全もだが……他の戦場も──」

　戦況は劣勢であり、ラグラン伯爵親娘が参戦していない場所は、城壁を利用してどうにか持もち堪こたえている状況だ。

　このままでは撃退するどころか、逆に王都が陥落しかねない。

「ライエル様とマクスウェル様には、まだ連絡がつかないのか？」

「ハ、どうやらラウムと開拓村にも、魔神の襲撃があったようで……」

「あちらにもか！　一体何なんだ、この魔神の群れは！」

　ガンと玉座の肘置きに拳を叩たたきつける。温厚なエリオット王にしては珍しい激げき昂こう。それだけに臣下の恐怖はかつてないほどだった。

　だがエリオットとしては、それどころではない。このままでは無駄に兵士を死なせてしまうだけだった。何らかの手を早急に打たねばならない。

「……………………トライアッドを、放棄する」

「な、なんですと!?」

「南門の敵は手薄なんだな？　ならそこから市民を逃がせ。今すぐにだ」

「陛下、それだけはご再考を！　まだ、この都は耐えられます！」

「ようやく再興したこの王都を放棄するなど……どうかお考え直しください！」

「その間にどれだけの兵が死ぬと思っている。今できることは可能な限り兵力を維持しつつ、態勢を立て直すことだ」

　臣下とエリオットの意見が対立し、場が混乱して指示が停滞する。その時、伝令兵が謁見の間に飛び込んできた。

「伝令！　西の第三門、突破されました！」

「なにぃ!?」

「すでに住民にも被害が出ております！　え、援軍を──」

　そこまで口にしたところで、伝令兵は前のめりに倒れ込んだ。

　よく見ると身体からだ中じゆうに傷を負い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だった。おそらくここまで駆け込んでくるだけで、体力を使い尽くしてしまったのだろう。

　その様子を見て、エリオットに反対していた臣下たちは言葉を失った。

　王城の中では気付かなかったが、そこまで戦況は悪化していたのだと、ようやく知ったのだ。

「見たか？　もはや一刻の猶予もない。早く住民の避難を──」

「ああ、それはええ判断やけど、もうちょっとだけ待ってくれんか？」

　エリオットの言葉を、唐突に遮る声が現れた。

　同時に、天井を支える柱の陰から、一人の女性が姿を現した。

　細身の体に小剣シヨートソードを二本腰に差している。

　肩口まで伸ばした黒髪の、美人というより親しみやすい愛あい嬌きようの方が目立つ顔立ち。

　どちらかというとプリシラに近い印象だろうか。

「うちは冒険者ギルドの北部方面統括支部長や。いつもはストラールの街におるねんけどな」

　女性はそう名乗り、軽く後頭部を掻いてみせる。

　独特の訛なまりを持つ喋り方が、彼女に独特の雰囲気を与えている。

「あの魔神の対策なら、うちらの方でいくつか立てとってな。なんやったらお手伝いしようかと思て」

「手立てがあるのか!?」

「あるでぇ」

　彼女は細い目をさらに細め、にやりと口角を上げてみせる。

　エリオットの方は、その何か企たくらんでいそうな笑顔すら無視し、提案に飛びついていた。

「できるというなら、ぜひ頼む！　報酬は可能な限り応じると約束しよう！」

「ほな、契約成立ということで」

　女性はそう言うと、懐から小さな箱状の道具を取り出した。その動きに反応して、即座に抜剣し警戒の体勢を取る護衛兵たち。

　だが彼女はそんな周囲の様子も意に介さず、平然と箱に向けて話し始めた。

「こっちの了解は取っといたで。あとはそっちがしっかりしぃや」

「了解」

　箱から聞こえてきた返答はただ一言。それだけで通信らしきモノは途切れてしまった。

　それから緊張した状態で十数分が過ぎた。細身の女性は相変わらずニヤニヤと笑みを浮かべたまま立っている。

　状況がわからないエリオットも、その間何らかの反応を見るべく動こうとはしなった。

　そして待望の伝令が謁見の間に訪れた。

「伝令！　東の第一門、魔神を撃破しました！」

「なんだと！　いったいどうやって!?」

「ハ、冒険者の一団が破城槌を持って急襲し、魔神を足止めしつつそれで串刺しに」

「魔神に……破城槌だと？」

「は、はい」

　驚きよう愕がくの声を上げるエリオットに、女性はニヤニヤしたまま答えを返した。

「防御が硬くて有効打を与えられんのなら、それ以上の破壊力をぶつけたらええだけやろ？　城門を破壊する破城槌の一撃なら、いくら魔神でも耐えられんて」

「そんな単純な……」

　そもそも破城槌というのは巨大な目標に向かって叩きつける、丸太の先を尖とがらせただけような兵器だ。

　もちろん補強もされており、加速しやすくるために車輪なども取り付けられている。

「さいわい魔神の図ずう体たいはでっかいことやし、ぶつけるのは意外と簡単やで」

　三メートルを超える巨体。今回はそれが仇あだとなった。もちろん魔神とて回避行動は取るだろうが、こちらの数がいればその機動力も封じられる。

　特に冒険者という様々な戦況に対応できる人材ならば、それも可能だろう。

「北の二門、東西の三門の計八門にすでに破城槌は派遣してある。連中、勉強不足らしいし、ここいらでちょっくら人間の怖さを学んでもらおか」

　そう言ってさらに口角を吊つり上げる女性。その笑みはまるで、戯曲に登場する人を騙す悪魔のようだ。

　同時に複数の伝令兵が謁見の間に飛び込んでくる。

　それを見てエリオットは、この戦いの勝利を確信したのだった。
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　ライエルの屋敷に飛び込んできた兵士の言葉に、俺たちは慌てて外に飛び出していた。

　魔神と言っても、それは単体を指す言葉ではない。

　言うなれば、『この世ならざる世界』からの来訪者、それらすべてを魔神として扱っている。

　そして『この世ならざる世界』とは一つではない。様々な世界から、様々な能力を持った魔神が、この世界にやって来る。

　もちろん対処法も一つではなく、あらゆる手段を講じなければならない。

　こういった敵に、ただ『斬る』能力しか持たないライエルは、滅法相性が悪い。

　もちろん聖剣の力もあるため、大抵の敵は斬って捨てられるのだが、斬撃に耐性がある敵などがいた場合、他の選択肢が取れないというのがライエルの難点だった。

　その点、俺は状況次第で戦闘法を変えられるため、魔神相手ならば相性はいい方だろう。

　さらにそれらの弱点を見抜くエキスパートであるコルティナもいる。

　普通なら後れを取らないはず……だった。その敵の姿を見るまでは。

「なんだ、あれは──」

　かすれた声で、ライエルは茫ぼう然ぜんとその異形を見上げる。

　村の近くまで来ていたのは、灼しやく熱ねつの身体を持つ巨人。燃え盛る炎の身体に蝙蝠こうもりのような翼を持ち、さらに捻じくれた羊の角のような物まで生えている。

　その火勢はファイアジャイアントのブレスなどよりも遥かに強い。

　そばにいるだけで汗が噴き出て、喉が嗄かれてくるほどだった。

「まさか……炎の魔神、イフリート？」

　コルティナが呆ぼう然ぜんと、その正体を指摘した。

「コルティナ様、知っているのですか？」

「伝説の中に少しだけ出てくる魔神よ。最古の魔神の一柱とも言われているわ」

「そんなのが、なんでここに……」

　いるのか──とフィニアは続けたかったのだろうだが、それは炎の魔神の咆ほう哮こうによって掻かき消された。

　そして叫びの後に、俺の名を呼んでくる。

「見つけたぞ、レイドォォォ！　まさかライエルを倒しに来て、貴様が釣れるとは思ってもみなかったぞ!!」

「レイド、お知り合い？」

「なわけねーだろ」

　どこか間の抜けた言葉を掛けてくるマリアに、俺は不愛想に答えた。

　いや、最古の魔神とやらに名指しされて、実感が薄れてしまったのかもしれない。

「忘れたとは言わせんぞ、このクファルの姿を！」

「欠片かけらも面影がねーじゃねぇか!?」

　ツッコミを入れながらも、俺は確かに違和感を覚えていた。

　クファルは基本的に、陰謀を張り巡らせ、自身は極力表に出てこない性格だった。

　だというのに、この日の魔神の襲撃はいったいなんだ？　大量に召喚し、手当たり次第に襲撃させ、こうして自分も姿を現す。

　それは今までのクファルの行動とは、明らかに違う。

「お前、何があった？」

「うるさい、うるさい、うるさい！　貴様を倒すために、俺は迷宮で様々な力を取り込んできた。今度こそ、今度こそ、貴様の息の根を止めてやる！」

「ライエルを仕留めに来たんだろうが!?」

　なんだか言っていることが支離滅裂になっている。これもいつものクファルの皮肉げな口調とは違う。

　いや、迷宮で力を取り込んできたと言ったか？　ひょっとすると異物を取り込み過ぎて、自我が侵食されているのかもしれない。

「お前、自分が──」

「黙れえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　俺の言葉を最後まで聞かず、クファルは燃える腕を振り上げ、襲い掛かってきた。

　これは確実に自我が侵食されている。奴とは何度も争っていたが、ここまで短絡的で衝動的ではなかったはずだ。

　むしろ出会った場合、俺の方から斬り掛かることの方が多かったくらいである。

　俺はコルティナとフィニアを抱き上げ横っ飛びに跳躍し、その攻撃を躱かわす。

　反対側ではライエルもマリアを抱えて、同じように跳んでいた。ガドルスだけが、唯一盾を使って攻撃を受け流している。

「レイド、何だこいつは!?」

「聞いてたろ！　こいつはクファルだよ。ただし、もう正気が残ってないけどな！」

　叫びつつ俺は糸を飛ばし、ライエルは剣を構えていた。

　だが俺の糸はクファルの身体をすり抜けてしまう。俺に遅れて斬り掛かったライエルの剣も、同じくすり抜けてしまった。

「なんだ!?」

「手応えがない？」

「気を付けて、イフリートはその身体からだの大半が炎。つまり物理的な攻撃はほとんど通じないの！」

　驚愕する俺たちに、コルティナの指摘が飛んでくる。

　しかし、それでは俺たちに対抗手段が存在しないことになってしまう。

「くそ、なら──マリア！」

　この場で魔法を得意とするのはマリアだけ。コルティナも魔法を使えないこともないが、明らかに力不足だ。

　その意を解して、マリアは衝弾インパクトの魔法を発動させた。

　これは浄化の力を持つ衝撃波を放つ魔法だ。その魔法は確かにイフリートに直撃したが、結果は炎を少し散らしただけに終わった。

「ダメ、あまり効いてないみたい！」

「くっそ、どうすりゃいいんだよ？」

「マクスウェルなら、対処できたと思うんだけど……」

「あの爺じいさん、なかなか捕まらないんだよな」

　多彩な魔法を使いこなすマクスウェルなら、イフリートに対処する手段もいくらでも用意できただろう。

　しかしマリアは様々な系統の魔術の中で、治癒関係の術をつまみ食いしてるタイプだ。

　攻撃手としては、いささか心こころ許もと無なかった。

「こっちよ！　村の中に誘導して！」

　その時、コルティナが声を上げた。

　正直一瞬、村の中にこいつを入れて大丈夫なのかと思わなくもなかった。

　それでも全員が即座にコルティナの言葉通りに村の中に向かって駆け出したのは、彼女の実績のおかげだろう。

「みんな、逃げて！　魔神を村の中に引き込むから！」

　その声に反応するように、マリアとフィニアが先頭を切って村の中に走り、村人に逃げるように声をかけて回る。ライエルがその次に続いていた。

　俺とコルティナは、敵の注目を引くために少し遅れておく。

　最初は何事かと怪け訝げんな表情をしていた村人だったが、門から姿を現したイフリートを見て、悲鳴を上げて逃げ出していった。

「荷物なんて置いていけ！　残ってりゃ後で取りにくればいい、今逃げないと死ぬぞ！」

「生きていれば私たちが何とかしてあげるから、今は逃げて！」

　一拍遅れて、俺も村の中に駆け込んでいく。殿しんがりを務めるのは、例によってガドルスだ。

　同時にコルティナの指示が飛ぶ。

「レイド、こっちよ！」

　そう言って指差したのは、村の共同井戸の方角だった。

　確かに水なら効きそうだが、いささか量が少な過ぎるんじゃないか？　そう思いつつも俺は村の中を疾走した。

　本来なら避難の終了していない村の中に、神話級のモンスターを引き入れるなんて案は受け入れ難がたい。

　だがコルティナがなんの考えもなく、そんなことを口にするとは思えなかった。

　なのでほとんど反射的にその指示に従う。

　俺と並走するようにコルティナも、村の中へ向かっていた。

「レイド、耳を貸して！」

　ライエルに鍛えられた成果か、全力疾走の最中でも、安定した発音で俺に呼び掛けてくるコルティナ。

　その内容は常人では無む茶ちやな内容だったが、俺の場合は話が違ってくる。

　その口元に糸を飛ばし、小さく頷うなずく。それだけでコルティナは、俺が聞く体勢を整えたと悟る。

「広場の北にある──」

　そこで再度、コルティナは指示を飛ばしてくる。

　俺はその指示で、コルティナの思惑を悟った。殿を務めるガドルスにもその内容を伝えていく。

　こういう時、俺のギフトの能力は便利である。もっとも、他の者にこれを語った時、呆あきれた様な顔で首を振られてしまったが。




　しばらく走って、村の中央付近の広場にやってきた。

　俺の後ろでは、ガドルスがクファルの吐き出す炎弾を弾はじき飛ばしているおかげで、ここまで被害らしいものはない。

　むしろ周囲の方に被害が広がっていて、いくつかの家屋が炎上していた。

「クファルの狙いが俺に向いているのが救いか……」

　俺たちに集中しているおかげで、怪け我が人にんは出ているが死人は出ていない。

　だがこのままではそれも時間の問題だ。いかにガドルスといえど、周囲を気遣いながら守り切れる相手ではない。

　とはいえ、それもここまでだ。俺は目的地に到着し、建物の壁際に張り付くようにして足を止める。

　そこは広場の北側にある、一際大きな石造りの建物の壁際だった。

　村ではライエルの屋敷に匹敵するほど大きな建物で、俺も幼い頃から見慣れていた建物だ。

「本当にここでいいのか、レイド。追い詰められてはおらんか？」

「ああ、コルティナの指示通りだ」

　不安げな表情で俺の前に立ち塞がるガドルスが、背中越しに聞いてくる。

　村のことをよく知らない彼からすれば、不安になるのも無理はない。

　この広場には井戸があるが、それはイフリートの身体を得たクファルを突き落とせるほど大きなものではない。

　井戸に突き落とすという目もく論ろ見みが外れ、壁際に追い込まれたようにも見えただろう。

　そんな俺たちを見て、クファルは舌なめずりをしてその異貌をニタリと歪ませた。

「ついに追い詰めたぞ、レイド……」

「そうかな？」

「俺がおる限り、背後に攻撃させたりはせん」

　俺の前に立ち塞がるガドルスが、クファルにそう言い捨てる。

　なんだそのかっこいいセリフは。一度は俺も言ってみたいぞ。もっとも俺の場合、吹けば飛ぶような防御力しかないけどな。

　いつの間にかコルティナは姿を消しているのだが、俺しか目に入っていないクファルは、それに気付いていない。

　こいつが正気だったら、気付いていたかもしれなかったのに。

「死ね、レイド。今度こそ、俺の勝ちだ！」

「さあ、どうだろうな？」

　勝利を確信し、燃える腕を振り上げるクファル。その前に立ち盾を掲げるガドルス。

　しかしそこへ、コルティナの声が割り込んできた。

「今よ、ライエル！」

「おう！」

　建物の上の方からドンという打撃音が響き渡る。

　同時に俺たちの頭上に、滝のような水が流れ落ちてきた。




　この開拓村の周辺には、川も湖もない。

　しかし人が生活するためには、水は必須である。この村の場合、水源は三つの井戸がすべて賄っていた。

　幸いにも地下に豊富な水脈があるため、この村で水に困ることはない。そしてそれを汲くみ上げるため、手て漕こぎポンプまで設置していた。

　それらを生活用水や畑の水源に使っている。

　しかし同時にここは辺境の真っただ中。いつモンスターが襲い掛かってくるかわからない場所でもある。

　そんな時、剥むき出しの井戸が汚染される危険は、充分に考えられた。

　だからこそ、貯水槽の設置は必須だ。

　そして貯水槽は、地上にあれば汚染されやすい。どんな不心得者が紛れ込むかもわからない。

　なので石造りの頑丈な建物の上に貯水槽を作り、ポンプをそこまで繋つないで水を溜ためるようにしていた。




　先の打撃音は、ライエルがその貯水槽を破壊した音だった。

　炎の塊であるイフリートに変化しているクファルにとって、水は大敵である。

　それが頭の上から大量に降り注いだのだから、たまったものではない。

「ぐぎゃあああああああああああああ!?」

　断末魔じみた悲鳴を上げて、クファルはその場に倒れ伏す。しかし水は容赦なく、とめどなく降り注ぐ。

　そしてクファルの身体の熱で蒸発し、もうもうと周囲が水蒸気で満たされていった。

　視界が奪われ、クファルどころか、目の前のガドルスの姿すら視認できなくなる。

「レイド、ぼやっとするな！　今のうちに離脱するぞ」

「お、おう」

　不意に俺の腰をガドルスが抱え上げ、そのまま水蒸気の中から離脱する。

　水蒸気の温度は急激に上昇しており、あのままだったら火傷やけどしていた可能性もあった。

「ざまぁ見なさいっての！　あち、あちち──」

　屋根の上でコルティナの喝采と、壁に当たって吹き上がった蒸気に炙あぶられた悲鳴が聞こえてくる。

　それはともかく、至近距離で蒸し焼きにされかけたこっちの身にもなってほしいと、一言申し上げたい。

　水蒸気が風によって吹き飛ばされ視界が晴れたら、そこには倒れ伏したままのイフリートの……クファルの姿があった。

　まだぴくぴく動いているところを見ると息はあるようだが、大きなダメージを受けたことには違いなさそうだった。




　倒れたクファルを見つつも、俺たちは攻めあぐんでいた。

　今ならとどめを刺せるかもしれないが、そのとどめを刺す手段が、俺たちにはない。

　物理的な攻撃力を持つ者しか集まっていないのが、ここにきて響いていた。

　それにしても、奴も学ばない。いや、学んでいたとしても、それを扱う理性がなくなっていては意味がない。

　これまで奴は、散々コルティナを甘く見ていた。

　確かにコルティナは、六英雄の中でも特に弱い存在だ。

　しかし弱さに釣られた敵をこれまで散々撃退してきたのも、彼女の力なのだ。

　それは直接的な力ではない。常に逃げ回ったり、時間を稼いだりしつつ、自分に有利な状況に持っていく。

　現に、コルティナはこれまで何度もクファルの企たくらみを防いでいる。

　ゴブリンの大量発生の時も最前線で指揮を執り、街に被害が出るのを防いでいた。

　ベリトでも他の仲間たちを出し抜き、クファルに一矢報いてみせた。その時に弱体化させたことが、のちの俺との戦闘で優位に働いたといってもいい。

　マテウスたちや配下を使ってコルティナを狙ったこともあったが、これもライエルを呼び込むことで撃退されていた。

　そして今回も、俺ばかりに注目して彼女を軽んじた結果が……これだ。

「ぐ、ぬぅぅぅ」

　クファルが呻うめき声ごえと共に、ぬるりとした動作で起き上がる。もし人間だったなら、手足が震えていたことだろう。

　しかし魔神の身体からだを写し取り、変化しているため、人間のような反応は起きない。

「まだ生きてるの？　しっぶといわねぇ」

「貴様だ……やはり貴様が諸悪の根源だったのだ！」

「え……わ、きゃあ!?」

　起き上がったクファルは、体勢も整わないまま強引い腕を振るい、石壁を殴りつける。

　頑丈な石壁は、しかしあっさりと崩れ落ち、屋根に上がっていたコルティナとライエルはかろうじて屋根から飛び降り、難を逃れていた。

　着地し、地面で一回転がってから、起き上がるコルティナ。そこへ向けてクファルは再び腕を振るう。

　しかしそれを何度も見逃す俺じゃない。糸を飛ばしてコルティナへの攻撃を防ごうとしたが、糸は奴の身体をヌルリとした感触のみを残してすり抜けてしまう。

「あ、あれ？」

「しっかり助けなさいよ、アホー！」

「んだとぉ!?」

　憎まれ口を叩たたきつつも、コルティナはクファルの攻撃を避けていた。

　これはコルティナが鍛えられたと同時に、クファルがあまり接近戦を得意としていなかったという面もある。

　もしこれが俺やライエルだったならば、彼女は反応すらできなかっただろう。

「ええい、次だ次！　ティナ、次の手はなに！」

「ちょっと、その顔でティナとか呼ばないでよ!?」

「今はそれどころじゃないだろ！」

　再び逃げ出したコルティナを追って、俺も駆け出した。

　今度は村の西側に向けて走っている。そっちは三つ目の井戸がある場所でもある。

「いい、レイド。次の手は──」

　並んで走りつつ西の柵沿いに辿たどり着いた。今度は柵を背負って、クファルと対たい峙じする。

「死ねぇ！」




　狂気の叫びを上げつつ、俺たちに向かって突撃してくるクファル。

　俺とコルティナは左右に分かれてその突撃を躱かわす。

　クファルは勢い余って柵にブチ当たり、それを突き破って村の外に飛び出していく。

「ひ、ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!」

　先ほどよりも高い声が、柵の向こうから聞こえてきた。

　開拓村の周辺には水場は存在しない。しかし農作物を育てる上では、大量の水を必要とする。

　特に──米の栽培には地面がぬかるむほど大量の水を必要とする。

　クファルは村の隣にある水田の真ん中でのたうちまわっていた。

「き、貴様──このクソ猫おおおぉぉぉぉぉ！」

　クファルの周囲には再び湯気が満ちている。しかしそれだけではない。泥が周囲の水を吸い上げ、蒸発し、再び吸い上げていく。

　土が持つ保水機能により、クファルの周囲の水は先ほどよりもしつこく纏まとわりついていく。

「さらに……くらえぇぇぇ！」

　井戸のそばに駆け寄ったコルティナが、とどめと言わんばかりに手漕ぎポンプを動かし、その先についていた太い蔓つるを利用したホースをクファルに向けた。

　本来は水田に水を満たすためのものだけに、飛び出す水の量は村の中の物よりも多い。

　放水機のように一直線にクファルに向かい、その身体を湿らせていく。

　そのたびにクファルは悲鳴を上げ、弱っていった。

「おのれ、おのれ、おのれええぇえぇぇぇぇぇぇ!?」

「しぶといわね、そろそろ死になさいよ！」

「こうなったらラウムを攻めるために取っておきたかったが……」

「あん？　まだ何か手があるって──」

「来い、コルキス！」

「……え？」

　クファルの叫びに思わず言葉をなくす俺たち。

　しかしそれを危機から逃れるためのハッタリと断じることはできなかった。

　翳かげる太陽。腹の底に響く咆ほう哮こう。そして震えすら覚えるほどの圧力プレツシヤー。

　山を越え、開拓村のすぐそばに舞い降りてくる漆黒の邪竜。

　地響きを立てて地に降り立ち、再び振動すら伴うほどの咆哮を上げた。

「レイド、コルティナ！　いったい何が……邪竜だと!?」

「そんな、他にも居たっていうの？」

「二人とも下がれ！　俺の後ろに──」

　駆け付けたライエルたちが、口々にそう叫んでよこす。

　その声音から、彼らがどれほど混乱しているのか、手に取るようにわかる。

　だが、俺たちの足は地に張り付いたように動かなかった。

　完全に邪竜の威圧感に呑のまれてしまっていた。

　以前はこちらが巣に押しかけ、優位な状況で戦うことができた。

　邪竜は空を舞うことができず、巣穴を潰されて動きを封じられ、そこをライエルとマクスウェルの連続攻撃によって討伐できた。

　しかしここには動きを封じる屋根もなく、罠わなを仕掛ける時間もなく、何より決め手となるマクスウェルがいなかった。

「勝ち目が……ねぇじゃないか」

「ごめん、私も何も考え付かない……」

　呆ぼう然ぜんと口にする俺たち。そんな俺たちを見て、クファルは勝ち誇った哄こう笑しようを上げていたのだった。




　目の前に舞い降りた邪竜の姿に、俺たちは言葉もなく立ち尽くす。

　それでも最も早く正気を取り戻したのは、意外にも俺だった。

「ティナ、逃げ──」

「嫌よ」

　この場にいたら確実に死ぬ。だから俺はコルティナに逃走の指示を出そうとしたが、その言葉が終わるよりも早く、彼女は拒否の言葉を返してきた。

「もうあんたを置いて逃げるなんて、死んでも嫌よ」

「コルティナ、頼むから……」

「これだけは絶対に引かないから」

　決然と告げてくるコルティナだが、その足は生まれたての小鹿のように震えている。

　彼女だって怖くないわけではない。それでも、もう二度と俺を置いて逃げたくないという、彼女の決意を無にすることはできない。

　もしここで、彼女の意思を無視して置いていったりしたら、生き延びることができたとしても、彼女は一生、もう二度と立ち上がれない傷を心に負ってしまうだろう。

「死ぬぞ。確実に」

「承知の上よ。今度こそ、あんたと一緒に死んであげる」

「……まったく、ありがたい話だね」

　俺としては、彼女には逃げてほしいと心から思っている。しかし、それを覆して一緒にいると宣言してくれた彼女の意思は、涙が出るほどに嬉うれしかった。

　そんな彼女を置いて、どうして先に進めるというのか。

「わかった、一緒に来てくれ。まずはあいつを村から引き離す」

「わかったわ……マリア！」

　コルティナの叫びに、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていたマリアが正気に戻る。

　そして同時に、クファルも声を上げてきた。

「クハハハハハ！　邪竜よ、コルキスよ！　そいつらだ、そいつらこそ元凶、最大の障害！　生かしておくな、決して逃がすな！　完全に、完膚無きまでに、徹底的に……殺せ！　燃やして引き裂いて潰して……喰くらい尽くせ!!」

「────────────!!」

　クファルの狂気に満ちた言葉に、コルキスは歓喜の咆哮を上げた。

　その咆哮は大気を震わせ、もはや音として認識できない領域に達していた。

　異界から呼び出され、狂人に支配された邪竜にとって、この世界は破壊すべき存在。しかし思うままに破壊することは、召喚者であるクファルによって制限されている。

　そんな状況で限定的とはいえ破壊を命じられたのだから、歓喜するのも無理はない。

　人の可聴域を超える咆哮が周囲に響き続け、このまま数十秒も聞いていれば、鼓膜が破れていたかもしれない。

「マリア、私たちを飛ばして。山の方角！」

　コルティナはその咆哮に負けぬよう、全力で叫びながら一方を指差す。

　それはライエルたちが魔神と遭遇した、あの山だ。

「で、でも──」

「狙われているのは私たちよ。このままここで戦闘になったら、村が巻き込まれるわ。村には──フィーナもいるでしょ？」

「その説得は、ずるいわよ」

　フィーナを人質に取られては、マリアに選択の余地はない。

　次の瞬間には、俺とコルティナは村から三キロほど離れた草原の中にいた。

「よし。じゃあレイド、あの山の向こうまで行くわよ！」

「は？　山向こうまでか？」

「山の陰に入れば、村に被害が出ることはないわ」

　言われて俺は、なるほどと納得する。

　離れただけでは、ブレスを持つ邪竜の攻撃範囲から逃れることはできない。

　ならばどうしても戦闘地域と村の間に、堅けん牢ろうな障害物を用意する必要がある。山の向こうなら、その条件は満たせる。

　転移テレポートの魔法の転送範囲は一度行ったことがある場所か、目に見える範囲。

　数キロだけ離れた場所に跳んだのは、マリアから見える範囲なら邪竜からも見えるという判断だ。

　いきなり俺を見失った場合、邪竜の矛先が村に向かう可能性があった。

　コルティナに促され、俺たちは全力で走り始めた。

「レイド様！」

　背後でフィニアの悲痛な声が聞こえた気がするが、それを振り返っている余裕はない。

　邪竜にとって、三キロというアドバンテージは、限りなく少ない。

　小さいとはいえ、山向こうとなると、まだ数キロは走らねばならなかった。

　元々体力に乏しい俺は全身の力を抜き、糸の力を使って手足を操り、移動をし始める。

　そんな俺たちを追って、クファルとコルキスも動き始めていた。

「あんたのそれ、何かズルいわね」

「体力がないから仕方ないだろ。それよりもそっちの方がズルい」

　俺と同じく体力に問題を抱えるコルティナも、荷役カーゴの魔法で自身の手足を補助し、移動している。

　俺たちの速度はかなり速く、馬の全力疾走にも引けを取らないはずだ。

　もちろんそんな速度で動いて、身体からだに負担がかからないはずがない。

　おそらく目的地に着く頃には、彼女は使い物にならなくなっているだろう。

　そもそも、彼女の本領は戦闘技術ではない。

　餌として狙われているのなら、それを利用して戦場を移動させる。そこから先は、俺の仕事だった。

「俺を置いていくなぁ！」

　そう言って俺たちの後ろをものすごい速度で追いかけてきたのは、ガドルスだった。

　狙われているのは俺たちだけとはいえ、彼がついてきてくれるのは心強い。しかしそれは、彼も死の危険に巻き込まれるということである。

「いいのか、このままだと一緒に死ぬぞ？」

「バカモン、今さらお前たちを見捨てられるか！」

「ガドルス──」

　俺は思わず感極まって涙を流しそうになった。生まれ変わってから、どうも涙腺が弱くなった気がする。

　それはともかく……

「ライエルとマリアは？」

「二人は考えがあって村に残っておる。村には怪け我が人もかなり出たからな」

「そうか」

　クファルを村に引き込んだ時に、すでに大量の怪我人が出ていた。それを考えれば、マリアが村を離れるわけにはいくまい。

　ライエルも、フィーナが心配だろうし、村に残るのも納得だ。

　俺たちと違い、あの二人には家族がいるのだから、死んでもらっては困る。いや、俺も家族ではあるのだが。

　そんなどこか暢のん気きな会話をしながら逃げ続け、どうにか山の向こうに回り込むことに成功した。

　ここならば山に隠れて開拓村が見えないため、被害は少なくて済むだろう。

「逃げ切れると思ったか、レイドォォォ！」

　山向こうの草原に辿たどり着き、一息ついていた俺たちの元へ、クファルと邪竜が追い付いてきた。

　もし邪竜が単独で追ってきたのなら、とっくの昔に追いつかれていただろう。

　だがクファルはすでに正気を無くし、邪竜を自分に追従させることにこだわっていた。

　そのおかげで追いつかれることなく、戦場を移動することができた。

　だが、コルティナはすでに身体からだの方が限界を迎えているため、移動できそうにない。

「ガドルス、コルティナを頼む」

「レイド、お前はどうする？」

「まあ、何とかやってみるよ」

　どれくらい戦い続けられるかもわからない。

　それでも、彼女が背後にいるというだけで、限界を超えて頑張れる。その確信はある。

「さぁ、鬼ごっこはここまでだ。決着をつけようか」

　不敵な笑みを浮かべ、俺は邪竜に向けて一歩踏み出した。

　そもそも、邪竜と対たい峙じしてみたモノの、俺に勝ち目など欠片もない。

　実際今も、どうやって倒したものか、その打開策はまったく浮かんでこない。

「レイド、今度こそ、今度こそ貴様をォォォ!!」

　イフリートの姿のまま、クファルは喚わめき散らしている。人の姿だったなら、さぞかし目を血走らせていたことだろう。

　コルティナを狙っていたことはすでに忘却の彼方かなたに去っていったか？

「それはこっちのセリフだ、今度こそ終わりにしてやる！」

　俺は叫びながらも糸を放つ。もちろん体内への強化を施した状態で、だ。

　邪竜はクファルの命令がないうちは、明確に攻撃行動に出てこない。奴が俺に向かって喚いている間は、空気を読んで待機してくれていた。いや、これが召喚された者の本能というべきか。

　おそらく命令が無いと、主体的に動くことができないのだろう。

　現に攻撃を受けたというのに、反撃の素振りすら見せない。もしくは俺の攻撃は、攻撃とは見み做なされなかったのか。

　奴の巨体と堅牢な鱗うろこ、それに分厚い皮膚を貫けるほど、俺の糸は高威力を出せない。

　もしこの身体がライエルの物だったら……と考えなくもなかったが、そもそも剣と糸では威力の基盤が違う。

　長いリーチをしならせることで速さと鋭さを出す糸に比べ、剣は腕力を直接伝える硬さがある。

　強く地面を踏みしめ自身の力を余すことなく敵にぶつける剣と違い、糸は勢いで敵の防御を貫けなかった場合、あっさりと撥はね返されてしまう。打撃を押し込む強さが段違いに違うのだ。

　かといって半端な剣では、奴の鱗の強度に負けて、逆に破壊されるだろう。

「結局、手詰まりじゃないか。どうしたもんかね」

　軽口を叩いてみるが、俺の頬ほおには冷や汗が流れ落ちている。

　強化された俺の糸の先端速度は音速すらも超える。その破壊力は、我ながらなかなかのものだと自負していた。

　しかしそれでも痛つう痒ようすら与えられなかった。ライエルと違い、糸の攻撃の『軽さ』が裏目に出ている形だ。

「ヒヒヒヒ……効かんよ、レイド！　こいつを誰だと思っている！」

「知ってるよ。おそらくこの世界の誰よりもな」

「やかましい！　お前は一々口答えを……コルキス、さっさとそいつを始末しろ！」

「──────────!!」

　再び轟とどろく、邪竜の咆ほう哮こう。その威圧感に呑のまれぬよう、俺は必死に歯を食いしばった。

　邪竜と相対して、生還した者は数少ない。俺たちはその少数に含まれている。

　かろうじて勝利を収めたとはいえ、その恐ろしさは身に染みて理解していた。

「レイド、そこに邪竜を移動させろ！」

　攻めあぐむ俺を見て、ガドルスは広場のある地点を指定してきた。

　そこには一本の杉の木がポツンと立っており、この草原ではいい目印になっていた。

　その意図するところは俺にはわからないが、口数の少ない彼が指示を出すことの重要性を、俺は知っている。

　クファルによって『俺』を標的に指定された邪竜は、コルティナたちには目もくれず、一直線にこちらに向かってくる。

　それは誘導する側としては非常にありがたい展開だ。

　糸によって強化された俺の身体は、体重の軽さも相まって、矢のような速度で木に向かって駆け出した。

　その速度は、邪竜ですら追いきれないほど鋭く、余裕をもって木の根元まで辿たどり着く。

　この速度ではブレスは当たらないと判断したのか、邪竜は俺に迫り尻尾しつぽを使って薙なぎ払う攻撃に出ようとしていた。

　足を止めた俺は瞬く間に追いつかれ、その攻撃を跳躍して躱かわす。

　その時、俺は邪竜の頭上に何か光るものを発見した。

　かなりの高度から凄すさまじい速度で地上に落下してくるそれは──

「うおおおぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおお!?」

「な、なんだ!?」

　雄お叫たけびなのか、悲鳴なのかわからない声を上げて落下してくるライエルだった。

　重力の力を借りて、物凄い速度で邪竜の頭に追突する瞬間、ライエルは容赦なくその剣を突き立てていた。

「グギャルルルルルゥオオオオオォォォォォォォッ！」

　これにはさすがの邪竜もノーダメージとはいかない。不意打ちの痛みと、隙を突かれた屈辱で憤怒に満ちた怒号を上げる。

　ライエルの方はそのまま地面に落下し、ピクリとも動かない。

　それはそうだ。あの高度からあの速度で落下し、邪竜の頭蓋骨に衝突して無事な方がおかしい。

「これはいったい──」

「マリアの仕業よ。ライエルだけの力じゃ邪竜の分厚い防御は貫けない。だから上空に転移させて、落下速度を乗せて斬り掛からせたんだわ」

「んな、無む茶ちや苦く茶ちやな!?」

　確かに転移テレポートの魔法は、記憶した地点以外にも、視界内なら跳ばすことが可能だ。

　それが地上ならば、地平線の関係で数キロメートルが限度だろうが、上空ならばその距離は飛躍的に伸びる。

　だからといって、それを思いついて実行するとは……

「俺がやれと言ったんだ、マリアを、責めるな」

「ライエル、生きていたか！」

「もうすぐ死にそう」

「が、がんばれ!?」

「ライエルは私が連れ戻すから、レイドは邪竜の注意を引いていて！　ガドルス、守りは任せるわよ」

「おう！」

　ライエルの決死の攻撃は無駄には終わっておらず、邪竜は頭部から右目にかけて深々と斬り裂かれていた。

　その影響で右側の視界が奪われているであろうことは、一目で理解できる。

　俺はあえて邪竜の左側に回り込み、ライエルを邪竜の視界から隠すように動く。

　同時にコルティナがライエルの回収に走った。

　その間、クファルは何をしているのかと視線を向ければ、なにやら苦く悶もんの表情を浮かべ、必死に頭を押さえていた。

「なるほど。邪竜を制御するのは、貴様でも手を焼くか」

「黙れ、貴様を殺した後はラウムを焼き払ってやる！」

　そのクファルの言葉に、俺は違和感を覚えずにはいられなかった。

　ラウム？　奴が最も憎んでいたのは、世界樹教の総本山ベリトではなかったか？

　邪竜という圧倒的な力を得て、宿敵の俺やライエルを狙いに来るのはわかるが、その次がラウムというのは、少しばかりおかしく感じる。

「なぜラウムなんだ？　ベリトじゃないのか？」

「ハ、あの街はもう終わりだよ！　俺が仕掛けた罠わなに巻き込まれてなぁ!!」

　唾の代わりに口から炎を撒まき散ちらしながら、クファルが吠ほえた。

　奴がベリトに何かを仕掛けてきたのは、理解した。

　だからといって、今すぐベリトに駆けつけるというわけにはいかない。

　目の前には邪竜が存在し、背後にはガドルスに守られたライエルとコルティナがいる。

　今俺が消えれば、コルティナたちの命は確実に消え去る。

「ならば、ここでお前を倒すしかない、というわけか」

「できるものならやってみろ！」

　叫ぶクファルに俺は糸を飛ばすが、その間に邪竜が割って入る。

　無論、糸が当たったところで、今のクファルには何の痛痒も与えなかっただろうが、攻撃されたという事実に邪竜が反応したというところか。

　その一点だけでも、邪竜がクファルの支配下にあることが改めて理解できた。

　ともあれ、糸では邪竜にダメージを与えることはできない。ならば物理的な硬さを持つカタナで斬り付けるしかないのだが、頑丈なだけのこのカタナでは、いささか役者が不足している。

　できることは邪竜の目を潰し、クファルを牽けん制せいして足止めしている間に、ガドルスにライエルを連れて戻ってもらい、ベリトに連絡を飛ばすというくらいか？

「ガドルス、ライエルの容態は!?」

「無事だ。幸いここには、エリクサーの欠片があったからな！」

　そう言って彼が掲げたのは、ネックレスになった小さな蔦つたの容器。

　それはフィニアが作り上げた、六英雄を見分けるための秘薬を収める容器だった。

　匂いで互いを識別するための物だったが、思わぬところで役に立ったらしい。

　そんな俺たちのやり取りに痺しびれを切らせたのか、邪竜は俺より先に行動に出た。

　頭を少し逸らし、大きく息を吸い込む仕草。明らかにブレスを吐く予備動作だ。

　俺は横っ飛びに回避しつつ、背後に向かって警戒の言葉を飛ばす。

「ガドルス、ブレスだ！」

「おう！」

　ドワーフが持つには大き過ぎるのではないかと思えるくらいの大盾を、地面に叩きつけるようにして立てるガドルス。

　俺もブレスを避けるべく、大きく跳躍していた。

　体内に操糸を及ぼした俺の身体能力は、一般的なそれを大きく上回る。

　それでも足のすぐ裏を炎で炙あぶられたような感覚が走る。

　どうやら本当に間一髪のタイミングだったようだ。

「ガドルス、無事か!?」

「な、なんとかな……」

　大盾によって炎を掻かき分け、ガドルスと背後のコルティナたちは無事だったようだ。

　しかし周辺の大地は焼き払われ、土が溶けて赤熱している場所すら見て取れる。

　あの様子では何度も防ぐのは難しい。そう判断して俺はさらに位置を変えていく。

　その俺を追うように邪竜は首を巡らせ、今度はさらに大きく息を吸い込んだ。

「くそ、徹底的に距離を取るつもりか!?」

　さらに大きく跳躍し、ブレスの射線から退避する。その直後に再び邪竜のブレスが駆け抜けていった。

　ドンと、衝撃すら伴う轟ごう音おん。

　地面が木っ端のようにめくれ上がり宙を舞う。

　先ほどの熱量だけのブレスと違い、明確に全力で放ったものだ。

　空中で体勢を崩した俺は着地に失敗し、地面を二転三転してようやく止まり、背後を振り返る。

　そこには、想像を絶する光景が広がっていた。

　大地はめくれ上がり、一直線に幅数メートルを超える窪くぼみが山に向けて走っている。

　そしてそれらの破壊を撒き散らしたブレスは、山を大きく抉り、その形を変えるほどだった。

　先ほどのブレスとも、二十五年前のブレスとも桁の違う破壊力。これが邪竜の真骨頂なのだろう。

　先ほどのブレスは明らかに牽制。そして二十五年前のブレスは、自らの巣ということである程度加減したものだったに違いない。

　これこそが、本当の邪竜の力。三か国を滅ぼした破壊の権化の姿だ。

「勝てる……わけが……」

　絶望感が俺を支配し始める。

　ここまでは、少しでも『どうにかなるんじゃないか？』という、淡い希望が残されていた。

　しかしこの一撃は、そんなものを容赦なく粉砕してのけた。

　どうやったら地形を変えるほどの破壊力を、ほんの数秒で放つような化け物と戦えるというんだ。

　山は三分の一がすでに抉られて、あと数発も受ければ跡形もなくなってしまうだろう。

　そうなると、山向こうの村も、安全ではいられまい。

　考えてみれば、奴の巣は山腹を溶かして洞窟にしたものだった。地形を変えるほどの破壊力は、あって当然だった。

　二十五年前はコルティナが戦場を設定し、邪竜に全力を出せなくしていた。

　ガドルスとマリアが、俺たちを守ってくれていた。

　マクスウェルとライエルが、奴の防御を貫いてくれていた。

　だからこそ勝利できた。俺がやったことと言えば、ちょっとばかり罠を仕掛けただけである。

「クハハハハハ！　素晴らしい、見たか、レイド？　これが世界を破壊する力だ!!」

　その時、耳障りな声が俺の耳に届いた。

　明らかに馬鹿にした言葉。それが俺の反骨心に、僅かばかりの火を灯ともした。

　確かに俺は、昔から敗北してばかりの弱者だった。

　それでも六英雄と呼ばれるほどまで成長できたのは、この反骨心あってのことだ。

　だが目の前の現実をどう受け止める？　あれこそ真の世界最強。本当の意味で化け物。

　それを非力な俺がどう倒す？

　いや、非力というのは間違いだろうか？　俺は生まれ変わり、様々な力を手にした。

　純粋な腕力なら、ライエルの姿を借りることで、ライエル自身を超えるほどの力を発揮できていた。

　ならこの化け物相手に……化け物？

「そ、うか……まだ、手はあるな」

「は？　手があるだと？　このコルキス相手にどんな手があるというんだ？　お前みたいな非力なゴミに、なにができるというんだ！」

　こちらを徹底的に嘲る、クファルの声。だが今の俺には、それにかまっている余裕はない。

　思い出せ、正体がバレた時、マリアが俺にかけた魔術。二十五年前に目にした光景。白い神──破戒神ユーリの言葉と授けられた力。それを育てた、マクスウェルの教え。そして転生してから、これまでの戦いの経験。

　幸か不幸か、条件はすでに整っている。

「やってみるか──ガドルス、コルティナとライエルを連れて、ここを離れてくれ」

「いや、しかし……」

「いやよ！　私は最後まであなたといるって──」

「聞いてくれ、コルティナ。お前がここにいると、俺が全力を出せないんだ。お前たちまで巻き込んでしまう。巻き込まないように加減していたら……邪竜には勝てない」

「……え？」

　俺の言葉にコルティナは一瞬、我を忘れた様な顔をしていた。その隙を突いて、ガドルスが彼女を抱えて、この場を離れていく。

　その間も、邪竜は俺たちを攻撃することなく、見送っていた。

　これはクファルが、俺の『打つ手』を見たいためだろう。

「行くぞ。深緋こきひの九、常盤ときわの九、翡ひ翠すいの一──」

「ふん、どんな手か知らないが、やれるものならやってみるがいい。正面からそれを撃ち砕いて、再び絶望に突き落としてくれる。お前を贄にえに捧ささげて呼び出す魔神は、どれほど強力なものかなぁ？」

　なるほど、わざわざ俺の一手を待ってくれているのは、俺を絶望に落とすためか。

　そして俺を贄に捧げて、さらに魔神を呼び出すと。

　さっきまでは『殺せ』と連呼していたのに、少しは正気が戻ってきたんじゃないか？

　その油断をありがたく思いつつ、最大の魔力、最大の効果時間、対象は自分の魔術を練り上げる。

　ありったけの魔力を込め、全力で制御し、未いまだ成功したことのない魔術を解き放つ。

　マリアは俺の正体を知った時、『あらゆる呪いを解除する』魔術を俺にかけていた。

　そして、変化の巻物スクロールによる、変化の抑制効果は、一種の呪いである。

　それを解除された今なら、この魔法が使えるはずだ。

「泡沫うたかたの姿を我が身に映せ──変化ポリモルフ」

　干渉系魔術の最高位。そこに位置する俺の持てる最大の手札。それを今、ここで解放した。




　メキメキと身体からだが膨れ上がる感触がする。

　肉体の質量など知ったことかと言わんばかりに肉が増殖し、骨が伸び、内臓の位置すら変わっていく。

　服や装備が弾はじけ飛び、俺の肉体は際限なく巨大化していく。

　変化前と後の状態を強く意識しないといけない魔法だが、この時、俺の意識は完全に前世の物に戻っていた。

『レイド』を死に追いやった過去の因縁を、今断ち切るために。

　俺の姿は二メートルを超え、十メートルを超え、やがて目の前の邪竜と同じくらいに膨れ上がる。

「グルルルルルルルルルルオオオォォォオオオォォォォォォォォォォォッッッ!!」

　喉から迸ほとばしった咆ほう哮こうが、我知らず漏れ出し、周囲を威圧する。

　咆哮だけで草原の草がそよぎ、クファルが一歩後あと退ずさった。

　俺の姿は今、漆黒の鱗うろこを持つ目の前の邪竜と全く同じ姿になっていた。

　そう、破戒神は『この世界で最強になれる』と太鼓判を押していた。

　ならば、『この世界で最強の生物は何か？』と問われれば、俺は間違いなく目の前の邪竜を挙げるだろう。

　だが変化ポリモルフの魔術には、それを制限するかのように『よく知っている生物でないといけない』という制限がついている。

　普通ならば、邪竜のことをよく知っているなど、ありえない話だ。

　だが俺たちに関しては違う。

　俺たちは目の前の邪竜を倒し、その死体を隅々まで解体し、それぞれが持ち帰っていたのだから。

　その時に、邪竜の身体の構造は、隅々まで目にしていた。

　この世界どころか、邪竜の住んでいた世界にすら、俺たちほど邪竜について知ち悉しつしている者はいないだろう。

　ならば俺には変身することができるはずだった。

　唯一の心配は、この魔術を今の俺が使えるかどうかだけ。だがそれはどうにか成功したようで、こっそりと鱗に守られた自分の胸を撫なで下ろす。

　本来ならば、巻物スクロールの制限時間内で使えないはずだったが、呪いとも言えるその制限は、マリアの魔術で解除されている。

　正体がバレた時にかけられた、マリアの解呪デイスペルの魔術には感謝してもしきれない。

「ば、馬鹿な……コルキス、だと……」

　俺の咆哮と変身した姿に、クファルは驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　いや、炎の魔神と同化したその表情は読み取りにくいが、その声音から驚きの度合いが判別できた。

　俺は先手を取るべく、邪竜に向けて一歩踏み出し……しかし、それは叶かなわなかった。

　立ち上がろうと足に力を入れようとしたが、その足が思うように動かなかった。

『なんだ？』

　声には出さず、疑問に思う。

　身体が思うように動かない。いや、そもそも手足の存在自体が曖昧な感覚というか……まるで赤子にでもなったような気分だった。

　身体の状態は、まず完璧なはず。漲みなぎる力も確かに感じられる。

　それは身体を支えるのに充分なほどの力だ。なのに力の使い方が理解できない。

「ハ、ハハハ、ハハハハハハハ！　当たり前だ、俺だってこの身体に慣れるまで何日もかかった！　唐突にドラゴンなんて全く違う生物に変身して、自在に動けるはずがなかろう！」

　明らかに『驚かせやがって』という感情の含まれた罵倒を寄よ越こしてくるクファル。

　俺を指差し、嘲り、そして邪竜に向けて命じた。

「コルキス、そこの愚か者の手足をへし折れ。翼をもぎ取れ。身動きできないようにしてから贄に捧げてやる！」

「グルルルァ！」

　邪竜も俺の姿に驚愕していたようだが、俺が動けぬと知り、勢い込んで近付いてくる。

　しかしまだ甘い。俺の力は操糸。糸を操る力だ。

　かつては隠刀流ジェンド派の頭目と戦った時も、俺は自分の腕を操糸の力だけで操っていた。

　ならばこの身体でも、できない道理はない。

　筋肉の使い方がわからないのなら、糸で操ってしまえ。

　俺は体内に操糸の力を走らせると、その手応えに戦慄した。凄すさまじい力の増幅率が返ってきたからだ。

　これほどの力であれば、どれほどの破壊を撒まき散ちらすかわからない。先にコルティナたちを避難させておいて正解だった。

　力が暴走しないよう、ゆっくりと起き上がり、首を巡らせ近付く邪竜を見据える。

　邪竜の方も、先ほどまで歩くこともできなかった俺が立ち上がったのを見て、警戒の色を滲にじませていた。

「グルルルルアアアァァァァァ！」

「ギャルルルルルァァァァァァ！」

　俺の威嚇の咆哮に、邪竜も咆哮で応えた。そして双方、どちらからともなく近付いていき、その爪を振り上げる。

　ゴヅンと、足先まで響くような打撃が俺の肩口を襲い……しかし致命傷にはならなかった。

　邪竜の皮膚は己の攻撃すら受け止めるほど、強きよう靭じんだったからだ。たとえ聖剣があったとしても、これを貫いたライエルがどれほど非常識かわかる。

　そして俺の一撃は、邪竜の皮膚を大きく引き裂いていた。

　この威力の違いは、元々の邪竜の力だけでなく操糸による筋力強化も加わった結果だ。

「ギャブッ、グギュルルルァ!?」

　邪竜もまさか、自分だけが一方的にダメージを受けるとは思っていなかったのか、驚いて再び距離を取ろうとする。

　しかしそれは、俺にとって広い間合いを与えることに等しい。

　身体を回転させるように翻し、尻尾しつぽによる強打を邪竜の横っ面に叩たたき込んだ。

　明らかに自分よりも強い打撃を受け、邪竜はその場で一回転するように吹っ飛び、地面に倒れ伏す。

　だが、それでも邪竜には致命的なダメージにはなっていない。

　この攻防でお互いの力を確認し、さらに化け物同士の攻防は続く。

　開幕の打ち合いに敗北した邪竜は、俺から明確に距離を取り始めた。

　それもそのはず、この世界においては比類なき力を発揮した自分が、あっさりと打ち負けたのだから警戒するのも頷うなずける。

　今の俺の身体は邪竜の力を、さらに操糸の力で強化している。

　同じ身体を使っているなら、俺の方が力が強くなるのは当然だ。

　力の差を直接味わい、邪竜はこちらへの攻め手に頭を悩ませているようだった。

　そして牽けん制せいとばかりに、こちらに向けて軽めのブレスを放ってくる。

　それは俺の鱗を多少焦がしはしたが、致命的なダメージには至っていない。

　こちらも反撃のブレスを放とうとしたが、そこでどうやって放つのかと頭を悩ませた。

　無論、俺の身体は邪竜のものと同じなので、ブレスを放つこと自体はできるはずだ。

　しかし、そのやり方がわからない。体内にある見知らぬ器官を動かすことが、元人間の俺にはできなかった。

　そういった逡しゆん巡じゆんが相手にも伝わったのか、邪竜は嵩かさにかかってこちらにブレスを吐き掛けてくる。

　俺も相手との間合いを詰めようと強化した足で駆け寄ろうとするが、邪竜はその翼をはためかせ、空高く舞い上がってしまう。




　そこからは一方的な展開だった。

　俺はブレスを吐く器官と同様に、翼も上手うまく扱えなかった。

　そもそも、邪竜の身体に対して翼が小さ過ぎる。おそらくドラゴン種の翼は、飛行する時に魔術的な何かを補助手段として使用しているのだろう。

　空に飛べない、ブレスも吐けない。だが力だけは圧倒的に上。

　そんな俺に対して、邪竜が優位に運べる戦術。それは空からの爆撃だった。

　上空から、小刻みに弱めのブレスを連射してくる。

　それは直撃しても、俺の鱗を焦がす程度のダメージしか与えられないが、皆無でない以上その蓄積は侮れない。

　かといってこちらから、空高く舞う邪竜に反撃する手段はない。

　草原の各所がブレスで抉えぐられ、ドン、ドン、と大地を揺らす衝撃が轟とどろく。

　そのたびに草原が地面ごと舞い上がり、地形が変わってく。

　近隣の村や、開拓村からこの光景が見えていたら、この世の終わりのような心地を味わえたことだろう。

『──ん？』

　俺はその中に、キラリと輝く何かを見つけた。ドラゴンの本能か、俺はそれに反射的に飛びついて、手の中に握り込む。

　そこへ上空からのブレスが再び襲い掛かってきた。

　しかも今度はかなり強めのブレスだった。

　これの直撃を受けたらただでは済まない。そう考えて俺はとっさに地面を蹴り付け、邪竜に向けて舞い上がった。

　翼も魔力も使わぬ、力任せの跳躍。

　しかし筋肉の塊のようなこの邪竜の身体を操糸で散々強化した跳躍は、軽々と上空の邪竜のところまで到達できた。

「ガアアアァァァァァァァァァ!!」

　到達と同時に、まるで塔のように巨大な尻尾を邪竜に向けて叩きつける。

　邪竜もこちらに力を入れたブレスを吐き掛けた直後であり、これに対応する余裕がなかった。

　ベキン、と生物が発生させてはいけないような重い音と共に邪竜が吹っ飛んでいく。

　しかし足場のない空中でのダメージゆえに打撃は軽く、決定打にはなりえない。

　そして俺の身体は再び地上へと落下してく。

　そこで浮遊レビテートの魔法を起動しようとしたが、この邪竜の身体では言葉を発することができなかった。

　いや、ドラゴン種の中には言葉を発することができる個体も存在するので、この身体でも発声することは可能かもしれない。

　しかしこの戦闘の最中では、発声器官をゆっくりと調べるわけにはいかない。

　俺が地面に到達し着地したと同時に、吹っ飛ばされた邪竜も体勢を立て直していた。

　しかし、この状況は美味うまくない。

　予想通り、邪竜は俺の反撃を受けて、さらに高度を上げていた。

　俺も筋力を強化されているため、そこまで飛び上がることは普通に可能なのだが、跳躍する距離が延びれば延びるほど、邪竜に対応する時間を与えてしまう。

　対して邪竜のブレスは数キロメートル程度の射程は余裕であるため、高度を取っても充分に俺を攻撃できる。

　しかしその距離は、俺にも対応する時間を与えることになる。

　互いに有効な攻撃手段を失ってしまい、状況は膠こう着ちやくしていく。

　勝負を決めるためには、お互いが相手の攻撃範囲の中に踏み込んでいく必要があった。

　俺は手の中に握り込んだ光る物体──俺が邪竜に変身した時にちぎれ飛んだ手甲ガントレツトから糸を引っ張り出す。

　引き出した糸を振動させ、声を代わりに発生させる。

　同時に口を開き、そこから魔力を放出し、魔法陣を描き出した。

　声が出せずに詠唱ができないなら、糸で代わりに発声させればいい。

　口を開き魔力を放出し、魔法陣を構築し、術式を起動する。発声以外の手順はこの身体でもできる。

　そうして発動させた魔法は高位強化ハイエンチヤント。身体強化エンチヤントの一段上の魔法だ。

　準備を整えてから、意を決して大地を蹴る。地面にクレーターができ、踏み切りの強さが舞い上がった空からも見て取れた。

　俺は凄まじい速度で上昇するが、それを見逃してくれる邪竜ではない。

　迎撃のためにブレスを吐き掛けてくるが、これは翼を一打ちしてわずかに横に移動して回避する。

　背中の翼は飛行するには物足りない大きさしかないが、上昇の方向を修正する程度の役には立ってくれた。

　邪竜は俺が空中で回避行動を取れるとは思っていなかったらしく、ブレスを吐き掛けるための大きく首を前に突き出した体勢のまま、硬直していた。

　俺は上昇の軌道が大きく逸れ、邪竜の横五十メートルほどの場所へと舞い上がる。

　その俺の動きを、邪竜は視線だけで追いかけていた。

　邪竜は身動きが取れない状況。そして俺は──大きく腕を振るっていた。

　邪竜の身体による基礎的な腕力。豊富な筋繊維に施した操糸の力。そしてダメ押しに仕掛けた高位強化ハイエンチヤントの魔術。

　俺に出せる最大の筋力をもって振るわれた、五本のミスリル糸。その長さは百メートル以上。

　突き出した邪竜の首を叩たたくには、充分過ぎる長さだ。

「グルルルアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァッッッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合が邪竜の雄お叫たけびと化して喉から迸ほとばしる。

[image: ]

　ここが地上なら、邪竜とて回避することはできただろう。

　しかしここは空中。ブレスを吐き出した不完全な体勢で、避よけられるはずもない。

　音速を遥はるかに超えた速度で邪竜を叩いた糸は、その身体を六つに分断する。

　同時に発生した轟ゴウという突風が容赦なく周囲に駆け巡り、大地と俺の身体を容赦なく切り刻む。

　俺の身体は、その衝撃波を難なく弾はじき返かえした。しかし、大地はそうはいかない。

　視線を下に向けると、そこはもはや草原の姿はなく、ずたずたに引き裂かれた荒野と櫛くしのように切り刻まれた山だけが残されていた。

　六つに裂かれた邪竜の身体が、その大地に向けて落下していく。

　いくら邪竜でも、あそこまでバラバラにされて、生きているはずもないだろう。

　こうして俺と邪竜コルキスの二回目の戦いは、幕を閉じたのだった。




　完全に邪竜が息絶えていることを、地上に降りてから確認する。

　もっとも、六つに分かれてまだ生きている相手となると、それこそ倒し方がわからないので、逃げるしかない。

　そして、その邪竜を制御していたクファルの方を見ると、奴は身体の胸から下が消し飛んで倒れていた。

　どうやら、最後の俺の一撃によって発生した衝撃波を、まともに喰くらってしまったらしい。

　物理的な攻撃が効かない身体のはずだが、ドラゴンの力に付与魔術を纏まとわせた糸の放つ衝撃波は、魔術的な破壊力も秘めていたらしい。

　さっさと逃げればいいものをと思わなくもないが、奴が邪竜を制御していないと奴自身も邪竜の猛威に晒されてしまう。

　そして戦闘行動を行わせる場合は、全力で制御せねばならないため、逃げることはできない。

　つまり、この結果は起こるべくして起きたものだ。

　クファル＝イフリートは身体の半分以上が吹き飛んでいたが、まだ息はあった。

　いや、スライムの生体が基礎にあるだけに、その程度では即死はしないということか。

　ともあれ、俺にはこいつに聞かねばならないことがある。

　邪竜の姿を解除し、人の、ニコルの姿へ戻る。

　変身を解除する時の苦痛はあるが、すでに何度も経験しているので、歯を食いしばれば耐えられる。

　服は変身した時に吹き飛んでしまったので、全裸というみっともない状態だったが、とりあえず俺の足元には壊れかけの手甲ガントレツトがあったのでそれだけつけておく。

「さて、話してもらおうか」

「く……何を今さら……」

「ベリトに何か仕掛けてきたんだろう？」

「は、はははは！　それこそ……今さらだ！　素直に、俺が……言うと思ったか！」

「大人しく吐いたら、とどめくらいは刺してやる」

　こいつに苦痛があるのかは不明だが、瀕ひん死しという状態でいつまでも放置されると、精神が先に崩壊する。

　もっとも、こいつの精神はすでに崩壊しているかもしれないが。

「知ったことか！　お前は指を咥くわえて……ベリ、トが……崩壊する……様を、眺めて……いるが……いい……」

「なんだ、自信がないのか？」

「……いい、だろう。罠わなは六百層に、仕掛けてある。下から、登るのには……何か月もかかり、上から、降りる、にも……一か月は、かかる……お前には、到底、踏破できない、場所だ……」

　イフリートの残った身体がボロボロと崩壊していく。

　この期に及んでもスライムの姿を晒さないのは、よほどコンプレックスになっていたのか？

　その崩れ行く胸の中央に、親指の先ほどの紫色の球体が見えた。おそらくは、奴の核。

　ヒビだらけのそれが、肉体の崩壊と共に砂のように崩れ行く。

「足あ掻がけ……そして絶、望しろ……レイ、ド……おまえに、は……なに、も……でき、な……い……」

　その言葉と共にクファルの核は砂となって崩れ落ち、風に吹き散らされていった。

　何度も戦い、撃退し、それでも俺の前に繰り返し現れた男。

「くそ……認めてやるよ。お前は確かにライバルだった。力が足りず、罠や策に頼るところまで、俺とそっくりだよ」

　死んだ今となっては、奴の執念に俺も一目置かざるを得ない。

　その奴が残した最後の仕掛け。それがベリトにあるというのなら、それを阻止せねばなるまい。

「レイド、無事!?」

「ニコル様！」

　そんな俺の元に駆け寄ってくる二人の人影。コルティナとフィニアだ。

「二人とも、なぜここに！」

「だって、邪竜が二体も現れたんだもの。あなた一人じゃ、手が足りないと思って……って、なんで裸!?」

「どう考えても役に立たないだろ。まさしく猫の手だ！　あと裸には突っ込むな!?」

「誰が上手うまいこと言えって言ったのよ！」

「あの邪竜は俺が変化ポリモルフで変身した姿だよ。邪竜の身体については、よく知ってたからな」

　俺の言葉に、コルティナはポンと手を打った。

「そういえば、解体したっけ」

「ああ、おかげで邪竜の身体の仕組みについてはばっちりだ」

「その格好でそんなこと言われると、何かエロいわね」

「うるさい！」

　全裸で仁王立ちし、ドヤ顔で胸を反らしているのだから、そう言われても仕方ない。

　そんな俺に、素早くケープを羽織らせてくれるフィニアの心遣いが嬉うれしい。

　嬉しいのだが……下半身まで届いていないぞ、そのケープ。

「な、何か逆に……ドキドキしますね」

「フィニア、着替えください」

「あ、はい」

　ストラール手前の馬車から転戦に次ぐ転戦を繰り返してきたため、彼女は荷物を背負ったままだった。

　なのでちょっとした着替えくらいは、背負い袋に持ってきている。

「ガドルスは？」

「マリアのところへ戻らせたわ。この調子だと、また村が襲われるかもしれないし」

「そうだな。クファルの野郎、結構大量に呼び出したみたいだし。どれだけの贄にえが使われたのか、考えたくもねぇ」

「それで、これからどうしたらいいのかしら？　魔神って召喚主がいなくなるとどうなるんだっけ？」

「俺が知るか、と言いたいところだが、双剣の奴は最初からクファルの制御を離れていたみたいだ。ひょっとしたら、そのまま暴れ続けるのかも。それより、あの野郎、世界樹に何か仕掛けたらしい」

「世界樹に!?」

　世界樹教の総本山、そしてマリアの故郷で、アシェラのいる場所。

　そこが狙われていると知って、コルティナは驚きよう愕がくし、フィニアは言葉を失っていた。

「どれほどの罠かわからないが、ベリトが滅ぶほどの効果はあるらしい。ひょっとしたら現地の連中も気付いていないかもしれないから、すぐ向かわないと」

　手甲ガントレツトのベルトはちぎれ飛んでいたが、装備の機構自体は破壊されていない。

　まだこの装備が使えるのは、ありがたかった。

「俺はまず、ベリトに跳んで情報を集める」

「私も一緒に行くわ」

「おい──」

「もう二度と私だけ逃げないって言ったわよね？　ガドルスに無理やり引き剥がさせるなんて、もうさせないんだから」

「いや、でも……どんな危険があるか──」

「承知の上よ」

「私も一緒に行きます！」

「フィニアまで!?」

「もう見てるだけしかできないなんて、イヤです。私も一緒に戦わせてください」

「フィニア……」

　あの時、俺を見て震えているだけだった子供が、俺の隣に立つというのか。

　その言葉に俺は、なんだか言いようのない感動を覚えていた。

「わかった。でも二人とも俺の指示は絶対に聞いて」

「『逃げろ』以外なら、いいわ」

「私もです」

　決然とした二人の顔に、俺は溜ため息いきを吐ついて返す。

　そして二人と手を繋つなぎ、転移テレポートの魔法を発動させたのだった。




　一旦ベリトに跳んだ俺たちの目の前に現れたのは、想像を絶するほどの混乱だった。

　人々は家財道具を持ち出し、我先に街から逃げ出そうとしている。

　それもそのはずで、街の中央に聳そびえ立たつ折れた世界樹に、蛇のようなドラゴンと邪竜によく似た黒いドラゴンがしがみつき、必死にそれを支えようとしていたからだ。

　支える……そう、世界樹はまるで今にも倒れんばかりになにかに侵しん蝕しよくされていた。

　幹の三分の一ほどが黒く染まり、ベキベキと音を立てて破片が街に降り注いでいる。

　これはまるで、倒壊する寸前というありさまだった。

「こんな……世界樹が倒れたりしたら……」

　その光景を見て、コルティナが真っ青な顔でそう呟つぶやく。

　そうか、クファルが言っていたベリトが消えるという罠。その結果がこれだ。

　世界樹が倒れれば、その根元に広がるベリトの街は、木こつ端ぱ微み塵じんに押し潰されることだろう。

　もちろんそこを拠点にする世界樹教は壊滅するだろうし、そこに住む者たちも生き延びることはできない。

　さらに世界樹の中に住むモンスターたちがこの世に解き放たれ、世界は混乱の渦に呑のまれる。

　とどめはそれほどの質量が倒れ込むことによって巻き上がる粉ふん塵じんの量。

　おそらくは数日はこの世界を覆い、太陽の光を遮ることになる。

「……世界樹にこんなことができるなんて、クファルの奴、どれほどの力をここで得たというの？」

「世界樹の中はこの世界最大の神秘だからな。そういうこともできるかもしれない」

「止めないと！　レイド様、どこに行けばいいんです？」

「クファルは六百層に罠を仕掛けたと言っていた。そこまで行かないと」

「六百層って……無理に決まってるじゃない！」

　この階層の大きさを正確に知っているわけではないが、一階層当たりの大きさから推測して、現在の世界樹は七百層程度の大きさがあるといわれている。

　下から六百層を登るとなると、何か月もかかってしまう大きさだ。

　だからといって、空を飛んで一番上の七百層から入っても、そこを徘はい徊かいするモンスターは強敵揃ぞろいだ。

　そこを百層降りるとなると、俺やコルティナでは力が足りない。

「だけど、俺って前に六百層に行ったことがあるんだよなぁ」

「……ハ？」

　そう、かつて師匠……ハスタール神と手甲ガントレツトの素材を集めに訪れた。

　外装の素材を得るためにジャガーノートという強敵と戦った場所、それが六百層だ。

「ホント、偶然なんだけどな。そういうわけで内部に転移することができる」

「世界樹って内部に転移できないんじゃなかったっけ？」

「ああ、ハスタ──いや、師匠の転移魔術なら跳べるらしいんだ」

「いないじゃん！」

「見て覚えたよ。俺も魔術使えるしな」




　師匠の転移魔術にマクスウェルがやたら興味津々だったおかげで、俺もあの魔術は覚えてしまっていた。

　それを使えば、六百層まで転移することができるはずだ。転移先の標的となる魔法陣は、師匠がすでに用意してあるものを流用すればいい。

「とにかく、この街の混乱を早く鎮めないと。そのためには世界樹の異常を戻す必要がある」

「そうね。このままじゃ、いつ暴動が起きてもおかしくないわ」

「特にこの街は不満を抱え続けてきましたし、またその矛先が半魔人たちに向く前に、解決する必要がありますね」

「フィニアちゃんも度胸が据わってきたわねぇ」

　冷静に状況を分析するフィニアに、コルティナは呆あきれた様な声を上げる。

　コルティナと一緒にいた頃のフィニアなら、ここで意見を述べることなくおろおろとうろたえるばかりだったはずだ。

　ここで積極的に意見を言えるほど、彼女も場数をこなしてきたということだ。

「世界樹の迷宮は幹の太さがその階層の広さになる。上に行くほど細くなるから六百層の広さはそれほどでもない。でも敵の強さは段違いだから、二人とも──」

「『ここで待っていろ』なんて言わないわよね？」

「うぐっ……に、逃げろとかまだ言っていないし」

「そんな言い訳通用するわけないでしょ。いいから私たちも連れていきなさい」

「なに自然にフィニアの意見まで代弁してるんだよ」

「え？　もちろん私も行きますよ？」

「デスヨネー……」

　だがフィニアの言う通り、民衆は今は自分の安全のために逃亡しようとしているが、いつストレスのはけ口が半魔人たちに向かうかはわからない。

　アシェラも行動を起こしていると思うが、こちらも早く対処した方がいいだろう。

　俺は溜息一つ吐いてから、二人の手を取り転移魔術を発動させた。




　迷宮内は相変わらず暗闇に包まれていた。その闇の中で即座にコルティナが魔術を発動させる。

「光明ライト」

「コルティナ様、魔術なら私が──」

「フィニアちゃんは私よりも魔術のバリエーションが多いからね。いざという時のニコルちゃ……レイドのサポート、任せるわね」

「え、あ、はい」

　コルティナも汎用性の高い魔術の使い手だが、そのレベルはフィニアほど高くはない。

　彼女が明かりの魔術を維持してくれていれば、フィニアは自在に魔術を使うことができる。

　最近俺と組んでいたフィニアの方をサポートに置く判断を、コルティナはしていた。

　それと俺の呼び方が一瞬ニコルに戻ったのは、この場に来て少し落ち着きを取り戻して安心したということだろうか？

「静か……ね？」

「ああ、以前来た時はジャガーノートがすぐ襲い掛かってきたんだけどな」

「ジャガーノート？　あの神話の英雄を模したアンデッドね」

「ああ。あの時はマクスウェルも一緒だったんだ」

「あのジジィ、私に黙ってあんたと遊び歩いていたのね……」

「あまり責めてやるな。俺が巻き込んだことだし」

「そりゃ、わかってるけど」

　カツカツと歩を進めながら、コルティナは頬ほおを膨らませる。その姿は二十代、いや十代の少女と大して変わらない。

　一瞬、その肩を抱き寄せたい衝動に駆られたが、しかし今はそれどころではない。クファルの仕掛けた罠わなを解除せねば、ベリトの混乱は収まらないだろう。

「しかし、本当に静か──」

「あー、もう！　また再生しやがりやがったですよ！」

「──じゃなかったな。こっちか」

　静寂を引き裂くような、甲高い声が聞こえてきた。

　この声には聞き覚えがある。お馴な染じみの白い神──破戒神ユーリのものだった。




　声のした方へ駆けつけてみると、そこにはかなり大きな部屋が存在していた。

　中央に複雑怪奇な魔法陣が描かれ、そこに俺でもわかるほどの魔力が流れ込んでいる。

　この魔力がどこからきているのかと思えば、どうやら世界樹から力を吸い上げているようだった。

　そしてその前に破戒神ユーリが立ちはだかり、魔法陣に干渉して何やら行っていた。

「まぁったく！　陣の構築能力だけは天才だと認めてあげますよ！　ああっ、また侵蝕術式が再生してるぅ!?」

「おい！」

「くっ、こっちを解放すればあっちの爆砕術式が起動しますし……いったいどうすれば！　ハスタールのお手伝いが欲しいところです、世界樹を支えるために頑張ってくれてますけどっ！」

「おいっ!!」

　俺の声に破戒神は一瞬だけこちらを振り返る。その間も手を止めない辺りはさすがだ。

「ニコルさん、ちょうどいいところに！　お手伝いお願いしますよ」

「これは、なんだ!?」

「世界樹を侵蝕する魔法陣です。いろいろ停止していた機能を再起動して死者の魂を収集し、その力を爆発力に変換して内部で解放し、世界樹を倒そうとしてやがるんですよ」

「それを止めてくれていたのか？」

「解呪したいところなのですが、術式に再生と侵蝕の術式が組み込まれてまして、あっちを壊せばこっちが再生しというイタチごっこを延々と続けてるんです」

「再生と侵蝕？」

「ええ、再生術式は破壊された魔法陣を自動的に再生する術です。侵蝕術式は世界樹に侵入して腐食させていく術式で、爆砕術式が起動しなくてもこっちで世界樹を倒すという、二段構えの構造ですね。おまけで再生付き」

「これがクファルの仕掛けた罠か」

「そうですね。こんな置き土産みやげを残していくとか、根性の腐り具合が半端ないです」

　破戒神は駄だ々だっ子のように腕を振って抗議しているが、作業自体は止めていない。

　ともあれ、これがクファルの最後の企たくらみだった。

「まず、俺たちが逃げることは可能か？」

　俺だけなら聞かなかった質問だ。しかし今は、コルティナとフィニアがいる。できるなら危険なことは極力避けたい。

　もしこの場を破戒神だけで収めることができるなら、俺たちは危険からできるだけ離れていたかった。

　しかし破戒神の答えは、それをあっさりと否定する。

「現状は一進一退の状況です。ベリトの人間が逃げ出すくらいの時は稼いでみせます。しかし……」

「逃げたとしても世界樹が倒れたら、ベリト、いやフォルネリウス聖樹国が終わる、か」

「はい。巻き上がる粉塵により、世界は冬の時代を迎えるでしょう。信仰の中心を失い、日照不足で食糧難がやってくるはずです。そうなると人の倫理はたやすく崩れるでしょうね」

「騙し、奪い、喰くらう時代の到来か」

「それ、国が滅んだも同然でしょう？」

「じゃあ、逃げられんなぁ」

　破戒神の分析は、俺の予想と大差がなかった。元々逃げる気はなかったが、こうなると腹を決めるしかあるまい。

「それにベリトの街には今、レティーナさんとマチスさんがいますよ？　それでも逃げます？」

「なんでいるんだ!?」

「マチスさんは商談で来たようです。レティーナさんはその護衛」

「逃げるのは却下だな。コルティナ、フィニア、悪いけど……」

「付き合うわよ。レティーナちゃんもマチスちゃんも私の生徒でもあったわけだし」

「わ、私も！　レティーナさんがいるなら、見捨てるなんてできません」

「ってわけだ。手伝えることはあるか？」

　俺の言葉に、破戒神は我が意を得たりと言わんばかりに手を打った。

「その言葉を待ってました。ちょうどいいことに三人いることですし、それぞれで各術式を担当して、妨害してください」

「とか言われても、そんな魔法陣見たことないわよ」

「そこは私が指示します。こう見えてもマルチタスクは得意ですので」

　そう言われ、俺たちは破戒神の指示に従い、魔法陣の周囲に立った。

　そこで巨大な魔法陣の一部をそれぞれが担当し、発動妨害の作業に参加した。

「いいですか？　皆さんはそれぞれの魔法陣の妨害に全力を尽くしてください。私は全体の連結術式の破壊を行います。魂を集める集魂ヴイゾフニー機構ル・システムを停止させ、世界樹に流れ込む力を一時的に制限します」

「お、おう？」

　破戒神が作業の内容を説明してくれるが、俺には何を言っているのかさっぱりだった。

　それでも必死に目の前の魔法陣に干渉していく。コルティナとフィニアも、かなりきつそうだ。

「すでに流れ込んでしまった魔力に関しては、これは仕方ありませんので、この場で爆発させます」

「おいィ!?」

「大丈夫です。世界樹の力を流用して結界を生成し、破壊力が外に漏れないようにしますので」

「待てよ、俺たちはすでに魔法陣の中にいるぞ!?　コルティナとフィニアはどうなる？」

「諦めてください」

「ぶっ殺すぞ、この駄神!!」

　俺だけならその決断もできたかもしれないが、今はコルティナたちがいる。いくらなんでも彼女たちを巻き込む決断に、あっさりと納得などできやしない。

　もっともこれは破戒神の冗談だったようで、半眼になって溜ため息いきを吐つきつつ、肩を竦すくめてみせた。

「その想おもいを素直にぶつけておけば、転生することもなかったでしょうに」

「うっさい！」

「冗談です、結界の力をそちらにもおすそ分けします。ですが確実に守れるとは保証できません。なにせ世界樹が大陸中から集めた力を抑え込むわけですから」

「……とりあえず全力を尽くせ」

「それはもちろん」

　フンスと鼻息荒く答えてから、破戒神は最終的な魔法陣解呪に取り掛かった。

　術式の文字や図形が次々と変化していく。再生の術式が妨害されているため、それらの変更は再生されず、次の変更へと移っていった。

　俺たちもその作業がスムーズに進むよう、術式の妨害に全力を尽くす。

　急激な魔力の減少と精密な制御に、頭の血管が切れるような感覚に襲われる。

　魔力の少ないコルティナや制御力に乏しい俺には、非常にきつい作業となっている。

　この状況では、逆にフィニアが一番余裕があるかもしれない。




　眩暈めまいを堪こらえながらどれほどの時間が経過したのか……気が付いた時には、俺たちは破戒神の作った結界に包まれていた。

「それでは、術式の破壊を終了させます。同時に溜ため込んだ魔力が一気に噴出しますので、結界から出ないように。その結界は一方向からの力を防ぐことに特化しているので、内側からは簡単に出ることができますから」

「わ、わかった」

　俺の言葉と同時に、コルティナとフィニアも小さく頷うなずく。

　その反応を見てから、破戒神は最後の工程を終了させた。

　床に描かれた魔法陣が光を発し、まるで花火のように弾はじけ飛ぶ。同時に視界のすべてを、魔力を纏まとった光の渦が塗り潰した。

　この結界の中からでは何がどうなっているのか、わからない。

　コルティナとフィニアの安否すらわからない。

　だが床から伝わってくる振動で、結界の外には破壊の嵐が吹き荒れていることは、理解できた。

　俺が理解できたのはそこまでだった。能力以上の制御を要求されたため、俺の精神は限界に達していた。

　プツリと何かが切れたような音が聞こえ、そのままその場に倒れ込んでしまったのだった。







[image: 終章　英雄の娘として生まれ変わった英雄は英雄へと至る]




　そこは白い空間だった。

　天井も床も白く、それらの境界すら知覚できない、影すら存在しない白い空間。

　そこに立つ『彼』の目の前に、白い少女が舞い降りた。

「はーろーぅ」

「誰だ？」

　その少女は髪も肌も白く、目だけがまるで紅玉のように赤い、美しい少女だった。

　だというのに、その少女の姿を正しく認識できない。

　表情を構成するパーツごとなら認識できるのだが、それらを統合して認識できない。

「誰だ、お前は……」

「わたしかぃ？　わたしゃ神様だよ」

　威厳を感じさせない軽い口調で、少女が答える。

　美しい声だと認識できるのに、『彼』にはその声がどんな響きを持っていたのか、思い出せなかった。ただ意味だけが脳裏に残される。

「なぜ、記憶できない……」

「それはわたしが認識阻害を掛けているからですよ。素顔のわたしは、いろいろと危険ですので」

　この現象が、目の前の白い少女の影響だとわかり、『彼』はとりあえず納得することにした。

「ここは、死後の世界か？」

「正確にはその手前でしょうかね。まああなたは完膚なきまで、完全に死んでますが」

「なら、俺は再び魂の円環の中に戻るということか」

「そうなりますね」

　軽く肩を竦すくめる白い少女に、『彼』は納得した。

　最後に残る記憶では、確実に自分は死んでいたのだから。

「転生……か。いいさ、次の生でも、俺は決してこの怒りを忘れない」

「それは無理でしょうね、クファルさん」

「なに？」

　少女に名前を呼ばれ、『彼』は初めて、自分の名前を思い出した。

「そうだ、クファル……それが俺の名前。なのに、なんだ……思い、出せない」

　思考は霧がかかったかのように拡散していき、それを意志の力で無理やり収束させる。

　それすらも、時と共に難しくなっていく。

「なぜ、無理だと言うんだ？　俺の怒りは魂に根差したものだ。刻み込まれたものだ。生まれ変わったとしても、決して消えはしない」

「それは不可能ですよ。だってあなたの魂はこれから『浄化』されるのですから」

「浄化、だって──？」

「ええ。あなたの仕業ですよ。世界樹の集魂ヴイゾフニー機構ル・システムを再起動していたでしょう？」

　折れた世界樹の、死者の魂を集める機能。魂を世界樹の中に取り込み、浄化し、そして再び生命として世界に戻していく。

　しかしそれは、いつの間にか失われていた。

　だがそのおかげで、人は死者を復活させる魔法を使用することができていたのだ。

　魂が世界樹に取り込まれないからこそ、死した体に引き戻すことができる。しかし世界樹が魂の収集を再開したことで、魂は身体からだに戻すことができなくなった。

　その役割を負っていた宝珠を、自分が再生したのだから。

　故に彼の魂は世界樹に回収され、そこで浄化を受けることになる。徹底的に。

「馬鹿な、俺の怒りが消されるだと！　そんなことが許されるとでも──」

「許されようと、無かろうと、それが唯一の真実ですよ。あなたは消える。怒りも、記憶も、執着も。根こそぎ浄化され、無む垢くに戻されるんです」

「い、いやだ──いやだ！　俺は俺のまま生まれ変わるんだ!?」

　霧のように拡散する身体。それを強引に引き戻して頭を抱え振り仰ぐ。

　そんなクファルを見て、少女──破戒神ユーリは悲しげに首を振った。

「本来なら、前回の転生時にあなたの記憶は消されるべきでした。そうすれば、ここまで被害が広がることもなかったでしょう」

「ふざけるな！　貴様も、俺を否定するのか!?　俺を、俺の人生を!!」

「それを台無しにする行為を行ったのは、あなた自身でしょう？　世界樹に手を出すべきではなかった」

「いやだ！　ふざけるな！　ちくしょう……ちくしょう!!」

　破戒神に詰め寄ろうとするが、一歩たりとも足を動かすことができない。

　ただ拡散していこうとする身体を、必死に繋つなぎ止めるのが精いっぱいだった。

　足が動かないならと手を伸ばして掴つかみかかろうとするが、伸ばした指先から霧散していき、慌てて引き戻す。

　しかもそれを妨げるようにまとわりつく霧が、一条だけ存在した。

「は、離せ！　俺に触れるな!?」

「覚えはありませんか？　その霧、リジスさんですよ」

「り、リジス……は、はは……復ふく讐しゆうに来たのか、俺を……消すために！」

「いいえ、彼女はあなたと一緒にいたいだけです。健けな気げじゃないですか」

「一緒に……だが、俺はまだやっていない！　やらねばならないことを、成し遂げていない……」

　クファルは身体を小さく丸めていないと一気に消えそうな恐怖に襲われていた。

　リジスの想いはありがたく思う。絶望に突き落としたというのに、それでも自分を受け入れ一緒にいてくれるというのなら、この上なくありがたいことだ。

　もし生まれ変わる前に彼女と出会っていたら、召喚術に身を任せ、世を恨むこともなかったかもしれない。

　しかしそれは遅い、遅過ぎた。

　もはや後には戻れない。レイドを倒し、半魔人たちの優位を確立せねば、死んでも死にきれない。

　だがその執念も、破戒神によって突き放されてしまう。

「あなたの魂は浄化され、こねくり回され、他者のそれと混じり合い、切り分けられ、そして新しい生命として生まれ変わります」

「いやだ、ダメだ！　俺は俺のまま、レイドを……あいつに復讐して──」

「もはやそれは、叶かなわぬ望みです。それに彼は死んでいませんし、再び出会うこともないでしょうね」

「なぜだ、なぜ奴だけが生き延びる！　なぜ奴だけが優遇される!?」

「優遇？　彼だって必死に生きているんですよ。あなたとは考え方が違っただけです」

　レイドとて、幸福な少年時代を送ったわけではない。この世界に転生してからも、彼の──彼女の人生は苦難の連続だった。

　何度も死の危険に遭遇し、それを紙一重で乗り越え、ここまで生きてきた。

　だがその努力を、クファルは認めることはできない。それは、他者を恨み、妬むことで生きてきた彼の敗北を認めることに繋がるからだ。

「いやだ！　そんな、消えたくない、俺が消えるのは嫌だ、怒りが消えるのは嫌だ……」

「みんな、そう言うんですよ。自分が消えることに恐怖を感じる。でも安心してください。消えてしまえば、そんな恐怖も忘れてしまいます」

「あ、あああ、あああああぁぁぁぁぁぁぁ……」

　ついにしゃがみ込み、慟どう哭こくするだけになってしまう。

　クファルの身体は霧が広がるかのように拡散し、そしてどこかへ消えていく。

　やがて慟哭は嗚お咽えつとなり、それすらもか細く消えていった。

「さようなら、クファルさん。いえ、そうだった『何か』。もうあなたとして再会することは、二度とないでしょう」

　小さく、破戒神がつまらなさそうに呟つぶやく。

　そして彼女が姿を消した時、そこには何も残ってはいなかったのだった。
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　目が覚めた時、俺の目にとって見慣れた光景が目に飛び込んできた。

　ここは見間違いようがない。ライエルの屋敷の俺の部屋だ。

「なぜ、ここに……」

　俺は世界樹の六百層で、破戒神の手伝いをしていたはずだ。

　最後に世界樹が取り込む力を解放させ、その閃せん光こうに目を焼かれ気絶した。

　そこからライエルの屋敷に移動するには、一か月以上の時間を移動に費やす必要があるはず。

「目が覚めたのぅ？」

　そんな俺の傍かたわらから、疲れたような声が聞こえてきた。

　これも聞き覚えがある。マクスウェルの声。

「ああ、マクスウェルか。おはよ──おおおぉぉぉ!?」

　そちらに視線を向けた俺が見たものは、頬ほおをパンパンに腫れ上がらせた、マクスウェルの顔だった。

「その顔はどうした、襲撃か!?」

「マリアにの……」

「あ、ああ……バレたからか」

　マクスウェルは俺と共謀し、八年ほど仲間たちを騙し続けていた。

　俺が気絶している以上、追及されるのは最も古くからの共犯者である彼になるのは、想像に難くない。

「それにしても、こっぴどくやられたな」

「まぁ、仕方あるまいよ。レティーナ嬢が泣いて止めてくれねば、死んでいたかもしれん」

「レティーナも来てるのか」

「ワシが彼女を迎えにベリトに飛んでおったんじゃよ。それとあの破戒神殿がアシェラ殿の前に現れてな。おぬしたちを預けて消えおったらしい」

「アシェラの？」

「ベリトに飛んだワシは、アシェラ殿と偶然出会ってな。おぬしたちを預かったというわけじゃ」

「それは……手間をかけたな」

　気絶した俺たちをマクスウェルに押し付けたということか。ともあれ、ベリトに行ったなら、あの惨状は目にしたはずだ。

「ベリトの様子はどうだった？」

「ワシが着いた時は、かろうじて落ち着く方向に動いておったよ。アシェラ殿が陣頭指揮を執っておったから、混乱は最小限というところじゃった」

「そうか、なら良かった。破戒神たちは？　世界樹はどうなった？」

「破戒神ユーリの姿はすぐに消えてのぅ。それと世界樹じゃが、竜神バハムートが世界樹に巻き付いたまま同化して、支えてくれておる」

「それ、大丈夫なのか!?」

「後で説明に来てくれたアスト殿……ハスタール神の話では、世界樹が自立できるようになれば、自力で這はい出してくるだろうと言っておったの。しぶとさは折り紙付きだと」

「なら、大丈夫……なのか？」

　ともあれ、世界樹は無事ということだろう。俺たちの努力は無駄ではなかったというわけだ。

「コルティナとフィニアは？」

「おぬしより先に目を覚まして、今は食堂で昼食をとっておる。二人とも元気じゃよ」

「ああ、それは良かった。本当に良かった」

　あの閃光の中で無事だったのだから、破戒神の結界はその役目を完璧に果たしたということだ。

　その点は、あの神たちに感謝せねばならない。

　もし、あそこに彼女がいなければ、ベリトは滅んでいたはずだ。

　いや、この世界そのものが大きなダメージを負っていたことだろう。

　その偉業を、俺たちを守りながらやってのけたのだから、やはり神の名は伊だ達てではない。

　その時、扉をノックする音が聞こえた。

「どうぞー」

「目が覚めたようね」

　そう言って部屋に入ってきたのは、マリアだった。

　そういえば、なぜマクスウェルが俺の部屋にいて、マリアがいなかったのか？

　やはり俺の正体がばれたことが影響しているのだろうか。そう考えると、やはり屋敷を出る選択をせねばならないか？

「ああ、マリアは魔力が枯渇しておってな。タイミングよく訪れたワシがおぬしを癒いやしておいたというわけじゃ」

　そんな俺の思考を読み取ったのか、マクスウェルがまるで取り成すように俺に耳打ちした。

　言われてみれば、俺たちがこの村に駆けつけた時、マリアは魔力が枯渇する寸前のような仕草をしていた。

　あの後、僅かな休息があったとはいえ、クファルが続けて来襲し、ライエルを転移テレポートの魔法で飛ばし、村人を救済したのだとすれば、俺まで手が回らなかったのも無理はない。

　そのタイミングでマクスウェルが俺を連れて戻ってきたのであれば、治癒魔法を彼に任せたのも納得できる。

「えっと、母さ──えっと、マリア？」

「どっちでもいいわよ。呼びやすい方で」

「その、黙っていて悪かった。言い出せなくって」

「それも、わかっているわ。納得はできないけど、気持ちはわかるもの」

　ぺちりと、弱々しい力で俺の頬を叩たたく。

　その平手には彼女の困惑と、俺を気遣う優しさが込められていた。

「これでおしまい。あなたはレイドで、同時に私の娘のニコルよ。お互いすぐには納得できないでしょうけど」

「うん、俺……わたしも、どう話していいかわからない」

　今まで彼女たちの前では、取り繕って女の口調で話していた。

　しかしレイドと知られた今、むしろ男の口調で話さないといけない気もしている。

「今のあなたは女性なのだから、女性の口調で話してもいいのよ？　なんだったら、もっと可愛かわいらしい口調と仕草でも」

「いや、それは困る」

　わざとだろう、茶ちや目めっ気けを込めてマリアがそんなことを言ってくる。

　俺は困った顔のまま首を振って、その提案を却下した。

　するとマリアは、軽く背後を振り返って扉の向こうを指し示す。

　そこには、檻おりに入れられた熊のように、うろうろするライエルの姿があった。

「ほら、あなたも入ってきなさい」

「ライエル」

「その、レイド……いや、ニコル？」

「……ニコルでいい。わたしは間違いなくお前の娘なんだから」

「そうか？　じゃあニコル。その、身体からだの方は大丈夫なのか？」

「うん、問題ない。ちょっとベリトで無理しただけ」

「それは大丈夫とは言わないだろう？」

　ぎこちない仕草で、だが間違いなく心配する父親の顔で、ライエルが話しかけてくる。

　そこには、俺の恐れていた拒絶や隔意は存在していなかった。

「ライエル、わたしが娘でもいいんだ？」

「ああ、俺は受け入れた。マリアもそうだろう？」

「ええ」

「なら俺たちはお前の親だし、ここはお前の家だ。遠慮することなんてない」

「ああ、そう……そう、か……」

　ライエルに『俺の家』と言われ、ジワリと目元に涙が浮かぶ。

　それは前世では持ち得なかった、家族の住処すみかだ。それを失わずに済んで、心の底から安あん堵どする自分を認識する。

　そうだ、俺は間違いなく、ライエルとマリアの娘だ。それを今、本当の意味で受け入れることができた。

「いらっしゃい。食堂でティナとフィニアちゃんが待ってるわよ」

「あとレティーナちゃんもな。それにミシェルちゃんとクラウドくんも呼んできてる」

「ガドルスも忘れてやるな」

　マクスウェルがしっかりとライエルたちの言葉を補足する。

　そう、ここには前世の仲間と今世の仲間が勢せい揃ぞろいしている。ならしっかりと、俺の口から説明せねばならないだろう。




　食堂に入ると、先客の目が一斉に俺に向いた。その視線に晒され、身体を硬直させる。

　そんな俺の背中を、マリアが優しく押してくれた。

「ニコル様、目が覚めたのですか！」

「あ、うん。フィニアとコルティナも大丈夫そうで良かった」

「はい、私たちは魔力切れで気絶しただけでしたので」

「ホント、閃光が収まったらあんたが倒れてて、びっくりしたわよ」

　フィニアとコルティナは、いつも通りの反応を返してくれる。

　いや、コルティナの口調が、昔の俺に向けていたものに変わっているが、それは仕方ないだろう。

　彼女は特に、俺との関係が複雑だ。

「ニコルちゃん、あの……」

　そんな俺に、ミシェルちゃんはおずおずと語りかけてきた。

　おそらく俺の正体について、聞かされたのかもしれない。

　どのみち、ライエルとマリアに知られた以上、彼女たちにも秘密にはしておけない。

　ならば、この場ですべてを話してしまおう。

「うん、ミシェルちゃん、わかってる。全部話すから、聞いてくれるかな？」

「う、うん」

　それから俺は、その場にいた人にこれまでの話を聞かせた。

　ミシェルちゃん、レティーナ、クラウド……そしてすでに事情を知っているかつての仲間たちとフィニア。

　フィニアの膝の上にちょこんと座ったフィーナにも。

　もちろんフィーナには俺が話すことは理解できないだろう。薬学のギフトにより驚異的な記憶力を示すフィーナだが、その効果範囲は薬関係に限られる。

　一般的な会話には、年齢相応の理解力しか持っていない。それでも、俺は聞いてほしかった。

　すべてを話し終わった後、ミシェルちゃんは口をＯの字に開いて感動していた。

「ニコルちゃんってレイド様だったんだぁ」

「いや、わりとあっさりしてるね？」

「すっっっごく、驚いてるよ？」

「うん、それは見ればわかる」

　とはいえ、彼女はびっくりしたの範はん疇ちゆうを出ていない。聞いたことを聞いたままに受け入れている。そしてそれを聞いても、態度を変えようとはしていなかった。

　この辺りの素直さは、俺にとってもありがたい。

　対してレティーナは困惑を隠せずにいた。六英雄の熱烈な信奉者である彼女にとって、親友がその六英雄だったと聞けば、混乱しても仕方ないだろう。

　そしてそれは、クラウドにも言える。

「いや、本人から直接聞いて納得はしたけど……いや、できないけど。その、なんだ、えっと……これからも俺、仲間でいいのかな？」

「俺……ってか、わたしはこれからも冒険者を続けるつもりだから、まだ仲間でいてくれるとありがたい」

「なんか、男だか女だかわからない口調だな」

「うっさい。こっちも混乱してどっちに統一していいのかわからないんだ」

「その、本当にレイド様ですの？」

「うん。レティーナには黙っていて悪いと思ってる」

　おずおずと、レティーナらしくない態度で俺に話しかけてくる。

　しかしそれを受け入れ難いのか、ワタワタと手を動かしたり、あちこちに視線を飛ばしたりしていた。

「でもあの、高等学院の一件では……」

　メトセラ領の高等学院で、俺がハウメアに変装し、ガドルスがニコルに変装していた。

　ニコルとレイドの転生体を同時に見たことがあるレティーナは、ミシェルちゃんほどあっさりと納得できなかったようだ。

　その時の状況を俺とマクスウェルから説明してやると、彼女はどうにか納得の表情を浮かべていた。

「見事に騙だまされたということですわね？」

「マクスウェルやガドルスを責めてやらないでくれ。俺の手伝いをしてもらっただけなんだから」

「そこまで狭量ではないつもりですわ。でも本当にレイド様だなんて……」

「まだ信じないの？」

　俺は壊れた手甲ガントレツトから糸を引っ張り出し、軽く振ってティーカップを糸で絡めとり、手の代わりにそのまま口元に運ぶ。

　これは彼女の護衛の糸使いサリヴァンにもできない芸当だ。

「そういえばときおり糸を使ってましたわね。どうして気付かなかったのかしら」

「先入観って大事だよな？」

　レティーナの場合、ニコルという先入観と、レイドを美化したイメージのおかげで俺に繋つながりにくい状況にあった。

　細かいことは気にしないミシェルちゃんや、糸使いへの知識が乏しかったクラウドとは少しばかり事情が違う。

　それでも、黙っていたことは少しばかり心苦しく思う。

「そんなわけで、実は俺、レイドだったんだ。黙っていてすまなかった。でも今まで通りに接してくれると嬉うれしい」

「でも、ニコルちゃんはニコルちゃんなんでしょ？　だったら、これからも問題ないんじゃないかなぁ？」

「ミシェルさん、今ほどあなたの器の大きさに感嘆したことはありませんわ」

「俺も、今まで通りってのはすぐには無理だけど、できるだけ今まで通りにやっていくから」

　ミシェルちゃんとクラウド、二人の言葉に思わず涙がこぼれそうになる。

　この二人は、今の俺をちゃんと受け入れてくれているのだから。

　そしてレティーナも、自分もと言わんばかりに首を縦に振っていた。フィニアに関しては、言わずもがなだ。

　そんな感動に浸っている俺に、冷水をぶっかけてくる声が聞こえた。

「麗しい友情だけどね、レイド？」

「ひぃ!?」

　聞こえてきたのは、もちろんマリアの声。先も言っていたが、彼女も俺のことは受け入れてくれてはいる。しかし、どこか今までと違って冷たい感じがした。

　いや、冷たいというのは語弊があるか。前世のレイドだった時代の対応に近くなっている気がする。

「さて、レイド。あなた、受け入れてもらうためには何でもするって言ったわよね？」

「あ、ああ。そんな感じのことも言ったかな？　そんな気がしないでもない、気がする……かもしれない？」

「言い逃れしないの。それでね、私いろいろ考えたのよ」

「な、なにを？」

　マリアがこちらを見る目は、まるで猫がネズミを目の前にした時のような、酷薄な目をしていた。

　その視線を受けて、俺の背筋に冷たい汗が流れ落ちる。

「私ももう歳としなのよね。だから早く孫の顔が見たいわけ」

「そ、そうか……でも俺は──」

「フィーナが成長するまでまだまだかかるし、何よりライエルが妨害してるし」

「待て、俺はそんなことはしてないぞ!?」

　マリアの言葉に嫌な感覚を覚えたのか、ライエルは慌てて抗議する。

　しかしマリアはその言葉に冷たい視線を返した。

「この間のフィーナのお誕生日会で、近所の男の子を軒並み牽けん制せいしてたでしょ！」

「い、いや、そんなこと……したかもしれないけど」

「女の子はともかく、男の子はみんな強こわ張ばった顔でお祝いしてくれてたのよ。少しは加減しなさい」

「……はい」

　亀のように首を竦すくめ、ライエルは大人しく首肯した。

　矛先が逸それたので俺はホッと一息吐ついていたのだが、それもつかの間、マリアは再びこちらを振り返る。

「それでね、レイド。あなたを許す条件として……わたしたちに孫の顔を見せなさい」

「はぃ？」

「孫、見せて？」

「言い直さなくてもわかってるけど!?」

「じゃあ聞き返さないで」

「つまりあれか、俺に産めと？　相手もいないのに！」

　俺の精神はいまだ男であった部分を色濃く残している。そんな俺が子供を作るために男とアレコレするというのは、正直勘弁してもらいたい。断固として断る！

「無理！　それにコルティナとフィニアもいるのに、浮気なんていけないと思います！」

「二人とお付き合いしておいて、今さら何を言ってるんだか」

　呆あきれたような視線を向けるマリアと、何とも言えない表情を浮かべているコルティナとフィニア。
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　そんな女性陣三人の視線に晒され、なんだか俺はいたたまれないような気持ちになる。

　そこへさらに高く幼い声が会話に割り込んできた。

「はーい、そこでここに性転換薬をつくってみましたぁ」

「フィーナぁ!?」

　そちらに視線を向けると、フィニアの膝の上で立ち上がり、小さな小瓶を掲げているフィーナの姿が目に入った。

　フィーナの顔はまさに得意満面という有様で、そのドヤ顔はそれはそれで可愛かわいらしいのだが、言葉の内容が不穏過ぎる。

「白いかみさまが、これがあれば『家内安泰』とかいってたよ？」

「あの野郎!?」

　俺はフィーナの手からその『危険な薬』を取り上げようとした。むしろこの薬は、俺にこそふさわしいのではなかろうか？

　しかしそれよりも早く、フィーナからその薬を取り上げた者がいた。

　言うまでもなく、獣人の機敏性を存分に発揮したコルティナだった。

　しかも、俺がその動きを追って目を向けた時には、すでに封を開けて口に運んでいた。

「ちょ、おま──」

「ぷはぁ」

　まるでオヤジのような声と共に息を吐き出し、そしてボンという音とともに煙に包まれるコルティナ。

　その煙が晴れた後には、コルティナの服を着た、野性的な青年の姿があった。

　胸部の薄いコルティナと、青年が小柄だったせいで、服装のサイズ自体は問題がない。

　しかし野性的である意味男臭いその青年では、違和感が半端ない。

「コ、コル、ティナ？」

「それ以外に誰がいるってのよ？」

　そう言うと自分の股間と胸をパンパン叩いてナニかを確認していた。

「よし、これなら問題なくヤれるわね」

「なにをだ!?」

「なにって……ナニよ？」

「やーめーてーくーれぇ!!」

　コルティナに弟がいれば、こんな姿になるのだろう。そんな青年がまさに獣のような欲を込めて、こちらに視線を向けてくる。

「ごめんね、フィニアちゃん。このお詫わびはいつかするから」

「い、いえ……」

　フィニアは完全に事態から置いていかれ目を白黒させていたが、ようやく事態を呑のみ込こめたのか、少し残念そうな声でそう答えた。

　しかし、我が家のトラブルメーカーはさらなる爆弾を投げ込んできた。

「そう思って実はもう一本──」

　そのセリフが終わるより早く、小さな胸元から小瓶を引っ張り出すフィーナの手から、それが消えた。

　その状況に反応する俺より早く動いたのは、彼女を膝に乗せたフィニアだった。

　その動きは、暗殺者たる俺よりも速い。そして止める間もなくフィニアはそれを口元に運んでいた。

　コルティナと同じように煙に包まれ、そこには十歳前後に見えるエルフの少年の姿があった。

「ふぃ、フィニア」

「コルティナ様の時も思いましたけど、この薬を飲むと少し縮んじゃうんですね」

　そう言って自分の頭をパムパムと叩たたくフィニアの姿は非常に愛らしく、胸の辺りを撃ち抜かれたような感触を覚えていた。

　これが『萌もえる』という感覚か。ではなく──

「いや、そういう問題じゃなく！」

「これで問題は無くなったわね。じゃ、二人とも、頼んだわよ」

「頼むんじゃねぇ!?」

　性別が変わった二人に動ずることなく、マリアが何かのたまいやがった。

　その声に応じるように、マクスウェルとガドルスが席を立ち、部屋を出て行く。

　対してライエルとマリアはニコニコ顔だ。

「お、おい、二人とも」

「レイドや。ワシらには彼女たちを抑えることはできんよ」

「そんな恐ろしい真似まねは、俺もしたくない」

　諦め顔でそう告げて俺に背を向ける。

　その背には『絶対に関わらない』という、男らしい決意が表明されていた。ド畜生どもめ！

「ほら、あなたもこっちの部屋に。いくらなんでも無粋よ？」

「お、そうだったな。それじゃ、レイド。せいぜい励めよ」

「励めるかぁ!?」

「ならフィニアとコルティナが頑張ってくれ」

「任せなさい！」

「精一杯頑張ります」

「だからやめろってぇ！」

　そう言う俺の両脇を、フィニアとコルティナが抱え上げていく。

　部屋に残されたミシェルちゃんたちはポカンとした顔のまま放置されていたが、事情を察したのか顔を見合わせた後、黙ってマクスウェルの後を追っていった。

「裏切者ぉ!?」

「だって怖いしィ」

「六英雄に歯向かうとか、俺には無理だから」

「わたし、馬に蹴られたくありませんもの」

　そして無情にもパタンと扉は閉じられた。

　俺はそのまま別室に連行され、ベッドの上に放り出される。

　この先の展開を読めないほど、俺は男女の事を知らないわけではない。むしろ男の時は、この二人を相手にする妄想を暴走させていたくらいだ。

　だから彼女（？）たちの気持ちもわからなくはない。相手が俺でなければ！

　そもそも、こんな状況になったのは、あの白い神が俺を女に転生させたからだ。

　だからこそ、目の前で小一時間ほど問い詰めたい。

「神様、仲間の娘にするなんて、あんまりだ──!!」





英雄の娘として生まれ変わった英雄は再び英雄を目指す　完









[image: 後日談　その一　偉い人たちの後始末]




　世界樹倒壊の危機。これに際し、アシェラはベリト外縁部にある小さな教会で指揮を執っていた。

　世界樹からできるだけ距離を取ってはいるが、あの巨木が倒壊した日には、どこにいようと死を免れられない。

　それでも、落下する樹皮や小枝からは身を護まもることはできる。

　世界樹が軋きしみを上げ、崩落の危険を知らされた直後、蛇のようなドラゴンが世界樹に巻き付きそれを支えている。

　さらに天頂部付近では暴風が世界樹を囲むように吹き荒れ、斜めに傾かしぐのを防いでいた。

　つまり、人知の及ばぬ何者かが、力を合わせて世界樹を護まもろうとしていることが理解できた。

「とはいえ……何もできないことには、変わりないのよね」

　緊急避難の混乱に大勢の人間が怪け我がをしている。

　下へ手たをすれば死者すら出かねないほどのパニック。

　そんな中、世界樹教の者たちは一般人の治療に総出で当たっていた。

「やっほぅ、アシェラちゃんお元気ィですかぁ？」

「ひょえっ!?」

　陣頭指揮を執り、自らも治癒魔法をかけて回るアシェラに、突如背後から声をかけてきた者がいる。

　今の自分にそんな声をかける者の心当たりは、一人しかいない。

　しかし『その存在』が、まさかこの場所に顔を出すとは思えなかった。

　なぜなら彼女は、世界樹教にとっては、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵なのだから。

「ゆ、ユーリ様？」

「そですよー」

　できるだけこっそりと言葉を返したアシェラに、破戒神ユーリは気安く手を上げて答えた。

　彼女の背後には、気絶した三人の女性の姿があった。

　その中の二人は、アシェラにも見慣れた者たちだ。

「ニコルちゃん！　それにコルティナ様も？」

「いやー、大変だったのですよ。事情聞きたい？　聞きたいですよねぇ！」

　半ば強引に、近況報告をしてくる破戒神ユーリ。

　彼女はアシェラにとって遠い親戚であり、実は魔法の師匠でもあった。

　しかし世界樹教は、世界樹の天てつ辺ぺんを折られたという恨みがある。

　その教皇である彼女は、立場上おいそれと仲良くしていい存在ではなかった。

　だが、破戒神はそんなことに欠片かけらも頓着しない。

「クファルが？　それをニコルちゃんとコルティナ様が……」

「フィニアちゃんもですね。ちゃんと英雄として称たたえてあげてくださいよ？」

「それはもちろん。ですが困ったことになりましたね」

　それはクファルのことだ。

　ようやく半魔人への風当たりは弱くなってきたところへ来て、この騒動。

　クファル自体はディジーズスライムという変異種に生まれ変わったとはいえ、前世にまで遡った事情が世に出るのは、いささかマズい。

　せっかく緩和してきた半魔人への憎悪が、また再燃しかねないからだ。

「まー、無理に前世の話まで流さなくていいんじゃないです？　変異種のスライムが世界樹を侵しん蝕しよくした。それをニコルちゃんが救った。それだけでいいじゃないですか」

「それもそうですけど……痛くない腹を探られそうで」

「誰もが、アシェラちゃんほど腹黒くないですから」

「ひどい!?」

　神話時代から千年を生きる神に対して、せいぜい数百年しか生きていないアシェラでは、まるで相手にならない。

　いつまで経たっても子供扱いで、彼女としても調子が狂う。いつもの自分の立場が、逆転してしまった感覚に陥っていた。

　それでも、破戒神の言葉は重要で的確だった。

「わかりました、その流れで話を広げておきます」

「お願いしますね。これほどの騒動、犯人とそれを収めた英雄の存在は必須でしょ」

「ええ。それでニコルちゃんは平気なんですか？」

「こっちの二人は魔力の枯渇、ニコルちゃんは制御を超える魔力をひねり出したことによるショック症状かな。命に別状はないですよ」

　破戒神がそう言うと、三人はふよふよと宙を動き、ベッドの上に横たえられる。

「一応保護者へ連絡を入れますけど、それまでここで横にしてあげてください」

「ええ、もちろん」

「問題はもう一つ。世界樹の集魂ヴイゾフニー機構ル・システムのことです」

「私が生まれる前に破壊され、蘇そ生せい魔術が使えるようになったというあれですか？」

「そう、それです。それをどうやったのか、クファルが修復したみたいなんですよ。おかげで蘇生魔術は現在使用不可になってます」

「それは……おおごとでは？」

「おおごとです。ですが、これにより世界樹の魂浄化機能が復活し、半魔人は生まれなくなっているはずです」

　この世界では、魂は世界樹より生まれ、死後世界樹に還かえって浄化される。

　これまでは集魂ヴイゾフニー機構ル・システムが不調だったがゆえに浄化が不完全な魂が現れ、半魔人として生まれてしまうという状況にあった。

　集魂ヴイゾフニー機構ル・システムを破壊した功罪が、蘇生魔術と半魔人の存在である。

　それが再生したため、再び浄化機能は正常に作動し、蘇生魔術は使用不可に、半魔人は生まれなくなるという状況になっていた。

「半魔人が生まれなくなるというのは、悪くない話ですよね？」

「ええ。ですが同時に蘇生魔術が使えなくなっています。わたしとしてはどちらでもいいのですけど……集魂ヴイゾフニー機構ル・システム、どうします？」

「どうします、とは？」

「あなたが望むなら、破壊してきますよ？」

「それは──」

　死者の蘇生。それは一部の人間にとっては、喉から手が出るほどに欲しい魔術だ。

　しかしそれは、世界の摂理に反する。

　その結果、半魔人が生まれ、差別の温床と化してしまっていた。

　これは蘇生魔術を代償に、半魔人を生まれなくするかどうかの問題だ。

「そのままに……してください」

「いいの？」

「ええ。私の知る人たちは皆、蘇生を望まなかった人たちばかりでした」

　冒険者だった祖母も、蘇生魔術を編み出した祖父も、死の間際に際して蘇生を拒否していた。

　老衰が近かったこともあるが、彼らは精一杯生きて、そして満足して死んでいった。

　残される側としてはいろいろと思うところはあるが……それが本来の、人としての在り方なのだ。

「今の人類に、蘇生は過ぎた力なのかもしれません。その力が欲しい者は、きっと自力で世界樹を登り、集魂ヴイゾフニー機構ル・システムを破壊するでしょう」

「力を欲する者は、自分で何とかしろってことですか」

「そうです」

　その言葉を受けて、破戒神は納得したように頷うなずく。

「わかりました。ではこの件はそれで行きましょう。私は少し別の方とお話があるので、場を外します。ニコルさんのことはお任せしますね」

「了解です」

　そう言って破戒神は、教会を後にしていった。




　教会を出た彼女はどこへともなく語り掛ける。

　それは風にかき消されそうなほど、かすかな声。

「バーさん。そちらは大丈夫です？」

『問題ないよ。それに世界樹は、僕にとっても大事な存在だ』

　破戒神の視線は、世界樹に巻き付いた蛇のようなドラゴン──竜神バハムートへと向けられていた。

　まるで彼女の問いに答えるように、風の中に囁ささやきが混じる。

　バハムートの皮膚はまるで樹皮のように変化し、世界樹と一体化していくことでそれを支えている。

「一体化するなんて、無む茶ちやなことを。戻るまで数百年はかかりますよ？」

『そうするしか手が無かったものでね。それに僕にとって、数百年なんて瞬まばたき一つする間に過ぎていく』

「余裕かましちゃって。でもありがとうございます」

『どういたしまして』

　確かに、破戒神よりも古い原初の神の一柱であるバハムートにとっては、世界樹が修復するまで一体化するくらい、大した時間ではないのかもしれない。

　それでも、人にとっては人生を何度もやり直せる時間になる。

　その時間は、決して軽いものではないはずだ。

「ま、たまには挨拶に寄りますよ。その間、世界樹をお願いします」

『ニコルちゃんにもよろしく言っといて』

「わかりました。でもあなたが人間を気にかけるなんて、珍しいですね？」

『彼女もいずれ、僕たちと同じ高みに至れる素質を持ってるからね。気にもかけるよ』

「その道は選びそうにない気がするんですけどねぇ」

『それは彼女次第さ』

　その言葉を聞き、破戒神は小さく肩を竦すくめる。

　この千年、彼女のそばには夫である風神ハスタールと、悪友である竜神バハムートしかいなかった。

　漂神と呼ばれた旧友のレヴィは北の地域を彷徨さまよっており、ほとんど顔を合わすことはない。なんでもギルドマスターをやっていると風の噂うわさで聞いたことがあった。

　物好きな彼女らしいと、愛あい嬌きようのある笑顔と訛なまりある口調を思い浮かべる。

　そんな旧友たちの輪の中にニコルが加わるのなら、その未来はとても楽しそうに思えた。

「ま、強制はできませんよね……」

　小さく、そして残念そうに呟つぶやき、街へと視線を移す。

　まずは彼女を、保護者であるマクスウェルの元へと送り届けるのが先決だったからだ。
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　朝方、意識を取り戻した俺は、まず同じく疲労してぐったりと寝入っているコルティナとフィニアを蹴り起こした。

　俺にしては彼女たちに対し酷ひどい扱いではあるが、これは自業自得と考えてもらおう。

　飛び起きたコルティナとフィニアの身体からだが元に戻っていることを確認すると、俺はまず安心した。

　男になった彼女たちの姿も嫌いではなかったが、やはり彼女たちはこの姿でないと違和感がある。

「お前ら、よくも好き放題ヤッてくれたな？」

「ぴゃ!?」

「あ、あの、これはつい……」

　怒りに青筋を立てて仁王立ちしようとした俺をしり目に、コルティナは左右を見回した後、服を拾ってダッシュで逃げ出した。

　おそらくはこの状況に際して混乱し、まずは撤退して状況を落ち着けることを選択したのだろう。

　決して敗北を選ばない、ある意味彼女らしい選択と言える。

　そしてフィニアは完全に動揺し、その場で正座をして謝罪し始める。

「申し訳ありません、ニコル様！　長年の夢が叶かなうと聞いてつい反射的に」

「男になるのが？」

「いえ、ニコル様を襲えるのが」

「もっとダメだ!?」

　まぁ、俺もこれまで彼女たちに酷いことをしてきている。ここで厳しく追及するのは筋違いなのかもしれない。

　それでも素直に謝罪したフィニアならまだ許せる。

「フィニアはもういいよ、謝罪を受け入れる。でもコルティナは許さん」

「え、あの、私としてはお二人の仲が悪くなるのは……」

「フィニアの気持ちは嬉うれしいけどね。でも無理やりはいけない。俺が言うことじゃないかもしれないけど」

「うう……」

　いつもなら俺たちの仲を取り成してくれるフィニアだが、この状況では発言力は強くない。

「とりあえず服を着替えよ？　その格好じゃ、俺の方が襲いそうだ」

　フィニアは女の身体に戻っていて、裸のまま正座していた。

　そのほっそりした肢体は、今の俺から見ても目の毒だ。

「そ、そうですね！　お手伝いします」

「いや、自分の服を着て！　お願いだから!?」

　真っ先に俺の世話の心配をする辺り、いつもの彼女らしい。

　そんな彼女に服を着せ、自分の身支度も整え、俺はややよたつく足取りで部屋を出たのだった。




「あら、おはよう、レイド。満足した？」

「してねぇ!?」

　部屋を出て食堂へ向かうと、そこではマリアが食事の用意をしていた。

　俺の顔を見るなり、いきなりとんでもない爆弾をぶっ放してくる。

「意外と絶倫なのね。ライエル譲りなのかしら」

「そういう意味じゃないし！　もう」

「フフ、ごめんなさいね。どうもあなたの中身がレイドだと知ったら、対応に困っちゃって」

「その気持ちはわかるけど。俺……わたしも微妙に話しにくいし」

「私に対しては『俺』でも『わたし』でも、どっちでもいいわよ？　あなたはニコルであり、レイドでもあるんだから」

「そう言ってくれると助かる。それよりコルティナは？」

「さっき服を抱えて裏口から飛び出してったわ。はしたないわね」

　そういう問題ではないと思うが、この辺りの鷹おう揚ようさはマリアの持ち味だ。

　コルティナに関しては、後で小言の一つでもぶつけておくとしよう。

　先ほどは反射的に逃げ出したのだろうが、きっと彼女も、今頃は反省しているはずなのだから。

「そういえばみんなは？」

「ミシェルちゃんは久しぶりに村の家に戻ってるわ。お家うち、まだ残してたから」

「そうなんだ。それは……なんだかいいね」

　戻れる家があるというのは、誰にとってもありがたいものだ。

　七歳までとはいえ、この村は彼女の生まれた故郷である。

　そこに家が残っているというのは、それだけで心強い。

「クラウド君もそっちに泊まっているわよ？」

「なんだって!?」

　最近怪しいあの二人が、親のいない状況で二人っきりとか、危険で仕方ない。

　どうしてあのクラウドを野放しにしたのかと、マリアを小一時間問い詰めたい。

　いや、問い詰めよう。

「どうして猛獣の前に上等な餌を放置するような真似まねを？」

「酷い言われようね。あなたが言っても説得力が無いわよ」

「こっちは餌にされた方！　いや、ミシェルちゃんも同じだけど」

「大丈夫よ。クラウド君ってヘタレだから」

「マリアにまでこの評価か……それはそれで、哀れな」

　マリアにまでそんな評価を受けるとは、奴もだらしない。

　とはいえ、だからこそミシェルちゃんも安全ということになるだろう。

　俺は腰が痛みを訴えてきたため、食堂の椅子に腰掛ける。

　そんな俺にホットミルクを運びながら、マリアは彼女たちの近況を知らせてくれた。

「そういえばミシェルちゃんたち、凄すごかったらしいわよ」

「凄いって？」

「ほら、ストラールでの防衛戦で！　あの魔神を三体も仕留めたらしいのよ」

「三体!?」

　ライエルとマリアのコンビですら、二体で苦戦していた。

　街の外壁という防御設備があったとしても、それは称賛に値する戦果だ。

「クラウド君があの双剣の魔神を防ぎ切り、遠距離からミシェルちゃんの精密射撃で」

「うわぁ、ミシェルちゃんの腕前、どんどん人間離れしていくなぁ」

「クラウド君も褒めてあげなさいよ。彼がいなかったらどれだけの人が死んだか、わからなかったのよ」

「それはもちろん知ってるけど、あいつすぐ調子に乗るから、なんかヤだ」

「そんなつまらないことで膨れない。その仕草を見てると、あなたもすっかり女の子なのね」

「ぐっ……言わないで」

　俺の精神は、基本的に男のままだ。

　しかし肉体的影響を受けて、かなり女性に寄ってきていることは、否定し辛づらい。

　ましてや生まれてから十五年以上女をやっているのだから、全く影響がない方がおかしい。

　幼い頃からマリアやフィニアから、女性としての振る舞いを叩たたき込まれてきたし、少々女性的な仕草が出ても許してもらいたいものだ。

「それより、あなたたちはこれからどうするの？」

「どうするって？」

「ミシェルちゃんから聞いたわ。ストラールの人たちにも正体バレたのでしょう？」

「あー、そういえばそうだった」

　あの時、錯乱したフィニアの言葉で、俺の正体は知れ渡ってしまっている。

　おそらくストラールには即日、そして周辺の都市にも数日で知れ渡るだろう。

　そうなると、ニコルとして冒険者を続けるのは難しいかもしれない。

「[image: あ゛]ゔ～、どうしようかぁ」

「もう、みっともない声を出さないの。ほら頭を抱えないで」

　頭を抱え、髪をぐしゃぐしゃに掻かき乱して、テーブルに突っ伏す。

　そんな俺をマリアは窘たしなめるが、その表情はどこか楽しそうだ。

「なんだか楽しそうだね？」

「それはもう。ニコルのことは微妙だけど、レイドの無事が確認できたのだから、嬉うれしくないはずがないわ」

「そりゃどうも」

　さすがに邪険には扱えず、しかしどう返事していいかわからず、どこかぞんざいな感じに返事してしまった。

　しかしマリアの指摘ももっともで、今からストラールの街に帰っても、もみくちゃにされてしまう可能性がある。

　いちいち説明するのも面倒だし、ストラールの街をしばらく離れるのもいいだろう。

　それと同時に、この状況ならどこに行っても同じ対応をされそうなので、ストラールを離れる必要性も低くなっている。

「んー、どうしようかな？」

「この村でしばらく様子を見る？」

「それも騒動になりそうだなぁ」

「そうねぇ。私たちの娘がレイドだったなんて、村の人も反応に困りそうよね」

「まぁ、困った時はマクスウェル頼みだよな」

「そうね、マクスウェル頼みよね」

「面倒事はあいつに押し付けとけばなんとかなる」

「これまでも、なんとかなったしね」

　それにラウムなら、テレポートで自由に往復できるし、コルティナの家もある。

　ミシェルちゃんの両親もいるので、彼女の精神の安定にも役立つだろう。

　貴族の動向が心配だが、テレポートであちこちに飛び回れる俺たちを捕捉するのは難しいはずだ。

「じゃあ、一度アイツんところに顔出してみる」

「そうね。よろしく伝えといて」

「うん、言っとく」

　そう言って俺は、ホットミルクを一気に呷あおり、熱さに舌を焼いて悶もだえたのだった。
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　襲い掛かってきた双剣の魔神は今のところ一体だけ。

　問題は、これで最後という保証が無いことだ。

　ミシェルはそれを意識して腕に巻いた強化付与のメギンギバングルヨルズを軽く撫なでた。

　これを使う時は、本当に最後の最後、後がなくなった状況だけだ。

「ミシェル、頼むな」

「まっかせて！」

　クラウドの言葉を受け、ミシェルは街の外壁に登り、射撃ポジションを確保する。

　同様にハウメアも彼女の後ろについてきた。

「クラウド君、大丈夫かしら？」

「大丈夫ですよ」

　クラウドの実力を知らないハウメアが不安を口にするが、ミシェルはそれを一言の元に否定した。

　クラウドは日常においては少し頼りないが、こと戦闘においては非常に頼りになる。

　ライエルとガドルスから薫陶を受け、ニコルと実戦を積み上げてきた彼の実力は、そこらの冒険者など足元にも及ばない。

　それをミシェルは、常に間近で見てきたのだ。

　近付いてくるのは双剣の魔神。その体たい躯くはあまりにも大きく、立ち塞がるクラウドが頼りなく見えるほどだ。

　ハウメアがそう心配するのも理解できる。

　もちろん、彼の他にもハウメアの相棒であるコールや、無事な冒険者たちもいるため、その軍勢は非常に心強く思える。

「行くぞ、街に入れるな！」

　冒険者を率いるリーダーらしき男が、そう声を上げる。

　応える冒険者たちも、意気軒高だ。

　しかしそれは、瞬く間に絶望へと変化する。

　双剣の魔神が剣を一振りするたびに、人が吹っ飛ぶ。

　受け止める剣は砕かれ、鎧よろいは紙のように引き裂かれる。

　接敵して一分も経たたずに、防衛線が切り裂かれていく。

「ば、バカな……」

　この場にいる冒険者は、基本的に魔神と剣を交えていなかった人間だ。

　先ほどまでの戦闘で、魔神と戦っていた冒険者たちは、怪け我がでほぼ後方送りになっている。

　ここにいるのはガドルスやニコルたちの戦いを見ていた者か、それすら及ばなかった者たちである。

　そんな彼らが魔神と剣を交えたらどうなるかは、見ての通りだ。

「勝てる……はずが、ない」

　絶望し、諦めかけたその時、クラウドがその冒険者と魔神の間に割り込んだ。

　振り下ろされる双剣の連撃を、手に持った大盾でしっかりと受け止める。

「なにやってんだ！　戦えないなら下がれ！」

　そう叫ぶクラウドも、余裕があるわけではない。

　その手は震え、衝撃の重さに膝が笑っている。

　それでも彼が立ち塞がれたのは、ひとえに日々の鍛錬の賜たま物ものであった。

　魔神の攻撃は確かに重いが、ライエルと比べるとまだマシだった。

「クッ、それでも……重いな！」

　魔神は双剣を交互に振るい、雨のように斬撃を浴びせてくる。

　クラウドはそれを大盾でかろうじて防いでいた。

　その光景は冒険者に再び立ち向かう気迫を与えていた。

「お、俺たちも、行くぞ！」

「おう！」

　叫ぶと同時に、冒険者たちも攻撃を仕掛ける。

　ただ、今回は攻撃重視ではなく、盾を掲げての突進だった。

　魔神の力量を察してからは、攻撃重視で接近するのは危険だと学んだからだ。

　それはクラウドに体勢を立て直す余裕を与えてくれた。

「た、たすか……うわぁ!?」

　一息吐つき、再び距離を取ろうとしたクラウドに、魔神が再度襲い掛かる。

　不利な状況を立て直し、自分の前に立ち塞がって他の冒険者を奮い立たせたのが、クラウドだと理解している証拠だった。

　盾を掲げ、剣で受け流し、魔神の攻撃を受け流す。

　その猛攻に、彼の身体からだはかろうじて耐えていた。

　しかし盾の方が先に音を上げてしまった。

　バキッという音を立てて、盾が砕ける。

　かろうじて盾の原型を留とどめているのは、桁外れに頑丈なフレームのおかげだ。

　鋼鉄が砕け、その奥に張られていた裏打ちされた邪竜の革が剥むき出しになる。

「盾が──!?」

　だからといって、魔神の攻撃は止まってくれない。

　砕けた盾を掲げるクラウドへ、魔神は猛然と襲い掛かった。

　他の冒険者もそれを防ごうとするが、魔神の分厚い皮膚はその攻撃を通さない。

　魔神が剣を振り下ろそうとしたその時、魔神の目元に矢が飛来する。

「今度こそ、助かった……ミシェルか？」

　小さく背後を振り返ると、外壁の上から矢を射掛けるミシェルの姿が見えた。

　その隣にはハウメアの姿もある。

「こっちも無視してもらっては困るな！」

　そう言って魔神の顔面に小剣で斬り掛かったのは、ハウメアの相棒のコールだ。

　彼は筋力があまりある方ではなく、近接での攻撃は急所を狙ったものになる。

　それは魔神にとって、非常に煩わしい攻撃だった。

「コールさん、意識をこっちに！」

　クラウドはその様子を見て、迷わず指示を出した。

　自分の方に敵を誘導しろと。

「なに!?」

　盾の壊れたクラウドに敵を誘導するなど、コールには自殺行為に思えた。

　しかしそれでも彼に勝算があると悟ると、指示通りにクラウドのそばに移動してくる。

　そして目もく論ろ見み通りに、魔神はクラウドへ攻撃を加え始めた。

　壊れた盾で、魔神の攻撃を受けるクラウド。

　しかし幸いなことに、邪竜の革を裏打ちされた盾は、別の意味でその役目を果たしていた。

　革は強きよう靭じんで柔らかく、敵の攻撃を柔軟に受け流していた。

　かつて海賊たちが、あえて木や鉄で盾を作らず、革を使って受け流す盾を使用していたように。

　ハスタール神が作ったこの盾は、鉄の盾としての役割と、革の盾としての役割の二つを仕込んでいたのだ。

　これまでと違った手応えの防御に、魔神が苛いら立だたしげな叫びを上げる。

　がむしゃらに剣を振り続け、その意識が完全にクラウドに向かった。

　その隙をミシェルは、逃すことなく射い貫ぬく。

　突如、まるでその場に生えたかのように、魔神の眼球に矢が突き立った。

　その一撃は、分厚く硬い魔神の皮膚の影響を全く受けず、眼球の奥、脳髄まで確実に抉えぐっていた。

「ガ、ガグッ!?　グゲゲ──」

　それだけではない。直後に魔神の頭部が、まるで花火のように弾はじけ飛んだ。

「やった。新兵器、大成功！」

　背後で聞こえてくるミシェルの声に、クラウドは先ほどの矢の正体に気付く。

　かつて国境の向こうの山へ採りに行った火燐石。

　ちょっとした衝撃でも破裂する鉱石。その粉末を鏃やじりに仕込んでいた特製の矢。

「な、なんて危ない物を……」

　これを作ったのは、依頼したハスタール神本人。

　以前、それをミシェルに手渡し、実験的に使い勝手を見てもらおうとしていた。

　これがあれば、一人ずつしか攻撃できない射手も、範囲への攻撃が可能になる。

　だからといって、転べば爆発するような物を、大事な仲間に渡すなと主張したいクラウドだった。

「──た……やったぞ！　魔神を倒した！」

「彼女だ、彼女がやったんだ！　ミシェルちゃん！」

「クラウドもよくやったぞ。お前がいなきゃ、総崩れになってた！」

　冒険者がクラウドとミシェルに群がり、彼らの背中を叩たたいて称しよう讃さんする。

　それだけじゃなく、担ぎ上げて彼らの功績を称たたえ始めた。

　まるでお祭りのような大騒ぎ。これを経験し、彼らは初めてニコルがレイドと名乗らなかった理由を悟る。

　その後彼らは、続けて現れた魔神二体も屠ほふり、街の救世主としての立場を確固たるものにしたのだった。
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「……かえって、これた？」

　見慣れたラウム近郊の森の中で、俺は深く深く溜ため息いきを吐ついた。

　クファルの騒動から初めて訪れたラウムの街。すでにこの街でも、レイドの噂うわさは広がっているはずだ。

　それを思うと、気が重くなる。

　俺は重い足を引きずるようにして、ラウムの街の門をくぐる。

「ニコルちゃん、おかえり！」

「ニコル様！」

　二人がまるで飛び掛かるように抱き着いてくる。

「ただいま、コルティナ、フィニア」

　コルティナとフィニアは先にラウムに戻っており、俺は抱き着かれたままコルティナの家に戻って、そこでミシェルちゃんとクラウドとも再会した。

　ミシェルちゃんとクラウドもマクスウェルに先に連れて帰ってもらい、無事を報告させていた。

　この二人は俺と違い街で待つ人もいるので、一足先に戻して報告させていたのだ。

　ちなみに二人とも、魔神との防衛戦でかなり名を上げ、今では街を歩くのも難しくなってきているらしい。

「あ、おかえり、ニコルちゃん！」

「おかえり。こっちは散々だったよ。危ないことするなって𠮟られてさぁ」

「冒険者だから多少はね。でも、無む茶ちやしたのは事実じゃない」

　待つ身としたら心配なのは理解できる。だがそれを差し引いても、二人が魔神に挑戦するというのは無茶な行為だ。

　もちろん、そうしないといけなかった事情も知っているので、俺からは何も言わない。




「ハスタール様の新兵器のおかげで、なんとかなったんだけどさ」

「ニコルの師匠なんだろ？　神様の修業を受けてたって、すげぇよな。全然神様らしくないけど」

「えー、風の魔法で世界樹を支えてくれたんでしょ？　すっごく神様してると思うよ」

　クラウドが取り繕い、ミシェルちゃんが素直に称讃の言葉を述べるに至り、そういえばそうかと俺も納得する。

　ちなみにフィニアは今、化粧直しに部屋に戻っている。あまり化粧している風ではなかったのだが、やはり魔神襲撃の際に号泣したのが気恥ずかしいらしい。

　コルティナはいつもの調子に見えるが、それとなく俺の隣を陣取ったり、そこからじりじりとこちらに近付いてきたりしているので、やはり寂しかったのだろう。

　ほんの少ししか離れていなかったのに、ずいぶんと甘えん坊になったものだ。

　いや、これは発情しているのかもしれない？




　みんなと近況……というほどでもないが互いの状況を知らせ合っていると、やはり他人からの視線が気になるという話が出てきた。

　アシェラ教皇の判断で、世界樹倒壊の危機を免れたのは俺たちのおかげと公表され、ミシェルちゃんとクラウドもストラールで獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた。

　俺たちは六英雄に次ぐ次世代の英雄と認識され、世間の注目を一身に浴びている。

　コルティナは元からだが、俺とフィニア、ミシェルちゃんとクラウドを新四英雄として持ち上げようとする動きもあるらしい。

　それはストラールだけでなく、ラウムに帰ってきても同じ状況だった。

「うーん、むず痒がゆい」

「注目されてるよねー」

「ニコルちゃんに至っては、二度目の英雄様だからね。あ、教皇様を助けたことも含めれば三度目かな？　注目もされるってものでしょ」

「レイドだって知れ渡っちゃったからね」

　コルティナはさも当然という仕草で手を振ってみせる。そこへフィニアが戻ってきた。

「どうしたんですか？」

「ニコルちゃん……てか、レイドが有名になっちゃって居心地が悪いって」

「今さらじゃないですか、それ？」

「まぁ、そうなんだけどね」

　邪竜を倒した後も、こんな感じで遠巻きに眺められ、居心地の悪い思いをした。

　ましてや俺は、当時暗殺者として有名だったので、いつ報復されるかと気が気ではない心境だった。

　そしてそれは、今も同じだ。

「前世の報復とかされたら、たまったもんじゃねぇ」

「言葉がレイドに戻ってるわよ」

「たまにはねぇ」

　長年身に付いた口調というのは、そうそう直るものではない。

　そもそも俺は、まだレイドだった時間の方が長い。

　ニコルとして生まれ変わってそろそろ十六年になるが、レイドとしてなら二十二年ほどは生きている。

　長さにしておよそ一倍半。しかも最初の記憶として存在しているのだから、矯正するのにあと十年はかかるのではなかろうか。

「ま、三十になる頃には直るんじゃないかな？」

「まだまだ女の子の自覚が足りないってことかしら？　もう少し夜の訓練を積めば、直るかも」

「コルティナ様、その時はぜひご一緒に」

「もちろんよ。でも最初に仕込むのは私が先だからね？」

「お前ら、場所を考えて下ネタを口にしろ」

　人目をはばからないコルティナに、俺は思わず苦言を口にする。

　フィニアもコルティナと共同戦線を張り、一線を越えてからはやや暴走気味である。

　そんな彼女たちの会話を横から聞いたクラウドが、前かがみになっているのが羨ましいやら妬ましいやら。

　そんなクラウドにじっとりした視線を送るミシェルちゃん。どうもこっちの二人はあまり進展していないらしい。

「ともかく、依頼の方はどうなったの？」

　俺は依頼を受けて、このラウムにやってきていた。

　冒険者としては破格の名声を得てしまったため、いろいろと縁故を結ばねばならない相手がいる。

　そうしないと、ミシェルちゃんやクラウドのような一般人は、即座に貴族の勢力に取り込まれてしまうからだ。

　マクスウェルがいくらか防波堤になってくれてはいるが、それとていつまで続くかわからない。

　そこで今回、マクスウェルとは別の貴族に後ろ盾になってもらうべく、ラウムを訪れていたのだ。

「それは大丈夫。新しい貴族様って言っても、ヨーウィ侯爵だからね」

「しかも、レティーナも後ろ盾になってくれるから、次期公爵様と侯爵様が後ろ盾になるんだよ。もう怖いもの無しだね」

「ミシェルちゃん、安心するのはまだ早いよ」

　貴族というのは、歴史や血筋を重んじる。侯爵から分かれて新公爵となったレティーナは、確かに格上ではあるが、若造と侮られる存在だ。

「でもでも、他にもドノバン先輩とかもいるし」

「辺境だから、こっちには影響力が無いんだよねぇ」

　ドノバンも辺境伯という、侯爵に匹敵する身分ではある。しかし年齢が若いことと、支配地が辺境であることを考えると、ラウムでの後ろ盾には少し弱い。

　それでもまぁ、マクスウェルの威光と、俺たち個人の戦歴を考えれば、下へ手たなちょっかいを出す者は少なくなるはずだった。

　しかし、レティーナたちとの縁が魔術学院での同級生のままで終わってはいけない。

　しっかりと仕事上の関係を成立させ、その上で学院での縁も維持する。

　そこまでやれば、横から手出ししようとする貴族もいなくなるはずだった。

「そっか。まだまだラウムでは落ち着いていられないなぁ」

「そーだね。わたしはお母さんたちと一緒に居られるから嬉うれしいけど。近所の人が毎日お話聞かせてって来るから、落ち着かないよ」

「俺もだよ。孤児院に魔神との戦いの様子を教えてくれとか、中には騎士団の人間がスカウトに来たりとか……」

「あー、やっぱり来たんだね」

「あ、わたしのところにも来たよ！」

「ミシェルちゃんのところにも？　これは落ち着いてる場合じゃないかな」

　ミシェルちゃんの弓の腕はもちろん、実戦を潜くぐり抜ぬけてきたクラウドにもスカウトの目は向けられつつある。

　一応今でも六英雄の後ろ盾があるので、あからさまに勧誘されてはいないようだが、それでも彼女たちは隙あらばと狙われている。

「あまりラウムに長居するのは良くないかもしれないわね。いえ、ひょっとするとストラールにも」

「また別の町に移動する？」

「ラウムもストラールも、マクスウェルやドノバン君が保護してくれているけど、ああいう連中はこっちの目を掻かい潜くぐってくるからね。しっかりと距離を取って、一度ライエルのところに身を寄せた方が良いかもしれないわ」

　こういう状況になると、コルティナの意見は実に参考になる。

　そしてその判断は、あまり的を外さない。

　彼女がこう言うなら、従った方がいいのだろう。

「そういうことなら仕方ないね。ミシェルちゃん、クラウド。レティーナの依頼が終わったら、一度村に戻るけどいいかな？」

「うん、いいよ！」

「この間は行ってすぐにこっちに来ちゃったから、今度はゆっくりできるといいな」

「そういえば、クラウドはほとんど出歩かないままこっちに来ちゃったか。のどかでいいところだから、散歩に向いてるよ。たまにコボルドが湧くけど」

「それはゆっくりできねぇんじゃねぇの？」

　憮ぶ然ぜんとした顔を見せるクラウドだが、それほど不快には思っていないらしい。それだけこのラウムで窮屈な思いをしていたのだろう。

　こうして俺たちは、北部の村に避難することにしたのだった。
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　故郷の村に戻ってきて、数日が過ぎた。

　村人たちも、俺たちに好奇の視線を向けてきたが、ストラールやラウムほどではないので、これは無視できるレベルだった。

　おかげで俺たちは、毎日ゆっくり過ごすことができている。

「逆にクラウドとかミシェルちゃんは、物足りなさそうなんだけどねぇ」

「そりゃ、しかたないわよ。あの子たちは力を持て余してる年頃だし」

「俺も同い年なんですけどね？」

　コルティナとマリアとお茶をしながら、俺はそんなことを愚痴ってみる。

　正体を知られてから、俺は自分のことを『わたし』と『俺』の二種類の呼称で呼んでいた。

　これは今の俺が、自分の立ち位置をはっきりと決めきれていない影響が出ている。

　そんな自分の微妙なブレに俺が一人で顔をしかめていると、俺の膝元にフィーナが飛びついてきた。

「にこねーたん、のる！」

「乗る？　膝にかな？」

　舌ったらずで語彙力が圧倒的に不足しているフィーナの言葉を、俺は膝に乗りたいと解釈し、ひょいと膝の上に抱き上げた。

　柔らかく体温の高いフィーナの感触に、思わずふわふわの頭に頬ほお擦ずりしてしまう。

「ああ、フィーナは癒いやされるなぁ」

「うぬぅ……」

「どうしたんだ、コルティナ。微妙な顔して」

　そんな俺を見て、コルティナが眉間にしわを寄せていた。

　なんだか不味まずい料理を口に放り込まれた時の顔に似ている。

「いや、あんたがニコルちゃんのままだったら、その光景も微笑ほほえましかったんだけどねぇ。中身がレイドだって知っちゃうと、幼女に頬擦りしてる犯罪者にしか見えないという不思議」

「誰が犯罪者か」

「暗殺者は犯罪者でしょ」

「そうだよ、チクショウ！」

　コルティナの言う通り、生前の俺は暗殺者で紛まごう事無き犯罪者だった。

　しかしそれをここで持ち出すのは卑ひ怯きようじゃなかろうか？

「にこねーたん、わるい人？」

「悪くないよー。いい人だよー」

「英雄になっちゃうくらいにはいい人よね。おかげで、こんなところまで逃げなきゃいけなくなっちゃったけど」

「こんなところなんて失礼ね」

　自分の住む村を『こんなところ』呼ばわりされて、マリアは少し不本意そうに唇を尖とがらせていた。

　もう五十が見えているはずなのに、いまだに年齢不詳に見える魔性の女だ。

　破戒神からもらった薬の効果もあるだろうけど、恐ろしいまでに変わりがない。

「そーじゃなくて！　ふぃーはのりたいの！」

「もうお膝に乗ってるよ？」

　フィーナが俺の膝の上で手を振り回してばたばたと抗議する。俺は彼女の意図を汲くみかねて、大きく首を傾かしげることになった。

「おひざはいつものってるの。ふぃーはどらごんさんにのりたいの！」

「ドラゴン……ああ」

　俺がこの村の近くで邪竜コルキスに変身して大暴れをしたのは、この村からも見えていたらしい。

　その光景を見て、フィーナはドラゴンに変身した俺に乗ってみたいと考えたらしい。子供特有の怖いもの知らずな発想だ。

「うーん、それは構わないんだけど……」

「構いなさい。邪竜がまた降臨したって、大騒ぎになるじゃない」

「いや、それもあるけど。そうじゃなくて、フィーナ一人だと転げ落ちて危ないから」

「ちゃんとしがみつくよ？」

「フィーナの力じゃ、きっと落ちちゃうなぁ」

　まだ五歳にもならないフィーナの力では、自分の身体からだを支えることも難しいはずだ。

　現に、俺が五歳の頃というと……

「俺……わたしが確か素振りもろくにできずに、剣がすっぽ抜けていたっけ」

「にこねーたん、ドジっこ？」

「フィーナ、それは当たり前のことなんだ。ところで誰がドジっ子なんて言葉を教えたのかな？」

「ティーナぁ」

「なるほど」

　ギロリとコルティナの方に視線を向けると、彼女は素知らぬ顔で視線を逸そらし、茶を啜すすっていた。

　そんな俺たちのやり取りを無視して、マリアは別のところに食いついていた。

「邪竜に乗る……その発想は無かったわね」

「そこかよ」

「だって邪竜よ？　出会った段階で殺し合い、というか一方的に蹂じゆう躙りんされるような存在に騎乗できるっていうのは、私としても興味があるわ」

「変化ポリモルフの魔法って、痛いんだぞ」

「毎月使ってたそうじゃない？」

「そりゃそうだけど」

　コルティナにレイドとして会うために、毎月のように変化ポリモルフの魔法を使いまくっていたのは、マリアも知るところだった。

　今の俺は、その魔法を自分の力で扱うことができる。

　変身の際の苦痛にさえ、目を瞑つぶれば。

「だめぇ？」

「うっ!?」

　膝の上でこちらを振り返り、上目遣いでお願いしてくるフィーナに誰が歯向かうことができるだろう。

　俺だって例外ではない。

「でも、落ちちゃったら危ないし」

「それなら私も一緒に乗ればいいじゃない。フィーナを支えてあげれば問題ないわ」

「裏切ったな、マリア!?」

「ママと呼びなさい」

「バレてない時だって、そんな呼び方してないし」

　レイドをバレる前は年齢相応に『母さん』と呼んでいた。『ママ』と呼んでいたのは子供の頃の話だ。

　ともかく、マリアが一緒に乗ってくれるというなら、フィーナの安全も確保されるはずだ。

　ならば俺が、フィーナの『お願い』を叶かなえないはずがない。

「しかたないなぁ。一回だけだよ？」

「やったぁ！」

「待ちなさい、ニコルちゃん。いえ、レイド」

　そこに割り込んできたのは、やり取りを黙って見ていたコルティナだ。

　真剣な口調に、俺は見落としていた危険が潜んでいるのではないかと危惧した。

「いい？　あなたに乗っていいのは、私とフィニアちゃんだけよ！」

「下の話かよォ!?」

　真剣な顔で下世話な話をしてくるコルティナに、思わず怒鳴り返してしまったのだ。




　屋敷の庭や村の広場では広さが足りないし、村人が驚いてしまうというわけで、村の外の草原までやって来ていた。

　昔はここでミシェルちゃんとよく走り回ったものだと、感慨深い思いに囚とらわれてしまう。

　そこで俺は服を脱ぎ……

「ヒューヒュー」

「コルティナ、変なヤジ飛ばすな」

「ニコルちゃんの露出プレイとか」

「うるさい！」

　変身すれば服が破れるから、仕方ないじゃないか。そのために女性だけでここにやって来たというのに。

　しかしまぁ、野外で服を脱ぐというのは、微妙な解放感があることは否いなめない。

　男の姿でこれをやっていたなら、ただの変態であるのも事実ではあるが。

「……変化ポリモルフ」

　俺は覚えたばかりの魔法を起動し、その場で巨大なドラゴンと化す。

　身体が二十メートルほどに膨れ上がり、強きよう靭じんな鱗うろこに覆われていく。

　ぎょろりと剥むき出しになった巨眼に一メートルはあるかという牙。その凶相は周囲の動物たちが腰を抜かすほど、威圧感を放っていた。

　そしてそれを間近で受けたフィーナも、例外ではない。

「はわわわわわ──」

　声にならない悲鳴を上げ、その場で腰を抜かし、股間を湿らせている。

「あらあら」

　マリアが手早くその粗相の後始末に取り掛かる。

　二度の遭遇を経験しているマリアとコルティナは慣れたモノだが、さすがに四歳児にはきつかったらしい。

　それを見て、俺も少々陰鬱な気分になった。

　最愛のフィーナを背に乗せる。それ自体は別に嫌なことではない。変身の痛みも、今は慣れたモノだ。

　しかし粗相をした直後に背に乗せるというのは、いささか情けない状況なのではないだろうか？

「グルルゥ……」

　どうにも泣きたい気分のまま、俺は唸うなり声ごえを漏らしていたのだった。




　その後、俺はマリアとフィーナを背に乗せ、周囲を走り回った。

　フィーナは空を飛んでくれとせがんできたが、俺は未いまだに翼の扱いをよく理解していない。

　もちろんこの巨体を翼だけで飛ばせるはずがないので、魔力的な補助みたいなものがあるのだろうけど、その仕組みが理解できていなかった。

　だから俺は、空を飛ぶことができない。

　それをマリアから説明されて、フィーナは不承不承ながらも、理解を示してくれた。

　この年頃の子供だと、説明されても理解することができない子も多いだろうに、フィーナは実に聞き分けがいい。

　さすが俺の妹である。

「キャー、高ーい！」

「これはなかなかスリリングな光景ね。ニコル、今度商売にしてみない？」

『できるか!?』

　竜の口から、少ししゃがれた俺の声が漏れる。

　実はドラゴンは人の言葉を喋しやべる機能が存在する。そういう事例は知っていたので、俺もこれだけは頑張ってみたのだ。

　まぁ、喋れたところで、たいていの相手はこの姿を見た途端に逃げ出すのだが。

　背中とはいえ、フィーナたちが跨またがっている場所は、地面から十メートル以上は離れている。

　俺は極力背中を揺らさないように、身体の水平を意識しつつ足を進めていく。

　そうして三十分ほど駆け回ってから元の位置に戻り、フィーナたちを地面に降ろした。

『堪能した？』

「すっごくたのしかった！」

「これはお金をとれるレベルなのに、もったいないわね」

『母さんは思考が所帯じみてきてるよ』

「いいの！　ライエルの金勘定は大おお雑ざつ把ぱなんだから」

『それは知ってる』

　昔から良くも悪くも鷹揚な性格をしていたから、俺が振り回されることも多かった。

　ガドルスもその辺は雑だったので、宿を始めると聞いた時は心配になったものだ。

　そんな俺の足元を、ペシペシと叩たたく者が存在した。

「次、次」

『コルティナ……』

　目を輝かせて俺の足をてしてしと叩くコルティナは、さすがにお前の歳はいくつなんだと聞きたくなってくる。

　しかしどうせ変身したのだし、一人乗せるのも二人乗せるのも同じかと考えなおす。

『ほれ』

　俺が頭を下げて乗りやすい体勢を取る。そこへさらにフィーナも万歳の姿勢で参戦してきた。

「ふぃーもー！」

『さっき乗ったじゃん？』

「またのるー」

　どうやら俺は、子供の体力を甘く見ていたらしい。

　結局この日は、日が暮れるまで俺は人を乗せて走り回った。

　途中でフィニアやミシェルちゃん、クラウドもやって来て、彼女らも乗せて走り回る。

　だけどミシェルちゃん……背中に乗って『ドラゴンステーキ……』と呟つぶやくのだけはヤメテ？




　それから数日、どこから噂うわさが広がったのか『邪竜コルキスに乗れるツアー』が近隣の村に広がっていた。

　俺は毎日のように邪竜に変身させられ、遥はる々ばるこの村までやって来た旅行者のために人を乗せて走り回っている。

　英雄と呼ばれ、冒険者としても一流になったとしても、この平穏な村では俺たちのできることは少ない。

　旅人を乗せて走ることで、村おこしの一端を担えるのなら、村に貢献できていると言えよう。

「とはいえ、もう一週間以上も連続で邪竜になってるんだが？」

「そうね。さすがにそろそろ休息が必要かしら？」

「目を輝かせながら代金を回収してた母さんが言っても……」

　もちろん、いかに苦労して足労願ったとしても、無料というわけにはいかない。

　俺が苦労するわけだし、代金は貰もらわないと割に合わない。

　そこでマリアが旅人たちから代金を回収しているのだが、その際の顔の悪いことといったら、言葉に表せない。

　しいて言えば、フィーナには到底見せられないというところか。

「パパだけのけもので寂しい」

「パパとか言うな」

「マリア、ニコルが厳しい」

　俺がレイドと知ってからも、マリアとライエルは母であり父であろうとしてくれている。

　それは呼称にも表れていて、父さん、母さんと呼ばないと拗すねる。

「それに変身する時は裸にならないと、服が破れるから男は連れていけないよ」

「今は衝つい立たてを立てて対応してるけど、男の人とか凄すごくドキドキしてるわよね」

「もう、最初っから邪竜に変身していこうかな？」

「ヤメテ、屋敷壊れる」

　いつになく真剣な顔でライエルが告げてきたので、さすがに村で変身するのはやめておいた。

　そんな調子でさらに数日が経たち……俺たちの村はなぜか軍に包囲されていた。




「なんでや!?」

　ライエルは頭を抱え、どこか東方訛なまりの言葉で絶叫していた。

　俺だって村が軍に包囲される心当たりはないので、ライエルの気持ちはわかる。

　しかし、その軍を率いていたのがエリオットとなると、話は変わった。

　包囲する軍勢からエリオットが単騎で進み出て、村を守るために対たい峙じする俺たちに問い掛けてくる。




「この村に邪竜が住み着いていると報告を受け、討伐に参りました！　ライエル様、真偽のほどは如い何かに？」

「あー、あれのことかぁ……」

　言われてみれば、邪竜コルキスが草原を駆け回っているのだから、国としても気が気ではないだろう。

　邪竜は単独で国を亡ほろぼせる戦力。あり得ないとは思うが、邪竜を飼い慣らしたとなると、ライエルに叛はん意いがあると疑われても仕方ない。

「いや、あれな？　実はニコルが変身した姿なんだ」

「ニコルさん……いえ、レイド様が？」

「ああ。ほら、俺たちって邪竜を解体したろ？　あれで邪竜のことを『理解』したっぽくてさ」

「それと変身魔法の組み合わせだったのですか!?」

「凄すさまじく人騒がせなことをしたようで……その、本当に申し訳ない」

「いえ、あなた方から受けた恩を考えれば、この程度、迷惑の範はん疇ちゆうには……」

　どこか虚うつろな視線で、エリオットはそう返してきた。

　しかし、これが国にとって大きな負担を強いたことは、間違いないだろう。

　軍というのは、存在するだけで大金を消費していくのだから。

「いや、これはさすがに俺たちの配慮が足りなかった。今後はこういったことはさせないように言って聞かせておくから」

「ええ、そうしていただければ、ありがたいです。本当にありがたいです。心の底からそう思います」

　何度も繰り返すエリオットの言葉に、彼の心労が透けて見える。

　邪竜復活ともなれば、彼はまた国を失うかもしれなかったのだから、その気持ちはわかる。

「でも必要な時は変身するかもしれないから」

「それは仕方ないと理解してます。しかし邪竜にまでなれるとは、レイド様……いえ、ニコルさんの存在意義、さらに増しましたね」

「ごめんなさいね。私たちも少し調子に乗っちゃって」

「マリア様、コルティナ様もそうお気になさらず。でもそうですね、変身した際はこちらにご一報くださると、ありがたいです」

　最強の戦力であるがゆえに、三か国連合王国は常に警戒しなければならない。

　クファルのような存在が他にいないとも限らないので、邪竜の出現には常に気を尖とがらせている。

　そんな状況で、俺がポンポン変身しまくれば、エリオットの頭が禿はげあがるくらいのストレスを感じることだろう。

「邪竜騎乗ツアーは今日までということにします。ごめんなさい」

「そうしていただけるとありがたいです。ところでニコルさん？」

　殊勝に頭を下げた俺に対し、エリオットは含みある笑みを向けてきた。

「なんです？」

「その、僕も背に乗せてもらえませんかね？」

「お前もか!?」

　悪戯いたずらっぽくそう告げてきたエリオットに、俺は思わず礼儀も忘れて叫んだのだった。







[image: 後日談　その六　十六歳の誕生日]




　俺たちが北部の村に腰を落ち着けて二か月以上が経過した。

　その間にドラゴンに変身して旅人を乗せたり、そのせいで国軍が派遣されたりと問題もあったが、おおむね平穏な毎日を過ごしていた。

　この日も、俺は村の教会兼孤児院に出向き、子供たちに勉強を教えていた。

　マリアが俺にこの仕事を斡あつ旋せんしてきたのだ。

「で、なんでコルティナは、子供に馬乗りにされてんの？」

　教会の前庭、村の憩いの広場でもあるそこで、コルティナがうつ伏せになって倒れており、そこに子供たちが馬乗りになっていた。

　正直、六英雄と尊敬を集める俺たちへの扱いにしては、あまりにもぞんざいな姿。

「うるさい、わね……私が、この村で……何度、行き倒れてる、と思って……るのよ」

「それ、自慢になる話じゃないよね？」

　コルティナはこの村に、鍛えるために来ている。

　その特訓は今でも続いており、来た当初によく見かけられた行き倒れ姿は、今や村の名物となりつつある。

　そんな有様だから、村人たちからもだんだんとぞんざいに扱われるようになり、今では子供が倒れた彼女を見つけるや否いなや、こうしてじゃれかかる始末だ。

「ちなみに今日のトレーニングメニューは？」

「……前庭三十周」

「それはわたしでもキツイ」

　ライエルの野郎、持久力に欠ける猫人族になんて特訓を課してやがる。

　コルティナがライエルみたいな体型になったら、ちょっと引くぞ？

「父さんには、わたしから自重するように伝えとく」

「そうしてくれると助かるわ。ってか、あんたたち、いつまで私に乗っかってるの！　どきなさい、私に乗っていいのはレイドだけよ！」

「子供にそういうこと言うの、やめてね」

　十にも満たない子供相手に、何を言ってるんだか。

　とはいえ、この状態のコルティナを一人で返すのも心苦しい。俺の受け持つ授業も終わったことだし、彼女を支えながら帰宅することにした。

　途中で露店のおばちゃんから果物やら野菜を分けてもらい、屋敷に着く頃には両手いっぱいに荷物を抱える羽目になる。

　これもこの村に来てから、ほぼ毎日起こることだ。

　村に戻ってきた俺に、村人たちは温かく接してくれる。

「ただいまー」

「今帰ったわよぉ」

「なんでコルティナの方が偉そうなのかしら？」

　夕飯の用意をしていたのか、マリアがエプロンで手を拭きながら出迎えてくれる。

「そりゃ、もう半年近くこの村に住んでるし？」

「それより、母さん。これ、おすそ分け」

「あら、今日も大漁ね」

「言い方！」

　これは冗談交じりとわかってはいるが、さすがに聖女と呼ばれている女性としてはどうなんだと思う。

　そんな俺の思惑をさらりと流し、マリアはひょいと大量のおすそ分けをエプロンに包み担ぎ上げる。

「それより、お風呂の準備もできてるから、二人まとめて入っちゃいなさい」

「へぇい」

「やった、ニコルちゃんと一緒」

「いつも入ってるじゃない」

　俺が風呂に入っていると、なぜか誰かが乱入してくる。

　それはコルティナだったり、フィニアだったり、フィーナだったりする。

　たまにライエルが乱入しようとして、マリアに折せつ檻かんされていたりもした。

　そんなわけで、俺はコルティナと、乱入してきたフィーナと共に汗を流す。

　さすがにフィーナが一緒だと、コルティナも自重するので、地味にありがたい。

　そして湯上がりにフィニアの用意してくれた果実水で喉を潤して、食堂に向かった。

　この日はライエルも早々に帰宅しているらしく、食堂では俺以外がすでに待っているらしい。

「あ、わたしおへやにわすれものー」

「フィーナ？　じゃあわたしも一緒に──」

「いいって、いいって。私が一緒に行ってあげるから。ニコルちゃんは先に食堂に行ってなさい」

　コルティナは、俺がレイドだと知ってからも、俺のことを『ニコルちゃん』と呼んでくれる。

　その代わり、レイドに変身した時は、きちんとレイドと呼んでいた。

　この辺りは、彼女なりのこだわりがあるのかもしれない。

　そうして二人と別れ、食堂に足を踏み入れると同時に、パンパンとクラッカーの音が鳴り響いた。

　火薬を使うこのオモチャは、意外と高価でしかも使い捨てという、それなりに貴重品のはずだ。

「な、なに!?」

「ニコル。お誕生日、おめでとう！」

「ニコル様、おめでとうございます！」

「十六歳、おめでとう、ニコル」

　食堂で待ち構えていたマリアとライエル、それにフィニアが次々と祝いの言葉を贈ってくる。

　それを聞いて、初めて俺は、今日が誕生日であることに気が付いた。

「あ、今日だったんだ？」

「そうですよ。ニコル様、全然気付いていませんでしたから」

「最近忙しかったから……でも、ありがとう、フィニア」

　フィニアはそう言いながら、俺に向けて小さな包みを差し出してきた。

「これは？」

「ニコル様用の匂い袋ポプリです。ほら、エリクサーの」

「ああ。クファルが変装してくるから、見分けるために作ったやつか」

「ええ。もう不要かもしれませんけど」

「いやいや。エリクサーってだけで使い道はあるから。専用の入れ物があるのはありがたいよ」

　エリクサーは非常に強い緑の匂いを放つので、そのまま持ち歩くのは少し難しい。

　そこで匂いをある程度制限できる袋状の入れ物に入れて首から下げていた。

　包みを開けてみると、そこにはライエルやマリアが下げているのと同じ、植物を編んだ小さな篭かごのような首飾りが出てきた。

「お揃そろいだ」

「はい、お気に召しませんでしたか？」

「とんでもない、すごく気に入った。ありがとう」

「よかった」

　俺にとって、ライエルもマリアも、代えがたい仲間である。

　彼らと同じ物を身に着けるというのは、不思議な一体感を与えてくれて、安心できる。

「俺からはこれだ」

　次に俺にプレゼントを差し出したのは、ライエルだった。

　ライエルが贈ってくれたのは、六十センチくらいの、緩く湾曲した刃物が納まった鞘さやだった。

「これ、カタナ？」

「東方では脇差しっていうらしい。カタナと対になる装備なんだとか」

「へぇ？」

「前のカタナはなくしただろ。何かあった方がいいと思ってな」

「そういえば、邪竜との戦いでなくしたっけ。ありがとう」

「うむ。迫ってくる男がいたら、それで思うままに切り捨てるがいい」

「俺は危険人物かよ」

「暗殺者だろ」

「……そうだった」

　前にも言われた気がするが、どうもその意識が薄くなってきた気がする。

　それはこの人生の方が、過去よりも比重が重くなってきたということだろうか？

　そこへ、コルティナとフィーナが食堂に踏み込んできた。二人とも手に俺へのプレゼントを持って。

　二人して俺から離れたのは、このためだったのか。

「私からのプレゼントは、これよ！」

「なに？」

「ぬいぐるみ！　しかもおっきいやつ！　これを抱いて寝るニコルちゃんを想像したら、押し倒さざるを得ないわね」

「フィーナの前で何を言っているか！」

　スパンとコルティナの頭を叩たたき、だがありがたく受け取った。

　ぬいぐるみに興味はないが、抱き枕的なものだと思えば、悪くない。

「ふぃーはこれー」

　ぴょんと少しだけ跳ねて小さな包みを差し出してくる。

　一瞬そのまま彼女を抱き上げようかと思ってしまったが、手に持っている小瓶が気になって静止した。

「これはなに？」

「えっとね。白いかみさまが『暗殺者ならこれですよー』って」

「イヤな予感しかしない」

「なんだかね、『かんどさんぜんばい』になるお薬なんだって！」

「捨ててしまえ!?」

　反射的に俺はそう叫んだが、それを受けてフィーナの瞳にみるみる涙が溜たまっていくのを見て、言葉を無くす。

　これは即座にフォローする必要があった。

「あ、いや。そうじゃなくって」

「ニコルちゃん、酷ひどいんだー」

「うるさいな。えっとね、フィーナ、その……喜んで受け取ります。ありがとう」

　俺は半分涙を流しながら、その小瓶を受け取った。

　こんな危険な薬、使う予定はないのだが。

「じゃあ、さっそく今晩から使いましょう」

「コルティナはちょっと黙ってて。あと白いのは後でぶっ殺す」

「無理じゃない？　あの子、不老不死らしいし。さすが神様よね」

「世の理不尽を体現したような存在だ」

　俺は疲れ果てたようにそう呟つぶやくと、今度はマリアが食卓の方に手を伸ばす。

「私はプレゼントとか用意してなかったけど、代わりにごちそうを作っておいたわ。即物的で悪いけど」

「ううん、すごくおいしそう。ケーキまであるんだ？」

　この辺境では砂糖というのは嗜し好こう品ひんである。もちろん料理に必要な調味料でもあるので、輸入的な方法で仕入れてはいるが、決して安くはない。

　ケーキとなると、それこそ年に一度、口にできるかどうかだ。

　それもライエルほどの名士ならの話である。一般市民なら、それすら叶かなわない。

「みんな、ありがとう」

　そう口にする俺の目に、かすかに涙が浮かんでくる。

　レイドと知られてもなお受け入れてくれる仲間たち。前世ではほとんど貰もらえなかった祝福の言葉。

　こんな言葉、幼い頃にたった一人の女性からしか、貰ったことがない。

　それを今、まとめて贈られて涙腺が緩んでしまったようだ。

「それじゃ、食事にしましょ。フィーナの目がケーキに釘くぎ付づけになってるもの」

　言われてフィーナの方を見てみると、彼女の目はケーキを捉えたまま動かなくなっていて、しかも口元から涎よだれがたらりと垂れている。

　それを見て、俺やコルティナ、フィニアは思わず笑みがこぼれた。

　この世界に生まれ変わり、いろいろなことがあったが、やはりここが俺の帰るべき場所だと再認識した瞬間だった。
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　わたしの名前はニーアって言うにゃ。とっても小さな村に住んでるにゃ。

　わたしにはママが三人いるにゃ。パパは知らないにゃ。

　なぜ語尾に『にゃ』って付けてるかっていうと、これを付けてたらニコルママが多少のイタズラならスルーしてくれるからにゃ。

　なおコルティナママは容赦してくれないにゃ。

　フィニアママは付けなくても、いつも優しいにゃ。

　素直にそう言ったら、ニコルママが凄すごく微妙そうな顔をして『まぁいっか』なんて言ってたにゃ。

「ニーア、そういうことは口に出しちゃダメだよ？」

「ニコルママ、ごめんなさいにゃ」

「フィアはこんなに素直なのに、どうしてニーアはこんなに腹黒くなったんだろうね」

「ニーアのお腹なかは真っ白にゃ」

　服の裾をペロンとまくり上げて、肌の白さをアピールしてみる。

　ニコルママはそんなわたしを抱き上げて、いとおしそうに頬ほお擦ずりしてきたにゃ。

「ニーアばっかりズルーい」

「フィアはおべんきょーしてたからにゃ」

「フィーナおばさんがやれっていってきたんだもん」

「ほら、フィアも来なさい」

　そう言うとニコルママは片手を伸ばし、フィアを反対側に抱きかかえたにゃ。

　せっかく独り占めできたと思ったのに、残念無念にゃ。

「っていうか、マリアおばあちゃんはどうしたの？」

「腰やっちゃったって」

「もう歳としだからねぇ。無理はさせられないか」

「ニコルママ。それ、おばあちゃんが聞いたら、また正座させられるよ？」

「うん、だからナイショね？」

　ニマッと笑って唇に指をあてるニコルママは、すごく可愛かわいいにゃ。

　まるでフィニアママより年下に見えるくらいにゃ。もっとも、フィニアママもかなりお歳なはずなんだけどにゃ。

　おっと……さすがに本人にこれを聞かれた時は、死を覚悟したんだにゃ。

「ニコル様、そろそろ幼年学校の時間でございます」

　そこへスラッとした執事っぽい男が私たちを迎えに来たにゃ。

　幼年学校は、マリアおばあちゃんが作った施設で、子供たちに最低限の学力を身につけさせるために、教会で行っている学習会にゃ。

　面倒だけど、友達もいっぱい来るので、楽しみにゃ。

「ありがとう、セバスチャン。もうお仕事は慣れた？」

「はい。ご心配をおかけしました。まだまだデン様には及びませんが、微力を尽くさせていただきます」

「あはは、そこまで肩ひじ張らなくてもいいよ」

　セバスチャンは我が家に四人もいる執事の一人にゃ。

　この小さな屋敷に執事四人は大げさかもしれないけど、とはいえライエルお祖父じいちゃんは、この村の名士なので、体面は大事にゃ。

　他にフランシスとアンドリューという執事もいるけど、三人まとめてもまだまだデンには及ばないにゃ。

　デンはニコルママに昔から仕えている執事で、一時はパパかと思っていたけど、どうやら違うみたいにゃ。




　セバスチャンに連れられて家の前でしばらく待っていると、お友達のミカエルくんが馬車に乗せられてやって来たにゃ。

　ミカエル君は最初、わたしの許嫁いいなずけだったけど、いまはフィアの許嫁になっているにゃ。

　どうもマイペースなわたしより、大人しいフィアの方が相性がいいということで、変更になったにゃ。

　フィアもまんざらじゃないみたいなので、わたしも大賛成にゃ。

「おはよう、フィアちゃん、ニーアちゃん！」

「おはよう、ミカエルくん」

「おはようにゃー」

　わたしの名前が後になったのは少し気になるけど、礼儀正しくて元気なのはいいことにゃ。

　馬車を操縦するクラウドおじさんもわたしに向けて『おはよう』と声をかけてくれたにゃ。

　クラウドおじさんは村の自警団の団長さんで、どっかですごく功績を挙げたとか聞いているにゃ。

　ミシェルおばさんもいい男を捕まえたと思っていたら、ミシェルおばさんの方がもっと英雄扱いでびっくりしたにゃ。

「そうだ、ミカエルくん。今日ね、フィニアママが──」

　馬車の中でナチュラルにミカエル君の隣に座るフィアに、爆発しろと念をプレゼント・フォー・ユーしてやるにゃ。

　セバスチャンは御者席に座り、クラウドおじさんと村の情報を交換してるにゃ。いかにもできる男という風情のセバスチャンだったが、昔は相当ヤンチャしていたらしいにゃ。




　幼年学校に着くと、コルティナママとフィニアママが交代で文字とか魔術基礎を教えてくれるにゃ。

　朝、屋敷にいなかったのは、幼年学校の準備のために先に登校していたからにゃ。

「おはよう、ニーアさん、フィアさん」




　わたしたちとほぼ同時に登校してきたのは、どっかの貴族の『ごしそく』であるレディンくんにゃ。

　さわやかな笑顔で私たちに挨拶しつつ、わたしの耳を撫なでるのをやめるにゃ！

　わたしが手を払いのけると、さも心外そうな顔をして唇を尖とがらせてるにゃ。

　まったく子供みたいな男だにゃ。

「え、ダメなの？」

「レディの耳を気安くいじるモノじゃないにゃ」

「いいじゃない。ボクたち許嫁らしいし」

　ミカエルくんとの婚約を解除されたわたしは、マクスウェル様とレティーナ公爵様のご子息であるレディン君と婚約することになってしまったにゃ。

　一介の地方騎士の孫娘にどんな縁があって、そんな御ご大たい層そうな婚約が結ばれたのか、わたしにはわからないにゃ。

　でも向こうの方がノリノリな以上、一般市民では断る術すべがないのが問題にゃ。

　そもそも、なんで公爵家の人間が、こんな辺境の幼年学校に通ってくるのか、実に不可解にゃ。

　何かとまとわりついてくるレディンくんを捌さばきながら、私たちは学校から帰ることになるにゃ。

　幼年学校が終わる時間が不明なので、レディンくんの付き人のサリヴァンさんが、みんなを送ってくれることになっていたにゃ。

　といっても、ミカエルくんとわたしたちを送った後にレディンくんを送るだけなので、大した手間にはならないらしいにゃ。

　サリヴァンさんは顔はカッコいいお兄さんだけど、スキンヘッドで少し怖く見えるのが難点にゃ。

　聞いた話では、昔はもっとふさふさしていたらしいけど、レティーナ様に仕えてからはストレスで薄くなってきたらしいにゃ。

　それをごまかすために、ひと思いに剃そり上げてしまったらしいにゃ。思い切りが良すぎるにゃ。




　夜になって、フィニアママとコルティナママが帰ってきて晩御飯の用意を始める頃、フィーナおばさんが起き出してきたにゃ。

　フィーナおばさんは薬学の権威で、毎日夜遅くまで薬の研究をしているから、こんな生活リズムになっているらしいにゃ。

　まだ十代で若いのに、凄く不健康で残念美人さんだにゃ。

　みんな揃そろって食卓に並んで、その日にあったことなんかを報告していくにゃ。

　そこで私は、いつも疑問に思っていたことを、ママたちにぶつけてみたにゃ。

「ママ、わたしたちのパパは誰なのかにゃ？」

「えっ!?」

　わたしの質問に、ニコルママは硬直したように動きを止めたにゃ。

　よっぽど言いたくないことなのかと察するが、これもわたしたちが生きていくためには必要な情報だにゃ。

「そ、それは……」

「しかたないわね。もう隠しきれないかしら」

「ティナ、それは!?」

「そろそろ真実を話さねばならない年頃なのかもしれませんよ？」

「フィニアまで！」

　そう言うとコルティナママは食事中に席を立ち（お行儀が悪い）、堂々と平べったいおっぱいを逸そらして宣言したにゃ。

「実は──私があなたのパパなのよ！」

　ズビシとわたしを指差し、コルティナママは宣言したにゃ。

　え、コルティナママは私のママじゃなかったの？

「そして私はフィアのパパなのです」

　フィニアママはじっとフィアの顔を見て、そう宣言したにゃ。

「そして二人をパパにしたのは私の薬の力よ。あなたたちが生まれてこれたのは私のおかげだから、私もママと呼んでいいわ」

「フィーナは場を混乱させに来ないで!?」

　ニコルママがフィーナおばさんの口元を押さえながら、涙目でそう言っていたにゃ。

　その手を逃れながら、フィーナおばさんは懐から小瓶を取り出したにゃ。

「ちなみにこれが、女の子を男の子に変えるお薬。逆は不可」

「えー」

　わたしは混乱したまま、小瓶を見つめていたが、フィアは興味深そうにそれを眺めていたにゃ。

「おばさん、これを飲ませれば、ミカエルくんが妹になるかな？」

「なるわよ」

「ならないよ！　できたとしてもやめてさしあげて!?」

　ニコルママの悲鳴が食堂に響く。なんだか混こん沌とんとした状況だけど、わたしにとっては、これがいつもの日常でもあるにゃ。

　できればわたしも、ニコルママみたいな騒々しい毎日は御免被りたいにゃあ。
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「ニコル、ちょっと来てくれ」

　ある朝、ライエルに呼び出され、俺は奴やつの執務室に足を向けた。

　執務室にはライエルと、それに見知らぬ男が一人、待ち受けていた。

「なんだよ？」

「ニコルの姿でレイドの口調は……なんだか娘が反抗期に入ったようで微妙な気分になるな」

「うるさい、俺は生まれた時から反抗期なんだよ」

　マリアやコルティナ相手だと、きちんとニコルとして話すことができる。

　しかしライエルにだけは、レイドの意識が強く出るのか、前世の口調で話してしまっていた。

　これは奴に対して、いまだに俺が劣等感を抱いているせいかもしれない。

「まぁいいさ。それはそれとして、ちょっと絵を描いてもらうから、そこでポーズをとってみてくれ」

「はぁ？」

「いや、ここらで家族それぞれの肖像なんかを残すのも良いかと思ってな」

　ライエルのどこか胡う乱ろんな目を見て、しかし俺はその内容を吟味した。

　別にライエルやマリアの肖像画には興味はない。しかし……

「フィーナの絵を残すのは、悪くないな」

「そ、そうだろう？」

　子供の成長は早い。特に俺と違って好き嫌いの無いフィーナは、毎日見違えるほどすくすくと育っている。

　今、この瞬間を肖像画に残すというのは、非常に良い考えに思えた。

「どうせならフィーナだけでなく、お前もどうだって話でな」

「ふぅん？」

「ほら、フィーナはまだ子供だから、みんな一緒に描くってなると難しくてな」

「確かに……」

　フィーナは子供らしく元気だ。そしてその好奇心は際限がない。

　みんな揃そろってポーズを長時間取り続けるなんて真似まねは、まだできないだろう。

「だから家族をそれぞれ絵に描いて、それを後で一枚にまとめようって話になったんだ。そうだよな？」

「あ、はい」

　見知らぬ男にいきなり話を振るライエル。振られた男──おそらくは画家──は、慌てたようにコクコクと頷うなずいた。

　その仕草はあからさまに怪しい。

「なんか、企たくらんでないか？」

「何を突然に。言いがかりも甚だしいぞ」

　そう言いつつも、明後日あさつての方角に視線が泳いでいる。

「本当に家族の肖像画のためなんだろうな？」

「もちろんだ。それ以外に何があると？」

「例えば売るとか？」

　俺は六英雄であると同時に、新時代の四英雄の一人にも数えられている。

　四英雄とは、世界樹を救った俺とフィニア、そしてラウムを救ったミシェルちゃんとクラウドのことを指す。

　コルティナも世界樹を救った時に一緒にいたのだが、彼女はすでに六英雄としての名声を得ていたので、新しい英雄の中には含まれなかった。

　新たな英雄はクラウド以外全員が美少女と言っていい外見のため、非常に市民からの人気が高い。

　その絵姿が売りに出されるとなれば、買い手が殺到することだろう。

　ライエルもそこに思い至ったらしく、ポンと手を打った。

「その手があったか」

「おい」

　俺が半眼になって睨にらみつけると、ライエルは慌てて手を振って否定する。

「いや、言われて気付いたことをたくらめるわけが無いだろう？」

「売らないよな？」

「もちろん売らない。約束する」

「ならばよし」

　俺の言葉にライエルと、画家の男も大きく息を吐く。

　しかし、わざとらしくハンカチを取り出して汗を拭っているのを見ると、まだ余裕がありそうな雰囲気だ。

「それでは、こちらに立ってもらえますか？」

「座らないんです？」

「ええ、それでは見栄えがしませんので」

　そう告げられて、俺は言われるままにポーズを取る。

　やや足を開いて直立する、どこか雄々しいポーズのような気がするのだけど、完成図の立ち位置的にそういうポーズが必要なのかもしれないと自分を納得させた。

　そして数日かけて絵を完成させて、その画家と別れることとなった。




　それから数日して、村の中で変なことが起こっていた。

　村の中心の広場で、何やら工事が始まっていたのだ。

　もっともそこはクファル襲撃の際に破壊された広場なので、補修工事かもしれないと、その時は思っていた。

　特に貯水槽も破壊したので、広場周辺の修復工事は急務だったのだ。

「ライエル、この工事結構かかってるみたいだけど」

　広場に見学に来た俺は、ついてきたライエルにそう尋ねた。

　そもそも、この工事に携わっている工員の数も少な過ぎる。

　全体は布で隠されているので詳しい人数はよくわからないが、布の中に出入りしているのはせいぜい三、四人程度にしか見えない。

　隠された布の大きさからすると、非常に少人数に思えた。

「あ、ああ。ちょっと細かい作業が必要になったからな。腕の良い職人しか担当できないんだ」

「そういうもんか？」

　なんとなく釈然としないまま、『そういうこともあるのか？』と俺は思った。

　しかし復興中のこの村では、他にも工事をしている場所は多い。

　俺のような何でも屋の冒険者は、あちこちから頼られることも多かった。

　この時も、直後に俺の名を呼ぶ声が聞こえたので、その疑問を放置してしまったのだ。




　その日、ライエルの呼びかけによって、村人全員が中央広場に集められた。

　もともと給水タンクを設置していた建物の前でお立ち台に上り、ライエルが大きく声を上げる。

「村人諸君。復興作業、毎日ご苦労である。俺も諸君らの誠実な作業を非常にありがたく思っている！」

　コルティナのよく通る声質と違い、ライエルはまさに声量の暴力というべき大音声で宣言した。

　やはりコルティナとは腹筋の強さが違うんだろう。

「長く苦しい労働を不平一つ漏らさずこなした諸君らの忠勤、俺は非常にうれしく思う！」

　そして背後の布をかけられた壁に大きく腕を振り、宣言する。

「今日、村の復興は完全に終了した。それを記念して、ここに村の苦難を救った英雄の姿を遺のこそうと思う！」

「ん？」

　ライエルの演説が斜め上の方向にすっ飛んだため、俺は小さく首を傾かしげる。

　だがライエルはそんな俺の想おもいを無視して、さらに続けた。

「それでは御開帳といこう。これが……新時代の四英雄の姿だ！」

　大仰な宣言とともに、壁にかけられた布が落とされる。

　その向こうには壁に精緻に彫り込まれた、俺とミシェルちゃん、フィニアとクラウドのレリーフが存在していた。

「なっ、な、なな、なんだそれはぁ!?」

　壁一面にカタナを地面に突き、仁王立ちする俺。左右に杖つえを持つフィニアと盾を構えるクラウド。

　手前にミシェルちゃんが膝をついて弓を構えていた。

　いかにも雄々しいポーズを取る俺たちに、俺だけでなくフィニアとミシェルちゃんも唖あ然ぜんとしていた。

　クラウドに至っては顔を両手で覆ってしゃがみ込んでいる。乙おと女めか、お前は。

「ライエル、これは一体なんだ!?」

「何って、ニコルたちを称たたえるレリーフだが。ただ壁を修繕するだけじゃ物足りなかったからな！」

　どうだと言わんばかりに、ドヤ顔を決めてくるライエル。殴りたい、その笑顔。

　だが俺が聞きたいのは、そういうことじゃなかった。

「ミシェルちゃんは目立ったらダメなんだろ。ただでさえ噂うわさが広がっているのに、こんな物作ったら……」

「もうそんなこと気にする必要が無いくらい目立ってるだろ」

「うぐっ」

　確かにミシェルちゃんの最近の活躍は、隠しようがないくらい派手だ。

　こうして『新時代の四英雄』と称えられるほど、その功績は大きい。特にラウムでは、知らぬ者がいないほどその名は鳴り響いている。

「ここまで目立ってしまっては、もはや逆に顔と名前を売り出した方が手を出しにくくなるはずだ。特にミシェルちゃんだけでなく、クラウドやフィニアのこともあるからな」

　確かに孤児院出身のクラウドとフィニアは、立場的な後ろ盾が俺たち六英雄しかない。

　六英雄の後ろ盾と言えば大きいように聞こえるが、マクスウェル以外は平民だ。

　権力中枢に食い込んでいるような連中と権謀術数を相手取るには、さすがに心もとなかった。

「今後、彼女たちは自分で自分の身を守れるようにならなきゃいけない。そのためには、こうして顔と名前を大々的に売り出すのが一番早いだろう？」

「そりゃ、そういう一面もあるだろうけどさ……」

「お前たちも、もう大人だ。俺たちの目に届く場所にいるばかりじゃない。自分で自分の身を守る権力ちからも必要になるだろう」

「わたしたちのことを考えて、やってくれたんだね、ライエルさん」

　そこに割り込んできたのは、今まで呆ぼう然ぜんとしていたミシェルちゃんだ。

　まっすぐなその視線を受けて、ライエルはわずかにたじろぐ。

「ま、まぁ、多少悪ふざけしたことは否定しないけどね」

　それはこのレリーフのポーズを見れば、なんとなくわかる。

　俺はこんなポーズを取った記憶はないし、他のみんなもそれは同じだろう。

　おそらく、肖像画と言って描いた絵を元にして、ポーズを想像して作ったに違いない。

　それほどの技術を持つ芸術家を呼び込んだのだから、相応に金もかかったはずだ。

　その出費をしてまで、やる必要があったと考えるべきか？

「まぁ、俺たちのことを考えてのことなら、許してやる」

「そうか……なら新しいポーズの銅像も作ってみないか！」

「調子に乗るな!?」

　俺はライエルを一喝して、頭を殴るが、俺の力では大したダメージを与えられない。

　しかし俺の願いも虚むなしく、描いてもらった肖像画から俺たちの銅像が各地で作られるようになっていったのだった。
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　その日、俺たちは少し離れた場所にある村に救援に向かっていた。

　山から下りてきた狼おおかみ系のモンスターが村を襲撃し、現在柵を盾に立てこもっているらしい。

　本来なら近隣の村の冒険者が対応に当たる案件なのだが、現在近場には俺たちくらいしかいなかった。

　それに、俺にはこの依頼を断るという選択肢が無いのもある。

　邪竜コルキスとの二度目の戦い。あの時邪竜はブレスによって一つの山を形が変わるほど破壊している。

　その結果、住み処を失った猛獣やモンスターが逃げ出し周辺の村々を襲う事件が多発していた。

　やむを得ない結果とはいえ、原因の一端は俺にあると言えなくもない。

　英雄と呼ばれるようになり、その肩書きが俺たちの自由を保障している現在、足元を掬すくわれるような汚点──というほどではないが、要素は取り除いておきたい。

　すでに起こってしまった惨事を消すことはできないが、そのフォローをして回ることで、名声を維持することはできるはずだった。

「クラウド、先行して牽けん制せい！　フィニアは馬車の足を緩めないで。ミシェルちゃん、わたしが支えるから、撃てるようになったらいつでも撃って！」

「うん、わかった！」

「了解！」

　ミシェルちゃんとクラウドが元気な声を返してくる。対してフィニアは声を出すこともできずにいた。

　彼女も馬車の操縦はできるが、これほど全速力で走らせるのは初めての経験だった。

　荷台という荷物を持たないクラウドの馬は、一気に加速して先行する。

　街道の先には村の入り口が見えている。

　門は閉ざされ、柵の周辺に数頭の狼らしいモンスターが群がっていた。

　柵の隙間から槍やりを突き出しているようだが、あまり効果があるようには見えなかった。

　クラウドを先行させたのは、村人に被害が出そうな雰囲気があったからだ。

「ニコルちゃん、お願い」

「まかせて」

　荷台で立ち上がったミシェルちゃんの腰を、俺が抱き着くような形で支える。

　激しく揺れる荷台から遠く離れた狼を狙い撃つなど、正気の沙汰ではない。

　しかし射撃能力の成長が著しいミシェルちゃんなら、それも可能となる。

　彼女の腰……というか、尻にしがみつくようにして支え、前方の戦況を観察する。

　先行したクラウドが片手剣を引き抜き、狼を一頭斬り払っている。

　攻撃力に欠けていた彼だが、馬の突進力を加えたその一撃は狼を絶命させるに足る威力を持っていた。

　それに彼も、十七歳。身体からだの成長は止まりつつあるが、筋肉や技術の成長はまだまだ続いている。

　不足していた攻撃力も、ライエルの訓練を受けてメキメキと成長していた。

「朱の三、群青の一、翡ひ翠すいの五──氷アイシ水クルジ槍ヤベリン！」

　馬を操っているだけに、クラウドは盾を装備していなかった。

　クラウドの左側から襲い掛かった狼に対し、フィニアが水袋を投げつつ、魔術を発動させた。

　魔術の発動と同時に水袋が破れ、中の水が氷の槍と化して飛んでいく。

　それはクラウドに飛び掛かっていた狼に命中し、撃ち落とした。

「フィニアさん!?」

「きっ、気を付けてくださぁい！」

「はい！」

　自分が襲われかけていたことを悟り、礼を返してくる。それだけの余裕があるということか。

　言葉も出せないほど必死に馬車を操りながら、魔術を発動させるとは、フィニアも成長しているらしい。

　直後、クラウドの急襲を悟って動きを止めた狼の頭に、矢が音もなく突き立った。

　続いて刹那の間に二体、三体と射殺されていく。

　言うまでもなくミシェルちゃんの仕業だ。

　まだ狼たちまで三十メートルはあるというのに、百発百中とは恐れ入る。

　あっという間に狼を駆逐していくミシェルちゃんたちに、俺は出番もなく状況を見ていることしかできなかった。




「おお、まさか四英雄の方々に来てもらえるとは！」

　俺たちを迎え入れた村の長おさが、そう大声を上げながら、俺たちの前に進み出てきた。

　狼たちは駆逐し終わったので、安全は確保されている。

　門を開けてもらい、村の中に入って聞いた第一声が彼の言葉だった。

「ああ、その、ご無事で？」

　クラウドは少し戸惑ったように、村長に確認の言葉を返していた。

　最近、俺は正体がバレたこともあって、少し前に出ることを避けていた。

　俺がレイドであることはすでに公にされているので、俺が仲間を率いていると、ミシェルちゃんたちの活躍は『レイドのおかげ』という目で見られかねない。

　そこで依頼人への交渉や、表立った舞台での顔出しにはクラウドがリーダーということで対応させていた。

　俺が一歩引くことで、クラウドたちをより活躍させようという考えだった。

「いや、狼どもを相手に単騎で斬り込む姿はまさに英雄と呼ぶにふさわしい雄々しさでしたな！」

「いや、それほどでも……」

　実際、形としてはクラウドが単騎で斬り込み、後方からミシェルちゃんが支援したという形になっていた。

　この場に噂好きな人間がいたら、あっという間に吟遊詩人に謡われるほど騒ぎ立てられていたことだろう。

　村長を押しのけるようにして、村の娘たちがクラウドを取り囲む。

　口々にクラウドを褒ほめ称えながら、その腕にすがりつこうとしていた。

　いつもならクラウドの脇に肘鉄の一つも入れるミシェルちゃんなのだが、今は彼女も村の男たちに囲まれていた。

「凄すごい弓の腕だね。驚いたよ！」

「さすが弓聖ミシェルだ、まさに神業だったよ！」

　狩りを生なり業わいにしていた男たちだろうか。彼らがミシェルちゃんの弓の腕を称えている。

　その目は彼女に対する下心がありありと浮かんでいた。

　まぁ、俺も女に生まれ変わって十五年。男たちがそういう視線で見てしまうことはしかたないとあきらめの境地に達している。

　それだけミシェルちゃんは魅力的な女性に成長していた。

　それに田舎いなかの人間というのは、良くも悪くも明け透けな性格をしている。

　素直な性格と取れなくもないので、あまり悪い気はしない。

　フィニアにもちらちらと視線を向けていたが、彼女がエルフ……正確にはハーフだが、異種族ということもあって、腰が引けているようだった。

　ちなみに俺は、彼女の後ろに隠れて隠おん密みつのギフトを使っていた。

　フィニア、スマン。

「すまないが村長。俺たちは別の村にも向かわないといけないんだ」

「なんと……せめて一泊だけでもされていかれませんか？」

「いや、悪いけどあっちも急ぎなんだ」

　実を言うと別の村の用事など、存在しない。

　この状況を、俺やミシェルちゃんが辟へき易えきしているのを察し、クラウドが機転を利かせたのだ。

「そうでしたか。それでは無理にお引き留めすることはできませんな」

「来たばかりで心苦しい限りですが、水の補充だけお願いできますか？」

「ええ、もちろんですとも」

　ただ断るだけでは心証を悪くすると考えたのか、クラウドは水の補給を申し出た。

　馬車にはまだ予備の水樽も積んであるので、無理に補給する必要はない。

　だがフィニアが水袋を投げ捨てたり、馬たちに無理をさせたことを考えると、少しだけ休む時間を取る必要があった。

　荷物の積み込みをしている最中は、村人に取り囲まれることもないし、要請を受けた村長も気分良く送り出してくれるだろう。

　そういった相手のことを考えた提案をできるようになっている辺り、クラウドも成長している。

　戦闘面だけでなく、交渉面でも逞たくましくなったように感じられた。

　俺は追加の水樽を積み込みながら、クラウドに囁ささやく。

「やるじゃん」

「そうかな？　ニコルなら、囲まれる前に逃げ出してたんじゃない？」

「隠密持ちの利点だな」

「これだからギフト持ちは……」

　クラウドの口調はうらやましそうではあったが、妬むような感情は感じられない。

　昔だったら、多少なりとも嫉妬が滲にじんでいたものだけど、これも彼の成長なのかもしれない。

　自分は自分で強くなるという考えは、俺としても好感が持てる。

　少なくとも、ギフトを笠かさに着て威張る連中より、よっぽどマシだ。

「ニコル様、積み込み終わりましたよ」

「よし、じゃあ早速移動しよう……そうだ、フィニア」

「なんです？」

「魔術の発動、凄くスムーズになってたね。マクスウェルも喜ぶと思うよ」

「そ、そうですか!?　ありがとうございます」

　クラウドもフィニアも、目に見えて成長している。

　今じゃ英雄と呼ばれても恥じるところがないほどの実力者だ。

　ミシェルちゃんに至っては言及するまでもない。

「ねぇねぇ、ニコルちゃん。わたしは？」

「ミシェルちゃんは昔から凄かったから」

「えー、わたしも褒めてよー」

　子猫の様にまとわりつく彼女を引ひき剥はがしながら、俺たちは出発の準備を終えた。

　ミシェルちゃんとイチャつく俺を村の男たちが見ていたようだが、今は構っている余裕はない。

　うかうかしていると、また誰かに取り囲まれるかもしれないからだ。

　こうして俺たちは、モンスターに襲われた村を立ち去った。

　仲間たちの成長を目の当たりにできた、実に有意義な依頼だった。




　そう、良い気分に浸れていたのも、わずかな時間だった。

　しばらく後、女性同士の恋愛を描いた本が流通し始めていた。

　その登場人物は、銀髪眼帯の女性と愛あい嬌きようある巨乳娘。つまり俺とミシェルちゃんがモデルだと思われた。

「あの村の連中か……」

「あはは。転んでもただでは起きない人たちだねぇ」

　件くだんの本を前に俺は頭を抱え、ミシェルちゃんは朗らかに笑ってページをめくっていたのだった。

　この逞しさは、北の人間特有のものなのかもしれない。
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